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この報告 書は,日 本 自転 車振興会か ら競輪 収益 の一

部で ある機械工業振興資金の補助 を受 けて昭和48年

度に実施 した 「社会開発 システ ムに関す る調査研究」

の一環 として と りま とめたものであ ります。



序

近年 、 科 学技 術 の進 歩は ま ととにめ ざ ま し くなかで も情 報処 理 や電 子 工 学

技術 にお い ては 、 と くに 著 しい ものが あ ります。

一 方、 国民 の間 には 福祉 向 上 に対 す る期 待 が ます ます強 ま り、 これ/と とも

に、 これ ら科学 技 術 の 進 歩 を直接 、 国 民 の福祉 に役立 て よ うとす る機運 も高

ま ってま い りま した。

こ うした情 勢 か ら、 当 財団 では 、情 報処 理 技 術 の立 場 か ら公共 性 の高 い シ

ス テ ムの 開 発 あ るいは これ に関 す る調 査研 究 を すすめ て まい りま したが、 昭

和48年 度 に お きま しては この うち、 国民 の健 康 に密 接 な関 わ りを もつ 医療

の分野 へ の 適用 に つい て調査 研 究 を実 施 い た しま した。

本報 告書 は そ の成 果 の一 環 と して と りま とめ た もので あ ります。

この成 果 が、 今 後 わ が 国 にお け る医 療 の シス テ ム化 へ 寄与 し、 ひ い ては 国

i－
民 の医 療サ ー ビ ス向上 に貢 献 し得 ま す よ う、 念 願す る次 第 で あ りま す。,

おわ りに 、 この調 査 研 究 の実 施 に あ た り、 ご協 力賜 りま した各 位 に深 く感

謝 の意 を表 しま す。

昭和49年6月

、

＼
、

財団法人 日本情報処理開発センタ ー

会 長 中 島 征 帆
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は じ め に

'こ の報告 書 は 「平野 型 ・離 島型 僻地 に おけ る 医療 機器 シ ステ ム」(社 会 開発 シ ス テムに関 す る調

査 研 究報 告書 ③)と 一 体 を なす もので あ り、 ともに 「医療 機 器 シ ステ ム開 発 の基本 構 想」(社 会 開

発 シ ステ ムに 関 す る調 査研 究報 告 書①)を うけ て、 僻地 におけ る医療 機器 シス テム の具 体 的設 計 を

試み た もので あ る。
ノ

ー僻 地 をそ の対 象 と して医療 機 器 シ ス テム を設 計 し よう とす る 場合、 当然 、 医療 は もちろん、 それ

を とりま く社 会 的 、経 済 的諸 条 件 を も十 分 に 考慮 し、 当該 僻 地 の実 情に照 し十分 な整 合性 を持 たせ

る こ とが不可 欠 で ある。

したが って 本調 査 研 究に おい ては、一 つ の試 み と して、 まず わ が国 におけ る代 表 的 な僻地 のなか

か ら数 ヵ所 のモ デ ル地 区 を抽 卑 し、 そ れぞ れ の現 地 に おけ る実 情 を把握 した うえ で、 そ れに基 づ き

現 地 の 事 情に最 も適合 してい る と考 え られ る シ ステ ムの設 計 を行な った。

も とよ り、 こ.れは あ くま で一 つ の試 みで あり、 これ がそ のま ま の形 で将来 、 これ らの地 域 に おい

て適 用され る とい うもので は ない。

しか し、 この よ うな いわ ば モ デルで あっ て も、 で きる限 り現 実的 な立 場 にた ち、 さ らに将来 展望

をふま え た うえ で、 そ の実現 の可能 性 を追 求す る こ とが本 調査 研究 の 目的 で ある と考え、 シ ステ ム

の設 計 を試 み た ので ある。

この報告 で は、 山 間 型僻地(秋 田県 鷹巣 ・阿仁 地 区、 岩 手 県岩 泉地区 お よび 和歌 山県 御坊 地 区 を

モ デル とす る)の 現 地 調査 な らび に これ らの地 区 を対象 とす る 医療 機器 シ ステ ムの設 計が述 べ られ

てい る。

平 野型 ・離 島型 僻 地(北 海道 宗谷 地 区、 島根 県隠 岐地 区 お よび長 崎県 五 島地 区)に つ いて は本 報

告 書 シ リーズ③ に別 に掲載 した。

また、 これ ら の6地 区 に おけ る医療 機 器 シ ス テムが現 実 に 可能 か どうか の考 察 を経済 性 の面 か ら

検 討 し、 そ の一 つ の手 段 と して各 地 区 シ ス テム の開発 ・運 営 コ ス ト試算 につ い て検 討 を行 な った。

しか し、 これ もま た一 つ の試 み で あ り、 と くに本 シ ステ ムの よ うに将 来 に開 発 さ れ る技 術要 素 を

多分 にふ くむ ものに あっ ては、 あるい は無 意味 でさ え も あるか も しれ ない。

しか し、 あえ て この よ うな試 み を行 な った背 景 に は、 いか に公 共 性 の高 い シス テムで あっ て も、

そ こに投 下 され る資 金 は無 限 では な く上 限 が ある、 とい う認識 が あった か らで ある。 こ の上 限 を い

か に定 め るか は極 め て 多様 な 議論 が あるで あろ う本 本 調 査 研究 に おい て は、 それ を現 在 の総 医療

の0,3%、 お よそ10(臆 円程 度 と考え 、 この範 囲 内に おい て どの程 度の 機能 が発 揮 で きるか を・ よ

り現 実的 に考 察 し よ うと した の で ある。

これ につ い ては構 成 の便 宜 上、 本報 告 書 シ リーズ③ の第7章 に 上記の6地 区をまとめて述べている。

なお 、 これ らの シ ステ ム設 計 お よび コス ト試 算 の 前提 と して行な った現 地 調査 の概要 はつ ぎの よ

うな も ので ある。
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調 査 の 目 的

この 調査 は僻 地 におけ る医療 をサ ポ ー トす るた めの医 療機 器 システ ム の概念 設 計 を行 な う前 提

と して、僻 地 に おけ る医療 の現 状 お よび そ れ を とりま く地域環 境 を把 握す る こ とを 目的 と して実

施 した。

調 査 地 域 の 選 定 基 準

調 査 地域 の選定 に あた っ ては 、 そ の対象 を平 野 型 、 山間 型 、離 島型の 三 つの パ ター ンに分 け、

これ に該 当 す る広域 市町 村 圏(昭 和45年4月 自治事 務次 官通 知他)の な かか ら過 疎対 策 緊急措

置 法 第2条 、 山村 振 興法 第2条 、 お よび離 島振興 法第2条 に 指定 され る団体(市 町村)を 抽 出 し、

そ の地域 的規 模 お よび医 療機 器 シス テ ムの モデル と して の妥 当性等 を勘 案 し、 つ ぎの4地 区 を選

定 した。

(1)北 海道 宗谷 地 区(平 野 型)
友かのすleK

(2)秋 田県鷹 巣 ・'阿仁 地区(山 間型)

(3)岩 手 県岩 泉地 区 .(〃)

(4)島 根県 隠 岐 島地区(離 島型)・

(別 図参 照)

調 査 の 方 法 お よ び 調 査 項 目

調 査 の方法 は、各 地域 の医 療機 関 、 保健所 等の協 力 を求 め、 これ らの機 関 等 に おけ る面接 調査

各 種 資料 の 収集 等 に よ り実 施 した。

その 内容 はつ ぎの よ うな もの で ある。

(1)地 区 の 概 況

地 勢、 気候 、人 口分 布、 構成 、産 業 お よび就 業構造 、道 路、交 通 、通 信 、財 政等

(2)地 区 の健康 と医療 の概 況

・ 地 区 の 医療 の ニー ズ
、 特 色

人 口動 態、 死亡統 計 、 患者統 計 等 よ り

・ 地区 の 医療 の現 状

医 療施 設 の 状況 、医 療従 事 者 の 状況 、保 健 お・よび 衛生 行政 等

医 療サ ー ビス の実 情(一 般 診 療、救 急、健 康管 理、 コンサル テー シ.ン 、

衛生 教 育、卒 後教 育)

■

●

,調 査 期 間

上記の調査は下記の期間にわたって実施 したσ

一'2一



調 査 地 域
-

期 間

北 海 道 宗 谷 地 区 8月21日 ～8月25日

秋田県鷹巣阿仁地区 8月20日 ～8月25日

岩 手 県 岩 泉 地 区 8月20日 ～8月24日

島根 県 隠 岐 島地 区 8月20日 ～8月25EI

調査 先(訪 問 順)

(1)北 海道宗谷地区

稚内保健所

上勇知診療所

宗谷郡猿払村国保病院

宗谷郡猿払村役場

道庁宗谷支庁地方部
たかの す

(2)秋 田県鷹巣阿仁地区

鷹巣保健所

大阿仁診療所(鷹 巣町)

中村出張診療所(鷹 巣町)

中村小学校(〃)

阿仁町役場
'ユない ざわ

米内沢総合病院(米 内沢町)

合川町役場

(3)岩 手県岩泉地区

岩手県国保連合会 〔盛岡市)

岩泉町母子健康センター

岩泉町役場

岩泉保健所

岩泉町県立釜津田診療所

岩泉町国保力ll診療所

岩泉町済生会岩泉病院
あっか

岩泉町済生会岩泉病院安家診療所

(4)島 根県隠岐島地区
どう ご

島根 県隠岐 支 庁(島 後)

西郷保 険所(〃)

島後町 村立 隠岐 病 院(〃)
どう せん

黒木保健所(島 前)

一 .3一



西 ノ島町 立 浦郷 診 療所(島 前)

勝 部医 院 『(")
ちぶ

・知夫村役場(")

なお、とれら4地 区の現地調査終了後、和歌山県御坊地区(山 間型)お よび長崎県五島地区 ・

絶離島型)の2ヵ 所について現地調査を追加した。

調査の方法等は上記の4ヵ 所の場合とほぼ同様である。

●

●
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第1章 秋 田県鷹巣 ・阿仁地 区現地調査

1.鷹 巣 ・阿仁 地区 の 概 況

●

1.1秋 田 県 の 地 理 的 条 件

秋 田県 は 東北 地 方 の西 部 日本 海 に面 し、 そ の海岸 線 は単 調 でわず かに 男鹿 半 島が 日本海 に

突 き 出 し北 と南で 白神山 地 島海 山が 日本 海 に接 して いる。 県の 東部 は岩 手 県 と隣 接 しそ こ

に奥 羽 山脈が 南北 に連 ら な り、 八幡平付 近 か ら男 鹿半 島の 方向に 向 って太 平 山 地が のび、 秋

田県 を南北 に分 けて い る。 太平 山地 と北 の青 森 県 と境す る白神 山地 と の間 に、花 輪 、大 館 、

鷹巣 の 三 つの 盆地 と能 代 平 野が あ り、そ の盆地 や平 野 を潤 し東か ら西へ米 代 川が 流れ て いる 。

米代 川 は阿 仁 川、 打 当川等 の支流 を持 ち これ らの 川は 阿仁 町、上 小 阿仁 村 の 山間 部 に分 け 入

り、 い くつ か の 部落 を 形成 してい る。

気 候 は冬 には シ ベ リアか ら吹 き出す西 風が 強 く、 多量 の雪 を降 らせ る 豪雪 地帯 で あ り、夏

は 高 温 少 雨 で フ ェ ー ン 現 象 を 起 しや す く大火 の誘因 とな るな ど、代表 的 な 裏 日本式 気候

の地域 で あ る。

産 業 は農業 が 主 で あ り各平 野や 盆 地で 米 の単作 が行 われ 、 その 周辺 で は リン ゴの栽 培 も行

われ てい る。 特 に八 郎潟 の 計画的 な農業 経営 は 有 名で ある。 その他 に秋 田市 周 辺で 石油 が 採

掘 され るので 、精 油 工場 もあ り、又 山地 では 銅等 の鉱 山 もあ り、 秋 田杉 の伐 採 も盛 ん で ある。

そ の うちの 鷹巣 ・阿仁 地 区は 秋 田県 の北 部 に位 置 し東 西 部 および南 部 を奥 羽 山脈 と出羽山

地に 囲 まれ た 袋状 の地域 で あ る。 中心 都 市鷹 巣町 は鷹 巣盆 地 の中央 に位置 し東西 に 流れ る米

代 川の 流域 一 帯が 大 きな穀 倉 地 帯 となっ てい る。

ま た 「阿仁 部 」 と称す る森 吉 町、 合 川町、 阿仁 町、 上 小 阿仁村 の4町 村 は森 吉山 お よび太

平 山か ら北 に 流れ る阿 仁 川本 支 流域 に そ って 耕地が ひ らけ集 落が 発達 してい る。 しか し、 こ ・

の 地区 の面 積 の87%が 林 野で 耕 地は、 わず か6.9%に す ぎない。

この 地 区 の気 象 は気温 の最高 が28.9℃ 最低 が 一6.5℃ で1.2月 の平 均 気温 は 氷点下 に な

る。 降 雪 は12月 上 旬 か ら3.月 中旬 ま で130日 間 を こえ 積 雪量 は、 平 坦 部 で1.5m山 間 奥

地は3.Omを 記 録 す る豪 雪 地帯 で あ る。

1.2秋 田県 の人 口teよ び 年 令 構成

人口の地域別の分布状態をみると秋田市周辺の人口増加はみられるが、その他の地域特に

山間部において急激な過疎化が進んでいる。その影響は産業経済、世帯構造、社会組織をは

じめとし、健康に関与する医療供給の不備をももた らしていると思われる。
、

昭 和4.5年10月1日 時 点 の秋 田県 の人 口は1,241,376人 で、 昭和40年 の 人 口 ど⊆

らべ る と実 数 で .3.8万 人 率 で3.0%の 減 少 を示 し、鷹 巣 阿仁 地 区 も同時 期 に主 已 て、、.9.1

%の 減 少 で あ り秋 田県 内 に比 して 大巾 な減 少率 を示 して い る。特 に鷹 巣町 を除 く他 の地域 は
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表1-.1 秋 田 市 の ・気 象

..

－L

気.温'℃ 平 均 平 均 .天 気 ・ 日』 数(日)
「7

日 照
.降 水 量

.地:震

年 月 一 湿 度 風 速 A 時 間
最r局 最 低 平 均 % m/S 降'水

』

快 「晴' 曇 天 壷ヨ
.' 霜 雷 電 岡 (ππ) (有 感)

(樋 ㈱ '

「
.

.

昭319年
一33

.1
一7

.7 11」 76 3ユ 208 11 257 103 15 26

・」

1・,681.2 2,161.5 22

40 34.7
・

一11
.8 !05 75 ,36

`

244
v

24 252 117 13
:

37 1,687.4 1β90.1 9

41 33.7 一4 .6 10.9 75 3.7 239 13 263 104 18
馳28

1,599.8 2,133.8 1

42 34、7, 一9 .5 ll.1 74 2.7 234 23 232 ,106 26 21 1β62.7 1,714.4 4 .

43 33ユ 一11.5 ll.3 75・ 4.0 178 22 226 89 25 ,20 1,938.1 ・1β52.0 30

」

44. 32.3 一9 .0 10.5 75
.

4.0 197 16 252 108 11. 20 L705.7 1,730.5 6

45 34.1 一9 .4 10.9 73
'49 .

183 15 233 119 ・ ・. 22 1,919.1 1β27.0 9 ,
'

`

1月 100 一9 .4 －L4 76 4.9 28 0 28 29 ・ ■ ● 2 62.0 1'65.5 0
[

2 10.3 一8 .9 一 〇」 71 6.6 23 0
'

22 24 …

、

3 81.7 118.0 1

3 109 一6ユ 一 〇2 69 6.7
127

0 31 28 ・ ・■ 0
『126

.2 96.5 1

4 22.0・ 一28 8.2 67 6.0 10 6 14 2 、 ⑳ ■ 1 227.7 101.5 1

5 28.6 4.3 1・6.2 68 4.7 6 o 15 0 .・ ・ r 235.1 525 1
.・

6 27.9 .10.4 18ユ 76 3.4 7 0. 18 0 ・.・ 0 .222.5
A

>

52.0 0

7 333 15.7 23.2 78 39 9 4・'
.

17 0
-

・.・ 0 219.9 58.0
'

0

8 34ユ 15.8 24.5 76 3.8 7・ 4 16
ト

0 .◆ ・ 2 216.7 9LO 0

9 32.8 8.3 20.0 74 38 11 6 12 0 .・. 一 〇 198.4 192.5 1

10 26.1 0.8 13.7 73 3.8 12 3 15 0 ・ ・■ 5 172.6 159.0 2'
w

11 20.5 一4 .1 7.3 71 4.7 17 2 19 10 … 5 1019 1010 0

12 13.6 一7 .0 1.4 72 6.0 26 0 26層
.

26 ・ ● ● 3 54.4 136.5 2、

資料:秋 田 県勢要 覧 に よる。
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表12鷹 巣 阿仁 地 区 の気 象状況

区 分 気 温 湿 度 降 水 量 降 雨 日数
一

月`別 最 高 ℃ 最 低 ℃ (平均%) (加π) (雪)

1 0.9 一6 .5

'

84 161.g 28

2 1.9 一6
.3 80 114.9 22

3 59 一3
.1 76 117.9

r
22

4 14.4 2.4 69 124.0 12

.5 21.0 8.3 68 96.4 13

6' 24.2 13.2 74 954 13

7 27.5 18.0 79 196.8 14

8 28.9 19.1 80 260.8 16

9 24.1 13.5 78 154.2 16

・10 17.9 6.7 78 145.0 16

11 10.5 1.5 84 167.2 2i

12 32
一3 .7 83 169.8 21

■

岨

観測地〔㌘ 讃 蒜:齋 ㌘ 章蓼所標高_5己

降 雪期 間11月10日 ～4月7日 根 雪 期 間12月8日 ～3月25日

積 雪量(年 間累 計)3.9m早 霜10月18日 脱霜5月7日

霜 日数38日 年 間降 水量1,804.3mm降 雨(雪)日 数220日

(資 料 鷹 巣阿 仁広 域 市町 村 圏計 画 によ る)

過 疎 地域 対策 緊急 措置 法 に基 づ く過 疎 地 域 と して公示 され てい る。

人 口密 度は 秋 田県 では1km2あ た り107人 で 全国 の280人 を か な り下 回 り、 鷹巣 阿 仁

地 区 では43.3人 、 鷹 巣町 を除 く地域 で は32.8人 と極 端 に低 くな って い る。

男女 別 にみ ると性 比は91.5で 全 国 の96.6よbか な り低 く、 鷹巣 阿仁 地 区は90.7と 男

性 よ り女性 の数が 多 い。

年 令 構 成 図 をみ る と、生 産年 令 八 白 の割 合が や や小 さ く年 少入 口お よび老年 人 口の割合 が

わず か に 大きい 。年 少 人 口の 割 合の減 少 、生 産年 令人 口 お よび老年 人 口の割 合の 上 昇の結果

平 均年 令は年 々上 昇 して お り、 男では 平 均年 令に おい て全 国平 均 よ り低い が 女 では逆 に高 く

な って お り鷹巣 阿仁 地 区で もこれ と同 じ現 象 を示 してい る。'

人 口 集 中地 区人 口の 年令 構 成 をみ る と全 国 に ぐらべ老 年 人 口 の割 合が や や大 きい鷹巣阿 仁

地 区 では 、0才 か ら44才 ま'での層 が著 し く減少 し.45才 以 上 の人 口が増 加 をみ せ てい る。

6

●

一12一



●

●

人
40

100

、50

0 大9

正 午

(注)1.

ウ
●

3

'興 三1㌻S㌻ ↓/:'"
2。

10

0%

嚢 轡 、.㌻亨離 離 蟹鱗i繍
.1。

14辮'01520
・2530354045

大 正9年;14年 、 昭和5年 、10年 、15年 、25年

30年 、35年 、40.年45年 は国 勢調 査 に よる。

昭和19年 ～21年 は 人 口 調査 に よる。

L2以 外の年 次 は推 計 人 口に よ る。

図1-2人 目の推 移(大 正9年 ～ 昭和45年)

(資 料 秋 田県の 人 口に よる)

=;18 -163□ 三漂

ロ ー166口

図1-3市 町村 別 人口増減 数(昭 和40年 ～45年)

(資 料 秋 田県 の 人口 に よる)
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市 町村 別 人 口分 布(昭 和45年)

(資 料 秋 田県 の人 口 に よる)
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%%

'年 齢(
15歳 階級)別 人 口(昭 和40年 、45年)

(資 料 秋 田県 の人 口 に よる)

4

そ の 内容 を分 析 す る と、 地 区 内発 展 の将来 を託 す14才 以 下 の幼 少人 口 と15才 か ら44才

まで の生産 人 口が 年 ご とに減 少 して い る反 面60'才 以 上 の高年 令層 の 割 合が逐 年増 加の傾 向

.を示 してい る。
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一 秋 田県

一一■一● 全 国

・;撫
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.図1-6年 離 別 性 比(昭 和45年)

(資 料 秋 田県 の 入 口に よる)

1.3産 業 お よ び 職 業 分 類

昭 和45年 頃 の15才 以 上 就業 者63.6万 人 の産 業別 分 布 をみ ると秋 田、 鷹巣 阿仁 地区 と

も農 業が トップで 、 全国 と くらべ る とや は り農 業へ の依 存度 が 高 くな ってい る。

産 業3部 門 の傾 向 をみ る と、年 々農林 漁業従 事 者の 占 める割 合が低 下 しつつ あ り、他 の 部

門 では いず れ も増 加 してい るが 、 全 国の 割合か らみ ると まだ まだ 農林 関係 職 業 の 占め る 割合

は 高 い。 これ は農 業県 で ある 秋 田の地 理的 条件 が 大 き く作 用 して いる。

●

%
2

秋田県

2

1

ー

}
l
l

ー
`

,4
'`'`

人u集 中地区

人u集 中地区
以 外 の 地区

l

o

ノ!

''

」

」]1'`ll1`」 」 ⑪1

5 10O

夜,

15 20 2530 4 50

図1-7年 齢 構造 グ ラフ(昭 和45年)

(資 料 秋 田 県 の人 口に よる)
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・・1・ 造 売先 険2・tLtm';・
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図1-9産 業(3部 門)別 就 業 者 の 割合(昭 和45年)
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図1-11 産 業(3部 門)、 年 齢、』男女別 就 業 者数(昭 和45年)

(資 料 秋 田県 の人 口 に よる)
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表1-3就 業 構 造 の 推 移

`

∀

年 次別

産業分類別

昭和

30年

昭和

35年

昭 和

40年

昭和

45年

構 成 比 田 伸び率 ㈱

30年 一
45年

30年
し

35年 40年 45年

第
一

次
産
業

農 業

林 業、狩 猟 業
-一

漁 業 、水 産 業

20,044

2,656

2

18,273

3,218

2

15,168

2,628

3

13,262

2,330

2

59.1

78

一

52.5

92

一

47.3

82

一

423

74

一

66.2

87.7

100

小 計 22,702 21,493 17,7gg 15,594 669 617 55.5 49.7 68.7

第
二
次
産
業

鉱 業

建 設 業

製 造 業

1,367

1403

1,895

1,356

1,815

2,277

729

2,260

2,407

230

2鴻68

3290

4.0

42

56

39

5.2

65

23

7ユ

7.5

0.7

79

10.5

16.8

1759

173.6

小 計 4,665 5448 5,396 5988 138 156 16⑨ 19.1 128.4

第

三

次

産

業

卸 売 、小 売 業
'莱融

動墜 業
運 輸、通 信 業

電 気、 ガ ス、

水 道 業

サ ー ビ ス 業

公 務

そ の 他

2,509

210

9・29

_,

2,247

632

一

2,822

213

Ll66

114

2,920

656

2

3,202

279

1,308

}04
3,228

719

11

3,543

293

1,270

104

3,719

822

18

7.4

06

28

-

66

19

一

8.1

06

3.4

03

84

19

一

10.0

09

4.1

0.3

10.1

22

一

11.3

09

4.1

03

119

26

0.1

141.2

139.5

136.7

-

165.5

130.1

一

小 計 6,527 7β93 8,851 9,769 193 227 27.6 312 149.7

総 数 33,894 34,834 32,046 31,351 100 100 100 100 92.5

(資 料 鷹巣阿仁広域市町村圏計画による)

■

1。4世 帯 構 成

秋 田県 に おけ る1世 帯 あた り人 員は4.17人 ・鷹 巣阿 仁 地 区の4.16人 鷹 巣町以 外の 地

区の4.29人 といず れ も全国 平 均 の3.69人 を 上回 ってい る 。

世 帯 人 員別割 合 をみ る と昭 和40年 に比 して昭和45年 に は4人 世帯 以 下 の小 家族 が増 加

して お り、5人 世帯以 上 の 中、 大家族 が減 少 してい る。

家族 類型 別 割 合 をみ る と、核 家 族 世帯 の54,1%が もっと も 多いが、 全国 平均 の63.4%

に 比べ る と小 さ い。
●

1.5父 通

秋 田県 内に は奥 羽 本 線 と羽越 本 線 の国鉄 幹 線が走 り秋 田市 と青森、 山 形 、 新潟 等 の都 市 を

結 ん でお り国道 は7号 線 と13号 線が 各 々の都 市 を結 ん で い る。

一
、19一
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図1-15普 通世 帯 の家族 類型 別割 合(昭 和35年 一45年)

(資 料 秋 田県 の人 口に よる)

鷹巣阿仁地区は鷹巣駅より分岐する阿仁合線が阿仁町比立内まで通 じており、又民間バス

会社が一社で地区内住民の通学、通勤などの生活上の交通機関として大きなウェイトを占め

ている。 しかし昨今のモータリゼーションの普及や過疎化現象の進行にともない、パスの乗

客の漸減傾向は否めず低運行回数路線が増加 してきている。

一方通路は国道7号 線が鷹巣町を東から西に抜け国道105号 線が鷹巣町から森吉町、阿

仁町を通り比立内まで通 じており、将来仙北郡西木村戸沢間が開通し大曲市への距離が近 く

なる予定である。

又 森吉町から上小阿仁村を通 り秋田への最短距離にある国道285号 線があるが未改良延

◎

白

一20一



島

長6km未 舗装 延 長4kmあ り、 幅員 狭小 の ため 交通渋滞 の 所 が ある。

県 道は 当地 域内 に主 要 地方 道3路 線41kmと 一般 地方道13路 線9き.4kmが あ り、基幹 道

路 と して主 要 な地位 を 占め て い るが 、 その 整備状 況は 改 良率26.6%舗 装率23.4%と 低 水

準に あ る。

町 村道 は改 良率11.7%舗 装 率1.2%で 全県 の水準 よ りも低 位 に あ り、 しか も交通 不能延

長が234.7kmで31.5%を 占め 橋梁 も永久 橋率は30.7%に す ぎ ない。

表1-4町 村 道 の 状 況
∨

'

区 分 実延 長{A)
改良済延長

(B)

舗装済延長
(C)

自動車交通
不能道延長(D}

(B改良 率

(A)
鱗 率8 交 通(D

不能 率(A)

た沈 丘π た加 η々 % % %

町村 道1級 944 34.0 1.6 30 36.0 1.7 3.2

町 村 道2級 1006' 123 4.5 213 12.2 4.5 21.2

町村道その他 550.0 408 27 210.4 7.4 0.4 38.3

・

町 村道 合計 745.0 87.1 88 2347 11.7 1.2 31.5

全 県 16.7610 22814 481.3 4,432.8 13.6 2.9 26.4

全 国 839,520.5 121.1093 '71
,9874 316.7124 14.4 8.6 37.7

(資 料 鷹巣阿仁広域市町村圏計画による)

●

1,6通 信

マ イク ロ回線 は秋 田局 より青森 局 と酒 田局 へ結 ばれ て い るのみ で鷹 巣 局は 大 館 局へ短 距離

搬 送 方式 で結 ば れ てい る。

鷹 巣阿 仁 地区 の電話 加入 台数 は 昭 和46年10月 現 在 で8,472台 で1.8世 帯 に1台 の普

及率 とな ってい るが 電話 の 積滞 数 は1,716台 とな って い るの に対 しケ ー ブル 回 線 の不 足 や

施設 計 画 の制約 など か ら架 設が3～4年 も待 た され る例 が 多い。 ま た、 ダ イヤル 即 時化 され

て いない 町 村は3町 村 で同一 行政 区域 内で あbな が ら市外 扱 い に な ってい る所 が5ケ 所 もあ

る。

地 区 内電話 加 入 状況 表 をみ る と阿 仁 町 の普及 率が 特 に劣 って い る。

一21一
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図1-16 鷹 巣 阿 仁 地 区 国鉄路 線 図
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表15圏 域 内 電 話 加 入 状 況

(昭 和46年10月31日 現在)
一 ・

加 入 電 話
⑳ 、

普及率 備 考町 村 名 世帯数 積滞数
一 般 農集 ボ ック ス 赤電話 計

A A A A ',A ム
口 口 口 口 口 % 口

鷹 巣 町 6,670 2β57 903 12 95 3β67 580 568

森 吉 町 2β05 767 738、 2 44 1,551 55.3 563

阿 仁 町 1,860 509 一 3 16 528 28.4 175

合 用 町 2,210 600 1,211 2 16 1・日29 82.8 154

上小阿仁村 1,307 336 349 1 11 697 53.3 256

計 14,852 5,069 3,201 20 182 8,472 570 1,716

(資 料 鷹巣阿仁広域市町村圏計画による)

2.鷹 巣 ・阿仁 地区におけ る医療 の概 況

2.1特'色

2.1.1医 師の分 布

医 師数 を医 療 資 源 の一応 の指標 と考 え、 人 口 に対す る医 師数 を考 え る。 地区 内で は

49人(非 常 勤 を含 む 。)で10万 人 当 りに直 す と81人/10万 人 とな り全 国平 均 の

117人 に較 べか な り少 ない。

地 区 別に見 る と鷹 巣町28人/2,5万(率112)森 吉 町15人/L2万(率125)

阿仁 町 ・合川町 ・上 小 阿仁村6人/2.3万(率26)で 、森 吉町 と鷹巣 町 に集 中 し、阿 仁 ・

合 川 ・上小 阿仁 が極 度 に少 ない。

鷹 巣 町だ け は 都 市型 の町 で 、 地 区内人 口の42%2.5万 人 が 集 中 して お り、 他の 町村

とは異 な ってい る。 そ こには、他 府 県で 見 られ る ような 開業医 の 都 市集 中が あ り、そ れは

人 口の 集 中 を上 回 って い る。(表1-6)t－

地 区内 には、 地域 中央病 院 の考 え方 が あ り、 これ が 森 吉町 集 中の理 由 にな っ ている。 中

央病 院 と しては 、 鷹巣 町 の北 秋 中央 病院(医 師lo人)と 森 吉 町の 米 内沢 総 合病院(医 師

12人)が ある。 鷹巣 町 の非 開業 医 の数 は 、 開業 医数 に比 べ多 くない 。

表2-6で 見 る と、鷹巣 町 の 開業 医が10人 前 後 阿仁 ・合川 ・上小 阿仁 にま.わる と大体

医 師 数 の平 均化 が 出来 る勘 定で ある。 医療 の必要 度は 後 に述 べる よ うに 、都 市型 の鷹巣 町

よ り過疎 型 のそ の 他 の町 村 の方が 高 く、 医療 が それ を本 当に 必要 とす る人達 か ら遠 ざか る

とい う、 逆転 した現 象が 起 きてい る。

も
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表1-6鷹 巣 阿仁 地区 の医 師 の 分 布 と人 口比(昭46年)

`

開 業 医 非 開 業 医 合 計

実 数 率 実 数 率 実 数 率

鷹 巣

森 吉

そ の 他

15

3

4

60

25

17

13

12

2

52

100

9

28

15

・6

112

9
125

26

(付)

(注)率 とは10万 人 中の 医 師数 に換 算 した数

参考に入口、医師数の対照表を掲げる。

＼ 人 口 開 業 医 非 開業 医 計

鷹 巣 町 2.5万 人 15 13 28

森 吉 町. 1.2 3 12 15

合 川 町 1.0 1 1

阿 仁 町 0.8 2 2 4

上小阿仁村 0.5 1 1

(資 料 秋田県衛生統計年鑑による)

医師数の分布から見ると森吉町を除いて、入口過疎地区=医 療過疎地区となるが更に医

療の過疎化が人口の過疎化 より先行 している。

2.1.2過 疎 現 象 に伴 う医 療上 の変 化

鷹 巣町(鷹 巣 は低 開発 地域 工業 開発促 進法(昭36)に よ り開 発 地 区 に 指定 され てい

る。)を 除 く、 森吉 ・合川 ・阿仁 ・上小 阿 仁 の各地 区 は昭和45年 に過 疎 地域 対 策緊急 措

置 法 の対 象 地域に 指 定 され て い る。 若壮 年 令 層の都 市流 出が あ り、 ひ ょうたん型 の 年令 構

成 に な ってい る。

医 療 上 の変化 として 第1に あげ られ る ことは医 療過 疎 の問題 で あ る。 上 記 した 開業医の

都市集 中、 医 師 の流 出(町 立病院 よ り町 へ 転 出 し、 開業 す る例、 な ど過 疎 地 よ りの流 出)

が 根 本的 問 題 に なって い るが 、 市町 村 合併 に伴 う各 種 機能 の 中央 集 中化 や 開業 医 を 中心 と

す る医療 制度 な どが 背 景 に な ってい る。

第2に 疾 病 構造 の変 化が あ り、 成人 病 の 疾病 率 の増 化 な どが挙 げ られ る。 一

一
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表1-7人 口 動 態 お よ び 死 因 別 死 亡(S46年)

町 村 名 全結核
悪性

新生物

脳血管

疾患
心疾患

1

肺炎および

気管支炎

,胃炎 腸炎

十二指腸炎
大 腸 炎

腎 炎

ネ フローゼ

老 衰
不慮の

事 故
自 殺 全 死 因

全 国
実数

率

13,597

13.0

122,768

117.1

176β95

169.5

85,324

818

29,592

28.4

8,041

7.7

8,543

8.2

35,447

34.0

41,936

40.2

16,204

15.5

684,532

656.0

秋 田 県
実数

率

100

8.1

1,739

1413

*ぴ050

247⑧

1ρ37
.

842

・366

29.7

'

91

7.4

94

7.6

326

26.5

531

43.1

231

18.8

9」63

744.4

鷹 巣 阿 仁
実数

率

9

.15.1

78

130.4

154

*
257.5

41

686

32

53.5

4

6.7

4

6.7

17

28.4

25

41.8

9

151

457

764.1

'

一

鷹 巣 町
実数

率

3

11.9

36

142⑧

63
*

2499

20

793

19

75.4

3

1L9

2

7.9

8

31.7

15

59.5

4

15.9

196

78L4

森 吉 ・町
実数

率

1

8.5

13

1106

20

170.1

9

766

4

34.0

1

8.5

一

一

4

34.0

5

42.5

2

17.0

7.8

663.6

合 川 町
実数

率

2

20.6

12

1236

30
*

3090

5

515

4

41.2
"■

二 二
1

10.3

2

20.6 :
79

679.8

阿 仁 町
実数

率

3

37.4

11

137.2

25
*

3118

4

499

3
-

37.4 二 :
1

12.5

3

'37
.4

2

・250

69

860.7

上小阿仁村
実数

率 :
6

1173

16
,*

3129

3

58.7

2

39.1 二
2

39.1
>

3

58.7

1'-

19.6

47

91豆1

一 ・

(資料 秋田県衛生統計年鑑による)
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　 一 一 合川町 ・森吉町 ・阿仁町 ・上?阿 仁村合計の平均(燥 阿雌 で鷹巣町を除いた地域)
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鷹巣阿仁地区平

3940141424344

図、.19脳 血 酷 悪 に よる死 亡率 の地 域 月・1年次経 過

(鷹 巣保 健所 「統 計資 料 」に よ る。)

45

㌧ ●

46 年度



ー

N
●

ー

● ■ ■

10万 人中
死 亡 者数

/
＼

＼
～

㍉

＼＼

グ
ニノZ/

一
.
/

、/
'
＼

〉
/

ン

＼

＼
、

＼

＼

m

(注)

巣
・森

川

阿 仁

上小阿仁

＼ 阿仁

')k
、 ≦グ ＼

≒幾e縫 ご …

年 度

、 。年 と45年 は 「秋 田県 の人 ・」(継 府 続 編 発行)vaよ る年 令 繊 に より・65才 以上 の人 口 を難

と して補 正 した もの(鷹 巣 を1と す る)を 矢印 で示 した。65才 以 上 なので 補 正 巾は 大 き す ぎる と考 え られ る。

図1r20脳 血 管疾 患 に よ る死 亡率の 市町 村別 年 次経 過

(鷹 巣保 健 所 「統計 資料 」 に よる。)



2.1.3疾 病 構造

先 ず 疾病 構造 を人 口動 態(表1-7、 図1-18)か ら推 定す る。

高 血 圧症 、 脳血 管 疾患 の疾 病 率は 秋 田県が 全 国 第1位 で あ り、そ の 中で 当地区 が最 も

高 い 。更 に、 当地 区で も鷹 巣 を除 い た町村(過 疎 地区)の 方が よ り高い 。 そ の様子 は図1

÷19、 図1-20の 死 亡率 の年 次経過 で分 か る。・若壮 年層減 少 の過 疎 地 区では あるが 、

高 年 令 者め増 加 は そ れ程 大 き くない。 これ を 全国の 平 均 との 比較 のため に昭和40年 と1

45年 につ いて のみ 年 令構 成 で 補正 す る と、 図1-20の 中の矢 印 の よ うに な る。 高疾 病

率 の原 因 には な ってい な い。 これ は図1-20の 補 正rliを見 る と よ く分 か る。 森吉 町は 過

疎 に も拘 ちず 死 亡率 が 低 い が、 これは 明治22年 に 開設 された 米内 沢総 合 病 院 を中心 と し

た 医 療環 境 の良 さ に依 る と考 え られ る。

次 に、結 核 な どの慢 性 病 の非 治療 者 お よび在 宅 治療 者 が過 疎 地に 多い ことが 保健 所の 統

計 に よ り言 える 。(表1-8)

又 出生 につい ては 、地区 内 の出生 数 は 減 ってい るが過 疎地 の乳 児 死亡 率 、死 産率 は減 っ

て い ない。

日常的 医療 の対 象 で ある 、歯 科 疾患 につ いて は、 地区 内の 疾患 率 は都 市 に比 べ て高い 。

以 上 の こと よ り住 民の有 病 率 は過 疎 地が より高い こ とが推 定 され る。

"

'表1 -8結 核 患 者の受 療状 況(昭 和47年12月 末)

入 院 在 宅 医療なしその他
町 村 名 総 数

実 数 百分率 実 数 百分率 実 数 百分率

人 ・ 人 %
`

人 % 人 %
全 国 1,072,013 130,202 13.2 418,875 42.3 411,241 41.5

ノ・,

秋 田

鷹巣 ・阿仁 655 64 9.8 .325 49.6 266 40.6

鷹 巣 町 281 22 7.8 126 44.8 133 47.3

森 吉 町 128 . 20 156 70 54.7 38 29.7

合 川 町 105 9 8.6 54 51.4 42 40.0

阿 仁 町 92 4
・4

.3 42 45.7 46 50.0

上小阿仁村 49 9 18.4 33 67.3 7 14.3

'

く資料 秋 田県衛生統計年鑑による)

吟

●
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表1-g母 子 保 健 関 係 ・(S46年)

句

、

乳 児 死 亡 数 新 生 児 死 亡 数

.

周 産 期 死 亡 数
町 村 名 '

実 数 出生1000対 実 数 出生1000対 実 数 出生1000対

全 国 24,800 12.4 16,460 &2 40,955 20.5

秋 国 県 244' ・14 .0 164 9.4 340
,19・5

鷹巣 阿仁 11 14.9 8
'

158 18 24.3

鷹 巣 町 6 16.5 5 13β 13 35.8

森 吉 町 3 20.0 2 13.3 4 26.7

合 川 町 1 9.4 1
㌧9

.4 1 9.4

阿 仁 町 1 13.9 一 一 一 一

上小阿仁村 一 一 一 一 一 一

(資 料 秋田県衛生統計年鑑による)

2.1.4診 療 機 関

全 科 を 備 え る病 院 は 北秋 中央 病院 と米 内 沢 総 合病院 だけ で他 の町 村 立 病院 、診療 所

な どで は必 らず しも全て の科 につ い ての 専 門的 な
:診療 は受 け られ な い。

特 に僻 地 に おけ る住 民 の医療 行 動 には 次 の ような特徴 が あ る。

① 裕 福 な人 は米 内沢 総 合病院(更 に高 度 の医療 を受け る場合、 秋 田(主 に脳 血 管 疾病 、

高血 圧 病)や 弘 前の 総 合病院)ま で よ く行 くが、そ うで ない人は町 村 の診 療所 を利 用す る

こ とが 多 い。

② 軽 い 病気 で は、米 内沢 まで行か な い。 理 由は一 日が か りで あ りそ の 間 仕事が で きない

ことや、 医 療費 の問題 が あ る。

③ 病 気に な って も町 村 の診 療所 まで なか なか 来れ ない人 々がいる 。

●

2.L5医 師 の動 き

医 師 の減 少 につ い ては 、 前述 した とteり で あ るが更 に2.3点 追 記 す る。

① 過 疎地 の医師 は やや 固 定的 で老 令化 の心 配が あ り、 上 記2大 病 院 は交 代 が 多 く、年 令

的 に も若 い人が 多い 。

② 昔は 東 北大 学 出身 者が 多か ったが 、 最近 では新 潟大 学 、弘 前 大学 出 身 者が 増え て い る。

2大 病院 は従 って その傾 向 が 強い 。 ・、

③ 台湾 出身 者が3名 で県 単 位で 招 い た もの で ある。

一31一
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,

2,1.6僻 地 住民 の医療 経路

阿仁 地 区の例 を と って 図1-21に 示 した。 中村や 根子の 住 民は 、 大 阿仁診 療所、 町

立 病院、.更 に米 内沢 総合 病院 に 多 くの住 民 が 行 く。 専門 的 治療 の必 要 な場 合 は 大館、秋 田 、

弘 前 まで行 くこ とを 指示 され る。 ここで一 般的 特 徴 と して 次の4点 が挙げ られ る。

① 町 村の 診 療所 や 町立 病院 に は行かず 、 直接 最初 に、 米 内沢 総 合 病院 に行 く入 が か な り

あ る。

② 米 内沢 総合 病院 で輌 『的 治療 の 指示 を受 け る ことが 多 い。

③ しか し、直 接弘 前V大 館 に行 ぐ人 も少数 で あるが い るo

④ そ の他 、様 々 な診 療経 路 が あ り、更 に、診 療の 進行 の過 程 で変 化 す る。

以 上 を住 民の 意識 調査 の 中 よ り判 断 した。

図1-21で 「レベル 」 とい うの は診 療 内容 の専 門化 の 度合 を言 う。

●

●

2.2医 療 体 制 の 現 状

2.2.1医 療 資源 の分布 と無 医 地区 対 策

表1-10の 市町 村別 入口 密度 を比 較 す る と・b鷹巣 町以 外 の過 疎が 目立 つ。 詳 しくみ

る と図1-25の 基 礎 集落 圏 の よ うに人 口数百の 村落 が 点 在 して い る。

人 的 資源 につ い てみ る と秋 田県 全体 と しては 、医 師 ・歯 科医師 ・薬 剤師 ・保 健 婦 ・助産 .

婦 ・看 護婦 、いず れ も僅か で あるが 増加 傾向 を示 してい る(表1-11、 表1-12)に

も拘 らず過 疎 地に おいては人 口当 りの医 療 関 係 者が 依 然 と して低 い(表1-13)

医 療 施設 は 図li-21-1、 表1-14、 表1-15の よ うに分 布 してい る。そ の内容は 表

1-16の とお りで 特 に、 利用 率 、 施設 、 診療 科 目か らい って米 内沢総 合 病院 が 中心 的役

割 を担 って い る。

無医 地 区は 、根 子 ・三枚 ・八 木 沢 ・屋 布 ・竜 森 の 各 地区 で あり(表ilr-16)、 無医 地

区 対策 と して 特 に行 な われ てい るのは 次 の諸 点 で ある。

① 米 内 沢病院 に よる僻 地 巡回 診 療(図'1-22、 図1-23、 表1-17)

② 出張 診 療所(中 村 、根 子)(表1-18)

③ 保健 婦 活 動 、そ の他

2.2.2保 健 婦 活動 状況

鷹 巣保 健 所6名 と各 役 場9名 の保 健 婦 が 連携 して行 ない活 動内容 は 多岐 に わた る。表

1-20に 示 す。

●
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表1-10鷹 巣 阿仁 地区 内の 面 積、 世帯 ・人 口調(S46年)

.

町 村 名 面 積(鰯)
・

世 帯(世 帯) 人 口(人)
人 口 密 度
1人/扁

全 国

秋 田 県 11,609.29 302,687 1,237,390 106.9

鷹 巣 阿 仁 1.40S42 14,615 59,806 43.3

鷹 巣 町
婿
324.64 6β58 25,211 78.2

『 一一

森 吉 町
F34

L87 2,811 1L755 352

合 川 町 112.52 2,207 9,709 28.4

阿 仁 町 368.91 1,862 8,017 22.3

上小阿仁村 257.48 1,324 5,114 20.4

(
.資料 秋 田県 の人 口に よる)

表1-11医 師 、 歯 科医 師、 薬剤 師 数 、年 次 別

秋田県

F 医 師 歯 科 医 師 薬 剤 師

実 数 率 実 数 二
1

率 実 一 数 率

.'昭 和42年 1,004 79.5 327 25.9 385 30.5
つ

r

43 1,027 82.0 331 264 406 32.4

44 1,075 86.4 329 26.4 427 34.3

45 L104 88.9 328 26.4 447 359

46 1,141 92.2 324 26.1 480 38.8

全国(45年) 118,990 114.7 37,859 36.5 79,393 76.5

注.1)県 集 計 に よ る

2)率 は 人 口10万 対

(資 料 秋 田県 衛 生統 計 年鑑 に よる).

表1-12保 健 婦 ・助 産 婦 ・看護 婦 数 年 次別
秋田県

保 健 婦 助 産 婦 看 護 婦＼ 実 数 率 実 数 率 実 数 率

昭和42年 2.39 19.1 456 37.6 2,661 213.4

43 248 19.8 420 33.5 2,858 228.2

44 262 21.1 415 33.3 3ρ37 244.1

4-5 265 21.3 423 34.1 3,272 263.6

46 278 22.4 423 34.1
・

3,391 274.0

全国(45年) 14,007 13.5 28,087 27.1 273,572 263.8

注.1)タ 泉集計による'
2)率 は 人 口10万 対

(資 料 秋田県統計衛生年鑑による)
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表1-13医 療 関 係 者(昭 和46年)

'

実 数
1

人 口10万 対

医 師 .歯 科 医 師 薬 剤 師 保 健 婦 助 産 婦
看 護 婦

准看護婦
医 師 歯科 医師 薬 剤 師

全 国 123,178 39,218 83,246 14,548 27.7'30 305,915 1173 37.3 793

秋 田 1,130 324 479 298 400 3,666

1

,91.6 26.3 38.8

鷹 巣 阿 仁 38 14 14' 14 16 1418

1

62.4 .23.0 23.0

鷹 巣 町 20 7 6
178

.8 27.6 23.6

森 吉 町 12 4 4
'

99.7 33.2 33.2

合 川 町 '2 1 1 20.1 10.ゴ 10.1

阿 、仁 町 3 2 2 i

「

36.4 24.3 24.3

上小 阿 仁 村 1 一 1 19.0 一 19.0
(

('資料 秋 田県 統 計衛 生 年鑑 に よ る)
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一86一

ヒ



l

oo
や

ー

● ψ o

表1-14医 療 ,施 設(S46年)

病 院
総 数

総 数 精 神 病 院 結 核 療 養所 一 般 病院
一般 診 療 所 歯科 診 療所

全 国 108,297 8,123 916 125 7,039 69,857 30,317

秋 田 1,026 76 12 1 63 685 265

鷹 巣 阿 仁 (2)44 5 1 一 4 (1}27 (1)i2

鷹 巣 町 21 2 1 一 1 15 4

森 吉 町 9 1 一 一 1 4 4

合 川 町 (1)5 一 『 一 一 3 2

阿 仁 町 6、 1
r

一 一 1 4 1

上小阿仁村 3 一 一 一 一 2 1

表1-15

(資 料 秋 田県衛 生 統 計年 鑑 に よる)

病 床 数 率(人 口10万 対)(S46年)

病 院 一 般 歯 科 率(人 口10万 対)＼ 総 数
総 数 精神病床 結核病床 一般病床 診療 所 診 療 所 ・ 病 院 一般診療所

所

全 国 1,638,352 1,099,943 259,422 154,973 685,548 255,409 283 1,024.8 243.2

秋 田 17,737 13,47g 3,188 1,789 8,502 4,251 7 1,097.6 344.8

鷹 巣 阿 仁 878 741 136 一 605 137 一 L221.2 225.2
、

鷹 巣 町 412 342 136 一 206 70 _、 1,347.0 275.7

森 吉 町 307 271 一
一1 一 36 一 2,250.6 299.0『

合 川 町 26 一 一
1

一 271 26 一 一 26L4

阿 仁 町 92 87 一 一 87 5 } 1,057.8

'

60.8

上小阿仁村 41 一 一 一 一 41 一 丁 一
782.1

(資料 秋田県衛生統計年鑑による)



病 ・院

表1-1'6鷹 巣 阿仁 地区 医 療 施設 一覧 表(S46年)

町 名 病 院 名 所 在 地 診療科 目 病 床数 医師数 そ の他

鷹巣町

森吉町

阿仁町

北秋中央病院

米内沢総合病院

阿仁町立病院

鷹巣町鷹巣

字東鷹巣99-26

内 外産 耳

翼放

206 6 X線 テレビ

心電

森吉町米内沢

字寺の上84-5

内 小精 神

外 座 眼 耳

皮 理

271 7 X線 テレビ

心電

救急指定

阿仁町銀山

字下新町128

内小外 座

歯

87『 1

◆

診 療 所

町 名 病.院 名 所 在 地 診療科目 病床数 医師数 その他
早

鷹巣町 九 嶋 医 院 鷹巣町 耳 1

近 藤 医 院 〃 〉 内 小 1

ど

`
小林眼科医院 〃, 眼 1

}

佐 藤 医 院 〃 内 1

佐藤外科医院 ・ 〃 外 1

臼 田 医 院 .
〃 姉外 2

津 谷 医 院 〃 坊 沢 内外 2

と し ま 医 院 〃 北 家 後 小 内 皮 2

奈 良 医 院
一

〃 内 小 1

藤 原 医 院 〃 北 鷹 巣 内 1

－A-、

三 浦 医 院 〃 織 子 内小 1

盛 岡 医 院 〃 外 1

片 桐 医 院 〃 内外 1

森吉町 近 藤 医 院 森吉町米内沢 外 内 2

合川町 合川町国保診療所 合川町李岱 内 小 1

阿仁町 杉 田 医 院 阿仁町阿仁合 内 1

大阿仁診療所 阿仁町比立内一 全 1 心電

上卿仁村 村立小阿仁診療所 上小阿仁村小沢田 内小 1

(資 料 医師会名簿による)
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表1-17 無 医 地 区 一 覧 』 表

(S4、6年)

管 地 区 世 最寄 りの医療機関までの状況 最 寄 りの医 療 機 関の 状 況
轄
保
健 帯

人

口

距 離 時 間
'A

病院

診療所 施 ユ 名

開
設

病
床

医

師所
名

市町村名 地区名

数 交通 徒歩 交通 徒歩
備 考

一一

の別

取 取

者 橿 数

鷹 巣 阿 仁 町 根 子 98' 458 9克 況 20分 自家用車のみ 病 院 阿仁町立病院 町 87 1

", 三 枚 9た 班 20分
・

自家用車のみ "

・

〃 〃 87 1

中 村 85 364 8力 π 15分 定期 バ ス 診療所 大阿仁診療所 私 1

上小阿仁村 八木沢 31 123 10々 π 20分 自家用車のみ 〃 上小阿仁診療所 村 44 1

患者運搬車

毎 日運行

〃 屋 布 19 73 15々 π 30分 〃 〃 〃
'〃

44 1



表1-18巡 回健 診 実 施一 覧表(S47年)
(鷹 巣保健所資料による)

町 村 名 地 区 名
、

実施月日 対 象 人 口, 受診人員 ,有 所見 者 摘 要

上小阿仁村 八木剛 区 477
.26 160

＼
＼30 20

米内沢

総合病院

森.吉 町 潟 ・岱 地 区
〃

8.4 231 24 23 〃

上小阿仁村 屋 布地区
〃

9.8 100 28 10 〃

〃 阿 仁 町 立
阿 仁 町 根 子地区 10.25 478 21 19

病 院

〃 三 枚地区
〃
10.30 308 15 14 〃

計 5地 区 L277 118 86

,

、

町 村 名 地 区 名 実施月日 対象人口 受診人員 有所見者 摘 要

]

鷹 巣 町 竜 森 地 区
477

.24 801 25 25
佐藤(正)

歯 科医院

〃 小野 田
森 吉 町 森 吉 地区 7.25 231 46 46

〃

〃 小 倉
阿 仁 町 三枚 地 区 7.26 308 17 17

〃

〃 三 浦
〃 根 子 地 区 7.27 478 46 46

〃

一} '一 ¶ ←

〃 佐藤(茂)
〃 中村 地区 7.28 805 14 14

〃
ク

木暮
上小阿仁村 八木沢地区

"7
.29 160-}

一一 　 16
16

〃

計 6地 区 2,873 164 164

白

●

一40一
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図1-22

森 町

仁町立総合病院

鷹 巣 阿 仁 地 区(47.4,1～48・3.31)

僻 地 巡 回 診 療 対 象 地 区

図1-23 阿 仁 町(47.4,1～48.3.31)

僻 地 歯 科 巡 回 診 療 対 象 地 区
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表 「1_19

名 称 所 在 地 病床数 診療科目 勤 務 形 態 備 考1

中村 出張診療所

根子出張診療所

阿仁町中村

阿仁町根子
、

○

○'

内 小

内 小

毎 週火曜午后

毎週木曜午后

阿仁町立病院 より出張1

阿仁町立病院 より出張

表 芸一20
碧

出 張 診 療 所 一 覧 表(S48.8現 在)

一(鷹 巣難 所rよ る)

保醐 保健婦醐 実績(S47年)

稼 働 種 別 稼 働 時 間 稼 働 日 数 割 合
－P-

家庭 訪 問
H1

.86330
日

,233.
%18

.9

健康相訓 所内) 1,189・30 . 148 12.05

(所 外) 1,128.00 141 11.43

集団健診 1,159.00 145 11.75

衛 生 教 育 、 9500 12 0.96

二研 修
752.00 94. 7.62

実 習 生 指導 2100 2.5 0.21'

所 関係機関連絡
・

324.00

層r"

40.5 3.29

内
事 務 的 会 合' 90.00 11.0 0.91

事
保 健 婦 事 務 2,699.00 337 27.35

そ の 他 397.00 50 4.02

'務

計 一 一 一

そ の 他 152.00 19 L50

合 計 9,870.00 1,233 100

(阿 仁 町保 健衛 生 統 計 資料 に よる)
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◆

2.3一 般 診 療

前述Z)ご とく、鷹 巣 阿仁 地 区に おい ては 医 療資 源 のア ンバ ランスが ある こ とはいなめなレも

鷹巣町 、 森 吉町 には 総合 病院 を は じめ 多数 の 一般 療養 所 を有 して い るが 、阿 仁町 及び上小

阿仁 村 は、 そ の 割合 が極 端 に低 くな ってい る。

阿仁 町 立病 院は 、開設 時は5名 の医 師 を有 してL・)たが 、 東北 大学 か ら弘 前 大学 へ の医 師 派

遣 大学 の 交替 後 、徐 々に医師 が 少 な くな り現 在は、 院長(内 科)と 歯科医 師の2名 にす ぎな

い。特 に火曜 と木 曜 の午后 は 、 出張診 療 所 にお もむ くの で休 診 となる・

上 小 阿仁村 、お よび合 川町 に は国保 病院 が あ ったが 、い つれ も医師 の流 出が激 し く、診 療所

へ 格 下げ の状 態で ある。 しか し上 小 阿 仁村 は毎 日患 者輸 送車 を各 部落 に巡回 さ せ、送迎 を行

ってい るの で 患者 の 交通 は確保 され て い る。

この外 、 旧 大阿 仁 村の 国保 診 療所 で あ った 大阿仁 診 療所は 、阿仁町 と合併 時、 医 師が 引 き

上げ た ので 、阿 仁町 と して 、台 湾 よ り医 師 を招 き、施 設 を無 償黛 与 の形 で開業 させ てい る。

一方 無 医 地区 であ る 中村 部落 、根子 部落 には 、 出張 診 療 所 を設け 毎週 、火 曜 日.と木 曜 日

の午 后 に各 々 阿仁 町立 病院 よ り、 医師 の来 訪 が あ る。 しか し、医療器 具 等 の 不備 もあ り・慢

性 患者 の定 期 診断 程 度を 満足 した診 療 をす る に と どま って い る。

以 上は い つれ も内科 的診 療 のみで 専門 科 目にな る と米 内沢 総 合病院 をは じめ鷹 巣、 大館 、

弘 前お よび秋 田方面まで足 を のばす 例が 多い。一

特に 阿仁 町 の妊 産婦 の分娩 場所 をみ ると43年 頃 は 自宅 と施設分 娩 とが半 々程 度であ った

が47年 はほ とん ど医療機 関で 出生が 行 われ てい る。 しか しこの為 に妊 婦健 診および出産の為

の 費用 の増大 は ゆが め ない。

.入院 患者の 多 くは米 内沢 総 合 病院、 北秋 中央 病院 に依 存 し、 こ こか ら弘 前 大学 へ送 られ る

.例 も ある。

交通eb、 ほとんど自家用車および知人の車が使用され、米内沢病院迄の約2時 間という時間

観念は特にとりざたされていな已が、裕福でない住民はやは り米内沢総合病院までの交通費

およひ時 間等を考 慮L近 くの 医療 機 関 を利 用 して い る。 《

又 この外 表 ど一18の 集 団 健 診、健 康 相談 等 のデ ー タを 見 ると 、診 療所 へ も来 られlkV・.

潜在 疾 病 者の 存在 が 高い こ とも十 分考 え られ る。:

P

●

2.4救 急 医 療

現 在 は 救急 医療 に対 す る対 策は十 分 とは いえ ない 。救 急 事故 が発生 した場 合 の多 くは 自家

用 車 又は タク シ ーにて 救急 指 定病 院の 米 内沢総 合 病院 に送 られ る。 パ トカ ー の 先 導に より走

'行 ず る こ ともあ るが
、 年 に1～2回 程 度 で あ る。

現在 、 救急 車 は 鷹巣 消防署 に1台 しか置 いて ない が 、47年 度以 降 には各 町 村 に配置 の予

定で あ る。

救急 の 内容 と しては 前述 の理 由で 出産 はほ とん どな く、盲 腸 炎、 急 性 肺 炎等 が 多 い。

一43一



道路状況は良好であり、積雪時も除雪は必ず行なわれているが、吹雪等で視界が悪い時に

問題が残 る。

2.5健 康 管 理

この 地 区 にお け る健 康管 理 は、 相 当 にゆ き と どい てい る。

県 単 位 にて 実 行 され る集 団健 診 は、 整 理 され た スケ ジ ュール 通 り施行 され その 受診率 も高

いo

胃腸 健 診 は県 成人 病 予防 協 会 と厚生 連北秋 中央 病院 で行 な われ 、婦 人科 健 診 は県 成人病 予

防協会 の移動 健 診 車 に よ りい つ れ も実施 されて い る。

結核 健 診 は結 核予 防会 秋田 支 部 の手 に より行 なわれ 、 当地 区vak・け る受診 率は ほ ぼ100

%に 近 い成 績が あげ られ てい る。

この外 、 鷹巣 保 健所 で は 、移 動保 健所 制 度 を実施 してい る(表1-21)。 これ は保 健所

長、地区医 師会員k"よ び保 健婦 が 担 当 し表1-22の 項 目の健 康 管理 に あた って い る。

又 、 無医地 区 に おけ る移 動健診 制度 、歯 科診 療 制 度 も行 なわ れ、 有所 見 者 に対 しては 、医

療機 関の 紹介 も行 な われ てい る。

特 に 、 合 川町 と上 小 阿 仁村 は 各 々3年 と2年 前か ら皆 健診 モ デル 町 村 として住 民 全員に健

康手帳 を発 行 し、管 理 を徹底 させ て い る。

又 上 小 阿仁 村はo才 児健 診 を 行 な っ て お り3才 児健 診 迄 は 無料 で ある 。

阿 仁町 で は 、 脳血管 疾 患 の死 亡が 多 いため30才 以上 全 員 に血 圧 測定 を行 ない 、 その 傾向

を知 る健 康 管理 も行 な ってい る。

,

タ

表 ユー21移 動 保 健 所 の 実 施 数
(S47年)

町 村 名 地 区 名 実施月日 対象人口 受診人員 有所見者

鷹 巣 町 田子ケ沢地区 47.7.3 323 38 31

上小 阿仁村 五反 沢地 区 "7.17 500 43 41

〃 八 木 沢地 区 〃7.26 160 30 20

合 川 町 鎌 沢 地 区 〃8.28 450 53 46

森 吉 町 小 滝 地 区 〃9 .11 160 36 31

阿 仁 町 中 村 地 区 〃9.18 263 20 20

〃

'

根 子 地 区 "10.25 478
今

21 19

計 7地 区 2,334 241 208

(鷹 巣保健所資料による)

可
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表1-22鷹 巣保健 所 におげ る移 動 保健 所の 実施 計 画(S47年)

◆
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の

他

.

○

○

○
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○

○

○

○

○

衡

生

教
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○
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○

○

○

○

○

○

○

環

境
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生
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

食

品
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生

相

談

|

○

○

○

○

○

○

○

○、

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○
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生

虫
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談

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

家

族

計

画

相

談

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

三

才
児
健

康

検
査

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

妊
産
婦
乳
幼
児
検
診

○

○

○

○

○

○

○

○

○層

〇

一

般

健

康
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○

○
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○

○

○

○

○

○
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○
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○

○

○

○

○

成
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病
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談

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

結
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健

診

対

象

人

口

3

4

0

0

8

8

3

0

0

001650760602214342115

僻
地
指
定
集
落
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無

無

無

有

無

有

有

有

有

有

有

'

実

施

地

区

名

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区

卿

誉

㌶

蕊
硫

巖

明

暮

小

鎌

三

根

中

屋

八

五町町町町村巣〃吉川仁小仁鷹森合阿上阿
(鷹 巣保健所資料による)

表1-23無 医地 区一 覧表(S47年)

■

●

市町村名 過 疎 法 適 用
市 町 村

無.医 地 区 名

無 医 地 区 数
僻 地 診療所
設置対象地区 患者輸送対象地域

鷹 巣 町
層

一 一

合 川 町 ○ 一 一

森 吉 町 ○ 一 一

阿 仁 町 ○ 3 一

※ 中 村 ぷ364)

※根 子(478)

※三 枚(308)

上小阿仁村 ○ 2
一

※八木 沢(123)

※屋布(272)

※… 豪 雪地 区

'()内 … 人 口

地 区名 … 対 策 対 象 地域

(鷹 巣 保健所 資料 に よる)
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鎌沢

△'

岩谷212人

〈

人

o
ぽ

▲

八木沢 小

123人

A
沢 、。5人 坊令231人

葛黒

鳥
c〕 根。子

▲478人

図1-24

△
滝、4

珍 僻地指定集落でない地区

て〕 僻地指定集落

△ 冬期無医地区 ・対象人口

▲47年 度無医地区 ・対象人口

鷹 巣保 健所(48.8月 現 在)
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2.6コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

医師 と保健 婦 との コン タ ク トは 良好 で ある。

阿仁 町 の 場 合、保健 婦 は ・ 病院 医師 、開 業 医の区 別 な く患 者 の担 当医師 に 良 く相談 に行 っ

てい るo

阿仁 町 の医師 は 、 高度 医 療 が必要 な場合は 、必ず米 内沢総 合 病院 へ 行 くよ う指示 をす る。 こ

の 間の コ ミニ ケー シ ョンは非 常 に うま く行 ってい る様 に思 われ る。

2.7医 療 関 係 者 への 教 育

阿仁町地区の医師の研修又は学会出席は医師不足の為、不可能に近い状態である。

医学情報の入手はナ レピ、新聞、学会誌雑誌等 しかないがその吸収意欲は十分認められる。

保健婦の教育は、定期的に県単位で行なわれ、その出席率は良好であり、その教育水準も

心電図の読み方等高度である。

又、阿仁町では、医療従事者のコンピュータ等への拒否反応は認められなかった。

移動保健所、健康相談や総合教育の相互出席等に保健所の保健婦 と町村の保健婦との交流

も促進され、活動に対する相互援助も認められる。

2.8保 健 教 育

保 健婦 の活 動 の 中か ら該 当 す る項 目の作業 時間率 を見 る と、 家庭 訪問18,9%、 健 康 相談

23.4%、 衛生 教 育0.9.6%と な る。

そ の 内容は 、 家庭訪 問 は 妊産 婦 、乳 幼児 を 中心 に行ない、衛 生教 育 は 婦人会 、 青年 会、老 人

ク ラブ等 を通 じて 行 な われ る。

他方 、僻 地 には 、家庭 常備 薬 と して"熊 の 胃"な どの昔 なが らの もの を使 って い る所 もあ

る。

2.9管 理

成 人病 健 診等 の ス ケ ジ ュ ール は 県単位 で 決 定 し、保健 所 が それ をア レン ジ して 町村 役場 を

通 じて、 住民 に伝達 す る方法 が とられ てい る。

又 、 医療 資 材の 管理 に 関 しては、各 医療 機 関が 単独 に 調 達 してい るに過 ぎず、 特 に総 合 管

理 等 は行 なわれ てい ない。

● 2.10.鷹 巣 ・ 阿 仁 地 区 の 医 療 に 対 す る 一 つ の 考 え 方

鷹巣 阿仁 地 区は 自治 省 の広域 町 村圏 と して 従来 よ り、米 内沢 総 合 病院 が 地区 の センタ ー病

院 として医 師 側か らも住 民 側 か らも認め られ てい る。

更 に高 度医 療機 関 と して は 、米 内沢総 合 病院 へ の医 師 を派 遣 して い る弘 前 大 学 との結 び つ

きが 強 く、脳 血管 症 に 関 しては 秋 田市 の脳 血 管 セン タ ーが 利 用 さ れ てい る。
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表1-24保 健 婦 家庭 訪 問 内訳(昭 和48年8月21日 現在)

訪 問 種 別 件 数 割 ・合

結 核 658件 42.15%

精 神
'
75 4.81

成 人 病 194 12.42

そ の 他 疾 病 33 2.11'

妊 産 婦 27 1.73

未 熟 児 26 L67

乳 児 69 4.42

幼 児 75 4.81

家 族 計 画 24 1.54

接 触 者 5 0.32

^そ の 他 375 24.02

計 1,561件 100%

(鷹 巣保健所資料による)

9

o米 内沢 総 合 病院 の紹 介

米 内沢 病院は 明治22年 に設 立 され た公立 病院 で あ るC当 初 東 北大 学 よ吻 医師 の派 遣 を依

頼 してい たが現 在 は、 弘前 大学 が 大 多数 で あ る。 ・r－

現 在、 第 一内科 、 第二 内科 、外 科 、小 児科 、産 婦 人科 、 眼科 、耳 鼻咽 喉科 、 神経精 神科 、

皮膚 泌 尿器科 、 整 形外 科、理 学 診療 科 を 有す る総 合病 院 で あ り、 ベ ッ ド数は271床 で ある。

医 師は 、常 勤7名(内 科3、.外 科3、 産 婦 人科1)で そ の他 の 科 目は5名 の医 師が非 常 勤 で

勤務 して い る。 看 護 婦 は正 看 、準 看 を含 め86名 で あ る。

設 備 と して はX線 テ レ ビ装 置 をは じめX線 関係 装置 は 充実 され てい るが 放 射線 治療機 器 は

所有 してい ない ・

この 外、 一般 的 なME機 器 は あ るが 自動解 析的 な もの は な く血 液 の 自動 分 析装置 も現在は 納

入 され てい な い。

しか し地区 セ ン ター と して の性格 か ら将来 、機 器の 整備 は充 実 され る方 向に むけ られ る と

思、われ る。

5.鷹 巣 ・阿 仁 地 区 の 実 態 と 僻 地 医 療 の 問 題 点

`

3.1鷹 巣 ・阿仁 地 区僻地 医療 の 実態

本節は当地区の実態により、集落配置別に僻地を割 りだし、これらの集落等を含む地区に
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今

●

おけ る僻 地医療 の実 態につ いて述 べ る。

3.1.1集 落 別僻 地 の実 態

鷹巣 ・阿仁地 区の 集落 数は202で あ り、そ の う ち131集 落 は平 坦 部に 位置 し、 国

道 、 県 道、 町村 道 に よってそ れぞi結 ばれ てい るが 、一 部 、1」」間部 に孤 立 した状 態で点在

す る小規 模 な 集落 もい くつか あ る。

これ らの 集落 が効 率 的 、有機 的 に 配置 され て られば 、 大 き な問題は 避 け られ るは ず で あ

るが 、 実 態は か な らず しもそ うでは な い。

これ らの集落 を整備 す る ため、 地元 の 計 画の一 つ と して 昭和47年 か ら51年 ま での間

に 集落 の再 編成 をす る こ とが 計 画され 一部 実 施 され てい る。

具 体 的 に これ らの集 落 につい て 分 析 して み る と、 当地 区 は鷹 巣町 を中 心 と した 日常 生 活'

圏 で ある。 住 民 の行動 形 態 お よび行 動 範囲 を考 慮す れ ば 、以 下 の よ うに い くつか ρ 副次 生

活圏 に 区分す る こ とが で き'る。 そ れ らは 次の4つ の 生 活圏 で ある。 一

(1)基 礎 集 落 圏

これ は 自然 集 落 と幼児 、老 人の徒 歩 限界 程度 の ひ ろが りを有 する 生活 圏で ある。 表1-

25を 参照 すれ ばわ か る よ うに計64集 落 圏 で編 成 され てい る。 この表 は集落 の配 置 の状

況 を数 量的 に示 した もので あ り、 図1-25の とお りで ある。

② 一 次生 活 圏

これ は 小 学生 の 徒歩通 学 区域 程 度 の ひろが りを有 す る生 活圏で あ り、221固 所 ある。

㈲ 二次 生 活圏

これ は 中学生 の徒 歩通 学 区域 程 度(お お むね 、町 村 の 区域)の ひろ が りを有 す る生活 圏

で あ り、5個 所 ある。

(4)三 次 生 活 圏

これ は 鷹 巣 、 阿仁 地区 全域 にわた る生活 圏 とす る。

実 際、 山間僻 地 に 点在 して いる ため に、 一次 生 活圏 に も含 まれ な い表1-26の ような

17集 落 が ある。

これ らの小 集落 に対 して こそ 、 あ らゆ る面 で積極 的 な配慮 策 を施 す ことが 必要 とな って

くる。

3.1.2当 地区 僻 地医療 の 実 態

当地 区で は公共 施 設の 効率 的 利 用 と活 用範囲 を考慮 レ、表1-27の よ うに コ ミュニ

テ ィ単 位 に 公共 施設 を配置 す る努 力 を してい 為。 そ の うち、医療 関係 につ い ては 次 の よ う

に 整備 を計画 して い る。

具 体的な項 目につ い て 次に の べ る。
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表1-25集 落 の 配 置 表(S47年)

誕
活 圏

二 次
生活圏

一 次

生活 圏
基 礎集

落圏
集 落
人 口

集 落
世帯数

三次生
活 圏

一.・ 一.・-一 ー 一一.A}一,一}・ 一 ー ー ーー 一 ・.一

二 次
生活圏

一 次

.生活圏

基 礎
集落圏

}

集 落
人 口

集 落
世帯数.

鷹

巣

阿

仁

広

域,

市:・
,,

,町.

村

圏

鷹 巣町

25390

縫 子

5008

岩 谷.

糠 沢

綴 .子

掛 泥

田 中

153

1,018

1,883

L117

837

38

210

384

325

225
1

鷹

巣

阿

仁

広

域

市

町

村

圏

阿 仁 町

8224

阿 仁 合

4,603

1ユ27

`

吉9田

阿 仁 合

荒 瀬

810

2080

813

165

776

186

Ll82 伏 影

1ρ14
笑 内

根 子

556

458

113

98211

坊 沢

2ρ46

坊 沢

大.野 尻

1,566

480

356

96

比 立 内

1,786 比 立内

'

1,786 4011β93 一
・401

452

中 村
821
π

戸 島 内

中 村

357'

464

69

85

沢 口

2421

坊 山

小 森

脇 神

川 口

209

655

1,190

367

46

150

244

74

合 川 町

9β46

東 地 区

3,811

道 城

上 杉

下 杉

川 井

金 沢

379

886

1,448

782

316

80

183

391

171

33

一
514

鷹 巣
10,270
禰

鷹 巣

南 鷹 巣

8,865

1,405

2,580

419

一
858

6,360

」.

森 吉 町

.12ρ41

七 座

1,497
前 山

今 泉

806'

691

183

167350 西 地 区

.2,008

李 『岱

新 田 目

羽 根 山

932

497

579

218

111

124

栄
1,339

石

摩 当

太 田

791

548

168

123

453

∫竜 森

、Ll24
238

竜 森

葛 黒

665

459

140

98

2208

上 小

阿 仁 村

5,242

9南 地 区

2,419

541

北 地 区

」,708

鎌 沢

三木 田

三 里

根 田

木 戸石

増 沢

726

506

463

724

1,250

458

163

112

103

163

261

95

'七 日 市

1,685

吉 ケ 沢

岩 脇

七 日 市

17q

403

1,106

33

.75

226

示

米 内 沢

6,363

米 内 沢

本 城

支 郷

大 野 台

浦 田

桂 瀬

阿仁前田

3,615

646

991

176

935

493

3,389

948

149

225

39

201

104

800

356

沖 田 前

21638

神 田面

大 林

南 沢

1,775

459

404

482

111

89

1,562

前 田

4,436

682

小 田 沢

、ll701

小 、沢 田

五 反 沢

堂 川

862

578

216

213

142

60

415
1,025

1β18

羽 立

仏 社

454

449

115

106

2β36 森.吉

1,242
-

249

根 森 田

様 田

森 吉

元」・ 滝

湯 の 岱

584

469

440

204

129

121

87

86

40

36

羽 立

903
-

221

計 5 22. 64 60β43 14,615

人 目注

世帯数
で ある

(資 料 鷹巣阿仁広域市 町村圏計画に よる)
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表1-26一 次 生 活 圏に 含 まれ ない 小集 落

町 村 名 集 落 名 世 帯 数 人 口

鷹 巣 町

小 摩 当

門 ケ 沢

松 原

上 大 沢

11

10

12

12

55

45

56

57

森 吉 町

長 下

滝 ノ 沢

高 畑

相 内 沢

2

6

11

18

12

31

68

77

阿 仁 町 荒 瀬 川

大 平

12

7

47

39

合 川 町 桃 栄 19 97

上小阿仁村

折 渡

●屋 布

不 動 羅

大 錠

中 茂

・八 木 沢

4

19

9

6

9

31

22

73

28

29

38

123

計 17 198 897

(資 料 鷹巣阿仁広域市町村圏計画による)

●

(1)総 合 病院、 医療

成人 病健 診 治 療 施設 、救急 医 療 、 施 設、 そ の他 診 療 科 目の高 度 な医療 施設 の基 幹的 総 合

病院 と して、 公 立米 内沢 総合病 院 を 定 めてい る。そ の他 、北 秋 中央 病院 、町 立 阿仁 病院 、

村立 上小 阿仁 病院 お よび各 診 療所 との有機 的 連携 をは か り、 全住 民 の医 療 を確保 しよ うと

努 力 して い る。 このた め 、前述 の ように、 基幹 病院 か らの 医師 派 遣、 巡 回診 療 制 度 を確 立

し、 住民 の 医療 を行 な って い る。

② 健 康 管理

僻 地 には 、保 健婦 、 患 者輸 送 車(こ の車 は ジ ープ を改 良 した もので 昭和32年 か ら もっ

て お り阿仁 町 では 平 均6入/日 を運 んでい る。)を 配置 し、 定 期 健 診 などを行な うと共 に全

地区 にわ た っ て、定 期的 な健 康 相談 、健 康 指導を 行 う計 画 を してい る 。 また 、現 在 の とこ

ろは 十 分 では ないが母 子 健 康セ ン タ ーを設置 して、 妊 産婦 、 乳幼 児の 健 康 管理、 栄養 指 導

を推 進 した り、児童 生徒 の 虫歯予 防 対 策 に も特 に力 を入れ て い る。1
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表1-27コ ミュニ テ ィ単位 の施 設 配置(S47年)

コミュニ区 分

テ ィの 名 称
基 礎集落 圏 一 次 生 活 圏 二 次 生 活 圏 三 次 生 活 圏

・. ・養護老人 ホ ーム
・老人保養所

・特別養 護老人ホ ーム

児 童 館 保 育 所 老入憩の家 ・精神薄 弱児施設

社会福祉
児童遊園地

、 乳児保育所 ・精ご 者{灘

・養護施設 陽清 学園 、

身体障害者授産施設

喝
配

学校 教育
、 ◆'

幼 稚'園 ・

小 学 』校
● 中学校 スラ ールパス' 小 中学校 理科教 育セ ンター

三高等 学校'● 司●一一・給 食 セ ン タ ー

← ・プ ー ル

置 し

一 公民館分館 公民館本館 ・教育 文 化 セ ン ター

「
町村体育館 ・青 ・ρ年 セ ン タ ニ

さ 体育館

《

・体育施蝦 鑓 賜

れ
社会教 育

ス キ ー 場

'図 書 館

民 俗資料館`

る 視聴覚 ライブラ リー

・
巡回文庫車
交通 安全教育 七 ンタ ー

公
・頃 病院(診 療所) ・医 療 総 合 セ ン タ ー

医 療1 患者輸送車 ・集 団 健 診 セ ン ヂ ー

共 `

'

{

・伝 染病隔離病舎'

・巡回診 療車

地
、

～=
・し尿処 理場

` ゴ ミ収 集重 唱 ■ ・ゴ ミ焼 却場

環境 衛 生 墓地公園 9■' 鴫 ・火葬 場

.設 簡易水道 ・■● 〔上 水 道 ●
"r

-
・下水道(終 末 処理 場)

レ ク レ ー, ■ 運 動 公 園 ・自然 公園

の シ ョ ン ■ 児童 公 園
P.

都r}r公 園

⊃国民 宿 舎
.

系 消 防 分 署 ■ ・ ・～削方署(広 域消防)

保.安 一 ・救 急 医 療 セ ンタ ー

斑 分団 消 防 団一

'統

育 苗 セ ン タ ー ラ イスセンタ ー カ ン ト リ ー 呼 …送 セ ン タ ー

農機具格納 車 エ レ ベ ー タ ー ・と 畜 場

・共 同放 牧場

・乳 牛 育成 セ ン タ ー

産 業 乳牛冷却 施設 ・肥 育
、 繁 殖 セ ン タ ー

・鶏 卵 セ ン タ ー

・山 菜 加工 セ ン タ ー

稚 蚕 所 ・稚蚕 共同飼 育所
・LPガ ス充唄基地

・広域 行政機 構

行 政 町 村 役 場 ・道 路 管理 セ ン タ ー

・職 員研修 施設

農業協同組合 共済組合

そ の 他
森林組合
土地改良区

商'工会議 所
農業改 良普及所

、P 商 」:会

囲 → は各 施設の段階 ない し、ネ ッ トワーク的 配置関係 を示す。
三次生 活圏の施 設のO印 は、既存 施設並 びに、昭 和51年 まで整備 または整 備 を

促進 す る施 設 を示 す。
(資 料 鷹巣 阿仁広域 市町村 圏計 画に よる)
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しか し、 前述 の表2-25の 小集 落 を 全部 カバ ー す るには ほ ど遠 い話 で あ るが 、実 例 と ・

して、 鷹 巣保 健 所 は特 に人 口密 度 の 適当 な地 区だけ を数 地区 選ん で 紹和47年 か ら 「移 動

保健 所 」 とい う もの を作 って実 施 してい るが(表1-21)、 この地 区 は 田子 ケ 沢、 五反

沢 ・ 八木 沢 ・鎌沢 、 小滝 、 中村 、根 子 の7地 区t'あ る。

以 上7つ の実 施地 区 の う・ち、 昭和48年 には 田子 ケ沢 地区 をへ ら し、 あ らたに 、鷹巣 町

明利 又 地 区、 葛 黒地 区、 屋 布地 区 を含 む9地 区 を選 定 して、 よい 成果 を得 てい る。(図1

-24)

ただ し、 明利 又 地区 、葛 黒 地 区 お よび鎌 沢 地区は 僻 地指 定集落 地 区 で はな い場所 で あ る。

つ ま り、 鷹 巣、 阿仁 地区 に おい て候 補 と なる僻 地を選 定 する 一基準 と して選 定地 区を考 え

てみ ると 、図1-22、 図1-23に 示 す よ うに 、約11地 区の僻 地医 療対 象 地 区が 存在

す る と推 定 で きる。

今回 の現 地調 査で は本 来 な らば 少 な くと も以 上 の11地 区 全て につ い て実 態 調 査すべ き

で あ ったが、 期 間的 余裕 が 十分 で 無 か ったた め、 と りあえず 焦 点を しぼ り.、阿仁 町 だけ に

限 定 し、 この地 区 をモ デル 地 区 と して検 討 した。

次 第では 阿仁町 を僻地 とし、 その医療 の 実 態 な どに つい て報告 し、 問 題点 の 把握 につ と

め る ご とと した。

32阿 仁 町の 実 態

本節は次節に述べる僻地医療の問題点を掲げるため、そと)背景となる阿仁町の概況につい

て、多少詳 しく述べる。

●

烏

3.2,1概 況 調 査

(1)自 然 概 況

阿仁 町は 北秋 田郡 の 南端 森 吉山 の西 麓 に 位置 し、 東西 の 長 さ約22km、 南 北 の 長さ約

23.8km、 面積368.91崩 で ある。 秋 田県第4位 の 広 大 な行 政 区域 とな、ってい る。

町の ほ とん どが 山 に囲 まれて お り、南北 を貫 流 す る阿仁 川沿 い に北 口か ら国鉄 阿仁合 線

(昭 和38年 に比 立 内 まで運 転 開 始)と 、 国道105号 線(一 部未 開通)が 入 り くん でい

るが 、 その 最奥 部に あ って袋 状 の地 勢 に あ る。

よ り詳 し く述 べ る と、 地 形は 東部が 主峰 森 吉山(1454m)や 割沢 森 、 ブ ナ森 な ど 、

1,000mを 越 え る 峰 を境 に森 吉町 や 田沢 湖町 に接 し十 和 田、 八幡平 国 立 公園 へ と続 いて

い る。 西は河 辺 郡 河辺 町並 びに 白子 森(1179m) 、 三枚 平 山、根 烈岳 、姫 ケ岳 の 山 を

境 に 上小 阿 仁村 に 続 き、 南 部は 大仏嶽(1166m)、 大覚 野峠 を経 て 西 木村 へ接 してい

る。表2-28に 示す よ うに、町 の9割 以上 が山岳 地帯 で 耕 地が少 な く、町 を流れ る河 川

沿 い に 部落 が 散在 し、、段丘 状の 洪 積帯 に農 耕が営 まれ てい る。

図1-26～ 図1-29と 表1-29～ 表1-30か らわか る よ うに1米 の 平 均反 収 は
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表1-28地 目 別 面 積 (昭 和46.12.1現 在)

区 分 総 面 積. 田 畑 山林 原野 牧野 雑種地 宅地 池沼 その他

面 積(ha) 36,891

100ρ0

630

1.72

348

094

33β00

9027

1,872

5.07

200

0.54

36

0.10

89

024

1 415

1ユ2構成比(%)
'(資 料 阿仁町 勢要覧 に よる)

極 め て低 位 に あ って、 秋 田県 随 一 の林 野に頼 らざるを得 ない。 しか し、現 在 の ところ 林業 、

山腹畜産嘩 無 が散 ず・表 ・一・・のように出稼者は増加する一方である・

表1-29 米作収量および10ア ール当収穫量(農 林省統計調査)

区 分 41年 42 43 44 45 46

A

阿 仁 町

総収 穫量
1,776t 2,262 2.39 2,176 2,070 1,569

10アLル 当

阿 仁'町

平 物 収 量

'10ア ール当

秋 田 県

平 物 収 量

321K

400K

410
P

551

408

532

381

510

433

573

379

495

(資 料 阿仁町勢要覧による)

表1-30森 林 面 積

単 位ha1970年 世界 農林業調査林業 地域調 査

総面 積

国 有 民 有

総 数 部分林
部分林
以 外

官 行
造林地

その他 総数
都道
府県

造林
公社

市町村 財産区 私 有

33,300 21,730 111 20,994 624 1

`

11,570 59 110 32 992 10,377

(資 料 阿仁町勢要覧による)
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(昭和46年2月1日 農家 調 査)

戸0

ha

図1-26 経営規模別農家数

(資 料 阿仁町勢要覧による)

●

1,500 1,000 500

図1-27

494戸45

481戸43-

431戸42-

435戸41一

笛 簾
蒙1

《(《((((《《(K(《《(((《【◎

)
494戸・轍(絶 照

(((《(《((((ピ

絶(《((((《巡 《((《礁(○

・)

但

　((《(《《(((無《(

◇

一 ■

絶(照((《(

`1

.

t数 千 万 円2」'46810121416

供 出 数fitsよ び 代 金 の 推 移(昭 和41年 ～45年)

(資 料 阿 仁 町 勢 要 覧 に よ る)
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〉 人工緯

〉

図1-28

総 面 積

33,300ha

国 有 繭: 、

逼 ・3%・ 『

保有林野面積および人工林率(s47年)

(資 料 阿仁町勢要覧による)

公 有

0.9

民 有

19,・7%

図1-29

民 有

66.9%

Y阿 仁 合 一

8,116ha24.4%

(総 面 積33,300ha)

大 阿 仁

25,184ha75.6%

国 有

79.4%

地 域 別 山 林 面 積(S47年)

(資 料 阿仁 町勢 要覧 に よる)

白

ふ

一58一



表1-31 出 稼 者 (農 家調査)

区 分 41年 42 43 44 45

阿 仁 合

大 阿 仁

計

32

28
、3(12)

315(12)

58(1)

333(21)

391(22)

65(3)

307(25)

372(28)

70(6)

344(28)

414(34)

147('14)

369(24)

516(38)

()は 女子

(資 料 阿 仁町 勢要覧 に よる)

表1-32気 象 概 況(昭 和45年1～12月)

区分 気 温(%) 降水量 天 候 日 数(日)

月 平 均 最 高 最 低 (π 加) 晴 暑〔 雨 雪

1月 一3 .5 7.1 一12
.8 141 2 14 1 14

2
一2 .1 8.7 一10 .5 266 5 10 1 12

3
一1 .9 6.0 一9 .2 250 5 10 4 12

4 7.1 22.2 一5 .7 71 16 11 3

5 16.5 29.1 2.8 45 16 14 1

6、 18.4 295 7.1 92 11 17 2

7 23.2 34.8 11.6 83 12 15 4　

8 243 33.6 13.4 185 14 13 4

9 19.7 33.6 5.0 158 14 14 2

10 12.8 23.6 一1 .2 158 15 13 3

11 6.3 16.3 一5 .6 190 8 14 4 4

12
一 〇.3 11.9 一9 .0 172 2 15 14

年 間 積 雪 量156cm、 年 間 降 雪 量1,085cm'

(資 料 阿 仁 町 勢 要 覧 に よ る)

② 気 象 概 況

四季 が 豊 か で 春 、 夏 、 秋 、 冬 と 自 然 か らの 恩 恵 は 尽 きな く、 無 限 の 資 源 を 生 か し うる 町

で あ る と い われ て い る 。 し か し、 豪 雪 地 区 も存 在 す る。 ."

阿 仁 町 の 過 去 の 記 録 を み る と 次 の 例 が あ る。

過 去 の 記 録

・最 高 気 温38 .9℃ 大 正13.8.3

・最 低 気 温 一23 .1℃ 昭 和6,2.23

・月 降 水 量595 .lmπ 明 治44.7

・日降 水 量174 .9mm大 正7.8.15
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・最深雪量 348.3Cnt明 治39,2.15～18

(資 料 阿 仁 町 勢 要 覧 に よ る)

(3)商 工業概況

わ て主産業であ・た鉱業(銅 山)は 年・衰退し、年産32,・ ・ρtの 粗銅鉱を採拠

ているにすぎない。近年、鉱山の衰微と交通機関の発達は町内商店にきびしく影響する。

商店の6割 近 くが飲食料品小売業である。耐久消費財等の販売店は少なく経営規模も中小

企業が大半である。

古
.〈か ら市 日が 立 ち、今 で も4の 日(阿 仁 合)、5の 日(木 阿仁)の10お きに市 日が

,あ'って 買物 客で に ぎわ う。

工 業は 森 林資 源 を 活用 した製 材 工場 が 中心 とな ってお り、 出荷 額 の9割 近 くを 占めて い

'る
。 近年 誘致 工場 と して縫 製 、 刷 毛 、 カバ ンの製造 工 場が 誕 生 し、 地元 産業 としての 定着

をはか り、 出稼 ぎ対 策 に役 立 たせ よ うと して いる。

表1-33 商店数、従業者数、年間販売額

(昭 和45年 商工統計調査)

区 分

'

'

総 数

卸 小 売 業

飲食店各種

商品

織吻、衣服

身の回 り品

飲 食

料 品

自動車、

自 転車、

荷 車

家 具
建 具
じゅう器

その他の

小売業
缶i玩i業

'商 店'数

従 業 者 数(人)

年 間販売 額(万 円)

159

315

65,827

1

2

X

14

27

4,382

90

151

33961

2

2

X『

18

39

10,622

18

55

15,984

2

2

X

14

37

X

(資 料 阿仁町勢要覧にょる)

表1-34商 店 、販 売 額 、 従業 者数推 移 (商 業統計調査)

年 度 商 店 数 従 業 者 数 販 売 額 万円

39年 131(11) 304人 37,372

41年 161(13) 320 43,187

43年 158(12) 321 55,147
〉

・
9

45年 159(14) 315 69,504

()内 は飲 食 店

(資 料 阿仁町勢要覧による)

●

一60一



●
.

■

7

6

5

4

3

2

-

億

円

0

表1-35

・痙一
遍一

400

従

300業

煮
△

200

100

昭和39年414345

図1-30商 業 の 推 移

(資 料 阿仁 町勢 要覧 に よる)

町 の 事 業 所 数(昭 和44年 事業所 統計 調査)

区 分 鉱業 建設業 撲
卸売業

・」涜 業

金 融

保険業

不動

産業

運 輸

通信業

電気、
ガス、

水道 業

サ ー ビ

ス 業

農 林

水産業
総数

事業所数

従業員数

10

307

57

181

20

389

167

376

1

11

'
4

7

13

1U8

4

11

96

381

14

403

386

2,174

(資 料 阿仁町勢要覧による)
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製 材 業

食 品加工

木 製 品

別

製

鞍

毛

電

印

縫

製

刷

弱

図1-31 町 の 工 場数(昭 和45年 工業統計調査)

(資 料 阿仁町勢要覧にょる)

1
^、

E 」 「
1

.

'[挺'

i、`} `

19'8 6 4 2億 円0

図1-32工 業

45

44

43

42

41

年

「.

〔

8。
工 場 数

III

0・ ・2・3・1

⑭ 従業貝

の 推 移

(資 料 阿仁町勢要覧による)
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児童生徒数推移

昭36年42

和

43 44 45 46

(昭 和46年12月1日 現在)
1'

生 徒 数 教 員 数
学 校 ・名 学級数

男 女 計 男 女 計
&

阿仁合小学校 13 212 178 390 9 9 18

阿小萱草分校 1 1 3 4 1 1

小 大阿仁小学校 6 106 127 233 5 4 9

学 中村 小 学 校 6 47 、43 90 5 3 8

校 荒 瀬小 学校 6 42 42 84 4 4 8

伏 影小 学校 5 24 40 64 3 4 7

根 子小 学校 4 35 29 64 3 3 6

三枚 小 学校 2 9 8 17 2 1 3

計 43 476 470 946 32 28 60

中 阿仁合中学校 10 176 181 357 16 6 22

学 第 二 中学校 6 117 117 234 8 6 14

校 計 16 293 298 591 24 12 36

高 米内沢高校
定 時 制 9 16 25 〉

校 大 阿 仁 分校

図1-34阿 仁 町 内 学校 と児 童 生徒数 の状 況

(資 料 阿仁町勢要覧による)
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(4)集 落 ・人 口 と公 共 施 設

阿仁 町 は 次の28集 落 か ら構成 され てい る。

小 禄

小 渕

吉 田

湯口内

新 町

真 木

大 町

下新町

御蔵三両

上新町

畑 町 中 村

畑町東裏 戸鳥内

小 沢 長 畑

荒瀬川 比立内

荒 瀬 新中町

萱 草 華屋渡

根 子 幸 屋

伏 影 牛 滝

笑 内

打 当

以 上 の 集落 に 町の 公共 施 設が 図1-33の よ うに 配在 す る。 図1-34は 学校だ け につ

いて ま とめ た もので ある。

現在 、 町 には 小 学校 が7校 、 中学校 が2校 と分 校が1校 で ある。

人 口に つい ては国 勢 調査 の資料 、 表1-36～ 表1-38と 図1-35～ 図1-37が

関係 資料 で あ る・ これ らの 資料 か ら人 口は昭和35年 の11・339人 を ピーク に年 々減 少

の一 途 をた ど り、昭和40年 には1万 人 を割 り、昭和45年 の国 勢調 査 では8,224人 と

な ってい る。昭 和47年1月 に は さ らに減 少 して8,051入 と なった。

人 口減 の主 な原因は 中 ・高校卒 の県 内外 就 職 に よる流 出 と40年 以 降 の急 激 な 出生減 、

さ らに は 鉱山 を中心 と した 企 業の 合理 化 に よる従 業 員家 族 の転 出な どに よる もので ある と

い われ て い る。
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図1-35人 口 の推 移(国 勢 調 査) (資料 阿仁町勢要覧による)

一'65一



250

200

150

100

50

人

違
35年36373839404142'434445

図1-36過 去10年 間 の 人 口 動 態

(資 料 阿仁 町 勢 要 覧 に ょ る)
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年 齢(5歳 階 層)別 人 口構 成

(資 料 阿仁町勢要覧による)
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1-36音L〈 落 月1]人 口

総 数8、051人 世 帯L835戸

男3,819人 面積368
.91崩女

4,232人

(昭 和47年1月1日 現 在 住 民 基 本 台 帳 人 口)
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(資 料 阿仁町勢要覧による)
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表1-37 年 齢 お よ び 男 女 別 入 口

(国 勢調査)

昭和45年 昭和40年 昭和35年
齢 別

'

年
総 数 男 女 総 数 男 女 .総 数 男 女

幼 令 入 口 2297 1,157 1,140 3,395 1,717 1,678 4,484 2,156 2ρ28

0～4 513 268 245 866 424 442 1,203 632 571

5～9 783 380 403 1,075 551 524 1,525 781 744

10～14 1,001 509

白

492 1.454- 742 712 1,456 743 713

、生産年令人口 5,197 2,401 2,796 5,849 2,743 3,106 6,644 3,29.6 3,348

15～19 757 360 397 806 374 432 859 423 436

20～24 416 171 245 494 207 287 916 436
'■

480

25～29 379 173 206 647 291 356 925 469 456

30～34 547 246 301 749 362 387

1

897 448 449

.
35～39. 627 294 333 802 387 415 718 . 348 370

・

40～44

L.

670 311 359 618 287 331 619
.

317 302

45～49 558 258 300 546 265 281 504 256 248

50～54 486 224 262 448 215 233 437 225 212

55～59 401 194 207 388 192' 196 420
'
209 211

60～64 356 170 186 351 163 188 349 165 184

老 令 人 口 730 297

ρ

433 615 253 362 501 218' 283

65「 ～69 305 139 166 297 127 170 249 113 136

70～74 233 一91 142 178 76. 102 150 76 74

75～79 123 45 78 87 38 49 64 1'7 47
、

、

80～84 50 18 32 35 7 28 36 1i 25
二

一

85才 以 上 ig 4 15 18 5 13 12 1 11

,

総 数 8,224 3β55 4,369 9,859
.

4,713 5,146 11β39 5,670 5,669

(資 料 阿仁町勢要覧による)
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表1-38産 業 別 人 口

(昭 和45年 ゴ0月1日 国勢調 査)

就 業 者数 人
構成比 昭和40年 昭和35年産 業 別

総 数 男 女 % 人 入

( 農 業 1,450 558 892 38.62 1,462 1,762

第 '

林 業 ・ 狩 猟 業 411 359 52 1095 532 589

一

漁業 ・水産 養殖 業 0 0 0 0 1

次
)'

小 計 1,861 917 944 49.57 1,994 2,352

鉱 業 120 109 ・11 3.20 438 730

㊧ ・ 建 設 業 294 242 52 7.83 266 493

二 製 造 業 473 244 229 12.60 375 346

逐 小 計 887 595 292 23.63 1,079 1,569

卸 売 業.・ 小 売 業 341 139 202 9.08 321 328

( 金融 ・保 険 ・不 動産業
23 9 14 0.61 13 16

第
運 輸 ・ 通 信 業 153 127 26 4.08 186 170

三 電 気 ・ガ ス ・水 道 業
13 13 0 0.35 17 21

サ ー ビ ス 業 376 154 222 10.02 345 365

次 公 務 98 80 18 2.61 86 90

)

分 類 不 能 2 1 1 0の5 1 0

・

小 も計
1,006 523 483 26.80 969 ・990

総 計 3,754 2ρ35 1,719 100.00 4,042 4,911

(資 料 阿仁町勢要覧による)

,

⑤ 交 通概 況

前述 の ご と く ここは 北 口を のぞ い ては 三方 が 山 に囲 まれ 、道路網 に恵 まれず 、 永年 に わ

た り袋 小路 の悩 み を か こ って きた。(図1-17)

3、4年 前か らや っと営林 局の 林道 で 、西 口 に県都 秋田 市へ通 じる道が ひ らけ 、昭 和46

年 秋 には 南 口の 新 ルー トも開削 され た。 さ らに 、期待 の 国道105号 線 が 昭和48年 冬頃 、

貫 通 の み とお しとな ってい る。

道路 は 昭 和47年 頃 か らよ うや く町 道各 路 線 の 大 巾な舗 装 改良 事業に 着手 して い る。交

通 は不 便 とは いえ 、道路 現 況 は 大分 よ くな ってい る6(表1-39、 図1-38)ま た、

国鉄 阿仁 合線 もあ る。(図1-39)

問題 は本 数 が 少 な く、 バ ス の場合 は 高価 で あ る。(写 真1-1、 写真1-2)

ま た、 自家 用 車の保 有 台数 は増 え て い るが 、(表1-40)現 在 の ところは まだ4.9世

帯 に1台 の割 合 で しか ない。
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表1-39道 路 の現況 単位km(昭 和46年12月 現在)

区 分 延 長 た忽

内 訳_ 」

舗 装延長 未舗装延長 橋梁延長

国 道

県 道

町 道

林 道

38.7

108

58.2

357

150

0.1

1.6

0.8

23.0

10.5

558

34.7

0.7

0.2

0.8

0.2

計 143.4 17.5 124.0 1.9

※他 に 営林 署 林 道70.8克 沈

(資料 阿仁鴫 難 による)

表1-40登 録 自動車 台数

(46年12月1日 現生)

(資 料 阿仁 町 勢要 覧 に よ る)

大 型 普 通 車 軽 自動車 バ イ ク

28 279 65 513

ヨ
1:;

,,・:

瀞㌻芯懲誉ぶ鞠 恒㌢苦濠1"蘂㍊濠叉㍗▽頑※頴e藩 邸.藩・ヌぷ

写91-1国 鉄 阿仁 合線運 賃表

㈲ そ の他

地元 紙 を閲読 して い るo

写真1-2バ ス米 内 沢 ～打 当 線運 賃表

文 化程 度 を示 す 指標 の一 つ と して、表1-41と 表1-42を あげ た。 テ レ ビは1.1世

帯 に1台 であ り、 電話 は34世 帯に1台 で あ る。 ま た ・新 聞は当 然 の こ となが ら圧倒 的 に
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表1-41テ レ ビ ・電話 台 数

(昭 和46年12月1日 現 在)

区 分 阿仁 合 大 阿仁 卜
計

白 黒 テ レ ビ

カ ラ ー テ レ ビ

電 話

(う ち官 公庁 ・事業 所)"

734

251
-「}.

352

(70)

619

59
>

194

(23)

1,353

310

546

(93)

※ほかに中田部落団体加入電話組合(81戸 加入)有

(資 料 阿仁町勢要覧による)

表1-42新 聞 購 読 数

(昭 和46年12月1日 現 在)

部 数 部 数
新 聞 名新 聞 名1

阿仁 合 大 阿仁 阿 仁 合 大 阿仁

秋 田 藩 新 聞 425 215 中 学 生 新 聞 6 2

朝 日 新 聞 90 13 小 学 生 新 聞 10 1

読 売 新 聞 57 12
少 女 新 聞 2

森 吉 タ イ ム ス 600

毎 日 新 聞 46 13
県 北 新 聞 100

日 経 新 聞 10 2 秋 北 新 聞 100

産 経 新 聞 5 秋 北 報 知 90

(資 料 阿仁町勢要覧による)

3.2.2阿 仁町 の僻 地保 健 衛 生 の実 態

ここで は 、住 民の1世 帯 当 りの家 族は4。3人 で あ って、4.9日 に1人 の割 で 出生 し、

5.7日 に1人 の割 りで 死亡 して い く計算 と なってい る。

そ の 住 民の健 康 保持 の中心 的 役 割 をは たす た め、 ここに も 「町 立病 院 」 とい った医療 施

設 が あ り、他 に 開業医(内 科医2、 歯 科医1)が ある 。

こ こで の 僻地 と もい うべ き集落 は い くつかある が、町 と して 出張 診療 を施 して いる とこ

ろは 次 の三 ケ所 だ けで あ る。 す な わ ち

根 子(469人)

中 村(230人)

三 枚(308人)

で あ る。 前 者 の2地 区 は町 立 病 院長 と看 護婦 が一緒 に 巡回 診 療 をしてい る。根 子 は毎木 曜

の午 後 、中村 は毎火曜 の午 後が 診療 日に あて られ ・検 査 を 必要 とす る ときは・ 阿仁 合 の町

立病 院 まで来 る ように 指示 され る。 また ・以上 の3ケ 所 は それ ぞれ 近 くの 歯科 病 院 の協 力

4

4

一72一



で僻 地 歯科 巡 回診 療 が行 なわれ て いる。

この他 、 国 と県 か らの補 助で 昭 和32年 頃 か らジー プ を'改良 した患 者 輸送 車 で1日6人

位 を僻 地か ら町立病 院 ま で運 ん でい る。 曜 日をか え て一般 診 療の希 望 者 を 病院 ま で運ぶ が 、

原 則 と して救 急 を 目的 と して いない 。

表1-43町 立 病 院 の 概 要 (昭 和46年12月1日 現 在)
,,

病 床 数 診 療 科 目 医 師 ・ 職 員

一般 病床54 許可診療科目 内 科医 師2、 歯 科医 師1

結核病床18 内 科 、外 科、 小 児科
看 護 婦5、 準看 護婦2

産婦 人 科、歯 科

伝染 病床 、15 現在診療科目 補 助 看6、 技 術 員6

計87 内 科 、外 科 、小 児科 事 務 員8、 そ の 他12

(資 料 阿仁町勢要覧による)

表1-44主 要 死 因 別 死 亡 数

◆

死 因 40年 41 42 43
・

44 45

中枢神経の血管損傷 29 36' 21 39 37 31

悪 性 新 生 物 9 12 9 10 8 10

心 蔵 の 疾 患 7 6 5 6 4 6

不 慮 の 事 故 7 3
'4

5 2 3

老 衰 3 2 2 4 2 1

〉

肺 炎 0 2 0 4 3 6

全 結 核 3 2 0 2 1 1

自 殺 0 1 0 0 2 2

胃 腸 炎 ・大 腸 炎 1 3 0 0 0 0

胃 炎 、 ネ フ ロ ー ゼ 1 0 1 0 0 0

気 管 支 炎 0 0 0 2 0 0

その他の全 死 因 20 2 15 5 16 11

総 死 亡 数 80 69 57 77 75 71

(資 料 阿仁町勢要覧による)
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(資 料 阿仁 町勢 要覧 に よる)
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(資 料 阿仁 町 勢要 覧 に よる)
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表1-45国 民 ・健 康 保 険 の 推 移

被保 険 者数 保険税 、 1世 帯 当 り 1人 当 り

区 分

世 帯
被保
険 者

調 定 額
千 円

収 納 率
、%

'

調 定 額 調 定 額

40年 947 4,427 10,003 ・862 10,563円 2,260円

41 945 4,266 9,745
'92

.7 10,313 2,284

42 963 4,300 9,718・ 95.1 10,092 2,260

43
層F、

985 4,160 10,825 97.4 11,00卍 2,602

44 985 4,07g 13,656 96.9 13,864 3,348

45 1,001 4,103 14,061 96.6 14,048 3,427

(資 料 阿仁町勢要覧による)

3.3阿 仁 町 に 齢 け る 僻 地 医 療 の 問 題 点',

僻 地医 療対 策 として 、ア ンパ ラノス に計 演 を推進 して も、 他 の計 画 との かみ 合せ 、つ ま り、

そ れ ぞ れ 姪っ い ての 総合検 討 を加 えた もの で なけ れば 、 せ っか くの医 療 も無駄 の もの に な っ

て しま う。

本節 は 、僻 地医 療 に視線 を照 し、今 回 の 事 前調 査 で得 たい くつ か の 問題 点 に っい て 整理 し

てみ る。 ・

まず 、 こ こでは共 通 の'もの と して考 慮 し なけれ ば な らない 問題 点 を掲 げ、羅 列 す る と次 の

とお りで あ る。

(1)広 域 や僻 地条件kよ る交通 事情 に 関 す る問 題 点

例 え ば、運 行 本 数 、運賃 問ee .(診 療 費く交 通 費)、 交通 網 、 林道 を 含む 道路 建設 、未 舗 装

道 路 の整 備 、 自家 用車 の普 及等 に つい て考 え られ る。

②も,通信事 情 に 関す る問 題点

例 え ば、 ダ イヤ ル 電 話化 、電 話機台 数不足 問 題 な どが ある。

(3)医 療需 要 の低 頻度 を支 配す る生 活 水準 に関す る問題 点

例 えぱ 、生 活保 護 者 が多 く、 出稼 者 も多 い などの 問題 点 をか かえ て い る。

(4}新 しい人的資源の教育と養成に関する問題点

例 えば 、 情 報処 理 技術 者 な どの 養成 と教 育の 問 題 が 考え られ る。

⑤ そ の他,、

:イ.豪 雪 や 吹雪 な どの きび しい 自然 条件
。

ロ ・秋 田弁 は新 任 者に と三て不案 内で ある し、 遠隔 診断 を行 う際、 電話 に よる意 思伝 達 に

も差 し支 え る。

ハ.医 師 な どの従 事 者を呼 ぶ ため の 生活環 境 の 整備 、お よびその人 達 に対す る ス トレス解 消

問題 が あ る。!単 身赴任 の場 合 も含 め て 生ず る問 題 点 もある。)

次 は、 医療 に関 連 す る事項 と して 、項 別 に 順 を追 って説 明す る。
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■

φ

ω 二 股 診療

一般 診 療 につ い ては
、 次の 問題 点 が あろ う。

イ)医 師 な どの医療 従 事 者数 の不 足 問題』

ロ)医 師 の老 令 化 お よび後 継 者 問題 。

ハ)往 診 して も らえ ない と い う問 題 点が あ る。

→ 巡 回診 療回 数の 不足 問 題(週 に約3.5時 間位)お よび そ の継 続 性 の 問題 。

ホ)歯 科 ・外 科 ご耳 鼻 科 ・産 婦 人科 な どの特 定科 目の不足 問 題 。

へ)住 民の有 病 率 は特 に高 血 圧が 多 くみ られ る。

ト)医 師 は弘 前 大 系統 が 多い ため、秋 田 市の医療機 関に依 存 する こ とが 少 な い。

チ)薬 局 の不足 。

リ)一 般 診療 用 医療機 器 、 お よび 診療施 設 の欠如 問題 。

ヌ)精 密検 査 は特 定 の 病院 で しか で きな いに もかか わ らず 、住民 が なか なか来 院 しない の で

検 査 で き ない 。

ル)出 張 診 療所 を設 け て も特 定 慢症 患 患者 ・および老 人(無 料 医療 の た め)の 受診 に とどま る。

オ)高 度 医療 は 弘 前 大学 病院 を始 め・秋 田 ・大 館まで足 を のば して い る のが現 状 で ある。

② 救急 診 療

救 急 診療 は 多 くの 住民 が 最 も心 配 し、 切望 す る もので あ る。 これ だけ は長 続 きで きる 計画

で、地元 と しては実 施 して も らい たい との要 求 であ る。 この救急 診療 につ い て も多 くの問 題

点が 潜 在す る。

イ)現 在 、 救急 車 は一 台 しか な く、 救急 体制が 不備 で ある。

ロ)緊 急 時 に 、救急 車 の 出動 が望 め ない 。

ハ)救 急 指 定病 院が 近 くに ない。

二)冬 期 出稼 ぎの た め、 自家 用 車が あ って も運 転 で き る者 が いない 。悪 天候 時 の緊急対 策 も

十 分 とは いえ ない。

ホ)高 度 救 急医療 は 大 館.弘 前 に頼 らざ る を得 ない。

③ 健 康 管 理

全般 に 、僻 地 におけ る健 康 管理 は良 く行 なわれて い るが 、 まだ まだ 行 き届 か ぬ点 もあ る。

イ)移 動 保健所 は 設け られ て い るが 、特 定の数 地 区 だけ しか 行 な って い ない 。

ロ)僻 地 住 民 に も、 個人`に渡 す 「健 康手 帖」が 望 まれ てい る。

ハ)集 団 健診 の うちで、X線 検 査は あるが 、循 環 器健 診 等 の 項 目が ない 。精 密検 査 の受 け ら

れ る機 関 も不 足 で あ る。

二)現 行 の血 圧 等の 測定 は 、畑 か ら駆 け つ けた直 後 に得 られ たデ ー タで ある ので、 信頼 度が

うす い。 健診 結果 の処 理 に も問題 が あ る。

ホ)住 民 の近 所 に健 康 相談 で きる保 健婦 がい ない。

(4)コ ンサル テ ー シ ョン
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コ ンサル テー シ ョンには 、(1)保健婦 を対 象 とす る コンサ ルテ ーシ ョン、②専 門医 に よる コ

ンサル テ ー シ ョン が あ る。

前 者の 場 合は、 十分 とは 言 え ない が、 保健 婦 側 か らの能 動 的 な行 為で 現 情 を維持 してピ る。

現在 は大 きな 問題 点は ないが 、今 後の 問題 とな ろ う石　一'

後者 の場 合は 、・多 くの基 本 的 な問 題点 が ある。そ れ は 地元医 師 の身近 に専 門医 が い ない ので 、

医師 相 互 の医 学 的交 流が 乏 し くコンサル テ ー シ ョンが で きない状 態 で ある。

(5)教 育

教 育 に は医 学 関係 者対 象お よび住民を対 象 と した もの に 分 け られ る・.,

前 者 と して は、 医師 の み に対 し問 題点 が ある。

イ)学 会 へ の 出席が 困難 で あ る。

ロ)ド医 学情 報量 が少 い 。

後 者 と して は 、

イ・)保 健 婦 の業 務 は 多 事に わ た り、衛 生教 育 のた め の 時 間が少 ない。

ロ)保 健 教育 の ため の資 料(ス ラ イ ド、 パ ンーフ レ ッ トな ど)が 少 ない 。

ハ)地 元 産造 の生 薬(熊 の 胃の よ うな もの)な どに た よる傾 向 があ る。

などの 問題 が ある。

⑥ 管 理

管理 につ い ては 次 の問 題点 が ある。

イ)膨 大 なデ ー タが 累積 す るので 、保 管や統 計 処 理 な どの際 はか な り能率 が悪 い。

、ロ)医 療材料の在庫管理が総合的に行なわれていない。

以上は、今回の僻地実態調査で感じたことである。

4.シ ス テ ム 導 入 の 手 が か り

鷹 巣阿 仁 地区 の現 地 調 査 に よる 前記 デ ータ に基 づ き本 医療機 器 シス テ ムの導入 の手 が か りと

な る もの を述 べ て み たい 。

鷹巣 阿 仁 地 区は一 つの 広域 行 政 単位 とな って い るの で この 中に一 つ のサ テ ライ トを設置 す る

こ とに異 存 は な い。

特 に米 内 沢 総 合 病院が この 地域 セ ンタ ー と して の機 能 を有 して い るこ とは 、医 療 関係 者、 住

民 共に認 あ て お り、 病院 側 もその 責任 を十 分認 識 してい る。 した が って ・ この病 院 の設 備 ・陣

容 を強化 す る こ とに よ り、 こ こをサ テ ライ トとす る こ とに 問題 は ない。

次 にセ ンタ ー機 能 を有 す る病院 で あるが 、 これ は青 森 県の 弘 前 大学付 属 病院 と秋田 大学付 属

病院 が 考え られ る。 前述 の様 に医 師 の コ ミニ ケ ー シ ョンは弘 前 大 学に近 く住民 も ここ に依 存 し

てい る例が 多 くセ ンタ ー病院 と しての 要 素は 大 きい。 しか し、 これ は あ くまで も鷹巣 阿仁 地区

に のみ 考 え られ る ことで秋 田 県内 の他 のサ テ ラ イ トを考慮 す る と一概 に妥 当で ある とは いえ な

くなる。 やは り秋 田 県 とい う一 行 政単 位 を考 え た場 合 は ・秋 田大学 附 属 病院 を充 実 しセンター とし
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ての機 能 を充 分 に発 揮で き る体 制 に すべ きで あろ うρ

た だ し、住 民 の弘 前大 学 への 意 識 を無 視す る こ とは で きない の で各 セ ン タ ー間 の 情報 連絡 を

密接 に で きる様 な体 制 も必 要 で あ り、今 後の 問題 となろ う。

最 後 にタ ー ミナ ルに対 す る考 え方 で ある が数 多 くの タ ー ミナ ル を設置 す るめ は あ らゆ る点 で

不 可能 に近 く、 や は り一町 村 に一 つ の ター ミナル とい うの が一 つの 考え 方 となろ う。 この 地区

の場 合 は、 阿仁 町立 病 院 と上 小 阿仁 診療 所 がそれ に あた る とい え る。 この外 移 動 ター ミナル的

性格 を もった もの を作 り・三牧 地 区 ・ 中村地 区 ・八 木地 区 等 を巡 回す る方法 も考 え られ る・.

なまへ 鷹 巣町 、森 吉 町、 合 川町 は前述 のデ ータに も とず き、 この システ ムか らは 除 いて 考慮 した 。

各 レベル お よびそ の間 に 配置 され る医 療機 器 お よび システ ムは、 今後 の 開発 が待 たれ るが 、

「般 診療 、救 急医 療 は移 動 系 を 中心 に行 なわれ 、又 遠隔 地 よ り各 レベ ルに医 療 情 報を伝 送 す る

ため の機 器 も必要 で あ る。 これ 等 は移 動 系に搭 載 され るこ ともあ り、 携 帯 用 と して各 家庭 の 電

話 か ら伝 送 す る こと も可能 に す べ きで あ るが 、現 段 階で は電話 の利用 が最 も有 効 と考 え られ る。

●
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第2章 秋由県鷹巣 ・阿仁地 区医療機器 システ ム

1.シ ス テ ム 構 想

本医療 機 器 シズテ ムは、 秋 田県 を、 対象地 区 と し、 特 に、 鷹巣阿仁地 区 の住 民を主 対 象 とす

るo

本 シス テ ムは、 セン ター1ケ 所 に 対 し、 サテ ライ トを2ケ 所有 し、更 に 、1サ テ ラ イ トに

対 し、 複 数 個 の タ ー ミナル を有す る。 更 に ター ミナルの 下位 に、 下位 ター ミナ ル を有 す る

場合 もあ る。

本 シス テ ムの各 レベル は、下 記 の医 療機 関 に付 設 され る。

セ ン ター 国立秋 田 大学付 属病院

サテ ライ ト 米 内 沢総合 病院

ター ミナ ル 阿 仁 町立 病院

上小 阿仁村 立診 療所 ・

下位 ター ミナル 中村 部落

根子 部 落

三 枚部 落

尚、 この外 に、 同 程度 の サテ ライ トグル ー プが あ り、 これ らを セン ターが管 轄す る。

このサ テ ラ イ ト群 の場所 は 、本 荘 市周 辺 を予 定す るが、 詳 細は、今後 の 調査 に待 ちたい。

本 シス テ ムの設計 の上 での 基本 的 な考 え方 と して、現 在 の 医療体制 を変 え ない こ とを第一 義

とす る。 馳".'

す なわ ち、上 小 阿仁 村 にお い ては、 従来 より施 行 され てい る患者輸送 車 に よる患 者集 中方 式

に より、 患者 を ター ミナルの上 小 阿仁 診療 所 に集 め る 方式 を とる。

i又、阿 仁 町 に おい ては 、従 来、 阿仁 町 立病 院 よb、 出張 診 療をteこ な って いた、 中村 出張 診

療所 と根 子 出 張診 療 所 と阿仁 町立 病院 との間 に遠 隔 診療 を実施 す る。

更 に、 サテ ライ トの米 内沢 総合病 院は、 鷹巣 阿 仁 広域 市 町 村圏の基 本計 画 に よる 「地 域 セ ン

タニ病院 」 と しての役 割 を十 分 に発 揮 で きる よ うな体 制 を とり、各 ター ミナ ルの 医療 の 中心 と

す る。

国立 秋 田大学 付 属病 院 は、行 政 管理 の セン ター と して存 在 し、将来 は県 民 全体 の 医療 ポ一 夕

を蓄積 し、 更 に新規 に開 発 され た各種 の 医療機 器 に よ り、 高度 の医療 が実 施 で きる よ うに はか

る。

鷹 巣阿 仁地 区の 住 民は 、弘 前 大学 付 属病 院 へ の依 存度 が高 く、秋 田大学 よ り も、 訪院 回数 が

多 く、 又、 特種 の症 例 に たい しては秋 田 脳血 管 セ ン ターへ の 受診 もみ られ る。 よって、 これ ら

の病 院 も、 この シス テ ムに参 加 で きる よう考 慮 してい る。 更 に周辺 の一 般診 療所 も希 望に よ り

充 分参 加可 能 なよ うに配 慮 してい る。

秋 田 県に お け る本医 療機 器 システ ムの特 微 は、 僻 地 に おけ る一般診療 を主 眼 とす る ところ に
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あ る。 これ を 中心 に して、 救急 医 療、 健康 管 理 、教 育、 コンサ ルテ ー シ.ン 等 の サー ビス も取

り上 げ て い る。

医 療機 器 システ ムと しては、 遠 隔 テ レ ビ診療 装 置、 自動 問診装 置、 生 体情 報解 析装 置 、患者

'監 視 装 置
、簡 易検 体検査 装 置 、及 び 、 小型X線 装置 を 重点 的 に配置 し、 そ の運 用 を考 慮 してい

る。

一 例 を あげ れば 、 ター ミナル の 阿仁 町立 病院 と中村 出張 診療所 との間 に、 遠 隔診 断 が可 能な

機 器 を配 置す る。 す なわ ち、 医 師は 従 来 出張 に よ り、 患者 の診 察 をお こ な って きたが 、 これ と

同様 の診 察 を阿仁 町 立病 院 でお こな うこ とに な る。

最初 、 自動 問診 装 置 に よ る、 問 診 を お こない所 定の 質 問事項 を把握 した上 、 遠 隔 テ レ ビ診察

装 置 に よる視 診 及 び一 問一 答形 式 に よる問診 を し、 更に、 心 電図 等の 生体 情 報は 、回 線 利用 に

よ る、 心 電 図伝 送解 析装 置 で結 果 を知 り、尿 、血 液 等の検 体検 査 は、 簡易 検 体検 査装 置 で 結果

を入力 し、小型X線 装置 にて撮影 された写 真は、静止画伝送 装置 にお いて、 ター ミナ ルで 復元 す るこ

とがで きる。 以 上 の患者 情 報 に より、 医師 は診断 を可 能 と し、 現 地 での 投薬 及 び注射 等の処置

をパ ラ メデ ィカルに指示 す るか 、あ るいは、 ター ミナ ル、 又は、 サ テ ラ イ トへ の訪 院 の指示 を

患者 へ 与え るか 判断す るこ とが で き る。

文、 ター ミナ ルに 医師 不在 の場 合 は 、 回線の 切換 え に より、 サ テ ライ トの医 師が 直接現地 と

連 絡 を とる こ と も可 能 であ る。

本医療 機 器 システ ムは、 単独 の シ ステ ムでは な く、 他 シ ステ ム との 相互 利用 を充 分に考 慮 し

て い る。
"特

にミ救 急 医 療に 関 しては、 鷹巣 阿 仁 広域市 町村 計 画 の うち の広域 消 防救 急施 設 整備計 画 に

の っ と り、 救急 指 令装 置は 、鷹 巣町 の消 防 本署 にお き、 ここ よ り各種 の指 令 をだ し、 救 急 に関

す る患者 監視 等 の医 療 デ ー タは、 サ テ ライ トの 米 内沢総 合 病院 の医師 が把 握 す る方 法 を と った。

健康 管理 は、 従 来 より、 合 川町、 上 小 阿仁 村 で実 施 され てい る、 皆検 診制 度 を もとに、 サテ

ライ トに おけ る中型 電 子計 算機 、 セ ン ターにお け る大型 電 子計 算機 に 蓄積 され た医 療 デ ー タに

よ り実施 され る。 寸

本 シス テ ムを 実施 す る際 に最 も重要 な要 素 とな る 通 信 シ ス テ ム につ い ては 、 同軸 ケ ー ブル

を 自主 設 置 す る場 合 と、 電 々公社 の回 線及 び試 行 サー ビスを 利用す る場 合 の2つ の案 につ い

て検 討 し、 前者 を主案 と し、後 者 を 副案 と した。 本 事項 の検 討に よ り、 定 め られ た 予算 内で、

映 像 情 報に よる遠隔 診断 も可能 であ る こ とを確認 した。

以 後 に本 医療機 器 シス テ ムの詳細 をの べ てい くが 、現 在 の法 的条件 に 多少 抵触 し規制 され る

点 が ある が、 これ らは 今後 の解 決 を 待 ちた い。

2.1シ ス テ ム の 必 要 性'

一 人の 人 間が、 一 生 の間 に発 生 す る医 療 デー タは各 種 多量 の もの で ある。 これ らの医 療 デ

ー タを、一 つ の シ ステ ムの中 に蓄積 し、 いつ で も、取 り出す ことが 可能 で あれば 、 従来 の医 療
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行 為は、 さ らに高度 に能 率 よ くお こなわれ るで あろ う。

この ため の、医療のシステム化に、 コン ピ ュー タの広範 囲 の 利用 は欠 か ぜ ない もの で あ る。 単

一 の役割
、 多面 的 な役 割 を問わ ず、 医療 の 自動 化、 高速 度化 、 普 及化 をはか る うえ で コン ピ ュ

ー タは 大 きな 力を持 ってい るか らであ る誉

識 別

積書の報情

1

国

運垂]/

コ ン ピ ュー タ の役 割 〔
パ ター ン認 識 情報検索

図2-1コ ン ピ ュー タ の 役 割

更 に、 本医 療機 器 シス テ ムは、 コン ピ ュー タの周辺 に、 最初 の医 療機 器、映 像 機 器 を 配 し、

これ らを結 ぶ、通信 技術 か ら成 り立 ってい る。

前述 した秋 田県 に おけ る、 医 療上 の 問題 点 も、 この システ ムを充 分 に活用することによ り、解

決 へ の糸 口 が見い 出せ る もの と思 う。

具 体的 な機 能 と して下 記 の ような、 シ ステ ムが考 え られ る。

■

,

2・1遠 隔 診 断

医 師 がい ない地 区 の 住 民の診 断 は、 遠隔 テ レ ビ診察 装 置、 生 体情 報 伝送解 析 装 置、 自動 問

診装置 等の 各種診 断装 置の 測 定結 果 を医師 に 伝送 し、 これ を利 用す る こ とに よ り診 断 をお こ

な うシステ ムで あ る。

これ を設置 す る こ とに より、 従 来、 阿仁町 立病 院 よ り、 中村根子 地 区 に一 週 間 に一 度、 出

張 診 察 を行 な ってい た もの を、遠 隔診 察に切 換 え、 医師 の 労働 の軽減 、 及 び、地 区住 民 の常

t'※ 大 島:医 療 の シ ス テ ム 化:サ イ エ ン ス
.26、1973よ り引 用
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時診 療 可 能 な方 向に も ってい くこ とが で きる。

2・2'僻 地 救 急 医 療'

僻 地 に お け る疾 病 の急 発 に さい し、 ター ミチ ルか らの患 者 の生 体情 報 を サテ ライ トに伝 送

し、遠 隔 テ レ ビ診 察 、X線 テ レビ装 置 とデ ー タバ ンク に蓄積 された 患者 の病 歴 デ ー タな どを

利 用 して医 師が 診断 し、 パ.ラメデ ィカル に適 当な処 置 を指 示 す る こ とがで きる。 又、 医師 の

出動 が必 要 か、 患者 に 輸 送す るか 判断 も可 能 で あ る。

この様 な システ ムを、 鷹 巣 消 防本 部の 救急 指 令装 置 と協 力体 制の も とに設 置 すれ ば、 従来

の救急 活 動 は、 飛躍 的に 高能 率化 す る こ とが期 待 で き よ う。

"2
.'3僻 地 健 康 管 理

僻地 住民 の健 康管 理 を サ テ ライ トの健 診装 置 や、 移動形 健 診 車 が定期 的 に巡 回す る こ とに

よ り健 康管 理 に あた る。

これ らの健診 結 果は 、 医療 デー タバ ン クに蓄 積 され る。

これ に ょ り、'従来年 一度 程 度 の 健診回 数 を増 し、 住民 皆健 診 が可 能 と在る。 また 、健 診 デ

、三 夕は、 常に取 り出 しが 可 能 で、 今 後 の医療 行 為に、 充 分活 用が で きる。

・一－Z.4コ ン サ ル,テrシ ョ ン

僻地 の診 療 所の 医 師 の専 門科 目外 のパ ックア ・プを、 遠 隔 テ レ ビ診 察装 置、 生 体情 報解析

装 置 等 を利用 してお こ,なう。

これに,より、一 般 医 も専 問 医の指 示 を 受け なが ら治療 を行 な うことが可 能 に な り、 又、 周

辺の一 般 医 も、 生体 情 報 等の 解析 結果 を得 るな どの コンサル テ ー シ ・ンを受 け る ことが で き

る。'

2.5教 有

医 療 従事 老 に セン ター か ら各種 の最 新 医療情 報 を提供 した り、 テ レ ビを 利用 して 僻地 住民

の各勘 麟 相談を定 なう・

これ に より、 医 師お よび パ ラメデ ィカルは 、セン ターか らの情 報 を、 居 なが らに して知 る こ

とが で き、 文献 な どの検 索 も容 易 にな る。

2.6医 療 情 報 デ ー タ バ ン ク

健 診そ の他 に よ り収 集 され た い ろい ろ な、 医療 情 報 を セ ン タニに 蓄積 し、 各人 の病歴 管 理

をお こ な う。

これ に よ り、県 衛生 部は、 県民 の衛 生統計 な どの作 成作 業 が 容易 に なる。

以 上 の様 に、本 シス テ ムは、 単一 機 能 を もつ もあ で な く、複合 した機 能 を有 してい るの で

●

6

一86一



今 後の 僻地の 医療 の レベル ア ップに は、絶 対必 要 な もの で ある。

5.周 辺 の状 況

31鷹 巣 阿 仁広 域 市 町村 計 画 ※

鷹巣阿仁地域の5町 村(鷹 巣町、森吉町、合川町、阿仁町、上小阿仁村)は 、昭和46年

7月 「鷹巣阿仁広域市町村圏」として発足し新しい生活圏行政の一つとして、強力に広域行

政を推進し、鷹巣阿仁地域の均衡ある発展と住民福祉の増進をはかっている。

これに より各種の基本構想、基本計画が、打ち出されているので、この中より、本システ

ムと関連のあるものを挙げる。

■

3.1.1基 本構想

生活水準と生活環境施設整備の目標

(a)医 療

圏域の基幹病院である公立米内沢総合病院を広域医療センターとして、施設設備お よび

医療スタッフを充実 し、これを中心に医療機関相互の有機的連携をはかり、それぞれの機

能を十分発揮出来るようにするとともに公的医療機関の体系的な整備を促進する。また僻

地医療については、患者輸送車などを整備し、機動力による医療の確保をはかる。

㈲ 保健衛生

国民が健康な生活を営むためには、日々の健康の増進をはかることが最も重要であるの

で、保健指導の推進役となる保健婦を厚生省基準(人 口3,500人 に1人)な みに増員配

置 し、食生活の改善、予防健診の徹底、疾病予防知識の普及など保健婦による保健指導の

徹底と健康管理の充実をはかる。

(c)老 人福祉

老令人口の増加と世帯分化の傾向からみて、老入福祉対策は重要な課題であり、安心 し

て老後をすごせるよう、養護老人ホーム、老人保養所などの施設を整備 し、広域的かつ弾

力的な活用をはかる。なお、介護を要する老人は完全に収容する。

(d)児 童福祉

保育所、児童館、児童遊園地などの施設は、一次生活圏ごとの施設配置計画に基づき整

備する。なお、保育を要する児童のみ一ならず、保育を希望する児童は完全に収容する。

● ※基 本構 想:昭 和60年 を 目標年 次 と し、鷹巣 阿 仁 圏域 振興 発 展 の将 来 図 と、 これ を達 成 す るた

め に必要 な施策 の 大綱 を示 す もの で ある。

基本計 画;基 本 構 想に も とず き、 昭和47年 か ら昭和51年 までの、5年 間 にわ た る計画 で、

広域 ネ ッ トワー クお よび広 域事 務処 理 シス テム を定 め、 これ を達成 す る ため の必要

な根 幹 事業 な ど を明 らか にす る もの
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(e)社 会教 育

一 次生 活圏 を単 位 に地 区 公民 館
、 二 次生活 圏 の拠 点地 区 に中央公 民 館 を整 備す る。

広域 単位 には教 育 文化 セ ン ター、 青少 年 セ ンター、 総合 体 育施 設 を整備 し、圏 域 住民 の

生 涯教 育学 習 活動 の 場 とす る。'"

(f)消 防 ・救 急

圏域 が一 元 化 した広 域 消防体 制 を 整備 す る。 また、 救 急体 制 につ い ては広域 消防施 設 に

併設 し、 救急機 能 の整備 促進 をは か り、激 増す る交通事 故 な どに対 処 す る。

(9)交 通 ・通 信

道路 にに つい て は、 国、 県 道 お よび主 要 町村 道、 幹線 農道 は すべ て改 良舗装 を完 成 し、

これ らの 除雪が 完 全 に実 施 され る こ とに より、年間 を通 じ1日 行 動 圏 が拡 大 され る。

乗 用車は 、1世 帯1台 程度 に 普及 し、 買物、 通勤 、 レ ジ ャー な ど日常生 活全 般 にわ た っ

て利用 され 、圏 民 生活 に大 きな変化 を もた らす こ とに な ろ う。

通信 につ いては 、 電 話の 完全 自動 即時化 が 実現 し、1世 帯1台 に普 及す る。

β
.
、

a1.2基 本計画

(1)広 域医療体制の整備

(a)本 圏域の基幹的病院である公立米内沢総合病院を 「地域セン.ター病院」とし、地域

医療および、保健衛生活動の中枢的機関としての、役割を期待し、公的、私的医療機

関との連携を強化するとともに保健所等の協力も得て、体系的な医療体制の確立をは

かる。

交通体系の整備と相まって病院は入院診療を主力として分担し、通院診療は、一般

診療所が分担する方向でその整備を検討する。

なお、 「地域センター病院」については、次のような機能の整備をはかる。

① 一般医療機関では困難な高度医療の確保

② 救急医療の担当

③ 公害対策、各種健診活動等地域保健活動への協力参加

④ 圏域内、各医療機関を含む医療従事者の確保

⑤ 圏域内、各医療機関との連携 と施設設備の解放利用

⑥ 医学研究への協力

⑦ 看護婦等の養成

⑧ 献血事業への協力

㈲ 圏域内で、公立米内沢総合病院と同じく総合病院である厚生連北秋中央病院につい

ても圏内のサプセンター病院として 「地域センター病院」に準じた機能の整備を促進する。

●

●

注 一次生活圏 小学生の徒歩通学区域程度のひろがりを有する生活圏

二次生活圏 中学生の徒歩通学区域程度(お おむね町村の区域)の ひろがりを有する生活圏
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(e)無 医地 区対 策

無 医 地区所 在 町村 の うち、 患者 輸 送車、 雪上 車の 未 設置 町村 には 、 これ を 整備す る と

と もに定期 的 な巡 回 診療 を実 施 し、 山間 僻地 の医療 確 保に つ とめ る。

(d)巡 回 診療 の徹 底

広域 行政 機構 に お いて 、 巡 回診 療 車 を設置 し 「地域 セン ター病院 」そ の他 全医 療機 関

保 健所 等 との協 力体 制 を整 え、 巡 回診療 の徹 底 をは か る。

(e)一 元 的医療 体 制

各 町村 医療 機関 が 、一 元 的 医療 体制 を と って、 医 師、 看護婦 、 保 健婦 等 の修学 資金 貸

与制 度 を とる等、 そ の養 成 確保 をはか り、全圏域 医 療体 制 の完壁 を期す る。

なお、 集 団健 診 セ ン ター、 障害 者 リハ ビ リテー シ ・ンを、 「地 域 セ ンター病 院 」に併

設 す る よ う、 そ の促 進 を はか る。

(2)健 康管 理体 制の 整備

(a)胎 児 か ら老 人 に至 る まで の、 生涯 健康管 理 を行 な うた め、圏 民 皆 健診 を推 進 す る。

㈲ 保健 婦指 導 の浸 透 強化 をは か るた め、 未設 置町 村 に早急 に 配置 、 また51年 までに

入 口5,000人 当 り1人 の水準 まで引 上げ る よ う促進 す る。

(c)無 医地区 では、 患者 輸送 車 を配置 して、 積極 的 な予 防 治療 に 当b、 無 医地 区 を51

年 まで には完 全解 消 を は か る。

⑱ 学 童の 健康 づ くりの源泉 とな る口腔 衛 生 の面 では 、 圏 内の歯科 医 との連 携 を とりな

が ら 「虫 歯 予防 デ ー」 を定 め 、積極 的 な予防、 治療 を促進 す る。

●

3.1.3社 会福祉施設の整備計画

(a)児 童

保育所は現有施設の整備を重点的に行ない保育児童の完全収容を図る。

(b)母 子

阿仁町立母子寮は増改築を行ない、設備も充実する、また、母子相談指導の中枢機関と

もなる母子福祉センターの建設をはかる。

(c)心 身障害者

既存の心身障害福祉施設の外に、精薄者更生のために授産施設を、また、社会復帰対策

として、公立米内沢病院などの既存施設にリハビリテーシ・ンの設置を促進する。

軽度な障害児童、生徒のためには、特殊学級の設置促進をはかる。

(① 老人

老人福祉施設の未設置町村では、これを設置し、地域老人クラブの活動を助長するほか、

希望と能力に応 じた仕事に従事することができるよう・各町村役場に老人職業相談所を設置

する。また、寝た きり老人や一人ぐらし老人などの保護を要する老人のための施設として、

養護老人ホームの整備促進をはかる。心身障害で常時介護を要する老人が、 ますます増加
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す るこ とが 予想 され るの で、 特 別養護 老 人 ホー ムの整 備 促進 をは か る。

在 宅老 人 につ い ては 、 ホ ー ムヘ ルパ ーを適 正に 増員 配置 し、老 人 の良 き相 談相手 とな り、

老 人 特有 の孤 独 感 、疎 外感 の排除 につ とめ、社 会 活動 へ の参 加 を促進 す る。

医 療 補 助制 度 を大 巾 に改 善 し、 更 に老人 の健 康 を守 るため、 定期 に健 康 診査 を実施 す る。

老 人 の健 康 の増 進、 教養 の向 上及 び、 レ クレー シ ・ンのためマ 昭 和47年 度完 成 を 目標

に 圏域 内全 老 人 の総 合 セ ン ター と して、保養 セ ンタ ーを建 設す る。.'

3.1.4広 域 救急 の 整備 計 画

救急 業 務 の運営 管 理 は、広 域 常備 消 防にお いて 、圏 域 を一 元 的に行 な う もの とす る。

救急 車は 、 本署 に1台 配 置 して い るhs、48年 度 中 に救急 医療 セ ン ター所 在の 森 吉分 署 に

1台 を配置 す る。 また、 救 急、 消防 共 用の無 線装 置、 広報 車は 、本 署の ほ か4分 署 に配置

す る。救 急 業 務 に従事 す る職 員 に つい ては 、 当面、 常 備消 防職 員 を もって あて、 段階 的 に

専 任職 員 を配置 す る。

な お、鷹 巣町 に あ る北秋 中央 病院 と阿仁 町 立病 院 の2病 院 には、 救 急 医療の サ ブセ ン タ

ー的機 能 を 分担 させ 、 広 域救 急 体制 の確 立 をはか るほ か、 患者 受 入れ 体制 を整 え るた め、

救 急医 療 施 設、 設 備 の整 備 をは か る(図2-2)。

"3
・"2」 秋 田 県 防 災 行 政 無 線 シ ス テ ム 計 画

秋 田県 は、 多 くの 山 脈 で分 断 され 、 しか も、 シベ リア お ろ し、 豪雪 な ど困難 な気候 条 件 を

かか え てい る。 ・

こ うした事情 か ら、 早 くか ら無 線設 備 を整え て行 政 の 円滑化 、防 災等 の 業務 を行 な って き

てお り、 既 設の 総合 防 災無 線 シス テ ムは、 従来 、水 防、 行 政、 企業 の各 分野 に分か れ てい た

無 線 体 制 を総合 一 元化 した もの で あ る。

図2-3に 示 す ように、 南 部、北 部各 ブ ロ ックの通 信 系は 、 各 々独 立 してteり 、各 ブ ロ ッ

クに行 政 グル ー プ、 水 防 グル ー プを各 々1chを 配 して、 計4chと してい る。 使 用周波 数

は 次の通 りで ある。

・中継 多重回 線

160Mc帯3波400Mc帯2波

・60Mc回 線

固 定回 線60Mc帯6波,

移動 回線60Mc帯1波

図2-3に おけ る北 秋 田 総合庁 舎 は、 鷹巣 町に あ り、将 来 は、 ここか ら森 吉町 、阿仁 町 、

上小 阿仁 村 等 に回 線 が延 ば され る可 能 性が あ る。

しか しなが ら、本 シス テ ムへの 防 災行政 無 線の適 用 は、 回 線数 の制限 等 か らむず か しい と

考 え られ、特 に豪 雪 等 の 災害 時 に有 線回 線が 途絶 えた りした場 合 に防 災行 政無 線 を介 して セ

■

●
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ン ター と連 絡 を とる こ とで関係 して くる と思 われ る。

4.シ ス テ ム の設 計

4.1シ ス テ ム の 機 能 の 分 析

4.1.1シ ステ ム構造 概 略

秋 田県鷹巣 ・阿仁 地 区 の 医療機 器 システ ムの構 造は 、次 の通 りとす る。

(1)セ ン ター 秋 田 大学付 属 病院C

② サ テ ライ ト 米 内沢 総合 病 院S

(3}タ ー ミナル 阿仁 町 立 病院Ta

上 小阿仁 診療所Tb

(4)下 位 ター ミナ ル

阿仁町 立 病院(Tb)の 分担 す る下位 ター ミナ ル は、 現在 、 阿仁 町 立 病院の 医師 の

出 張診療 が行 なわ れ て い る次の3ケ 所 とす る。

tb1三 枚

tb2根 子

tb3中 村

上小阿 仁診 療 所(Tb)の 分 担す る下位 ター ミナ ルは、付近 に開 業医 が存 在 しない

こ とに より、 現 在、 同診 療所 が実施 して い る 患者 輸送 車 を中心 と した もの を考 え、 次

の2ヵ 所 とす る。

tb1屋 布

tb2八 木 沢

●

餌

以 上 の システ ム構 造 の概 略 を 図示 した ものが、 図2-4お よび 図2-5で あ為 センター、

サ テ ライ ト、 ター ミナ ル とも、 公 立機 関 に付 設 され る もの で あり、鷹 巣 町 、森 吉町 、合 川

町の 個 人開業 医 に よる診 療所 は 、 直接本 シス テムの構 成 要 素 とは せず 、 要望 に応 じて、 本

システ ム と情報 等 の交 換 が、 迅速 に行 なわ れ る よ うな 体制 を用意 してお くこ とにす る。

図2-5に は、 このほ か 本 シス テ ムに直 接、 関接 に関 連 す る諸 機 関 も示 され てい る。

セ ンター に関 しては、

(1)秋 田県 の衛 生 部 な どをは じめ とす る行政機 関

② 秋 田県医 師 会

(3}成 人病 予防 協会 、 結核 予 防会 秋 田支 部 とい った 予 防関連 団体

{4)秋 田脳 血 管 セ ン ター'
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㈲ 秋 田市 内の総 合 病院 、病 院 、診 療所

等 が 考 え られ る。 また 、サ テ ライ トに関 して は、後 述 の理 由に よ り、 鷹 巣 消防 本 部が 本 シ

ステ ムの 構成 要 素 として考 え られ るほ か に、

(1)鷹 巣 、 森 吉、 合 川町役 場 とい った行 政機 関

② 北秋 郡 の医 師 会

(3)鷹 巣 保健 所 ㍗

(4)弘 前大学

⑤ ,北 秋 中央病 院i

⑥ 大館市 、鷹 巣 町 、森 吉町 、合 川 町 の開業 医

(7)警 察 署

等が考 え られ る。 さ らに、 患者 輸送方 式 に よる僻 地 医療 を中心 と して行 な う。 上小 阿仁 診

療所(Tb)で は 、 行 政無 線 等 の活 用 とい う点 か ら、 上小 阿仁 村役 場 と直接 の 関連 を持 っ

てい る。

本 シス テ ム構 造 の特徴 は、後 に詳細 な分析 が行 なわ れ る ように、 遠 隔診 療 を中心 として

誉 ターミナルと・繊 送を中心として考えるター ミナルとJO"含 まれていることに

4・11-2 .17ステムO .va能分析

秋 田県鷹 巣 ・阿仁 地 区 の医療機 器 シ ス テムの機 能 を 分析 した もの が、表2-1～ 表2-4

で あ る。

1一 般診 療 に関 す る機 能の 分析

まず 、r般 診 療 の機 能 分 析を行 な った ものが、 表2-1で あ る。 本表には、センター サ

テ ライ ト、ttター ミナ ル を中心 とした 現状 の 要 約、 シス テ ムの要 素 と して保有 させ るべ き機

能 、機 能 実施 の理 由 な どが示 され てい る。

一 般診 療に 関するセンターの現状 は
、 重症 患者 、診 断 の困 難 な患者 の受 け 入れ が、 主 な機

能 で ある。 本 システ ムでは 、

(1)サ テ ライ トか らの依 頼に よる、患 者 の高 度診 療 の 受け 入れ

(2)サ テ ライ トに 対 す る高度 医療 の コンサ ル テー シ ・ン

(3)医 療 デー タの サ マ リ情報 の 蓄積'

を、 セン ター の主 な機 能 とす る。

サ テ ライ トは、 従 来 か ら、 この地 区の 住民 の依 存度 も大 きい こ とに よ り、一 般診 療 実務

の 中心 と考 え られ、

(1)診 断、 判 断、 ア レンジ の 中心

② タ ー ミナルに 対 す る、 サ テ ライ ト専門 医の バ ック ア ップ

を主 な機 能 とす る。

碕

`
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ター ミナ ルに は、前 述 の ように性格 の 異 な った もの が2つ 考え られ る。 ひ とつは 、 阿仁

町 立病 院 を ター ミナ ル(Ta)と し、 三 枚、 根子 、 中村 とい った下位 のター ミナル(ta

系)を 結 びつ け、 遠 隔 診療 を中心 に行 な う もの で ある。 ター ミナルTaの 機 能 は、

(1)'一 般診 療 の先端機 関

(2)遠 隔診 療 を中心 と した、一 般診 療 の実 施

で あ る。 この こ とは、 理 由 の欄 に も記 され てい る ように、 医師 の従 来 の 出張 診 療 の労 力 を

軽減 し、 診療 の質 の向 上 をは か る とと もに、 医師 の在 、不在 に よる時 間的 な無 医状 況 の 解

消 をは か ろ うとす る もので ある。

もうひ とつは、上 小 阿 仁診 療所(Tb)を ター ミナル と し、 屋 布、 八木 沢 といっ た下位

の ター ミナル(tb系)を 結 び つ け、 患 者輸 送 を中心 に行 な う もの で ある。 ター ミナル

Tbの 機 能 は、 ・

(1)一 般 診療 の 先端機 関

(2)患 者輸送 を中心 と した、 一 般診 療 の実 施'

で あ る。 この こ とは、従 来 か らの、患 者輸 送体 制 を崩 す こ とな く、 シス テム化 をはか る こ

とに よ り、 診療 の効 率、 質 の 向上 をは か る ことが 目的 で あ る。

その 他、 現状 の医療 経 路か ら考 えてみ る と、 秋 由脳血管 センタ=、 大館 の整 形 皮膚 科医 く』

弘 前 大 学 、 あ る い は 、 鷹 巣 町 の 北 秋 中央病 院 な どが、 住 民 と密接 な関連 を もってい る

が、 本 システ ムに対 す る これ らの 諸機 関 の機 能は、

(1)サ テ ライ トか らの 依 頼 に より、 患者 の 高度 診療 の 受け 入れ お よび協 力 、 に あ る。

鼻

H救 急 医療に関 す る機 能の 分析

救 急 医療 の機 能 分析 を行 な った もの が、 表2-2で あ る。

まず 、現 状 を一 通 りなが め てみ る と、 センターのレベルでは、脳 外 科疾 患 とい った 特殊 な

救 急 患者 の収 容以 外 には 、 この地 区の 救急 医 療に関 して 何 も行 なわ れ てい ない。 サ テ ライ

トの あ る米 内沢 総合病 院 は 、 この地 区 の救急 医療 の中心 であ る。 また、 救急 車 は、 鷹 巣町

の消 防本 署 に1台 設 置 され てい る 状況 で ある。 ター ミナル の レベ ルでは 、 自家 用車 等 に よ

り救急 患者 を米 内沢 総合 病院 へ 送 るとい うこ とが 多い こ とか ら、 必 ず し も救 急 医療 に 関 し

て一 般 の診 療所 等 で行 なわれ てい る以上 の こ とを、 実施 してい る状 況 では ない よ うであ る。

本 シス テムにお け る、 センター サテ ライ ト、 ター ミナ ルの 保有 す る機 能 は、 次 の とお り

であ る。

ま ず、 セ ン ターの機 能 は 、

ω 特 に、 サテ ライ トか らの依 頼が あ った 場合 のア レン ジ、 患者 の収 容等 の協 力

であ る。 この機 能 は、 セ ン ターの み に限 らず、 秋 田脳 血 管 セ ン ターや 弘前 大学 あるい は

北秋 中 央病 院等 の近 隣 の 医療 機 関 で も同一 であ る。

サ テ ライ トにおけ る救急 医療 に対 す る機 能 は、
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表2:tl 秋田県鷹巣 ・阿仁地区機能分析表 一般診療

システム構成
,.噛 現 状 機 能 機能実施の理由

レベ ル

セン ターC 重症患者、診断の ○サ テライ トの依 頼に よる患者の高度 診 O当 該地区の行政的中心
F

秋田大学 難 しい患者につい 療の受げ入れ であること

付属病院 て は 、 ○サテ ライ トに対する高度医療の コンサ ○秋田大学の存在
f

脳外科、 秋田 ル テ ー シ ョン ・

』
整形皮膚 大館 ○医療 デー タめ サマ リー蓄積

一

一般 弘前

秋 田 での、 高度診療に ○ サ テ ライ トか らの依 頼 に よ り、層'患者 の ○従来の患者の流れ を、
　 「

"大 館
依存 してい る。 高度診療の受け入れ 尊 重 す る。 一

弘前大学
、

サ.テ ラ イ トS

".「
「

住 民の一般診療に ○診断、 判断、ア レンジの中心 ○従来か ら、 住民の依存

米内沢 対する依存度 は、. ○ タニ ミナルに対する、 専門医 のバ ック 度が大 きい こと。
」■

総合病院 極 めて大 きいQ ア ッ プ ○ 当該地区の中心 にあり、
'

'

・

¶ 状況を比較的 よく把握
, ナ

してい る こ と。

'↓涙
・。 巣'

'.

○ サテ ライ トからの依頼に よる協 力 ○従来から、比較的米内

1北秋中央病院. 沢 に依存 していること。
　　

ター ミナ ル 内科の診療のみは、,〇 一般診療 の先端機関 ○従来か らの、患者 輸送

Tb 現状 でも何 とカ・や ○患者輸送 を中心 と した、 一般診療 の 体制 を崩 さず、 システ
"上 小阿仁

っ てい る 。 実施 ム的に効 率、質の向上

診療所 をはかること。

← 外科はい ない。 ・

一 A

八木沢tb2 往診は、行 なわれ' ○患者輸送あステーシ ・ン

屋 布tb1 てい る。

上小阿仁 では、患

ター ミナ ル 者輸送車、阿仁 で 〇一般診療の先端機関 ○従来の医師の出張診療

Ta' は週半日程度の出 ○遠隔 診療 を中心 とした、一般診療の の労 力を軽減 し、診療

阿仁町立病院' 張診療が実施され 実施 の質の向上をは かると
マ

てい るo 共 に、時間的無医状況

の解決 をはかるこ と。

中 村t。3 根子、中村、三枚 ○ ター ミナルとの遠隔診療

根 子ta2 は 、 町 と して、 僻 、

三 枚t81 地医療 を実施 して

い るo
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表2-2秋 田県 鷹巣 ・阿仁 地 区機 能 分析 表 救急医療

システ ム構成

レベル
現 状 機 能

、

機能実施頒紬

センター

秋田 大学

付属病院

現状では・,特殊 な

救急 患者(た とえ

ば・脳外 科 など)

の収 容以外、何 も

行なわれてい ない。

○特 に、 サテ ライ トか ら依 頼のあった場

合に、アレン ジ、患 者の収 容等に関 し

協力

Oサ テライ トでは、処 置

し きれ ない 重症患者 の'

処置

秋 田

大 館

弘前大学

○ 同上 センター と同 一

」

○ 同上 セ ンター と同－

A

サテプイ ト.

米 内沢

総合病院

この地区の、救急

の中心

○患者の状況に応 じ、搬送先決定

○応急処置、搬送上の注意等、医学面の

指示

○救急患者収容アレンジ

○該 当地区の救急医療の

中心 .

1

鷹 巣

消防本署

鷹巣周辺の、 救急

消防署に、救急車 ・

一台あ り。

○救急連絡の第一報入手

○サテライトとの連絡

○搬送体制への指示

○該当地区の救急搬送体

制の中心

北秋中央病院 ○ 同 上 セ ンター ○該当地区の病院

ター ミナ ル

ヒ'1・阿 仁

診 療 所

自家用 車等に より、

米 内沢へ 搬送

道路事情 よく降雪

時 で も通行 可能 一

出産に関す る救急

rはほ とん どな く
、

盲腸、急性肺 炎等

が多 し◎

住民の救急に 対す.

るNeedsは 、必

ず しも強 い もの で

はな さそ うである。

○ 状況に応 じ、 サデ ライ トとの連絡

○ 応急処置、応 急判断

○ ター ミナル付近 もしくは

は、 救急車搬送 ルー ト

上にあ る場 合の医師 の

協 力

八 木沢,

卓 布

○ ター ミナ ル、 サ テ ラ イ トへ の 状況 連 絡 ○連絡網 があるこ とに よる今

ター ミナル

阿仁

町 立病院

○ 同 上 上小阿仁 ター ミナル

ー

(⊃同 上 上小 阿仁 ター ミナ

ノレ

中 村

根 子

'三 枚

○ 同.ヒ 八 木沢、 屋布 ○同 上 八 木沢、 屋布
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(1)救 急 患 者 の状 況 に応 じ、 患者 搬 送 先 を決 定 す る。

(2)応 急 処 置、 搬 送上 の 注意 等 、医 学面 の指 示 を与 え る。'

③ 救急 患者 の収 容の ア レン ジ

であ る。本 シ ステ ムでは 、救 急連 絡 の受付 、救 急車 等 の搬 送体 制へ の指 示 とい った、救急

指 令関 連 の機 能は 、鷹 巣町 の消 防 本部 に置 く。 これは 、鷹 巣 ・阿仁広 域 市 町村 圏計 画(1

972)の 広 域 消防救 急施 設 整 備計 画 に基 づ く もの であ る。 この 点は、 既 存 の救急 体 制k・

よび広 域 の救急 整備計 画 と、 本 システ ムとの有 機 的 な組合 せを考 慮 した 、本 シス テ ム設計

の 特徴 のひ とつ で ある。 電話 等 に より、救 急 出動 要請 が あ る と、 消 防 本部は サ テ ライ ドの

醐 と醐 の」ぷ 鯉 の噛 撚 鰭 搬送鬼 魅 ・レートの指示等を行なう・

サ テ ライ トでは、 救急車 、 もし くは ター ミナル な どか ら送 られ て くる患者 の状 況 を刻 々

モ ニタ し、 状況 に応 じて適 切な 医学 的 指示 を与 え る。

ター ミナ ルの救 急 医療 に おい て果 す 機能 は、.

(1)状 況 に応 じて、・サテ ライ、.トとの連 絡 を行 な う。

(2}状 況 に応 じて、 応 急 判断、 応 急 処置 を行 な う。

等てある。救急医療体制としては、最 も近い医療機関との連絡がスムーズに行なわれるこ

とが大 切 だ とい われ てい る。 した が って、 状況 に よっては、 救急車 が ター ミナ ルに立 寄 リ

ター ミナル の 医師 が車 内 の患 者 の状 況 を見 て、 サ テ ライ トとの連 絡 を とる とい った こ とも、

重 要 な機 能の ひ とつ とな る場 合 もあるb

下 位 ター ミナル は、 救急 患 者の 発 生 状況 に応 じて、 サテ ライ トあ るい は ター ミナ ルへの

状 況連 絡 を行 な う'。

皿 健康 管 理 に 関す る機 能 の分析

健康 管 理の機 能 分析 を行 な った もの が、 表2-3で ある。

一 般 診療
、救 急 医療 に つい ての場 合 と同 じく、 まず、 現 状につ い て一通 り触れ てみ る。

特に 本 システムのセンター、サ テ ライ ト、 ター ミナ ルの病 院、診 療所 が中心 と なって、健

康 管理 を 強 力に進 め てい る とい う状 況 では ないが、 この地区 では 、県 あ るいは保 健所 が主

と なった巡 回 健診 が 実施 され て お り、 その 受 診率 も良好 な よ うであ る。 また、鷹 巣保 健所

では、 移動 保 健所 を制度化 して、 僻地 の巡 回健 康 管理 を実 施 してい る。 さ らに、 合 川町、

上小 阿仁村 な どでは、 健康 手 帳 制 度 を実施 してい る な ど、 総体 的 にみ て 、 この地 区の健康

管 理 状況は 、 比較 的 よ くゆ きと どいて い る と考 え られ る。

この ような状況 の もとに、 この 地区 の健 康 管理 を効 率的 に行 な うため 、 本 シス テ ムの セ

ンター、サテ ライ ト、 ター ミナル に は、 次 の ような機 能 を考 え る。

セ ンター に は、

(1)県 レベ ル での 、 健診 計 画 との イン ター フ ェイ スを とる。

② 県 と連携 をと り、 計 画の ア ドバ イ スを行 な う。

●
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表2-3 秋田県鷹巣 ・阿仁地区機能分析表 健康管理

システ ム構成
、

現 状 機 能 機能実施の理由
レベ ル

セン ター 全県の巡回健診の ○ 県 レベルでの健診計 画 との イン ターフ ○県と重複のない健診の

秋田大学 一環 として、実施 エ イ ス を と る こ と。 の実施。

付属病院 され てい る。 ○ 県 と連携 をと り、計 画のア ドバイ スを

行 なうこと(対 サテ ライ ト)。

/

受診率は、比較的

秋 田 良好 である。 ○ サテ ライ トか らの依 頼に よ り、精機者 ○高度専門医が居ること
'大

.館 受け入 れを行 な う。 に よる。

弘前大学 ア フタケア も比較

的 よく行 なわれ て

サ テ ラ イ ト い る。 ○移動系 に よる巡回健診 の実施 . ○ 全 県 レベ ルの 負担 を軽

米内沢 ○精機者 に対 するア レンジ 、 減

総合病院 鷹巣の保健所 では 、 ○固定系による健診 ○ きめ細か な健診の実施

移動保健所を制度 ○健診 デー タの保管 ○ 健診回数 を多 くする。

化 し、 僻地 を巡回 ○希望するときに健診を

し て い る 。 受け られ るよ うにする。

鷹 巣 ○ サテ ライ トの固定 系め利用依頼 ○ サテ ライ ト'固定形の利

北秋中央病院 ○ サ テライ トの依 頼に よる精検者の受 入 用

合川、 上小阿仁 で

保健所 は、健康手帳制度 ○ サテ ライ トへの協 力、 指導 ○当該地区の保健行政の

を実施 している。 中心 であ るこ とに よる。

ター ミナル ○移動健診地のひとつとして協力 ○ ター'ミ ナ ル医 師 の ン ス

.と小 阿仁 県の巡回健診でス テ ムへの融合

診療所 ク リー ニ ン グ さ れ ○健診結果の住民への通知 ○住民の健康状況の把握

た異 常者は、米 内

八木沢 沢、鷹 巣等 で、処 ○移動健診地

昆 布 置 を受け ることが

多い 。

ター ミナ ル ○移動健診地のひとつとして協力 O同 上 上小 阿仁 ター ミ

阿仁町立病院 総合的に みて、 こ ○健診結果の住民への通知 ナル

の地区の健診状況

中 村 は、 比較的 ゆ きと ○移動健診地

根 子 どいてい る。

三 枚 .W、-
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㌦機 能 を保有 させ
、県 全体 の健 康 管理 計 画 と重複 の ない効 率 的 な計 画 を策 定 す る。

サ テ ライ トは、 この地 区 の健 康 管理 の 中心 で あ り、

(1)移 動 系 に よる巡 回健 診 の実 施

(2い 固 定 の健 診 シ ステ ムに よる総合 健診 の実施-『'

㈲ 要精 検者 に対 す る ア レン ジ

(4)健 康 デ ー タの保 管

等 を行 な う。 サ テ ライ トに健康 管 理 の 中心 機能 を保有 させ る理 由は、 全 県 レベル の 負担 を

軽減 し、 きめ の細か な健診 を実 施す る こ と、健 診 回数 を多 くし、希 望 す る と きに比較 的 自

由に健診 が 受け られ る よ うにす る こと、 に よる。

鷹巣 の保 健所 と、 サテ ライ ト、 ター ミナル とは密 接に 連 絡を とり 、相 互 に協 力す る。』特

に、 予防的 な事項 に 関 しては、 保健所 の 協 力 を仰 ぎ、効 果 的 な運 用 が は か られ る体 制 も必

要 で あ る。

・ タ'÷ミナル は 、

(1)移 動健診 地 の ひ とつ と して 、協 力す る。'"t

② 健 診結 果 を住 民 に通 知 し、 フ ォローア ・プを行 な う。

こ れは、 ター ミナル の医師 の本 シス テ ムへ の 融合、 あるい は、 住 民 の健 康 状況 の把 握 を 目

的 と した もの で ある。

下位 の ターー ミナル は、

ω.働 健診卿 ひとつとして・協力する

もの であ る。

IVコ ン サル テ ー シ ・ン、 医師 へ の教 育、 住 民 の教 育、 医療上 の管理 に 関す る機能 の分 析

コンサ 》レテ ーシ ・ン、教 育 、管 理 に関 す る機 能 を分析 した もの が、 表2-4で あ る。

セ ン ターの 主 な機能 は 、

(1)セ ンタ ー の専 門 医 に よる高 度 医療 の コ ンサ ル テー シ ョン

{2)最 新医 療 情報 の 提供

(3)シ ステ ムの運 用管 理 の 中心

(4)高 度 資材 供給 の ア レン ジ

で あ る。

サ テ ライ トの主 な機 能 は、

(1)タ ー ミナ ルに 対す る医 療 の コンサ ル テー シ ・ン

(2}住 民 教育 の計 画

(3)シ ステ ムの運 用 に必要 な 日常 資材 の管 理

で ある。

ター ミナル の主 な機能 は 、

(1)健 診結 果 の通 知 に 関連 した アフ タケ アの教 育

一102一
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表2-4秋 田県 鷹巣 ・阿仁 地 区 コン サル テー シ 。ソ、医師 への教 育

住 民 の教 育、 医療 上の管理 機能 分 析表

システム構 成

機 能
レ ベ ノレ

○最新医療情報の提供

(対 サ テ ライ ト/タ ー ミナル医 師)

セ ン ター

○専 門 科 の コンサ ルテ ー シ 。ン

(対 サ テ ライ ト、 随時)

秋 田
○ シス テ ムの運 用 ・管 理

○高度資材供給のアレンジ

秋 田 ○ 必 要 に応 じ、 セ ンタの情 報を 利用 で

大 館 きる。

弘 前

○ 専 門 科 の コン サル テー シ ョン

サ テ ラ イ ト (対 ター ミナ ル、 随時)

米内沢 ○住民教育の計画

○システム必要物品の管理

○ 必要 に応 じ、 センター、サテライ トの
鷹 巣

情 報を 利用 で きる。

○住民の教育
タ ー ミナ ル

(映 画、 講 演 、PR等)

上小阿仁
○健診結果の通知と生活教育

八木沢

屋 布

タ ー ミナ ル
○ 同上 上 小阿 仁 ター ミナル 、

阿 仁

中 村

根 子

三 枚
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(2)住 民 の健康 教 育、 生 活教 育

で あ る。 ター ミナ ル におい ては、 特 に保健 婦 等 の協 力に より、・は じめ て効果 的 に、 これ ら

の住 民 の教 育機 能が 実 施 され る。 .'一.

4.2機 能 と 機 器 と の 関 連

4.1で 分析 した機 能 を 実現 す るため の機器 に ついて考 え て みた ものが 、表2-5で あ る。

まず、 セ ン ター につ いて考 えて み る。

サ テ ライ トの依 頼 に よる 患者 の 高度 診療 の受 け入 れ、 高度 医療 の コンサルテーシ ョン、 専門診

療 科 目の コン サル テー シ ・ン とい った一 般 診療 、 コンサ ルテ ー シ.ン に関す る機 能 の実現 を

は か る機 器 として、

高度 生 体情 報解 析装 置 、 自動細 胞 ス ク リー ニ ン グ装 置、 自動 問 診装置 、 高解 像度 画 像伝 送

装 置、 ファクシミリ、手 書 き書 画 装置 、 量子 化 画像処 理装 置 、 イ メー ジ フ ァイ ル装 置、 ア ナ ロ

グ リ トリー バ ルフ ァイ ル、 医 用情 報 入 出力端 末

等 が 配 置 され る。 また、 医 療 デー タの サマ リ情 報の 蓄積、 最 新医療 情 報 の提供 、 システ ムの

運 用管 理 、高 度 資材供 給 の ア レ ン ジ とい った機 能の実 現 の ために、

大型 コン ピュー タを 中心 とす る コン ピ ュー タ システ ムお よび ソ フ トウ ェア、 高 速 大容量 情

報検 策 装置

等が 設置 され 、 そ の他 セ ンター の機能 実 現 をバ ックァ ジプす る もの と して、

多重 送 受 診装 置、 ネ ッ トワー ク制御 装 置

等 も設 置 され る。

●
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表2『5ン ステ ムの機 能 と機 能 実現 の た めの機 器 との関連

'一 一
■ L .、

ステ ム構成 レベ ル 機 能 機能実現のための機器
'

備 考'
幽.

○サテライ トの依頼に よる患者の高度診療の受入
L

l

.

○ サ テ ライ トに対 す る高度 医 療の コンサル テ ー シ.ン 高度生体情報解析装置-自 動細胞スクリーニング装置 自動問診装置

」
』

セ ン タ ー. ○ 医療デー タのサマ リ蓄積
1

P

1

0サ テ ライ トの依頼による急患のアレンジ 多重送受雛 置 高輪 飾 像伝送装置 ・・クシミリ 手書婚 醸 置 、

C O県 レベルでの健診計画との整合

O県 と連携 し、健康管理計画のア ドバイス, イ メー ジ フ ァイ ル装 置お よび端 末 .
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次に、 本 システ ムの医 療 実務機 能 の中心 で あ るサテ ライ トについ て考 え て み る。

ター ミナルに対 す る専 門医の バ ックア ップ、 専 門診療科 目の コンサ ル テー シ 。ン を含む一

般 診 療 実務機 能 の 実現 をは か る もの と して、

生 体情 報解 析装 置 、遠 隔制 御 医 用機器 、 自動 問診 装置、 高解像度 画像 伝 送装 置 、 フ ァ クシ

ミリ、手 書 き書 画 装置、 イメ ー ジフ ァイルお よびそ の端 末 、遠隔 テ レ ビ診察 装 置、 アナ ロ

グ リトリーバルフ ァイル、 医用 情 報 入 出 力端 末、 歯科巡 回 診療車 、

等 が設 置 され てい る。 患者 の状 況 に応 じ、 救急 搬送 先 の決定、 応急処 理 お よび搬 送 上 の注意

等の 指示 、 急患 の収 容 の ア レン ジ とい った救 急 医療 関連 の機 能 を実現 す るた め の機 器 として 、

患 者 監視 装 置、 簡 易応 急処 理 装 置、携 帯X線 装置 、携 帯用 分娩監視 装 置 、携 帯 用無 線装 置

救急 指 令装 置 モ ニ タ、 携 帯用 情 報入 出 力端 末、 搭載 用 医 用機器、 救急 診 療 車、

とい った もの が設 置され る。 さ らに、 移動 健診 車に よる巡 回健 診の実施 、 固 定 の総合 健 診 シ

ステ ムに よる健診 とい った 健康管 理 に 関す る機 能 の実 現 をはか る もの として 、

健 診検 査装 置、 健 診車

などが 置かれ てい る。

健 診 デー タ、 病歴 デ ー タの保管 、 各 種 のア レンジ、 シス テ ム日常必 要資 材 の管 理 と広 った

機 能の 実現の た め に

中小型 コン ピュー タ を中心 とした、 コン ピュー タ システ ムお よび ソ フ トウ ェア

が、 また住 民へ の教 育、 医 師 への教 育 等 の機 能実現 を目的 として、

リクエス ト放映 装 置

が置 か れ てい る。 これ らの もの をバ ックア ・プす る もの と して 、

多重 送受信 装置 、 ネ ッ トワー ク制御装 置

が置 かれ て い る。 なお、 特殊 な もの と して は、

簡 易環境 分 析装 置 や、 冬期 の豪 雪 時 の雪上 車 な ど

も設置 され てい る。

●

ター ミナル に お・いて は、

一 般 診療 の実 務 の先端 機 能 を実現 す るた めに

生 体 情報収 集伝 送装 置 端 末、 自動 問 診装 置、 簡易 検 体検査 装置 、高 解 像度 画像 伝 送装置、

フ ァクシ ミ、リ、 手書 き書 画装 置、 イ メー ジ フ ァイ ル端 末、 サテ ライ トとの 間の遠 隔 テレ ビ

診 察装 置、 医用 情 報入 出 力端 末 〃

が設置 され てい る。

遠隔 診療 を下位 の ター ミナル と行 な う阿 仁町 立病 院の タ ーーミナル(Ta)で は、 この他

遠隔 制御 医 用機 器、 下 位 ター ミナ ル との 間の遠 隔テ レビ診察装 置

が 設置 され てteり 、 愚 盲 輸 送 を中心 と した 上小 阿仁 の ター ミナル(Tb)で は㌃

小型X線 装置、 患者 輸 送車、
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とい った ものが 設 置 され てい る。

救 急 患者 の発 生 状況 に応 じてサ テ ライ トとの連 絡 、応 急処 置 、応救 判 断 とい った 救急 医療

関連 の機 能 を実現 す る もの と して、

患者 監視 装 置端 末、 携 帯用診 療 ユ ニ ッ ト、 携 帯X線 装置、 簡 易応 急処 理装 置、 携 帯用 情報

入 出 力端末、 救 急 診 療車、

な どが 設置 されて い る。 また、 住 民 の教 育 を主 た る 目的 とし て、

オー トス ラ イ ド装置

な ど も、 ター ミナ ルに置 か れてい る。 これ らの機 能 を バ ックア ップす る もの と して、

多重 送受信 装置

の 設置 も行 な われ てい る。

最後 に、 ター ミナ ル との遠 隔診療 を行 な う三 枚、 根子 、 中村 の下位 ター ミナ ル につ いて、

考え てみ る と、 こ こに は遠隔 診療 とい う機 能 の実 現 のた めに、

生 体情 報収 集伝 送装 置、 自動 問診装 置、 簡 易検 体検 査装 置 、 フ ァクシ ミ リ、手 書 き書 画装

置、 遠隔 テレ ビ診察 装置 、 医用 情報 入 出 力端末

が 設置 され 、応 急処 置 用 と して、.

簡 易 応救 処理 装 置

教 育 用 と して、

オー トス ライ ド装置

以 上 の もの をバ ックア ップす る もの として 、 「

多 重 送受信 装置

『が 設 置 され てい る
。

4。3機 能実 現 の代 替 案 の 検討

4.3.1機 能 配分 に関 す る検 討

先 に、4.1で 述べ た結 果 を簡単 に 要約 じて み る と、 センター サテ ライ ト・ ター ミナ ルの

主 な機 能 は、 次 の よ うに なる。

(1)セ ンター ○ サ テ ライ トへ の遠 隔 コンサ ル テー シ ョan

Oシ ステ ムの運営 管 理

(2}サ テ ライ ト 〇 一 般診療、 救 急医 療、 健康管 理 の 中心

(3)タ ー ミナル 〇 一般 診療 の 先端

c

医 療機 器 システ ムを 用い て、 僻地 の医療 現 状 を改 善 しよ うとす る場 合

(a)セ ンター、サテライ トとい った上 位 レベ ルの機 能 を充実 して、僻 地 医療 の現 状 を改 善
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す る。

㊨ サテ ライ ト、 ター ミナル とい った下位 の レベル の機 能 を充実 して、 僻 地医 療 の現 状

を改善 する。

とい う考え方の2つ の考え方が成 り立つ。 いずれ も僻地での医療現状を改善す るためにぱ 有効 な方

法 と考え られるが、秋 田県鷹 巣、 阿仁 地 区の モ デ ルシス テ ム設計 にお い て は、(b)の 下位 の レ

ベルか ら充 実 してい くとい う思 想 に 基づい て い る。 医療 機器 システ ムの ポ イン トのひ とつ

は、 日常 の一般 診療 を、 僻地 の住 民の身近 な もの とす る こ とに ある と考 え られ る。 した が

っ て、 この場 合に は、 高度 の医療 との接触 とい う より も、 む しろ求め る時 にい つ で も医療

を受 け る こ とが で き る とい う状 況 をつ くり出 す こ との方 が重 要 であ る。

秋 田県 の 鷹巣 ・阿 仁地 区 を考 え てみ て も、 あ る地 域 では、 週1～2回 とい った医 師 の出

張診療 、 あ るいは、 ほぼ一 日 を必要 とす る診療 所通 い とい った ように、必ず しも日常 の医療

が住 民の 身 近 にあ る もの とは考 え られ ない。 この 点の改 善 こそ 、 まず第一 番 目に手 が ける

べ きこ とで ある とい う理 由か ら、 こ こに 提案 され た シス テ ムでは、 ター ミナル、 あ るいは、

ター ミナ ルのさ らに、 下位 の レベル の下位 ター ミナル と、 サ テ ライ トの間 の機 能 の充 実に

重 み を置 い てい る。 この ような 日常 診療 の改 善が シ ステ ム化 され た次め 段階 に なっ ては じ

め て、(a)に 述べ た よ うな高 度の 医療 との接触 を効 果 的に行 な うシス テ ムが要求 され て くる

もの と思 わ れ る。

●

●

住民 と日常的 に最 も密 接 な関連 を もつのは 、 本 シス テ ムでは ター ミサ ルで あ る。

ター ミナ ルは、'

(a)患 者 の輸 送機 能 を 充実 して、 患者 の ター ミナルへ の 来所 を効 率 的 に行 ない、 医療現

状 の改 善を はか る とい う考 え 方

㊨ 遠 隔 診療 機能 を充実 して、 医療現 状 の改 善 をはか る とい う考 え方

との2つ の考 え 方 に よる設計 が可 能 で あ る。

(a)の患者 輸送 を 中心 と した ター ミナルは、 付 近 の開業 医 の診 療圏 を犯 さない とい う点が～

特 に、 注意 しなけれ ば な らぬ 点 である。

(θの遠 隔 診療 を中心 と した ター ミナル は、 患者 を ター ミナ ル に来所 させ るか、 あ るいは

現 地 で何 らかの 処 置 を行 なわ せ るか の選択 を 遠隔 で行 な うこ とに より、 ター ミナル の医師

の労 力 を軽 減す るこ とに あ る。

一般 に、 住 民が 点在 して居 住 す る よ うな形 の僻地 では、(a)の患者 輸 送型 の ター ミナル の

方 が 効率 的 であ り、 住民 が あ る程 度集 ま って集落 を構 成 してい る よ うな形 の 僻地 では、(b)

の遠隔 診療 型 の ター ミナル が好 ま しい もの と考え られ る。

秋 田県 鷹巣 ・阿仁 地区 の例 に つい て考 え てみ る と、 阿仁 町 を中心 とした地域 は、 い くつ

かの集 落 が河 川 に沿 っ て並ん だ居 住 形態 を とってお り、 従来 か ら、 阿 仁町 立病 院 の 医師 が

週2日 、 半 日ず つ これ らの 地 域 の 出張 診 療 に あ て て6る 。 この よ うな状 況下 にお いて
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は 、 患者 輸送 に より、 タ ー ミナル で ある阿仁 町 立病 院に 患者 を集 め る より も、 パ ラメデ ィ

カル 等 を駐在 させ た 無 医の ター ミナ ルを つ く り、 こ こに遠隔 診療 装 置 を 設置 して、 ター ミ

ナ ルの医 師 が遠隔 診療 に あた る方 が、 む しろ大 きな効果 があ る よ うに考 え られ る。 ひ とつ

は、 ター ミナ ルの医 師 の 出張診 療 等に よる時 間的無 医状 態 を解 消 す るこ とであ り、 もうひ

とつ は、 遠隔 診療 に よ りあ る程度 患者 の ス ク リー ニ ン グを行 な うこ とに よって、 本来 な ら

ば全 て ター ミナルに 来所 して い た患者 を、 制限 で きるこ とに よる、 医師 の労 力軽減 であ る。

一 方
、 目を、上 小 阿仁 村 の 方に 向け てみ る と、 この 地 区 では、 付 近 に開 業 医 もな く、 ま

た、 従来 医 師 の巡回 診療 等 も実施 され て い ない。 また 、住 民 の居住 状 況は、 比較 的点在 し

てい る状 態 に あ り、 この 場合 には、(a)の 患者 輸送型 の ター ミナル とす るこ と も、㈲ の遠 隔

診療 型 の ター ミナル とす る こと も可能 であ る。

この 地 区 では、 従来 、 上小 阿仁 診療 所 が、 マイ ク ロバス に よる患 者 輸 送 を試み てい る。

本 システ ムでは 、 この よ うに患者 輸 送 システ ム導 入の 基盤 が完 成 してい る点、 また医療 シ

ステ ムの 実験 プ ロジ ェ ク トと して考 え る と、 同一 の シ ステ ム中 に、2つ の異 った ター ミナ

ル が 置か れ てい る こ とに よ り、 ほぼ、 類 似の 条件 下 で評 価 を試み るこ とが で きる とい う点 、

等か ら、 上小 阿仁 診療 所 を中 心 とす る地域 では、(a)の患者 輸 送型 の ター ミナル を採用 して

い る。

』

現存 す る体 制 との融 合 とい う点 で、 特 に考 慮 を払 っ たのは、 救 急医 療 に関 す る点 で ある。

この地 区 の救急 医療 を考 え るに あた っては、

ω サ テ ライ トに救 急 に関 す る一 切の機 能 を保 有 させ る。

(2)現 存 の 救急 体制 の 中心 で あ る、 消 防本 署 に救急 に関 す る一 切 の機 能 を保 有 させ る。

(3}.サ テ ライ トと現 存 の救 急体 制 との 融合 をは か る 。.一.

とい った考 え 方が成 立 す る。

ω の考 え方 を採 用 で きるのは、 既 存 の教 急 体制 の存 在 しない よ うな タイ プの僻 地 に おい

て であ る。 鷹巣 ・阿仁 地区 にお いて は、現 存 の体制 が存 在 し、 しか も広 域 に わた っ て整備

す るこ とが計 画 され て いる よ うな状 況 であ るの で、本 シ ステ ムで これ と重複す る ような体

制 を つ くる こ とは好 ま し くない。

② の考 え 方 は、 必 ず しも これ に よっては 、 現在の救急医療 の改善 が はか られ るかどうか不

明 な点に 問題 が あ る。 とい うのは 、 現在 の 消 防本署 を中心 とす る救急 体 制 は、 救急 患者 の

搬送 を主 とした もの で あ り、 患 者 の状況 に応 じて適 切 な医 学 的 な判 断、 指示 を与 える とい

う ところ ま では、 必 ず しも考 え られてい る と は、 いえ ない か らであ る。

した が って、 本 シス テ ムで採 用す るのは、(3)の考 え 方 で ある。 機 能 分析 の項 で も述 べた

とお り、 消 防 本署 に は救 急 指令機 能、 サ テ ライ トには、 救 急 患者 の状 況 をモ ニ タ し、 これ

に対 して時 々刻 々、 適 切 な医 学 的指 示 を与 え る機 能 を分 担 して保有 させ、 両者 の 有機 的 な

結 合 をは か っ て、 効果 的 な運 用 を行 な う。 したが って、救急 医療 に関 す る限 り、 消 防本署

今

■

●

一110一



は 、 セ ンター、 サ テ ライ ト、 ター ミナ ル と並 ぶ 本 シ ス テ ム の 基 本 構 成 要 素 で あ る。

4,3.2情 報に関 連 す る検 討

秋 田県 鷹巣 阿仁 地 区 の医療 機器 シ ステ ムにおけ る、 セ ンター、サテライ ト、 ター ミナル

間 の情 報 関連 の分 析 を行 な った もの が、 図2-6、 図2-7で あ る。

サテ ライ ト、センター 間で は、 医 学情 報、 診断 補 助情 報、 ア レン ジ情 報 とい った コン サル

テー シ ・ン情報 、 病 歴 のサ マ リ、 健診 結果 の サ マ リとい った要約 情報、 各種 連 絡情 報 の流

通 が行 なわれ る。

センターに蓄積 され る情報 は、 病 歴 の サマ リ情 報、 健 診 の サマ リ情報 、 文献 情 報、 お よび

本 シス テ ムに関連 す る医 事、管 理 な どの事 務情 報 で あ る。

サ テ ライ トとター ミナル間 で交換 され る情 報は 、 動画 診察 情報、X線 動 画情 報、 患者病 歴

情 報、 自動 問 診情 報、 生 体情 報、 患者 監視 情 報、X線 フ ィル ム静 上 面情 報、 診 断 補助情 報

とい っ た、主 と して一 般診 療に 関連 す る情 報、救 急 患者 の状況 に関 す る情報 、 健 診結果 情

報 、 精検 ア レン ジ情 報、 フ ォ ロア ップ関連 の情報 、 固 定系 健診 シス テ ムの予 約 に関 す る情

報 な ど健 診 、健 康管 理 に関 連す る情 報、 そ の他各 種 の連 絡情報 が ある。

また、 サテ ライ トと救 急 指 令装 置 のあ る、 鷹 巣 消 防本署 との間で は、救 急 発 生 の連 絡情

報、 救急 患 者 の状況 に関 す る情 報、 救急 医療 指示 情 報 が交換 され る。

サ テ ライ トに蓄積 され る情報 と してはN'病 歴情 報、健 診 情報、救 急 情 報 お よび医事ftど

の事 務情 報 が あ る。

■

阿仁町 立病 院 に設 置 され る ター ミナ ル(Ta)と 三 枚、 根子、 中村 とい った 下位 の ター

ミナ ル との 間で は、動 画 診 察情 報、 自動問 診情 報、 生体 情 報、 検査 結 果 情報、 救 急 患者 の

状況 に関 す る情 報、 固定 系健診 シ ス テ ムの予約 情 報、 住 民 教育計 画 に関 す る情 報、 そ の 他

各種 の連 絡指示 情 報 が交 換 され る。

上 小阿仁 診療 所 に 設置 され る ター ミナ ル(Tb)と 、 屋 布、八 木 沢 とい った 下位 の ター

ミナ ル との間 で は、 自動 問診情 報、 救 急 患 者 の 状 況 に 関 す る情報 、 各 種 の連 絡指示 情 報

お よび、 デ マン ドバ ス方 式 の患者 輸 送情 報 な どが交 換 され る。

図2-6に は 、以 上 に述 べ た よ うな本 シス テムの構 成要 素 間の情 報関 連 分析 を示 し、図

2-7に は、本 シス テ ム と本 システ ムの 関連 協 力機関 との間 の情報 関連 分析 を示 してある。

本 シス テ ムの関 連協 力機 関 との間 の情報 は 、主 に、患 者 の病歴 に関 す る情 報 、健 診結果に

関す る情 報 、統 計用 の情 報 、各 種連 絡情 報 で あ り、主 に サ テ ライ トを中心 と して情 報の交

'換
が 行 なわれ る。
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ここで、 コ ン ピュ ー タに関連 して 、 ファ イル の情報量 な どに関す る概 略 を考 え てみ る。

まず 、本 シ ステ ムの病 歴情 報 、 健 診情 報 な どの蓄 積 の中心 で あ るサ テ ライ トか ら考 え て
ぼ

み る。 サテ ライ トの 蓄積 す る情報 の主 な もの は、病 歴情 報 、健 診 結果 な どの健 康歴 に 関す

る情報 、 救急 用 の血 液型 な どの 情報 、 固定 系 の健 診 シス テ ムの予 約情 報、 医 事 な どの事 務

情報 で あ る。

1サ テ ライ トの病 歴 フ ァイ ル

ター ミナル お よび本 システ ムのサ テ ライ トに 来所す る初 診 患者 につい て、 フ ァ イル を作

成 してい くもの とす る。 ひ とつ の ター ミナル につい て、 一 日 の外 来患 者 数 を120人(昭

和45年 、 阿仁 町立 病 院)と し、 この うち20%が 初 診患 者 と考 え、 一 日の初 診患 者 数を

24人 とす る。 初 診 か ら当該 疾 患 の 全快 までを 、lKBの 病 歴 と して収 め る と して、

24人/日 ×300診 療 日/年 ×lKB/患 者=6.2MB

本 シス テ ムには、2つQタ ー ミナルが あ るの で、 ター.ミナル に 関 して作成 され る病 歴 分 と

して、'6.2MB/一 ター ミナル'年 ×2タ 『 ミナ ル=12.4MB

i15MB

l本 シス テムの サ テ ライ トに関す る病歴 は、 ター ミナル の2倍 程 度 を考 え て お くもの と して、

この分 が、15MB

し、た が って、 サ テ ラ イ トの 病歴 ファ イルに収 納 され る情報 量 は 、年 間30MBで あ る。

サ デ ライ トでは、 デ ィス ク に2年 づ}の病歴 を入 れ てお く(1年 分 は、 最近 のi年 分、'も う

・1tlE分は
、 ・7イク ロフ ィル ム化 を待 って い る分 と考 え る)と 仮 定 す る と、 病 歴 ファ イルの

容 量 は、.60MBと な る。,'"

マ イ ク ロフ ィル ム化 され る情報 につ い ては、1KB分 の病 歴 を?イ ク ロフ ィル ム2枚 に

.収め る として、 年 間

30,00『0病 歴 ×2枚 一60,000枚

の マ イク ロフ ィル ムが 必要 で あ る。 今 、5年 分 を マイク ロフ ィル ム化 して保 管 す る とす る

と、"『6'・,… 枚/年 ・ ・tSE・ ・ ・・… 枚

程 度 の マイク ロフ ィル ムが必要 とな る。

丑 サ テ ライ トの 救急 ファ イル.

サ テ ライ トの救急 フ ァ イル には 、患 者 の識 別 に関す る情 報 と血 液 型 な ど救急 に必 要 な最

小 限 の 情報 を入 れ て お くこ と と し、.、1人当 り100Bで 、.この地区 の全住 民60,000人.

を対 象 とす る。 す る と フ ァ イル の容量 は、

60,000人 ×O.1KB/人=6MB

とな り、 多少 の余 裕 を 考慮 して 、10MBと な る。'

皿 サ テ ライ トの健 康 歴 ファ イル

サテ ライ トの健 康歴 フ ァイル は、・この 地区 の全住 民 の生 涯 の記 録 を収 納 す る ものを考 え

る。 入 力.され る項目 と して は、 乳幼 児健 診、3才 児 健診 、 学 童 健診・ 成人病 健 診 な どをは
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じめ とす る、健 康手 帳的 な項 目を一通 り全 て考 慮 す る。 今、合 川町 で実 施 されて い る健康

手帳 一 冊(0才 か ら死 亡 までの 記録)に 、・入 力 され る項 目を大 雑把 に計 算 してみ ると、

1,300項 目 とな る。、1項目を平 均5Byteで 入 力す る として、手 帳 一 冊 分 すな わち住

民 一人 分 の健 康歴 の情 報 と して

1,300項 目×5B/項 目=6.5KB

‡7KB

が 必要 で あ る。 この 地区 の住 民 は、60,000人 で あ るか ら、

60,000人 ×7KB/人=420MB

の ファ イルを 必要 とす る。 新 生 児 につ い て、 フ ァイル を作成 し、 死亡 者 につ い て フ ァ イル

を マ イク ロフ ィル ム化す る もの とし、新 生 児数 と死亡 者数 はほN'同 じオ ー ダーと考 え、 フ

ァ イルは、 常に約60,000人 分 と して おき、 多少 の余 裕 を もたせ て、 サ テ ライ トの健 康

歴 の ファ イル は、450MBを 必要 とす る。

以上 、1、 皿、 皿 のサ テ ライ ト関係 の ファ イル容量 を合 計す る と、

病 歴 健 康歴 救 急

60MB十450MB十10MB.・s20MB

とな り、 これ に事 務 お よび健 診 の予約 とい った ご く小 規 模 の フ ァイル を含 め て、 サ テ ラ イ

トでは、 約600MBの ファ イルを 必要 とす る と推算 され る。

次 に、セ ンターに設置 され る ファイル につ い て考 え てみ る。 センター には、病歴の要約 、 健

診の要 約 、文 献 情報 、事 務 関連 情 報 の ファ イルが設置 され る。

1セ ン ター の病歴 サ マ リフ ァイル

サテ ライ トに蓄 積 され てい る病歴 ファ イルの 内容 を、患 者一人 当 り、 患 者識 別 に100

B、 要 約 に200Bの 合 計300Bで 収 納 す る とす る と、年 間30,000病 歴 で あ る ので

30,000病 歴/年 ×O.3KB/病 歴=9MB

・≒10MB

とな 観 研究用 あ る いは統 計用 な どに便 用 され るこ とも考 慮 して、5年 分 を保 管 して お く

とす ると、

loMB/年 ×5年=50MB

す な わち、 センターの病歴 サマリフ ァイル とL .ては、'50MBを 要 す る。

■ セ ン ター の健康 歴 サ マ リフ ァイル 、

健 診 計画 あ るいは、 この地 区 の健 康 状況 の現 状 を把 握 す るため に、センターには、 サテ ラ

イ トの持 つ 健康 歴 情報 の サ マ リ情 報 を保 有 さ せ る。 この サマ リと しては、 各 項 目につ い

て の最 も現 時 点 に近 い情 報 を入 れ てお く ことにす る。 先 に、 サテ ライ トの 例 で用 い た合川

町 の健康 手帳 よ り推 定 して、 この項 目を120項 目と し、1項 目平 均5Bで 入 力 す る とす

れ ぽ1120項 目/住 民 ×5B=600B 、

‡1KB

－= .115一



とな り、 住 民60,000人 分 につ い て、 これ を つ くると して、,

60,000人 ×1KB/人=60MB

'多少 の余 裕 を考 え る と
、 健康 歴 の サ マ リファィル として、100MBを 要 す る。

皿 セ ン ター設置 の文 献 フ ァイ ル

セ ン ター には、MEDLAS相 当 の文 献 フ ァイルを 設置 す るもの とす る。1年 分 の文 献 に

関す る情 報 を約100MB程 度(MEDLAS相 当)と し、10年 分 を蓄 積 して お くもの

とすれ ば、"-

100MB/年 × 、0年 一1,000MB

す なわ ち、1000MBの フ ァイ ルが必 要 であ る。

以上 、1、 」、 皿の セ ンター 関係 の フ ァイル を合 計 す る と、

病歴 サr7リ 健 診 サ マ リ 文献 ・.

50MB十100MB十1,000MB=1,150MB

これ に、 本 シス テ ム関連 の事 務 関係 の フ ァ イル を入 れ て、 セ ン ター では、 約1,300MB

の フ ァイルを 必要 とす ると推算 され る。

4,3.3通 信 に関す る検 討
'

(1)固 定 系間(関 連他機 関 は除 く)の 通 信

前 節め 図2-6情 報 関連 にお いて 各 レベ ル間 の情 報 授受 に関 して検 討 したが こ こでは 、

それ等 の情報 伝 送 を可 能 に す るい くつ か の通 信 手 段 の代替 案 につい て検 討 す る。

表2-6に 本 シス テ ムに おけ る固 定 系(関 連他 機 関 は 除 く)間 の通信 に関連 して、 各 レ

ベ ル間 で授 受す べ き情 報 、 そ れを可 能 にす る通 信 手段 の代替 案 及 び それ等 の 比較検 討 と評

価 を ま とめ て上 げてい る。

・C-S間(セ ン ター サ テ ライ ト)

C-S間 は、 前 節 ま で の機 能 分 析 の結果 、 動画 の伝送 の プ ラ イオ リテ ィが 低 く、 も っぱ

らデーータ伝送 が 主 体 とな り、加えてセンターの文 献、 症例 等 の静止 画情 報 が要 求 され 、 かつ

距 離 が102kmと 長距 離 で あ る ことか ら公社 回 線 の利用 が最 も適 した通 信手 段 であ る と考

え られ る。 こ こで公 社 の どの回 線を選 択 す るか に関 して は後述 す る。

・S-Ta 、b間(サ テ ライ.トー ター ミナ ル)

S-Ta、b間 は 、 サ テ ライ トの専門 医 に よる ター ミナルに来 た患者 の遠 隔TV診 察 を1

'行 う
た めの 動画 情報 の伝送 が必 要 にな る。

動画 情 報の伝送 を可 能 にす る通 信手 段 として は、同 軸 ケ ーブル及 び ペ ア ケ ーブル等 の 有

線方 式 とマ イク ロ波 に よる無 線 方式 に大 別 され るが 後 者 は 、無 線 局 の認 可 等 で問題 が あ る

こ とが本 報告 書 の 前 の部 分 で指 摘 され てい る通 りであ る。

ペ アケー ブル方 式 に つい ては、 公 社 が経 過 線路距 離(20km)を 提供 条 件 と して4メ ガ

ヘ ル ツ用映 像伝 送 の試 行 サ ー ビスを 開始 してい る。 ここで 、S-T間 は、最 大18kmな の'

4
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で提供 条 件を満 足 して お り試 行 サ ー ビスを 受 け られ る可 能 性が あ る。

一 方 同 軸方式 に関 して は、 公社 は館 山 市教 育用映 像 伝送 サ ービス をCATV方 式 で行 なっ

てい るが 一般 向 げ の試 行 サ ー ビス には ま だい た ってい な い のでこ こでは 、同 軸 ケ ーブル の

私 設 の場 合 を検 討 す る。 但 し館 山市 の例 もあ るので公社 に委託 で き る可能 性は あ る もの と

推定 され る。

こ こで同 軸 線路 の私 設 と公 社 の映 像試 行 サ ー ビスの比 較 を行 な うと表2-6に あるように先

ず 伝送 帯域 が 前者 は広 く利 用で き従 って高 解 像 の患 者情 報が送 信可 能で あ り、 か つ ター ミ

ナ ル の医 師が 不在 そ の他 で受持 の下 位 ター ミナル(ta)の 患者を 遠隔TV診 察 で きな い

場 合 は、 切 り換 えに よ りサテ ライ トの医 師 が代行 可能 とな る。従 っ て同 軸方式 の 方が こ の

2点 で有 利 では あるが、 コス トの点 及 び 試行 サ ー ビスで もS-T間 の映 像 伝送 とい う基本

機 能 は満足 して い る ので 実現 性 のあ る代 替案 であ る。

・Ta-ta(タ ー ミナル ー下位 ター ミナル)

Taとtaiの 間 は、 一本 の道路 に沿 って部 落が 存在 す るとい う山 間及 び 海岸 の 辺地 に

存在 す る1つ の典型 的 地形 で あ り、 映 像 情報 の多 重化 及 び分岐 の メ リ ・ トが 生 か せ る所 で

あ る。

試 行サ ービス では、 分 岐そ の他 の付加 サ ー ビスは な くポ イ ントぞ一 ギ イン トであ るので

同軸 方式 が この 面で も有 利 と考 え られ る。

・Tb-tb

Tbとtbiの 間 は、 主 に患 者 輸送 を 中心 とす るた め、 連 絡及 びTbに 行 く必要 力;ある'

か ど うか を判定 す る 自動 問診 装 置が あ る だけ で あ り、 救急 の場合 は カ ブ ラを介 して伝 送 す.

れ ば よい ので 公社 の 加 入電話 回 線が あ れ ば充 分 と考 え られ る。

以 上 の検 討 の 結果、 通 信手 段 とし ては、 主案 と 副案の2つ の案 を採用 した。

C-一 －S

S-Ta、b

Ta-ta

Tb-tai

② 他 機 関 との 通 信

線

)

線

)

設

上

案

回

私

固

く

は

社

軸

同

社

公

同

公

スビ

)

左

一

上

左

案

サ行

副

試

(

同

像

同

国

・

映

前 節の 図2-7に 関連 他機 関 との情報 関 連 につ い て検 討 したが これを可 能 にす る通 信手

段(回 線)及 び そ こ に設 置 す る端 末 につ い て表2-7に ま とめて上 げて い る。

同表 で は、 関連機 関 と の通 信 業務 上 の特 性 に応 じて、 特定通 信 回 線 公 衆通 信 回 線 及 び

加 入 電話 回 線 の3種 の公 社 の電気 通信 回 線 を選 択 してい る。

す なわ ち、 サ テ ライ トと救 急 指令 装置 の あ る鷹 巣消防 署 との間 は、 救急 時 に は た だち に

使 用 で き る通 信路(い わ ゆ るホ ッ トライ ン)が 常 に形 成 されてい る必要 が あ るの で特 定通

信 回 線 と した。
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表2-6 固 定 系 .、「(他 機 関 は 除 く)間 の 通 信

タ

レ ベ ・ル
情r障 '

㌔.

.'通 信 手 段 の』代 替 案 比 較 、.検'討
総 合 ■.

備 考
、 音 声 波 形 コ ー ト. 静 止 画 動 画 ,

評 価

、

連 絡 病歴サマ リ

.↓

連.絡

'

〆

ll}公 社 回 線 ・'C-S問`工 、102如 と長 距離 で あ り、 動 画 ◎

健診サマ1」
' 伝送の'必要度 も低い ので公社の特定通信関係

..

C
事 務 .. が最 も適 してい ると考え られる。

上 り .

て プ

働 マ イ ク ロ 波 ・ 新たに設置 する時は、認可の問 題があ り不確 △

下り コンサカテーション
.

コンサー ン・ン 文 献' 定 性があ る。 既設 の県の防災行政用無線は.利

文 献 症 例
㍉

. 用可能な ナ÷ネル数が少い
」一

s 解析結果 指 示 .-.

:

`
. 事 務 〔' 病 歴 . ③ 同軸線路の私設

へ

'長 距離であ り、 コス ト的に不適 当 ×
ム.

A

連 絡 心 電 図 自動問診 X線 写真 遠隔TV ω 同軸線路の私設 ・S-丁 間の距離 がmax18如 と比較的短 く ◎ 公社は館山市で同軸のCATV方 式の

1 問 診 その他生体 病 歴 病 歴', 診 察
・

S-tai間 もmax38左 ■であ り、SでT 試行サ ービスを行なっているので、場

S 情報 事 務 事 務 (患 者カラー) とtaiの 遠 隔診察可能 合に よ.っては公社へ同軸線路設置等に

連 絡 X線 ・ 双方向画像通信、その他 の情 報の多重化及 び . 関する委託 も可能と考えられ る。

分岐が可能なので回線資源の有効利川が可能
・ 広帯域のため高解像の動画情 報が可能

a

T8.b

㎡
指 示

コ椀rン,ン

問 診

プ

,

自動問診
解析結果
遠隔制御

x線 写 真

病 歴二
文 献.
(Cの 情報

を中継)

遠隔TV
診 察,
(Dr、 白黒
ヌは カラー)

教材(カ ラ

{2)公 社映像試行 サービス'

脚

.

・S-T間 の距離は試行サ ービスの制限距離内
、

に入 っているが、S-taiは 超えているの

でSでtaiの 遠隔診察 サー ビスはで きない。
コス ト的 には有利。

○ 映像以外の情報は、他の公社回.線利用

「

:- 事 務 一文は白 .
.

ふ. 指 示 黒) 仰 マ イ グ ロ 波 .認 可の問題がある。 △

.' 連 絡 心 電 図 自動問診 連 絡. 遠隔TV ω 同軸融 の私設 ・Taとtai匪nの 地 形は 、 一体 の道路 に 沿 っ た ◎

問 診 その他生体 (Sぺ の中 事 務 診察(患 者
.

形であるので、同軸 ケーブルの有効活用が可

Ta 情報 継) カ ラ ー) 能 であ り、 多重化、分岐 のメリシトを生か せ1

! る。f胡,T8・ のDrが 不 在の時 は 切 換 え に よi
.

, ってSのDrが サポー ト可能であ る。1

,

1`
指 示

'自 動問診 指 示 遠隔TV {2}公 社映像試行サービス … 一・・鵬 … ・・』 ・、・∋ o 映像以外の情報は、他の公社回線利用

問 診 解.析結果 事 跡1 診察(Dr} サ ービスの制限距離内に人 っている。
tai

(i=1～3)
ン

遠隔制御
'

教材(カ ジ一

文は白黒) 問 マ イ ク ロ 鼓 ・ 認可の問題があ る。 ]

連 絡 心 電 図 自動問診 u}公 社 回 線 ・ 公 社 の7ケ 年 計 画(昭 和46～52)で 、 加 ◎

Tb 問 診 その他生体 (Sへ の中 入電話の積帯解消、 手動局の 日動此等が完了

情報 継) す るので、加 入電話回線 の利用は可能 であ る

と考えられ る。

連 絡 自動問診 a

tb. 問 診 '

1
'

.

匂 ◆
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表2-7 他 機 関 と の 通 信

＼ デ ー タ 交 換 先 端 末 回 線 備 考
　

C

秋 田 県 庁 1
入 出 力

端 末
1 公社の公衆通信回線

秋 田

血液 セ ンター
1 〃 1 〃

秋 田医 師会 1 〃 1 〃

秋田

成人病予防会
1 〃 1 〃

結核予防協会

秋 田 支 部
1 〃 1 〃

秋田 市 内 の

他の医療機関
n 〃 n 加入電話回線

S.

鷹巣消防署 1
救急指令
装 置

1 特定通信回線

鷹 巣保 健所 1
入 出 力

端 末
1 公衆通信回線

北秋中央病院 1
医用情報

入出力端末
1 〃

弘 前 医 大 1 〃 1 〃

北秋郡医師会 1
入 出 力

端 末
1 〃

上 小 阿 仁
村 役 場

1 〃 1 〃

阿仁 町 役 場 1 〃 1 〃

鷹巣町役場 1 〃 1 〃

森 吉町 役 場 1 〃 1 〃

合 川 町役 場
'

1 〃 1 〃

周辺の開業医 m 〃 m 加 ノv電話 回線.一
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関 係 の行 政機 関 及 び特 に関 係 が 深い 医 療機 関 とは 、 常 に通 信路 の形 成は 必要 な く、 又公

社 の交 換機 が回 線 の 集束 の機 能 を果 す ことが で き るこ とか ら公 衆通 信 回線 と した。 こ こで

サテ ライ トを ぐ ック ア ップす る機能 を持 つ、 北 秋中央 病 院及 び弘前 医大 には、 医用 情 報 入

出 力端 末 を配 した 。

秋 田 市内及 び サ テ ライ ト、 ター ミナ ル周辺 の他医 療機 関及 び 開業 医は、 その数 も不特定

であ り本 シス テム に参画 希望 の所 に端 末 を貸 与 し、 センター またはサテ ライトのコンピュー タ

の情 報 を活用 す る上 で は 、既 設 の電話 と併用 で よい加 入電話 回線 が最 適 であ ろ う。

(3}移 動系 と の通 信

移動 系 との通 信 には、 無 線が 必 要 で あ り無 線 の免 許 が うけ やす い形 で しか も既存 の他 シ

ス テ ム とのマ ・チ ングを配 慮 す る こ とが 必要 であ る。

本 シス テム では、 救急 指令 装置 を消 防機関 に設置 しそ こで 使用 して もら うよ うに してい

るた め 救急 業務 と関 連 の深い 、 サテ ラ イ ト所属 の救 急 診療 車 との通 信 は 消防機 関 を介 して

消防、 救急 用 の150MH'Zの 波 で交 信す るこ とと考 え てい る。

又 、Tb(上 小 阿仁 ター ミナル)周 辺 では 、患 者輸 送車 に無線 機 を配 して住民 の デ マ ン

ド方 式 に よる車 の ス ケ ジュ ーリ ング を考慮 してい るが この為 の無 線 として は、市 町村 向 け

の地 方 行政用 無 線(150MHZ)を 使 用 し、上 小 阿仁村 役場 に無 線 の親 局 を置 く方式 が

免許 の面 で も実現 性 の高 い 方 策 と推定 され る。

(4}必 要 な回 線数

(1)の固定 系 間 の通 信 の とこ ろで 通信 手 段 に関 して概 略 検討 したが、 こ こ では各 レベ ル 間

で必要 に な る回線 数 及 び そ れに基 づ くさらに詳細 な る通 信 方 式等 につ い て論 じる。r

表2-8に 各 レベル間 の情 報 交換 につ いて 、動 画情 報 とその 他 の情 報 に分 類 し、各 レベ ル

に設 置 され てい る情 報 端末 の利 用 形態 を考慮 して 必要 とな る回線 数 を ま とめ て示 してい る。

先 ず、S-Ta間 の動画 関係 は、Ta→Sへ の上 り方 向 には、Taとta .iの 患 者 の情

報 を切 り換 え で1回 線 あれ ば よい と考 え られ る。 さら に本 回線 をTaに 設置 され た遠 隔 制

御用 医用 機 器(X絞TV)に も利 用可能 で あ る。'→.

S→Ta及 びtaiに は 、患 者 との対話 の為 の医 師 の情 報及 び 空 き時 間 に は、 教材 を

Ta、taの 医師 及 びパ ラ メデ ィカ ルに流 す為 に動 画 の回 線 が1回 線必要 と考 え られ る。

S-Tb及 びTa-taiの 間 も同様 に上 り下 り各 々1回 線 つつ 必 要 な ことが わ か る。

動 画 以外 の回線 につ い ては 次 の通 りであ る。C-S間 はComptoComp、 及

び各 種 情報 端 末 間 は各 々専用 の回線 が 必要 とな る と推 定 され、 か つ イ メ ージ ファ イル及 び

FAX等 の伝送も高速、高解像が要求されるので電話回蜘 『して10回 線程度必要と考え

ら れ る。

S-Ta間 は 、 類 似 の機 能 を持 ち かつ同 時 に使用 す る 確率 の少 い端 末毎 に回線 を共有 す

る よ うに配 慮 して5回 線に と どめ た。S-Tb、Ta-・tai及 びTb-tbiに つい て

も同様 な考 え方 で各k5、4、1回 線必要 とな る。
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讐

唱 ●

・表2-8必 要 な回 線数(固 定 系 間
、 但 し他機 関 は除 く) × ・… ・・回 線 の 共 用 不 可

○ … ・・共 用 可

動 画 関 係 そ の 他

他との回
線の共用

回線
数

備 考 他端末との
回線の共用

回線
数

備 考

C

-
S

専 用TEL.内線
TEL.

9晋toCom・
手 書 き書 画
イメージ7ァイル(静止画 伝送)

×
×
×
×
×
×

}

ト

ト

高速FAXの 為
TEL回 線で3
回線分

高解像度高速伝送
のためTEL

回線で3回 線分

＼ TEL回 線で10回 線

S

↑
Ta

・Ta→S(診 察)

Ta→S(専 門 医による診

懸亨麟
・S→Ta(診 察 と教 育)

S→Ta(専 門医 に よる
カラー側 柏 黒 遠 隔 診察)

S→tai(TaのDr.不
カラ二死珀 黒 在 の場 合)

、

○

○ ・

○
'

○

○

1

1

医用情報入出力端末自動問診

FAX
手書き書画
イメ→ジファイル
患者監視
生体情報
遠隔TV診 察の制御
遠隔制御用医用機器の制御.
インターフォン
TEL

8

}.
08},8

}1
8}

1

1

1

1

1

2 5

S

{、

Tb

・Tb→S(診 察)

カ ラー
・S→Tb(診 察 と教 育)

×

×

1

1

同^上
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シ
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Ta
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×

×
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伺 表 に基 き通 信方 式 の主 案 及 び 副 案 につい て以 下 に述 べ る。

。主 案

C-S間 は 、 副案 と同様 の公 社 回 線 であ る ので 副案 の と ころで述 べ、S以 下 の通信 方 式

につ い て説 明 す る。

こ こで採 用 した方式 は同 軸 ケーブ ル に よるCATV方 式 で1本 の同 軸 ケ ー ブル に双 方向

の動 画情 報 及 び その他 の デ ー タ信号 を 多重 化 す る もの であ る。 伝送 路及 び伝送 信号 の配 置

例 を以 下 に上 げ てい る。

主一 ～
標準Tv

絢
700砺

DEno出

MOD入

高解像度rv

デごダ嫡男

川ll

　 屹2 Z ヂタ信号 －

ll川.■tt"20
40

}

η 〃0 tco－ '50門HZ

図2-8伝 送路 と伝送 信号

図2-8に あ る よ うに下 り方 向は 、医 師 の顔 及 び録 画 の教 材を 送 る関 係上 標準TV(走

査 線 『25本 、 解 像度 、 水平 、 垂直3 .00本 程 度)方 式 と し、上 り方向 は患 者 情報 の為 、

高 解 像度 の もの(走 査 線750本 程 庄"解 像度 水平 、 垂 直500本 程 度)を 送 るこ とを考

え てい る・

。副 案

表2-8の 必 要な 回 線数 に基 き、 全 て公 社 提供 の回線(試 行 サ ー ビス も含 む)で 通 信 シ

ステ ムを構 成 す る場 合 につ い てま とめ たの が表2-9で あ る。 又 、北 秋 田地 区 の現 状 の公

社 の 回線状 況 を 図2-9に 示 してあ る。

(C-S間)

C-S間 は、 主 案 及び 副案 とも公 社 回 線の 利用 で あ るが 、公 社提 供 の どの規 格 を選 ぶ か

が問 題 とな る。

対 象 とな るの は、D-11規 格 の回 線 を複 数 にす るか昭 和.48ff11月 よ り公社 の利 用規

定 改 定 に よ って 使用可 能 に な った1-1規 格 の回 線 を1回 線 借 用す るか の2つ の代替案 が

一122一
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一
鵠

1

◆ ●

表2-9 固 定 系(他 機 関 は 除 く)関 係 の 公 社 回 線

一 音'1i、'デ ー タ 、 関 係 映 像 関 係
,

・ ス形態

線 種

類

.

特定通信回線 ・ 同 左 同 友 専 用回 線 同 左 同 左 同 左' 映像試行サ ービス 同 左 同 左

線 1-1寧. D-1 D-1 , D.-1 D-1 D-1 D-1
備 考

_数

ビ
1 1 1 1 3 3 2 2 2 6

レ ベ ル
'

ス 片方向分岐
混合 使 用 混合 使 用 両方向分岐

混合 使 用 混 合使 用 混合使用 片方向分岐
混合 使 用

TEL "

チ

E TEL
..

1-1ρ み圭 、勘 案
'

、

C
c。㎎, 共通

FAX

書 画'

イメ「ン
プアイル 、

TEL

S

'

Com∩

FAX

書画

τ⑫
装置

'〔㌶

装置 0■

→FAX

→書 画

_◆イメーシ
乃イル

制御

+[㌻
フォン

患者監視

託
生体

同 友
.←

カラー一●
モニタ

→X線

モニタ

白黒
メラ

同 左

t
イメ・sン
プアイル

→生体

_●フヲ廿グ加

FAX
F

!

㌍T

`

Ta {

→医用

端末

→問診

端末

→ 医

Tb←,

一 問

Ta

Tb(戸

(Ta

に同
じ)

書画

イノ』ジ

羅ル

Ta

TEL
占{・{・

インタフォン

同 友

(但しTb)

唄
Ta

隔
TEL

任
インタ

フ写ン

カラー

躍 ξ
カ メラ

白黒
モニタ

同 元【二

(但 しTb) OOC

■.カラーモニタ 白 黒 カメラ
「'oo .

:'
…

1

tal. 一・己 tal.一(　
→FAX

→汲画
'

一〇. 工
・

o 」,.

→生体
一4医 ・

t
ta2 ・-ro-

一躍

、 ta2 ◇(縦() .-o

、

{

口 〆

o

'

.ピr

u

ta3〔」一 一
→ 問

ta3。(t・1に 同じ 〕 . つ )

カラーカノラ …乱川 モづ
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内沢電話交換局
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図2-9 北 秋 田 地 区 の 公 社 回 線 の 現 状
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考 え ら れ る。

図2-10に 両者 の経 済 比較 が 、通 話路数 と局 間距 離 との 関係 で示 され て い る。

C-S間 の通 話路 数 は10、 局 間距 離は144.6kmあ る ことか ら1-1規 格 の方 が有 利

とい え る。

S以 降 の 回線 に つ いては 、 映像 関 係は 、試 行 サ ー ビス及 びそ の他 のデ ー タ関 係は 、帯域

使 用 のD-1回 線 の特 定通 信 回線 及 び専 用回 線 と して い る。 特 に、D-1回 線 につ い ては 、

表2-8の 端 末 の利 用 形態 に応 じて付 加 サ ー ビスの分 岐及 び 混合 使用 を組 み合 わ せ るよ う

配 慮 し極 力借 用回 線数 を少 ぐし、 コス トパ フ ォーマ ンスを 上 げ る よ うに考 慮 してい る。

しか しなが ら、 映 像 関 係 につい ては分 岐等 の サ ー ビスが ないた め回 線数 が 多.くな って し

まい、 又 、制 限 距離 の為 、S-tai間 の伝 送 サ ー ビスが うけ られ ない点 は前 に述 べ た通

りで あ る。

4.4シ ス テ ム 構 成

4.4.1シ ス テ ム全 体 構 成

前 節迄 の機 能 分 析 に基 き各 レベ ル に設 置 す べ き シス テ ム資源 を まとめ て表2-10に 示

してい る。

同表 に基 き システ ムの 全体 構成 の主案 の場 合 を図2-11に 挙げてhる 。 副案 は、 通 信 シ

ステ ムが 同 軸 ケ ーブルの 代 りに公 社 回線 とな り送受 信装 置 も一部 公 社 借用 の ものが あ る点

が異 る1が端 末 機器 そ の他 は主案 と殆 ど 同一 で あ る。

図2-11の セン ター(C)の 大型 コン ピュー タシス テ ム並 びに サ テ ライ ト(S)の 中型 コ

'ンピ ュ 一 夕システ ムの 詳細 な る構 成 を 図2-12に 示 している。 筒 、大 容 量 情報検 索装 置 の

記憶 容量 につ いて は、4.3.2で 検 討 した フ ァ イル容 量 に基 き シス テ ムの部 分(プ ログ ラム

関係).を プ ラス し て算 定 してい る。

各 レベ ルの コ ン ピュ ニ タの概 略機 能 ほ 次 の通 ゲであ る。'

Oサ テ ラ イ トの コ ン ビ=一 夕シ ステ ムの機 能

(1}メ ッセ ー シの 各 サ ブ システ ム(例 えば イ メー ジ ファ イル、生 体情 報解 析装置)へ の 分

配 と収 集

② .セ ンターの コンビ『Tタ)Z .一ステ ム、との デ ー タ交換 及 び センタrと ター ミナル 間 の デ ータ交

換 機 能

⑧ 各 種 記録統 計 、 計算

(4)簡 単 な解 析及 び センターのコンピュー タ システ ムの リモ ー トバ ッチ ステ ー シ ・ン機 能

⑤ 各 種 情報 の デ ー タファ イル及 び当 該 フ ァイル に対 す る問合 せ応 答

。 セ ン ター の コ ン ピュー タシス テ ムの機 能

白)シ ス テ ム全体 の管理 ∴

酎

●
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秋 田県 鷹 巣 阿仁 地 区 医 療機 器 シス テ ム構『成表

医 療 資 源 建造物関係 医 療 機 器 通 信 機 器 映 像 機 誌 情 報 処 理 機 器 搬 送 機 器

セ ン タ ー 専門医(兼 務) 既設の大学病院

高度生体情報解析装置1

自動細胞スク`ノ一二ング装置1

多重送受信装置1

高解像度画像伝送装置1

イメージフ'イ ル装置お よび端

末1'

大型コンビ∋一タシステム及びソフト1
ネ プトワーク制祖日長置1
量子化画像処理装置1

パラメディカル2疎 務) に増築 自動問診装置1 フ7ク シ ミリ1 高速大容量情報検索装置1式
コン ビェ一夕関連8 400M 手書き書画装置1 アナログljト`八一パルファイル装置1

秋田大学付属病院 保 守 要 員2

事 務 職 員2

(121坪)

(電 源 ・空 調を
`

医 用 情報 入出 力端末2
メ〉セ ー ジ集 配信 ソフ ト、 デ ー

タヘ ース管理 ソフ ト、タスクマネ .

含む) a ン メ ン トノ フ ト、 コ ミ8ニ ケ ー シ ㌧・ ン コ

ン トロ ー ル ソフ ト

サテ ライ ト

米内沢 総合宿院

医 師4十 ロa
パラメディカル20十 〇

車 柄 運 転 手5

移動系事務職員5

既設の総合病院

κ、増設

532㎡

(16L2坪)

生体情報解析装置1

患者監視装置1

遠隔制御医用機器1

自動問診装置1
健診検査装置(搭 載用機器含}1

{・ ト、簡易田 畑理装置
搭載用医用機器、携帯X線 装置

多重送受信装置1

高解像度画像伝送装置1
手書き書画装置1
ファクシミリ1

携帯用無線装置1
救急.指令装置 モニ タ1
(救 急指令装置は、薫巣消防本

イメーシファイル装置および端

末.1
リクエス ト放映装置1

'

遠隔 テレビ診察装置2

ネ ノ トワーク部脚 装置 八

高遠大 容 量情 報検 索装 置1式

アナログリトリーパルファイ九装置1

医用 情報 入 出力端 末1

携帯 用情 報 人出 力端末1
メッ七一・ン集配信/フ ト、データベ
ース管理ソフト

、 タスクマネ シメン
トソフト、 コ ミ・ニケーシ ・ンコン

健診車(3台 一組}1

救急診療軍1
歯科巡回診療車1

雪上車1

コン ビ.一 タ関連4 (電 源 ・空調を 携帯用分娩監視装置、簡易項境 署 に設置1) トo一 ルソ7ト 、健康管葦里ソフ ト、

巡 回 保 守 負2 含 む} 分析装置 各1 地 、指令ソフ ト、中'j型 コンピュー
タンステ ム及び ソフ ト1

患者監視装置端末1 多重送受信装置.1 イメ ー シフ ァイル端 末1 医用情報入出力端末1 救急診療車1

タ～ ミナルo

阿仁町立 病 院

医 師 ②

パ ラメ デ ィカル(30)

既設の病院に増

設

222㎡

生体情報収集伝送装置端末1

自動問診装置1

遠隔制御医用機器1

簡易検体検査装置t

高解像度画像伝送装置1

手書き望緬 装置1
ファクシミリ1

「

遠隔 テレビ診察装置1
オー トスライド装置1

携帯用情報入出力端末1

(6τ3坪)
携帯用診療ユニット、携帯X線

グ

装置、簡易応急処理装置 各1

既設の出張診療 自動問診装置1 手書き書画装置 ・1 遠隔 テレビ診察装置1 医用情報入出力端末1

中村 ・根子 ・三枚 パ ラメデ ィカル.各1 所、もしく`鋤設 生体情報収集伝送装置端末1 ファ ク シミ リ1 オー トス ライ ド装 置1

36×3=108㎡ 簡易検体検査装置1 多重送受信装置1

(1α9×3=327坪) 簡易応急処理装置1

患者監視装置端末1 多重送受信装置 】 イ メー シ ファ イル端ンむ1 医用情報入出力端末1 患者輸送車2

ター ミナルb

|

医 師 ω

パ ラ メデ ィカル5

既設の診療所 に

増設

生体情報収集伝送装置端末1

自動問診装置1
小型X線 装置1

高解像度画像伝送装置1
手書き書画装置、フ ァクンミリ

各1
遠隔テレビ診察装置1
オー トスライド装置1

携冷 用↑青報 入国刀端末1 1救 急診療軍1

}
上小阿仁村立 162㎡ 簡易検体検査装置1 〔上 小阿仁村役場に、無紋送受 i診 療 所 車柄運転手.1十 ω

'〔491坪)
携帯用診療ユニ.ト 、.携帯X線 信 装置.1)

、$

装置、簡易応急処理装置 各1 1

新 設 自動問診装置1 `

八木 沢、 昆 布 無 人. 8×2=16㎡

〔4.8×2=t糺6坪)

(E)表 甲1}X .一式を表わす。

医療従事者の()は 、現在確保 されている大負を表わす。事務職員等ぽ、特にこのシステムで新規の者についてのみ記づ』。

・

◎

一



●

・

●



　
N
㊤

一
ω
O

● ●

倭語 局

f

t

-

l

l

ー

一

一

』ー

C(セ 〉ター)

多望変復調 装置

u

鷹巣消防署

救 急指令
蓋 置

駕

夢

-
ク
制
御

ヰ

◎

エ

◎

』一ーー一一ー一一

1

」
ー

ー

一

一

ー

1

ー

1

八 型 ・・ピユ一夕涛 ム
大塔書
積 報
搬

島形戯
画 家伝瑳

ア加 フ"

リトリdtlん

ファイル

臭繁 ・

什 づウ〆ル

族 長

邸揃 ネ
F

5(サ テライト)

口

稽 き吉画 稿 ラつ望

、x

l内 線 丁εL

o

参
与
β

知
嚢

置

魅
御

越
惇

量子嫡 像

処理叢置

多重送受4吉4美置

碑
7

◎D-s

NCU

Cox、 Co入.

FAX

電話局

一ー一

⑥

.

一一

1

「̀

)ルけゲMT

l

l・

l

l『

1

しhi同仁棚 勤務1

∠コ1
　

、無線送受信i慎置1
-

1

1

1

1

多色送受信装置

◎

鵠 ㌣型 コ〉ピコ一夕ブステム

イメジ

口

口 竪 雀纏
1
遼蜘5綱 醐 恩

生体婿娘

形前装,置

アアロ プ'

リトリ・八)三レ
ソアλ ル'

患箔監視差置

FAX

切
換

Ta(タ ーミt・し)

量
撫
藤
屋

焔
精
嚢

医用端 ネ

⊂ 〕 擁 紬

ρ 纏 診榊

トー ー ー 一 一 一 －

ltel(下 δ互ターミナノレ)

1
1⑰

多9送r数倍装 置

切

換

FAX

嚇 置

』 ・・トロ

鰯鯉 口
搭 粛'用 口魅
用膚恩

壇 給x繰 口

分娩 監視口

堰 境 捌 口

ロ ィメ.〉♪'プアλノレ

itfiネ

切
換

昌 遠恥v繰 締
笹踊 蜘 喋麟 調

髪・看監ネ更端ネ

回[函

」一一園 欝:

素意管 ロ

区

自動向騨 ネ

t6z(t¢ ・1にi同 じ)

図2-11

1

Cox, Co疋.

鞠
欝
騒

x

口

L_____

tgS,(下aiタ ーミt'の

イメ「ジ"77イノレj吊疎

遠'晶Tv診 察

装 置

遠 麟 協印用函用

摂 巻 端 柔

生体8南 幸艮収 集

伝 送 装 置.

患.右1費5ネ見斑柘未

自動1町 端

医用端 末

園

送受倍 族

FAX

X

へ
口

口

… 一顧

鱗おゑユ

劉 ⇔
婆裏口

tq2(thl調 じ)

t『3・(t(111く{訓 じ)

全 体 シ ステ ム構 成(主 案 の場 合)

却拠庭口





|

わ 列 〉澱 基.'

困
x4,

、o
±

、

`

ト 、F

-.

:

-

1(

i

'1

.

'

,

.

l

c

.

・「.

1

)一

主瓦 硯 籏 壷

i
O5HB'

lll'

'主 斑焼装 置'

。、5Hβi、
ll

<)

」

測 算処理薮置
:

}
演 算 処理 装置

～
'

チマキル関 係
i 硫⇒

↑

1

1.

、

'

コ>v－ ル

:高 文プ レイ・

λ丈力端 末
,∠'"■

一

・コ ン ソーノレ

テツ スプ レイ

氣
フう端.1

イ"
.

, !:三]
"■'■".

1焔 書債 綴'
,.検案樹畷:
',,ノ''"∠ ■;

[匿
1

loOHBノ 《8「loOト ィ8x8

,,L'

"∠!,(葺磁幼. ¢・脚) ノ

9/R

1カ ・

=
1 1』

『
田

1ス ィ・テ1'

,

…

|
、

`

.l

F

1
メ γ1

プbワ タ1・ 1
`1

`
スイッチ1

.

L

宴㌣ (同 友) rllr『

.

2・ (同 友)
. ll ll

通信制
芸

㎜)・ ⑩
1㌃ 訴三等:
1知 御装置/
',,,,,,,,[1日

1 ズ イツテ :1 ll 1

Ψ

多重ぽ受信装置

オ

1

1 1..1
..Ji_ノ

偏wl釦

.吃,
,ズクロドプ,

1装 置 ・
・ノ.../

/""つ

1費 璃 ・
〆 ノ

'処 理'
'

/ゑ 置'

〃',,.フ',

/〃 チラ/

二陶5騨

1,清 報 二

i鱒1・
ノ,ノ./

伯'筋1
'前 衿,

:装 置 二
〆

'

二.../

1

.

'アナロブ・
/'

.リト力賜
/ノ

'フ ア和 レ

ノ ノ

!!ノ ノ/

万.ジ フ

1ファイル ニ

1…痕 置フ
'

./'「

鵠謹
!ノ ノ ノ,"

1.
`

(tr・ ターn・コ 兆.ユ 一夕 以 私)
.

1=コ ・…聯 ぼ醐 分

ρ
ω
声

～

戸
ω
N

'

主綻 情張置2!副⑱

A

演笥処理装置

テマ ネ ノレ

1
(〉 一
〕ンソール

1

露華
'ノ!ノ/!ノ一

:岳暦㎡_
二.禦勇 ピつ

IoOHβx`

〔砕 1ρ ・ 菌倍抽櫛卜
国
㊥

1

ヒ1泊14司

⑰一
r鷲 望1竺ノ.ノ

..,1,'
∀

今 昔送 受信 張
三戸;
'

心 置'
"∠,ノ

'.'.'■'

フイ隅一〉"・

万 万 ル ニ

ζ".',ノ

1自 働1

閣 診'
''"」' i鶏

〃嘉で差'二
'

"監 視'

〃,

〃逐'w:

二惰 綴1

塀 舵

1" 7
「

麹 丁
{サ ァ ライ トの コンごユ 一夕 システ ム)

図2-12コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 構 成'





(2)デ ー タバンク機 能

(3)大 規 模 解 析

(4)サ テ ラ イ トとの デ ー タ交 換

以 上の ようにセンターは、 バ ッチ と オン ライ ンの両機能 が要 求 されそ の処 理量 も相 当 多い

もの と推定 され るの でDuplexSystemと してい る。

●

4.4.2機 器使 用方法 の概 略

本 項 で は、4.4.1に 示 した よ うな シス テ ム構成 を もつ 医療 機器 システ ムが 、 具体 的 に ど

の よ うに用 い られ るか、 お よび そ の機器 の シ ステ ム全体 の関 連に つい て考 え てみ る。

まず、 阿仁 町 立病 院(Ta)、 上小 阿仁 診療所(Tb)と い った ター ミナ ル と、米 内沢

総 合 病院 のサ テ ライ トとの間 で行 なわれ る一 般診療 の 一例 を想定 した ものが、 図2-13で

あ る。

ター ミナル に来所 した 患者 は、 受 付等 を行 ない、 初診 の患 者 を 中心 に 自動 問診 装 置 を用

いた 遠隔 の 自動 問診(1芦 を行 な う。 自動 問 診 に よる出力 を もと に、 タ ー ミナル の医 師 は診

察 を行な い、 この時 必要 な場 合 には 、 医用情 報 入 出力装 置(2)を用 い て、患 者 の健 診情 報 、

病 歴 情報 とい った もの を利 用 す る。 医師 の判断 に もとつい て、簡 易検体 検 査装置(3)、 あ る

いは 心電 図 を 中心 と した生体 情 報 収 集 伝送 装 置(4)とい った機 器 を用 い た検 査 が行 な わ れ、

この結果 に もとつい て、 ター ミナ ルの医 師 が 診断 を行な う。 さ らに、 ター ミナルの医 師の

専 門 診療 科 目外 の患 者、 あ るいは 高度 な判断 を必要 とす る場 合 に は、遠 隔 テ レビ診 察装 置

(5)、遠隔X線 撮 影を 中心 とす る遠 隔 制御 医用 機器(6)、小 型X線 装 置(7)とい った機 器、 あ る

い は 、手 書 き書 画装 置(8)を用 いた サテ ライ トの専門 医 との間 の情 報 の交 換 が行 な わ れ る。

これ らの結果 を総 合 して、 ター ミナル の医 師 は適 切 な診 断 と処置 を施す。 診 察 を終 了 した

患 者 は、 薬局 、 会計等 の処 理 を 済 ませ帰 宅 す る。 この と き、 上小 阿仁 の ター ミナ ルで は、

患 者 輸 送 車(9)によ る送迎 を行 な う。

また、 遠隔 診療 を 行 な う、 三 枚、 根子 、 中村(tai)と い った下 位 タ ー ミナル と、 阿

仁 町 立 病院 の ター ミナ ル との間 で 行 な われ る 一般 診 療 の・一例 を想 定 した も のが、 図2-14

で あ る。 患者が 下 位 ター ミナ ル に来所 す る と、受 付 、 自動 問診(1)が行 な われ、 こ の結 果 を

も と に ター ミナルの 医師 と遠 隔 テ レ ビ診 察装 置⑤ を用い た遠 隔 診療 が行 な われ る。 ター ミ

ナ ル の医 師の 指示 に よ り、下 位 ター ミナル の パ ラAデ ィカルはこ 簡 易検 体 検 査装 置(3kあ

るい は生体 情 報収集 伝 送 装置(4)を 用 いた 検 査情 報を送 り、 これ ら の情 報 を轟 とに して 、 タ

ヨー ミナル の医 師 は
、 パ ラメデ ィカル に適切 な処置 を指示 す る とか、 患者 をサ テ ラ イ トへ来

所 さ せ る とか い うよ うな最 終判 断 を下 す。 こ の とき、手 書 き書画 装 置(8)を用 い て、 下位 タ

ー ミナル の パ ラ メデ ィカル に
、 詳細 な注意 あ るい は指示 を与 える こ と も行 な われ る。

苦 以 下 、本 文 中 の番号 は 、 後述 の機 器 の構成 の説 明 に対 応す る。
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－般 診療 に関 して
、 サテ ライ ト・センター 間 で行 なわ れ る機 能 は比 較的 少 な く、 患者 もし

くは高 度 な 生体 情報 の記録(た とえば 脳波 等)を 送 り、センター の 高 度生 体 情報 解 析装置 ㈹ 、

自動細 胞 スク リーニ ング装 置⑪ な どに よ る解 析を依 頼 す る こと、 あ るい は、 サ テ ライ トか

らコ ンサ ルテ ー・;シ・ン を依 頼 した場 合 に、手 書 き書画 装 置(8)等を 用 いた ア ドバ イス等が 考

え られ る。

次 に、 救,k医 療 につ い て考 え てみ るb本 システ ムでは 、救 急 連絡 の受 付、搬 送系 へ の 指

示 等 は、 鷹 巣 の消防 本 署、 救急 医療 上 の指示 は 、サ テ ラ イ トが 行 な ってい る。

電 話等 に よ る救急 患 者 発 生 の連 絡が 、 消防本 署 に入 る と、 救 急 指令装 置⑫ によ り、サ テ

ライ トと連 絡が どられ、 ザ テ ラ イ トの医 師が 救急 指 令装 置 の モ ニ タ⑬ に よ り、患 者 の状 況、

患 者 の疾患 等 に よ り、 搬 送 先 を指 示 す る。 これ を受 け て消 防本 署 で は、救 急 指令装置 を用

い て救急 車 に搬 送 先 搬 送 ル ー トの指示 を 行な う。 救急 車 に患 者 が収 容 された よ うな場合 、

あ るい は救 急患 者 が ター ミナル に居 る よ うな場合 等 にお い て は、 サ テ ラ イ トの医師 は、 患

者 の時 々刻 々の状 況 を 救急 指 令 モ ニ タ装 置 に より把握 し、 医療 上 の適切 な指 示 を与 え る こ

とが で き る。

さ らに、場合 に よ って、 救急 車 の搬送 ル ー ト上 に ター ミナルが あ る よ うな場合 には、 タ

ー ミナルに立 寄 り
、 ター ミナ ルの医 師 が車 中 の 患者 の様 子 を み て サ テ ライ トと連絡 を と る

とか、 適切 な応 急処 置 を施 す とか、 救急 の場合 には 状況 に応 じてい ろい ろな 場 面が 考 え ら

れる二

また、 サテ ライ トの医師 が、 救急 診 療 車⑭等 を用 い て出動 す る場合 、 あ るいは ター ミナ

ル の医師が 携帯 用 診 療 ユ ニ ッ ト、 携帯X線 装 置、簡 易応 急処 理 装置 ⑮ 等 を もって出動 す る

場 合 も当 然考 え られ る。

そ の他 の機器 につ いて考 え て み る と、 遠 隔 テ レビ診察 装置 ㈲ 、 あ るいは患 者監 視 装 置㈹

とい った もの も、 状 況 に応 じて 極め て大 きな効 用 を発揮 す る。'

本 シス テ ムの健 康 管 理、 特 に住 民 の健 康 診断 に つい て は、 健診 車 ⑰ を用 い た定 期 巡 回方

式 の健診 と、サ テ ラ イ ト設 置 の 健 診検 査機器 ⑱を 用い た 固定 系総 合 健 診 とが 行な われ る。

医 師 の研 究教育 とい う面 を考 え て み る と、中心は、センター の 医 学 文献 情 報 であ る。 サテ

ライ ト・ター ミナル の医 師 は、 医用 情報 入出力端末 ② を 用 い て、 センターの高速大容 量情 報

検 索 装置 を 利用 した情 報 の検 索 を行 な うことが で きる。 また、 センター ・サテライ トに設置

され て い る マイ ク ロ フ ィル ムを 中心 と した イ メー ジ ファ イル09の 情 報 は、 イメー ジフ ァイ

ル端 末⑳ を用 い て利 用す る こ とが で き、 場合 に よ っては 、 ファク シ ミリ閻、 遠隔 テ レ ビ診

察装 置㈲ のテ レ ビ画 面を通 して も、 これ ら の情 報 を得 るこ とが で き る。

サテ ライ トに設置 されて い る リク エス ト放 映装置 は、 主 と して 医師 の研修 用 の もの であ

り、 ター ミナル の医 師は 、 遠隔 テ レビ診 察装 置㈲ の画 面 を通 して、 これ を利 用す る こ とが

で き る。

そ の他 特殊 な もの と しては 、簡 易 環境 分 析装 置、 雪上 車 とい った ものが ある。
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簡 易環 境分 析装 置 は、 主 と して水.空 気 、土 な どの 分析 に用 い られ る もの であ るが二 本

シス テ ムでは保 健 所 等 に委 託 し、 その有 効 活 用を はか る。

また、 サ テ ライ トに設 置 され る雪上 車 は 、 この地区 の冬期 豪 雪期 に必 要 に応 じて利 用 さ

れ る もの で あ り、特 に夜 間 、早 朝 の救 急 、 場合 に よ っては、 患 者 輸送 に用 い る もの であ る。

以 上、 機器 を 使用形 態 を 中心 と して考 え て きたが、 これ らを総 合的 にバ ・ク ア ・プす る

もの と して、 多重 送受 信 装置 ⑳、 コ ン ピュ ー タシステ ム㈱ 、 コ ン ピュー タシステ ムに関 連

す る ソ フ トウェ ア⑳ 、 ネ ッ トワーク制御 装 置 ㈱な どが あ り、 全体 の シス テ ムの運 用 が 効 果

的 に行 な われ る。

(1)自 動 問 診装 置

本 シ■ テ ムで用い られ て い る自動問 診装 置 の構 成は、図2-15に 示 す よ うな もので あ り、

ミニ コン ピュ ー タを用 い た 自動 問 診論 理 制御 部分 は、 サ テ ライ トに 設置 され、 これ と ター
'
ミナ ル、 下位 ター ミナル に置 かれ た表 示部 分、 回答 部 分 とい った 自動 問 診装 置 の端末 部 分

が通 信 回 線で 接続 され てい る。 この 自動問 診端末 は、医 用 情 報入 出 力端 末 等 と一本 の回 線

を切 換 て用 い る もので あ る。

屋 布、 八木 沢 の下 位 ター ミナル を除 く、下 位 ター ミナル、 ター ミナル では 、 一般 診療 の

初診 患者 の予 診問 診 が主 な機 能 で あ る。 また、 センター・サテライ!で は、特 定疾 患 を対 象

とした特 殊 問 診 に も、 一 部 用 い られ る ことが 考え られ るが、 ハ ー ドウェ ア と しては、 いつ

れ も全 く同一 の ものが 用 い られ る'e屋 布、 八 木沢 の ター ミナル で用 い られ る ものは、 一一一$ig

の急 患 の ス ク リーニ ング的 な もの であ り、 この結 果 は ター ミナ ル の医 師、 あ るい は救 急 時

の モ ニ タを行 な って い るサ テ ライ トの医 師等 へ、 必要 に応 じて 伝送 され る。'また 、場 合 に,

よ っ ては 、 この結果 を も とに、上 小 阿仁 ター ミナ ルの医 師が 、 デ マ ン ド方 式 の患 者輸 送 車

を 出す 指 示 を与 える、 とい った使 い 方 も考 え られ る。

●
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② 医用情 報 入 出力 端末

医 用情 報 入出 力端 末は 、病 歴情 報、 健 診情 報、 文献 情 報 、 その他 各種 の デ ィジ タル情 報

の入 出力 、検 索に用 い られ るもの であ る。 プ

一般 診療 にお い ては 、主 として ター ミナ ルあ るいは 、 サ テ ライ トの医 師が 、患 者 の病 歴

を検 索す るの に用 い られ る 。救急 医療 の場 合 には 、患 者の血 液型等 の救 急 情報 の検 索 、健

康管 理 の場 合 には、 過 去 の健 診結 果 の検 索等 であ る。 このほ か に、 文 献の検 索、総 合健 診

システ ムの予 約、 事 務 情報 の入 出力等 、 本 ジス テ ムの、 ほ とん ど全 ての活 動 で用 い られ る。

また 、 ター ミナル、 下 位 ダ ー ミナルに おけ る検 体 検 査結 果 の情 報 も、主 として この端末 を

用 い て、 必要 な ところへ 伝送 され る。'

本 端末 は、 屋 布、 八木 沢 の下位 ター ミナ ルを除 く全 て の下 位 ター ミナル、 ター ミナル、

センター、サテライ トに設置 され、 回 線的 に は、 自動 問 診装 置 、 その 他 と切換 で使用 され る。

(3)簡 易検 体 検 査 装置

ター ミナルお よび、 三枚 、 根子 、 中村 の下位 タ ー ミナル に設置 され る簡 易検 体検 査装置

'
は、単 体 と して使用 す る もので、 通 信 回線 とは直 接 接続 され な いも のであ る。 この装 置 に

よる検体 検 査 の情 報 は 、 前述 の医 用情 報 入 出力端末 、 もし くは電話 、手 書 き書 画装 置等 に

よ り必要 な ところ へ送 られ、 必要 な場 合 に は、 サテ ライ トの病 歴 フ ァイル中 に、他 の病 歴

デ ー タと共 にス トア され る。

(4)生 体 情報 解 析 装置

生 体情 報 関連 で は、 下位 ター ミナル に心 電 図等 を 中心 とした生体情 報 収集 伝送 装 置、 タ

ー ミナル に も同 様 な ものが 設 置 され
、 サテ ライ トに、 これ ら各 所か ら送 られて きた 生体 情

報 の解 析装置 が 設置 され てい る。 一ー一 ・ ・…

下位 ター ミナ ルお よ び ター ミ ナルか ら伝送 され て くる生 体 情報は、 サ テ ライ トに設置 さ

れ て い る解 析装置 で解 析 され 、 必要 な ア ナ ログ波 形 は 、 ア ナ ログ リ ト リー バル フ ァイル に`
収録 され る。"

生体 情 報解 析装 置 の解 析結 果 は、 中型 コン ピュ ー タシス テ ムに ファ イル され る と共 に編

サ テ ライ ト医師 の所 見等 を添 え て、 ター ミナル の医 師 へ、 医 用 入出力 端末 装置 、 手書 き書

画装置、 あ るい は電 話 に よる音 声情報 等 を用 い て伝送 され る。 、

また 、 生体 情 報 に関 しては 、本 シス テ ムの構 成要 員以 外 の一般 診療 所等 か ら、 音 響 カプ

ラな どを 用い た 伝送 に よ り解 析 を依頼 され る場 合、 あ るい は記録 紙 を郵送 し、 カ ー ドリー

ダを用 い て の解 析 を依 頼 され る場 合、 等 が考 え ら れ る。

(5)遠 隔 テ レ ビ診察 装 置

本 シス テ ムに お け る遠隔 テ レ ビ診 察 装置 の主 な 構成 は、図2-16に 示 す よ うな も のであ

る。 三枚 、 根子 、 中村 の下位 ター ミナ ルは、 阿仁 町立 病院 の ター ミナ ル と、 阿 仁町 立病 院、

上 小 阿仁 診 療所 の ター ミナル は、 米内 沢 総合病 院 のサ テ ライ トと、 遠隔 テ レビ診 察 が行 な

わ れ る。
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下 位 タ ー ミナ ル と ター ミナ ル との 間 の遠隔 テ レ ビ診 察は、 ター ミナル の医師 が行 な うも

の で あ るが 、 ター ミナル の医師 が他 の急務 で手 が まわせぬ場 合 、 あ るい は、急 患 の発 生 で

出動 中な ど不在 の場合 には、 ター ミナ ルの 回線 の切換 を行 な うこ とに よ り、下 位 ター ミナ

ル の患 者を サテ ライ トの医 師が 遠 隔 診察 で きるよ うな構 成 とな ってい る。

遠 隔 テ レ ビ診 察 装置 は、 ズ ー ミングお よび上下 、左 右、回 転 の 自由度 を もつ もので あ り、

・ 場 合 に よっては 、 通常 の レ ンズ系 のほか に、 の どの奥 な どを診察す るた め の ファ イバ ス コ

ー プ系 の使 用 も可 能 とな ってい る。 また、 医 師に正 しい患 者 の状況 を知 らせ るた めに、 カ

ラ ー画像 で あ り、解 像 度 は走 査線700本 程 度、 水平、 垂直 の解像 度500本 程 度 の もの

を用 い る。

遠隔 テ レ ビ診察装 置は 、 回線的 には、 遠 隔X線 テ レ ビ装 置 と切換 で使 用 され る。 また、

遠隔 診 察 の空 き時 間、 あ るい は夜 間な どには、 サ テ ラ イ トに設置 されて い るDク エス ト放

映 装置 の受信 端 末 と して も利 用 され る。 場合 に よ っては、 救急 患 者が ター ミナ ル、下位 タ

ー ミナル に運 び込 まれ てきた場 合 に、本 装 置 を用 いて、 サ テ ライ トの救 急 指令 装 置 モ ニ タ

と結 ばれ 、 サ テ ライ トあ るい は タ ー ミナル の医 師 が救 急時 の判 断 に利 用す る とい った使 用

法 も、 当然 考 え られ る もの であ る。

(6)遠 隔 制御 医用 機 器

遠隔 制御 医 用機 器 は、主 と して遠 隔X線 装 置を 中心 とした もの であ り、 本 シス テ ムで は

阿仁 町立 病 院 の ター ミナル と、米 内 沢 の サテ ライ トとの間 に設 置 され て い る。

これ は 、主 と して遠隔 に よる一 般診 療 の 一環 として、遠隔 テ レビ診 察 装置 と回 線を共 用

して使 用 され る。

(7)小 型X線 装置

上小 阿仁 診 療所 の ター ミナル に設置 され る小型X線 装 置 は、 ター ミナル で単体 と して使

用 され る もの であ り、撮 影 されたX線 写 真 は、必 要な 場合 には、 高解 像 度画 像 伝 送装置 を

用 いて、 サテ ライ ト、センター 等 必 要 な ところ へ送 られ る。 この小 型X線 装置 は簡 単 な操作

に より、 均 質化 されたX線 写真 像 を得 るこ とが可 能 な もので ある 。

⑧ 手書 き 書画装 置

手 書 き書 画 装置 は、本 システ ムの屋 布、 八木沢 の下位 タ ー ミナル(tb系)を 除 い て、 、

全 ての場所 に設 置 され、 回線 的 には フ ァク シ ミ リと切換 共用 で使 用 され る。

手書 き書 画装置 は 、各 種 の医学 的 な 指示情 報 、各種 解 析 デ ー タに対 す る医 師 の確 認 サ イ

ン、 あ るい は書 類 な どの事務 情 報 の伝送 に用 い られ る。

(9)患 者 輸送 車

上小 阿仁 ター ミナル に配 置 され る患 者輸送 車 は、

定期 的 に 患者 を送 迎 す る マイ ク ロ バス1台

デ?ン ド方式 に よ り送 迎 を 行 な うマ イク ロバス1台.

で あ り、 定 期路線 方式は 、毎 日複数 回巡 回す る ことを原則 とす る。
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デ マ ン ド方 式 の ものは 、屋 布 、 八木 沢 の ター ミナ ル、 もし くは 家庭 の電話 に よ り、 上 小

阿仁 村 役 場 に連 絡 し、村 役 場 の行 政 無線 を用 いて 、 バ スに連 絡 を行 ない患 者 の送 迎 を行 な'

う。

⑩ 高度 生体 情 報解 析装 置

お よび

⑪ 自動 細 胞 スク.リーニ ング装 置

これ ら、センターに設 置 される機 器は、 センター に固定 の ク ローズ され た もので あ り、通 信

回線 を用 い た他 の レベ ル と の接 続 は行 なわ な い。 解 析 の結 果 は 、 センターの大 型 コンピュー

タに フ ァ イル され医 用情 報 入 出力端 末 等 を用 い て返 送 され る。

⑫ 救急 指令 装 置

お よび

⑬ 救急 指令 装 置 モ ニ タ

本 シス テ ムでは、 救急 指令 装置 は 、鷹 巣 消防 本 部 に、 救急 指令 装置 のモ ニ タが サテ ライ

トに設 置 され、 両 者 は、救 急 発生 時 に緊密 な連 絡 を と り合 い 、効 果 的 な運 用 をは か るも の

とす る。

まず、 電 話 そ の他 の手 段 に よ り、 消防 本 部 の 救急 指 令装 置 に救急 発 生 連絡が 入 る と、 直

ち に本 装 置 に よ りサテ ラ イ トの指令 装置 モ ニ タに も連 絡が 入 り、 担 当 の医師 が待機 す る。

患者 の状 況 に 関す る情報 を も とに、 サ テ ライ トの担 当医 師が搬 送 先を 決 定す る と、 消防 本

署で は この決定 に も とづ き、 救 急車 を 中心 と した救 急搬 送 体 制へ 指示 を出す。 救 急 車 の到

着以 降、 あ るいは そ れ以 前 で あ って も、 何 らか の方法 で現場 と救急 指令 シス テ ム とが連 絡

を とれ る場合 には、 刻 々の情報 を も とに、 サ テ ライ トの医 師が、 応急 の患 者 の扱 い方、 応

.急の処置 、搬 送 上 の注 意 な どを指 示 す る。 消防本 部 の救 急指 令装 置 では、 サ テ ライ トの医

師 の 指示 、 あ るい は状況 に応 じて、最 も適 切 な搬 送 ル ー トを 指示 す る こ とや、 付 近 の ター

ミナルあ る い は開 業医 の も とへ立 ち寄 るこ とな ど、搬 送 上 の指 示 を刻 々行 な う。

サ テ ライ トの救 令 モ ニ タの担 当医 か らは 、 サテ ラ イ トの 医 療部 門 に対 して、救 急 患者 の

状況 、 あ るい は医 用情 報 入 出力 端末 等 を用 い て調 べた 患 者 の救 急 情報 が 送 られ、 患 者到 着

以 前 に効 率 的 な 準備 が 行 なわれ る よ うに手 配 を行 な う。

以 上 の よ うに、 消防本 部 とサ テ ライ トが連 携 して 活動 を行 な うこ と によ り、 効果 的 な救

急 医 療 を 行 な うところ に、本 シス テ ムのひ とつ の特 徴 があ る。

a4救 急 診療 車 ・

これは 、救 急 患者 発生 の場 合 、 必要 に応 じて、 サ テ ライ トも し くは ター ミナル の医 師 が

出動 す るた め の もの であ り、 携帯 用 診 療 ニ ニ ッ ト、簡 易応急 処理 装置、 搭載 用 医 用機 器、

携帯X線 装置 、携帯 用分 娩監 視装 置 等 の携帯 機 器、.お よび 連絡 用 の携帯 用 無線 装 置、 携 帯

用 情 報入 出力端 末 を搭載 してい る。特 に、 携帯 用 情 報 入 出力端 末 は、 音 響 カ プ ラ等 を主 体

と した もので、 医 師が 携 帯 し、電 話 等 を利 用 して情 報 の入 出力 を行 な うもので あ る。
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本 救急 診 療車 で使 用 す る 連絡無 線 は、 鷹 巣消防 本 署 の救急 指 令装 置 経 由 で用y・られ る も

のであ る。

㈱ 携帯 用 診 療 ユ ニ ット、携帯X線 装 置、簡 易 応急 処理 装 置

これ ら の携帯 用医 用機 器 は、 サ テ ライ ト、 ター ミナ ルに設 置 され、 主 として救急 診療 車

に搭載 して 用 い られ る。

閥 患 者監 視 装置

本 シス テ ムで用 い ら れ る患 者 監視 装置 は 、主 に救急 医 療 に使 用 され る もので、 ター ミナ.

ルに設置 さ れ るもの と、 サテ ライ トに設 置 され る もの とが あ る。

まず 、 ター ミナル に おけ る患 者監 視装 置 は、 サ テ ライ トとの遠隔方 式 に よる もの であ る。

ター ミナ ルか ら、患 者 の医 療 情報 が各 種 の端 末 を通 じて、 サ テ ライ トに送 られ て くる と、

サテ ライ トの医 師は これ ら の情報 を も とに、

(1)患 者 をサ テ ライ トへ搬 送

(2)サ テ ライ トの医 師 が 、 タ ー ミ'ナルへ出動

③ しば ら く ター ミナルで様 子 を観 察

とい った判 断 を行 な う。

ω の患者 を サテ ライ トへ 搬送 させ る場 合 には 、移動 系 の中 の機 器 を用 い て、 患者 の監 視

を行 な う。 ② のサ テ ライ トの医 師が 出動 す る場合 に は、 サ テ ライ トの医 師が到 着 す る まで

の間、 ター ミナルの 患 者監 視装 置 を用 い て監 視が 行 なわ れ る。(3)の観 察 の場 合 に は、 あ る

一定 の時 間監 視 が行 な われ
、 この結 果 を もとに、 サ テ ライ トの医師が 次 の判 断 を下 す6こ

.の場 合 、 場 合 に よっては 、 サテ ライ トリ中型 コ ン ピュ ー タに よ り、監 視 の時 期 等 の制 御が

行なわ れ る ことも あ りうる。

以上 の、 ターミナ ルに設置 され る 患者監 視装 置 は 、必 要 に応 じて用 い られ る もの であ り、

必 ず し も通 常 の意 味 で の患 者監 視 装置 の よ うに連 続的 に使用 され る もの とは限 らな い。

サ テ ライ トに設 置 され る患者 監 視 装置 は、 た とえば、 前述 の(1)の場合 の よ うに サ テ ライ

トへ搬 送 され て きた 患者 の監視 に用 い られ る もので あ り、通 常の意 味 で の連続 的 な監 視 に

用い られ る。

⑰ 健 診車

健診 車は 、3台 構 成 で、 搭 載 す る検 査機 器 と しては、 胸部X線 、 胃部X線 、 心 電 図、 血

圧・ 身長 ・体 重 測定・ 肺機 能検 査 ・問 診装 置・ 簡 易検体 検 査 装置・ 採血 採 尿 セ ッ ト・掃 く

健診 装置 な どで あ る。健 診 車 には、 情 報処 理 関連 の機 器 は搭 載 せず、 収 録 された デ ー タを

サテ ライ トに持 ち帰 り処 理 お よび 中型 コ シ ピ・ 一 夕に ファ イルす る。

移 動 系 に よ る健 診 は、 下位 タ ー ミナル、 ター ミナル、 学校 、 公会 堂等 で行 な うもの であ

り、 健 診 の結果 は 、 ター ミナルを経 由 して保健 婦 等 に よ り住 民に通 知 され る。

⑱ 健 診検 査機器

これ は、 サ テ ライ トに固定 して設 置 され るい わ ゆ る総 合 健 診 シス テ ムであ る。 この総 合
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健 診 の予 約 は、 サ テ ライ ト、 ター ミナ ル、 下位 ター ミナル に設置 され てい る医 用情 報入 出

力端末 、 あ るい は電 話 等 を用 い て行 な う。 この健診 結 果は 、 サ テ ライ トの 中型 コ ン ピュー

タに フ ァ イルされ る。

09イ メー ジ フ ァ イル装 置.一 、-t

お よび.

⑳ イメ ー ジフ ァ イル端末

イ メー ジ ファ イル としては センター には特 殊症 例 などの 高度 専門 的な 内容 の フ ァイル、

ザテ ライ'トには 、過 去 の病 歴な どを 中心 と した ファ イルを設 置 す る。

問合 せが 発 生 した 場 合 の こ とにつ い て考 え てみ る と、 た とえ ばサ テ ライ トで は、 まずサ

テ ライ トの イメ ー ジ フ ァイル中 に、 リク エス ト内 容が 収録 され てい るか ど うか を、 中型 コ

ジピ ュ=タ が判 断 す る。 サ テ ライ トに収録 されて い る場 合 は、 イ メージ ファイ ル、 お よび

.静 止 画 像 の 伝 送 装 置 で ある高解 像 度 画像 伝送 装置 を用 い て、 リク エス ト先 の イ メー ジ フ

ァ イル端 末 に伝 送 す る。 も し、 サ テ ライ トの イメ ー ジ ファ イル 中 に、 リク エス ト内容 が収

録 され てい ない 場 合 に は、 中型 コ ン ピュ ー タは、 セ ンターに問合 せを行 なレ＼ センター に収録

され てい る場 合 には 、 センターか ら同様 の操作 により、 リク エ ス ト先 の イメ ー ジファ イル端

末 に結果 が 伝送 され る。 どこに も、 リク エス ト内容 が収 録 され ていな い場 合 には 、 サテ ラ

イ トの コ ン ピュ ー タか ら、 そ の 旨が 回答 され る。

.⑳_フ.rア ク シ ミ リ ー一一・一ー

セシターに設置 されてい る ファク シ ミ リは 、主 と して、 サ テ ライ ト・タ ー ミナル の医 師へ

の文 献 等医学 情 報 の伝送 に、 また、 サテ ライ ト・ター ミナル、 下位 ター ミナ ルに設置 され

てい る ファク シ ミ リは 、 センターおよび上位レ ベ ル か らの 医学 情報 の伝 送 の ほか に、手 書 き

書 画装 置 と同様 の指示 情 報 の 伝送 、 あ るい は書類 な ど事 務 情 報 の伝送 に用 い られ る。

⑳ ・多 重 送受 信 装 置

多 重送 受信 装 置 は、音 声、 画像 、 波形 とい った各 種 の信号 を効 果的 に送 受信 す るた めの

も'のであ ㌧ 本 シ ス テ ムでは 、 センタ三 ・サテライ ト・ター ミナル に設 置 さ れる。 特 に、'サ

テ ライ ト以 下 では 、動 画 の伝送 が行 な わ れ るので、 広 帯域 の多重 送受 信 装 置が 必要 であ る。

㈱ コ ン ピ ュー タ・シス テ ム

本 システムでは、 セン ターに大型 の コン ピ ュー タ、 サ テ ライ トに 中型 コ ン ピュ ー タを設置

す る。 看

セ ジ タ_の 大 型 コン ピュー タの主 な機 能 は、

Lシ ス テム全 体 の管理

2デ ー タベ ース

a大 規 模 デ ー タ解析

で あ り、 サテ ライ トの 中型 コン ピ ュ.一夕の主 な機 能 は、

1.各 サ ブ シス テ ムの情 報 の収 集 、 分 配
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2デ ー タフ ァイ ル機 能 と問 合せ に対 す る応 答.

3.各 種統 計 記録

4.小 規 模 な デ ー タ処 理

5.セ ンター コ ン ピ ュー タの リモ ー トバ ッチ ステー シ ョン ・

であ る。

センターでぱ 大規模 な パ ・チ処 理 と、 オン ライ ン処理 が 要求 され て い る ので、 デ ュ プ レ

ックス系 と してい る。 したが って、 オ ン ライ ン系 ダウ ンの場 合に は、 バ ッチ系 に切 換 え て

オン ライ ン業 務 を続行 で きる よ うにな ってい る。

刷 コ ン ビ ・一 夕システ ムに関連 す る ソ フ トウェ ア

コン ピ ュー タシステ ムに 関連す る ソフ トウェ ア としては、 前述 の機 能 を実 現 す るた め の

各 種 の ものが 設置 され てい る。

特 に、 オン ラ イン制御 関係 の ソ フ トウェ ア としては 、本 シス テ ムで開発 され る

メ ッセー ジ集 配 信 ソ フ トウェア

デ ー タベ ース管 理 ソフ トウェア

タス ク マ ネ ジ メ ン トソ フ トウェア

コ ミュニ ケ ー シ ョン コン ト ロー ル ソ フ トウェァ

等 が置 か れ る。

医 療あ るい は医事 に関 連す る各 種 ア プ リケ ーシ ・ン ソフ トウェ アに関 しては、センター の

大 型 コン ピュ ー タ側 に集 中 して保 管 して お くことを原 則 とし、 サテ ライ ト側 では、 そ こで 『

の機 能 を効果 的 に実 現 す るた め の もの に限 って保 管 す る よ うな体 制 とす る。 この こ とは、

サテ ライ トが 複数 とな る可 能 性も大 きいた め、 資 源の有 効 活 用 とい った観 点 か ら も、 セン

ターにある程度 ソフ トウェア を集 中的 に保 有 させる こ とが好 ま しい と考 え ら れ る こと に よる。

㈱ ネ ッ トウ ーク制御装 置

ネ ッ トワ ーク制御 装置 は、 セ ンター、サテ ライ トに設置 され、画 像 を含 め た 回 線 の効果 的

な 制御 を行な うもので あ る。

ネ ッ トワ ーク制御 装置 は、各 リク エス トの 判断機 能 を もち、 た と えば サ テ ライ トでは、

フ ァク シ ミ リ、 手書 き書 画 装置、 自動 問 診 装置、 電 話、 遠隔 テ レ ビ診 察装 置 、 等 の端 末 へ

の切換 、 あ るい は、 中型 コン ビュ ー タへ 切換 え、 その判 断 のも とに、 イ メー ジ ファ イル、

アナ ログVト リー バル フ ァ イル等へ 切 換 る こ とを行 な う。

この装 置 は 、極 め て高 い信頼 性 を要 求 され るの で、 二 重 化 され た構造 を も ってい る。

4.5フ ロ ア フ フ ン

こ こでは 、各 固定 系 施設 及び 移動 系 の フ ロア プ ランを示す 。.

本 施 設 は、既 存 の医療機 関 に付 属 され る もの であ るので、 必要 と され る部 屋 の大 き さのみ
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を示 す もの と し、 その具 体案 は詳 細 設 計 に まつ。

本 施 設 に設 置 さ れ る機 器 は、本 シス テ ムに必要 な もののみ と し従来 よ り病院 に設 置 され て

い る機器(開 発 に より レベ ル ア ップ した機 器 を含 む)は 除 い てい る。

4.5.1固 定 系

(Dセ ン ターC(秋 田大 学付 属 病院)

セ ン ターは、 計 算 機室 、通 信 機室 、 モ ニ タ室 が主 体 とな る。 表2-11に 部 屋 名 と設置

機 器 及び部 屋面積 をの せ てい る。

。 情 報処 理 室

大 型 コ ン ピュ ー タ シス テ ムを 始 め、 情報 処理 機器、 ファ イル機 器 の本 体が格 納 され る。

各 々の端末 は 別 室 にそ れ ぞれ必 要 に 応 じ設 置 され る。

。 通 信機 室

広 帯 域 多重 送受 信 装 置等 の通 信機 器 が格 納 され る。

。 モ ニ タ室

サ テ ライ トとの コ ンサ ルテ ー シ ・ンに利 用 され る高解 像 度 画像 伝送 装 置そ の他 の端末 各

種 が 設置 され る。

。 そ の他

高度 生 体情 報解 析 装置 、 自動 細胞 スクn－ ニ ン グ装置 、 自動 問 診装 置 は病 院内 の既 設 の

部 屋 に設 置 す る。

表2-11セ ンターCの 部 屋 別機 器 一覧表

部 屋 名 設 置 機 器 部屋の大きさ

大型 コン ピュー タ シ ス テ ム 高 速大 容 量 情報検 索装置

情報処理室 量 子化 画像処理 装 置 イメー ジ ファ イル装置本 体 300㎡

ア ナ ロ グ ・ リ ト リ ー バ ル装 置 本 体

通 信 機 室
広帯域多重送受信装置 ネットワーク制御装置 多重変復調装置

20㎡
.

高 解 像度 画 像伝 送装置 イ メー ジ ファ イル端 末 ファ ク シ ミ リ
モ ニ タ 室 30㎡

医用情報入出力端末

管 理 室
50㎡

休 息 室

備 考 高 度 生 体情 報 解析 装置 、 自動 細 胞スク リーニング装置 、 自動 問診 装置 は病 院 内 に設 置 す る。

(2)サ テ ライ トS〔 米内 沢総 合病院) ,'

。 情 報 処理 室

中形 計 算 機 システ ムを始 め各 種 の医療 情 報解 析装 置、 フて イル装 置 の本体 が格 納 さ れる。
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表2-12に 概 要 を示 してい る。 叉 、各 部 屋 の レ イア ウ トを図2-16～ 図2-19に 示

して い る。

。 遠隔 診察 室

ター ミナル及 び サ ブ タニ ミナルか ら伝送 され る医 療情 報 で医師が 遠 隔診 察 を 行な う部 屋

であ る。 『 、=',

遠隔 テ レビ診 察 装置 を始 め各 種 の医 療情 報 入 出力 装置 が 設置 され る。

救 急 の場 合 の患 者 監視 デ"タ も こ こで処理 され る。

又、 セ ン ター との コ ンサルテ ーシ ・ンの受 発 信 も ここで行 なわれ る。

。 健 診室

従 来 のAMHTSの 部 屋 が これ に あた る。 〆

。 そ の他

この 外 の各 機 器 及 び端 末 は、 病院 内 の既 設 の部屋 に設置 され る。

。 救 急 指令 室(鷹 巣消防本 部)

・・9番 の連編 よ り汲 急 車 の 出動 手配 、 空 ぺ ・ ・の鯨 を行:な う・"}

サ テ ライ トの遠隔 診察室 と連絡 を とり、 救急 患 者 の診 察 及 び監 視 の指示 を 行 な う。

(3巨 一 ミナ ルT・(陀 町立病 院) .:

。 受 、付

概 賭 吸 付 を行 な う・ 過 去 のデ ー ・が 必要 で あれ ぽ醐 騨 入 出力鑓 で デ ー ・拠

集 す る。 救急 指令 装 置 の端 末 もあ る。

患 者 は、 自動 問診 装置 で、 所定 の 情報 を 入 力す る。・

。 遠 隔診 察 室(1)

サ テラ イ トとの間 で遠隔診 察 を行 なう部屋であ る。X線 テ レ ビの 透視 像 もサ テ ライ トに伝

送 され る。

。 遠隔 診察 室(皿)

サ プ ター ミナルta(中 村 、 根子 、 三枚)よ り伝 送 される医療情 報 で遠隔 診察 を 行 な う。

サ テ ライ トと直 接 伝送 す る切換装 置 もこ こに設置 され る。

。 救急処 置 室

救急 患 者 の処 置 をここで行 なう。 サ テ ライ トにて患 者 を監 視 し、 指示 を受 け るこ とが で き

る。

●
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表2-12サ テ ライ トSの 部 屋別 機器 一覧 表

部 屋 名 既存の病院施設に追加すぺき機器 部屋の大きさ 備 考

受 付 ID関 連装置、情報入出力端末 一

事 務 室 一

待 合 室 一

○遠 隔 診 療 室 離 塁灘1購 麟 100㎡
サテライ ト

プ ロアブラン参照

各 科 診 察 室 情報 入 出力 端 末、ファクシミリ、 イメージファイノ端 末
一

X線 室 一

検 査 室 -

一

.

手 術 室 一

.

病 室 一

薬 局 一

一

〇情 報 処 理 室
'

一生体 .、 デ ー タ通 信 制 卸1青
イ メrジ ファ イル、言 デ

ー タバ ンク入 出力 端 末 、 情報 入 出力端 末

150㎡
サテ ライ ト
フ ロア ブラ ン参 照

病 歴 室 ≠㍍ ■ 以 鵠 熱 情強 出力端末 一

通 信 機 室
`広帯域多重送受信装置 一

救 急 処 置 室 一

会 議 室 一

図 書 室 一

調 理 室 『

食 事 室 一

倉 庫 一

車 庫 救急車、健診車、患者輸送車 一

○健 診 室 籠 麟 鍾 伝璽 θ出力端末・ 240㎡
サテ ライ ト
フ ロア ブ ラン参 照

救 急 指 令 室 救急指令装置 42㎡ フ ロア プ ラン参 照

(注)○ 印 は、 既存 の病 院 に 設置 す べ き部 屋 42㎡
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図2-16遠 隔 診 察 室(サ テ ライ トS)
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図2-17 情 報 処理 室(サ テ ライ トS)

一 般 診療 、 救急 、 健康 管理 、 コ ン サ ル テ ー シ ョン、 教 育 、 管 理
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図2-18 健 診検 査室(サ テ ライ トS)

健 康 管 理
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図2r19救 急、指 令 室(消 防 本 部)

救 急
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(4)タ ー ミナ ル(上 小 阿 仁診療 所)

阿仁 町立 病 院 と同 様 で あ るが 、 遠隔 診察 室(ll)が 除 かれ る。表2-13に 概要 を ま とめ

て示 して い る。

⑤ サ ブ ター ミナル(中 村 、 根子 、 三枚)

従来 の出張 診 療 所 に遠隔 テ レビ診察装 置等 を設 け、 ター ミナル の医 師 との間 に遠 隔 診察

を行 な う。

(6}サ ブ ター ミナル(tb)(八 木 沢、屋 布)

自動 問 診装 置 で、 緊急 の場 合処 置 を判断 す る。

表2「13 ター ミナ ルTaの 部 屋別 機器 一覧 表

●

●

部 屋 名 設 置 機 器 部屋の
大きさ

備 考

○受 付
情報入出力端末装置、自動問診装置
救急指令装置の端末

36㎡
、

○遠隔診察室(D
生体情報収集伝送装置、遠隔TV診 察装置
医用情報入出力端末

48㎡

タ ー ミ ナ ル
P

フ ロア ブ ラ ン参 照

遠隔診察室⑪ 蓑亀闘鶏 芳墓置罐匡盤凛鍾
イ メ ー ジ フ ァ イ ル 端 末 、 フ ァ ク シ ミ リ

60㎡

OX線 室 遠隔X線TV装 置 36㎡
ノ

検 査 室 簡易検査機器 一 病院自体に設置の
機器

診 察 室 医用情報入出力端末 一 同上、入出力端末
のみ追加

手 術 室 一 同上、術中監視装
置のみ追加

病 室 一 同 上

○救急処置室 患者監視装置 42㎡
タ ー ミナ ル

フ ロア プ ラ ン参 照

器 具格 納 室 ポ ー タブル機 器 一 病院の部屋を利用

会 議 室 オー デ ィ オ ・ ビ ジ ュ ア ル 装 置 一 同上 、装 置 のみ追

加

車 庫 簡易救急移動施設、自家用車 一 病院自体の施設を
利用

(注)○ 印は既存の病院に新設すべき部屋
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図2-20受 付(タ ー ミ ナ ルTaTb)
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図2-21遠 隔 診 察 室(1)(タ ー ミ ナ ルTaTb)

X線 室
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フ フ ク シ ミ リ'
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一5磨

図2-22遠 隔 診 察 室(n)(タ ー ミナ ルTa)

◆

や

図2-23救 急 処 置 室(タ ー ミ ナ ルTaTb)
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4.5.2移 動 系

サ テ ライ ト及 び ター ミナ ルには、 表2-14の よ うな各 動 の機 能 を もっ た車 を配置 す る。.

(1>健 診車

サテ ライ トに 配備 され、 ター ミナ ル周辺 の住 民 の健 康管 理 のため に使用 され る。

循環 器健 診 車(図2-26)、 周部X線 車、 婦 人健 診 車(従 来 の も の)を1セ7ト として

運 行す るが 、 ス ケジ ュ ール に よ り、個 別の 健診 も可 能 で あ る。

搭 載 医療 機器 は、各 種健 診機器 であ り、 携帯可 能 の ものは車 よ り降 ろ して使 用す る。

健 診地は 、学 校、公 会堂 等を利 用 する。

② 歯科 診療車

サ テ ライ トに配 備 され、 ス ケ ジュ ール に もと づき、 タ ー ミナルの住 民 の歯科 診療 にあ た

る。

(3)救 急 診療 車

サテ ラ ィ.ト及 び ター ミナ ルの 医師 が、 緊急 出動 の際 に利 用す る。 ・

従来 の乗用車 又は ワ ゴンを使 用 し、 携帯 用診 療 ユ ニ ッ ト、 簡易応 急 処理 装置 、携帯 用X

線装 置等 を搭 載 す る。

鷹 巣 消防本 部 救 急無 線装 置を搭 載 し、 救急 指令 装 置 の指 示 に もとつ くこ と も可能 で あ る。

(4)患 者 輸送車

ター ミナルTbの 上 小 阿仁 診療 所 に 配備 され、 定 期的 に巡回 し、 周辺 の住 民 の タ ー ミナ

ルへ の輸送 に あ た る。

行政無 線 を搭 載 し、 ター ミナル よ りの指示 に従 う ことが で き る。

⑤ 救急 車

鷹巣 消防本 部 及 び そ の支 署 に配 備 され、 救急、指令 装置 よ りの指令 に従 い 、 出動す る。

無 線 は、 救急 無 線 を使用 す る。

従来 の救 急車 を使用 する ので、 本 システ ムには 含 まれな い。

■
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表2-14 移 動 系 一 覧 表

A 搭 載 機 器
移 動 系 名 口 数 機 能 及 び 運 用

医 療 機 器 通 信 機 器
備 考

健 診 車 1セ ッ ト 主 に タ ー ミナ ル住 民の健 各 種 健 診機器 図 図 参照
サ 康管理用 (積 み 降 し可 の 循 環 器 健 診 上il.を1セ ッ トと して 運 行

テ

ラ
S周 辺 のサービス も行 な う もの も含 む) 胃部X線 出 するが個別の健診も可

イ 婦 人健診 車 能 で ある。

ト 健診地は公会堂等を利用し健診機器は
S

'

車 よ り降 ろ して使 用 す る

釆 歯科巡回診療所 1台 主 に タ ー ミナ ルめ歯科 診 歯科 治療機 器 従来 の 歯科 診療 巾を これ に あて る
内
沢 療 の ため の亜

簗 救 急 診 療 車 2台 医師の緊急出動用 携帯用診療ユニット 救 急 無 線 従来 の乗用 車 又 は ワゴ ンを これ にあ て る

篇 簡易応急処理装置

態 携借用X線 装置

雪 上 車 1台 手克雪1七子θ)医自1lj緊急 】u動 ノlj 従 来 の雪⊥.車を これ に あ て る

禦及
麟

(救 急1巨) 救急患者輸送 救 急 無 線 従 来 の救 急 車が これ にあ た る

太 シス テ ムには含 まれ ない

部 署

ター ミナル 救 急 診 療 車 1台 医師の緊急出動用 携 吊:用診 療 ユニ 。ト 救 急 無 線 従 来 の乗 用 車又 は ワゴ ンを これ にあ てる

Ta 簡易応急処理提
(阿 仁) 携帯用X線 装置

ターミナル

Tb

救 急 診 療 車 1台 〃 〃 〃 〃

(上 小 阿 患 者 輸 送 車 2台 定期巡回及び指令巡回し 行 政 無 線 従来 の マ イ ク ロバ スを これに あ て る

仁) 患者の輸送にあたる

◎ ■
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5.シ ス テ ムの 運営

本 医療 機器 システ ムは、 医療機 器 シス テ ム プ ロジ ェク ト本 部 の支部 にあた る秋 田 県 シ ステ ム

管理部 に よ り運 営 され る。

本 プ ロシ ェク ト本 部は 、 この医療 機器 シ ステ ムを運 用す るに 必要 な機器 及 び要 員 を調 達 し、

各 関 係施設 及 び機 関 と個 々 に契 約 を結 び、機 器 を設置 す るこ とに よ り、各 施 設間 の協力 体 制 を

強 め、 対 象地域 全 体 の医 療 が向上 す る様Administrationを 行 な うもの で あ る。

各 関係機 関は、 こ の シス テ ムに参加 す る こ とに よ り、従 来 よりの作 業を、 よ り能 率的 に又 、

レベ ル ア ップを した形 で行 な うこ とが で きる。

す なわ ち、 僻 地住 民 は遠 隔 診断 に より通 信 の時 間 及び経 費 を 節約 する こ とが で き、 又、 県衛

生 部は 、県 民 の衛 生統 計 作 成 に 中央 の電 子計 算 機 に蓄 積 され た医 療 デ ー タを充 分 に活用 でき る。

よ って、 従 来 よ りの医 療体 制に変 化 は ない の で、 責 任体 制 も従来 と同様 で ある。

太 シ ステ ム管理 部 は、 現 地 に諮問 委 員会 を設 置 し、 こ こと相談 を しなが ら プ ロジ ェク ト本部

か ら委 任 された予 算、 設備 を 管理す る。

秋 田 県 システ ム管理 部 の諮 問委 員 は、次 の人 に よ り構 成 され る。

セ ン ター関係

秋 田県 知事

秋 田 県衛 生部長 、

秋 田 大学 附属病 院長

秋 田県 消防 本部 長

秋田県 警察 本 部長

秋 田県 医師 会 長

秋 田県 歯科 医師 会長

地 域住 民代 表 一

サ テ ライ.ト、 タニ ミナ ル関 係

米 内沢総 合病 院長

鷹 巣阿仁 広域 市 町村 圏 組合 長

鷹 巣保 健所長

鷹 巣 町長

森 吉町 長

合川 町 長

阿仁 町長

上小 阿仁 村長

北 秋医 師会 長

北 秋 歯科医 師会 長
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阿仁 町 立 病院長

上小 阿仁 診療 所長

鷹巣 消 防署 長

鷹巣警 察署 長

地域 住 民代 表

本 システ ムの機 器 等 は、契 約 を交 した 各施 設 内 に設置 され る。 現在 の建造 物 に収 納 で きな い

場 合 は、本 プ ロジ ェク トが各 施設 に付 属 させ建 築 す る こ と も可能 で あ る。

本 シス テ ムに必要 な医 師、 パ ラ メデ ィカル等 の医 療従事 者 は契 約 を交 した各 施 設 の職 員 で充

当 され る のを原 則 とす る。 但 し、各 施 設 の予算 の 関係 で これ らの職 員 の採用 が不可 能 な場合 は、

本 プ ロジェ ク トが肩 がわ りをす る こ ともあ り うる。

コ ン ピュ ー タ関連 要員 、 保 守要員 及 び事 務 職員 は 、 プ ロジェ ク トの所属 とす る。

■
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第3章 岩手 県岩泉地 区現地 調査

1.岩 泉 地 区 の 概 況

ここでい う岩 泉地 区 とは岩手 県 内15の 保 健所 の うちの 一つ 岩 泉保 健所 管 内 の区 域 を指L

下閉伊(し もへ い)郡 岩 泉町 と田野 畑村 が ふ くまれ る。(図3-1参 照)

L1地 勢 、 気 候

岩 泉地 区 は 典型的 な山地 型 の地 勢 で北 上山 系 に属 す る標 高500～1,000m前 後 の山塊

が連 な り、 そ の北上 山系 に源 を発 す る小 本(お も と)川 が地 区 の西 か ら東ぺ 貫 き太 平洋 に注

い でい る。

小 本川 は流路 の延 長96kmで 、 その 支流 と田 野畑 平地 に わず かの耕地 が あ り、 そ こに集落

が点 在 してい る。(図3-2参 照)

地 区 の範 囲 は 東西51々 刀、 南 北35kmで 面 積 は1,144.6々6に わた って い る。 なか で も岩泉-

町 は 昭和31、32年 に1町5力 村 を合併 し、 面 積98902鰯 で、 わが国 の町 と して は も っ

と も広 い面 積 を有 して い る。 ちな み にそ の広 さは 香川県 の約 半 分、東京 都全 区部 の総 面 積 よ

り350kliほ ど大 きい。

地 区の 東部 は陸 中海岸 国立 公園 に属 す る リア ス式海 岸 で、 隆起 した 海岸 段 丘 や海蝕 崖 な ど

豊 か な景観 を呈 してお り、 海岸 平 野は ない。

内陸 部 は 古生層 の石 灰岩 、 花摘 岩 な どか ら な り、 日本 三 大鐘 乳洞 の一 つ 龍泉 洞や安 家(あ

っか)洞 な ど大小 無 数 の 洞 窟 があ る。 なお本 町 周辺 の水道 は龍 泉洞を 水源 ど し、 良 質 の水が

供給 され てい る'。

気 候は 気温 の 日較 差、 年 較差 の大 きい内陸 性 の気候 を しめ し、降 雪量は 奥 羽 山系 の地方 よ

りは 少 ない ものの冬 期 に はか な りの積 雪 が あ る。 また季 節風 が 山 の背 面 か ら吹 きお ろず、 い

わゆ る山 背風 にさ らされ、 厳 寒期 には零下10℃ 以 下 とな る こ ともあ り、県 内 で も低 温 の地

帯 に 属す る。(図3-3参 照)

1.2人 口 構 成

地 区内 の人 口は岩 泉町20,943人 、 田野畑 村5,194人(昭 和48年5月)で 、 と もに近

*

年、 人 口 の減少、 と くに若 年層 の流 出が はげ し く、 両 町村 と も当初か らの過 疎地 域指 定 団体

とな って6る 。(表3-1参 照)

世 帯 数 は ・6,581(岩 泉 町5,355、 田 野 畑 村1,227、 昭 和47午 国 勢 調 査)と な っ て お り、

1世 帯当 り4.0人 でほ ぼ県 平 均 並 みで あ る。

*過 疎地域指定団体とは人口の減少がはげしく、財政的基盤の弱い地方公共団体で過疎対策

緊急措置法にその基準が定められている。
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また、5才 階 級 別 の人 口 構成 で み る と若 年 層が極 端 に少 ない 「ひ ょうたん型 」 を しめ し過

疎 化 の傾向 が は っ き り と出 てい る(図3-4参 照)。 なk・地 域 内 の各集 落(合 併 前 の旧村)

ご とに みた人 口お よび人 口密 度 等 は表3-2の ご と くで あ る。

1.3産 業taよ び 就 業 構 造

地 区 内 の産 業 は主 と して酪 農 お よび 林業 であ り、 沿 岸部 では磯 漁業 が 営 まれ てい る。

米 ・麦 な どの栽培 農業 は耕 地 面積が 少 ない(林 野108,264hava対 し耕地Z966haと 極

端 な差が あ る。)た め 、ほ とん どが小規 模経 営 であ る。

地 区 内農 家 のほ とん どが 酪 農 を営 み 、 農家1戸 当 り平 均L6頭 を飼 育 し、 乳 牛 と肉牛 との

割 合 はほぼ2:1で あ る。

就 業 構造 につ い てみ る と就業 者総 数IZ581の うち、 第 一次産 業 に属 す る もの6,995

(54.4%)、 第 二次 産業 に属 す る もの2,182(16.9%)、 第三 次産 業 に属 する もの

3,674(28.6%)と な ってお り第一 次産 業 の 占め る割 合が 大 きい。

地場 産 業 と して は木 材 チ ップ の生産、 製 材業 等、 森 林 資 源に 依 存す る もの のほか は 目立 っ

た ものは な く、 い きお い酪 農 、観 光事 業 に頼 ら ざるを得 な い傾 向 にあ る。

また、 農家 の現 金収 入 の手 だて と して、 出稼 ぎの 占め る役割 も大 き く、ほ とん どの農家 の 青

・壮 年 が東京 方面 に働 きに 出 てお り
、 在 宅 す るのは冬 期 間 の僅 か数 ヵ月 間 で あ る。

L4道 路 、 交 通 、 通 信

岩 泉町 を中心 と して盛 岡、 宮 古、 久 慈 の各 都 市 に至 る道 路、 鉄道 網 は 図3-5の よ うにな

って い るo

地 区 内 の道 路は全 般 的 に まだ整備 され てお らず、国 道 、 県道 の一部 を除 き、 ほ とん ど未舗

装 とな ってい る。 、

しか し乗用 車程 度 の車 で あれ ば 、 さ ほ ど通行 に困難 は な く、 また 随所 に 林道 が通 じてお り、

一 応 の交通 は確 保 され てい る
。

鉄道 は 盛 岡一 宮古 一釜 石 を結 ぶ 国 鉄山 田 線 と接続 す る岩 泉線(茂 市 一岩 泉間38.4km)が

昭 和46年 に開通 した。(な お岩 泉 一小 本 一田老間 は 計画 絡 線 とな って い る。)岩 泉線 は1

日に上 り5本 、下 り6本 の列車 が 運転 され て い るが、 接続 が悪 いた め、 宮 古 まで1時 間半 、

盛 岡 までは約4時 間 を要 す る。

バ ス は岩 泉町 を 中心 に国 鉄 と県北 パ ス とで 主要路 線が運 行 され て い るが 冬期 間(ll月 ～

3月)は 久 慈線 盛 岡 線 な ど一 部 の路 線 が積雪 の ため 運休 され るの で、 この間 にお け る交通

の確保 はむ ずか しい 。路 線 バ スの な い 一部 の僻 地 で、 町 の委 託 に よ るマ イク ロバ スが運 行 さ

れ てい る ところが あ る。(図3-6参 照)

地 区 内の通 信 の状 況 と しては 町 の 中心 部 に局 線(ダ イヤ ル 即時通 話 ので きる市外 回線)が

設置 され てお り、 加入 者 約1,000と な って い る。

呼

冑
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僻 地 地 区 では 地域 集 団電話(磁 石 式)が 約2,200ほ ど架 設 され てい る。 地 域集 団 電話 の加

入率 は平 均70%、 地 区 に よ り90%に 達 す る部 落 もあ る。(図3-7参 照)

市外 回 線 の ルー トは現在 は盛 岡か ら宮 古 を経 て岩 泉 に至 る1ル ー トであ るが、'ほか に 久慈

を経 由す るル ー トが計 画 さ れ てい る。

1.5住 民 の 生 活 等

岩 泉地 区 で は、過 疎 化 の波 に あ らわ れ、 従 来 か らの 生活 パ タ ー ンを維 持す る こ とが 困 難 と

な った部落 が ふえ て お り、 この対 策 と して小 ・中学 校(分 校をもふ くむ)など公 共 施設 の統 合、

廃止 がす す め られ て い る。(昭 和47年5月 現 在、 小学 校45、 中学校16校 でそれぞ れ前

年 に 比 し1校 、6枝 城、表3-3参 照)

地 区 の生 活 圏 は 隣接 の田老 町、新里 村な どと ともに宮 古地 方生 活 圏 を形 成 してい るが、 過 疎

化が すす めば 町 中心 部 あ るい は 宮古 市へ の依 存度が 強 まる もの とみ られ る。

今 後 の地 区 内 の開 発 計画 と しては、 林業 お よび畜産 の振 興、 道路 の整備 、 三陸 縦 貫 鉄道 .

(田 老 一久 藩 閥)の 建 設促進 、 観 光事業 の推進 な どが あげ られ ている。
→

岩 泉町 にお け る町 民 生活 の概 況 を図3-8に しめす。

◆

●
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表3-1岩 泉地 区入 口 の推移(資 料6よ り引用)

昭和35年 40年 45年 47年 48年(5月)

岩 泉 町

田野 畑 村

27,813

6,585

24,846

6159

22177

5412
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己293

2α943

5194
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図3-4岩 泉 地 区 の 人 口 構 成(5才 階 級 別 ・昭 和45年)(資 料4よ り引 用)
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表3-2岩 泉 地区 の面 積、 人 口、 世 帯 数(昭 和46年)(資 料4よ り引用)

■

面 積 届 人 口 世 帯 数 人口密度1鰯 1世 帯 当

り 人 口

総'数 1,144.66 27,053 6,591 2a6 ・4
.0

岩

泉

町

総 数 98902 21,719
「

5,376 220. 4.0

岩.泉 174.20 7,830 2135 44.9 37
.

小 本 4{L12 皐68 714 64.5 44

有 芸 7913 749' 168 95 4.5

安 家 207.99 2046
L

432 98'

シ

4.7

大 川 30(覧08
L

3279 678 1α7 48

小 川 17250 己559 1,249 322 ▲5

田 野 畑 村 15564 己334 1,215 3↓3 4.3

注 町村人口は県統計調査課調、地区人口は岩泉町調

、02〔P-一 一
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表3-3岩 泉町 の小 中学 校 の状 況(昭 和46年)

小 学 校

学 校 名, 学 級 数 分 校 数
児 童 数 教 員 数

男. 女 計 男 女 計

岩 泉 小学校 33 6 440 姐8' 858 22

』

19 41

二升石小学校 7 1、 61 49 110 5, 4 9

猿 沢小学校 3 一 22 2r 43 3 1 4

大,ll小 学 校 8 1 82 84 166 5 6 U

浅 内小学校 6 一 71 62 . 133 6 2 8

釜津田小学校 12 2 113 103 216= 8, 7 15

権 現小学校 2
一

10` 9、 19 ・2 1 3

小 川小学校 9 1 120 134 254 6 6 12

門 小学校 14 1 180 170 350 7 11 18

中 沢小学校 6 一 49 45 94 4 4
・8'

.国 見 小学 校 6 .一 57 61 118 5 3 8

安 家小学校 17 4 139 151 290 14 5 19

大 平小学校 6 1 46 42 88 4 4 8

有 芸小学校 10 .4 56 55 111 8 5 13

小 本小学校 14 2 142 141 283 8 8 16

中 里小学校 7, 1 56 52 108 5 4 9

計 1601 24 1,644 1,597 3,241 112 90 202

中 学 校

●

学 校 名 学 級 数 分 校 数
生 徒 数 教 貝 、数 ・

男 女 計, 男 女 .・ 計

岩 泉中学校 17 2 261 277 538 20
'10

30

大 川中学校
,

3 一
'

68 53 121
亀5

1 6

浅 内中学校 3 一 51 42 93 3・ 3 6

釜津田中学校 7 2 61 52 113 10 4 14

権 現中学校 1 一 G ・6一 "12
2 一 2

小 川中学校 12 1 177 191 368 16 ・6'. 22

国 見中学校 3 一 28 36 64 5 1 6

安 家中学校 6 一 98' 71 169 11. 3 14

大 平中学校 3 一
.33 26 59 4 2 6

有 芸中学校 5 1 34 41 75 8 2 10

小 本中学校 、8
一 127 140 267 11 4 15'

計 68 6 944 935 1,879 95 36 13i

●

資料 岩泉町町勢要覧'
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2.岩 泉 地 区 の 健 康 と 医 療 の 概 況

岩 手 県 は林 野面 積 の 占め る割 合が78%と い うこ とに示 され る ご と く平 野部 が少 な く、 そ れ に

対 応 して無 医 地 区は県 内168地 区 を数 え、 岩 泉地区 は県 内 で も有数 の僻地 であ り、 地 区内 医療

施 設 は僅 か18「 母子 健 康 セ ン ター、 助産所 を除 く)、 無 医地 区 は16に も達 してい る。(図3

-9
、表3-4、 表3-5参 照)

地区 内 は平 野部 が きわめ て少 な く、集 落 が タコ足 状 に延 び る道路 に沿 って点在 し、16の 無医

地 区が 地 区内 の全 域 に わた り散 在 し、無 歯科医 地 区 も17に 及 ぶ 典 型 的 な 気 候 寒冷 な山地 型僻

地 で あ る。 かつ ては主 要 な木 炭産 地 と して一 つ の経済的 な基 盤 を も ってい たが 、急 速 に進 む燃料

事 情 の変 化、 現 金収 入 を出稼 ぎに頼 らざる を得 な い経済 社 会 の変 化 の波 に あ らわ れ て過 疎 化のひ

ず みが 当地 区 の医療 の現 状 に もさま ざ まな形 で反 映 してい る。

生活 保護 を受 け る者 、 全国1.29%、 岩 手県1.93%に 対 し、 当地 区 では地 域により10%近 く

に もな る。 国 保 加入 率 は、全 国40.1%、 岩手 県52.2%に 対 し、 当 地区 は約70%の 高率 で、

国 保被 保険 者1人 当医療 費、 保 険者 別 受 診率 も表3-6の ご と く、 県下 で も最 も低 い方 であ る。

(受 診率 は 昭和46年 全 国平 均471.22%に 対 し第43位411.46%)

5

2.1岩 泉 地 区 医 療 の ニ ー ズ 、 特 色

主 と して人 口動 態、 医療 資 源 を 中心 に とりあげ る。

(1)人 口動 態

・ 出生 率

出生 率 は全 国順 位 で本 県 は11位 であ り、県 内をみ る と県北 の過 疎地 が 高 く岩 泉地 区 も

これ に該 当 し17.7人/人 口1,000人 で ある。(表3-7参 照)

・ 死亡 率

死亡 率 は全 国順 位 で は中位 以 下(全 国6.5人/人 口1,000、 県7.5人/人 口1,000)

で、県 内で は沿岸 部 が低 く岩泉 地 区 は7.9人/人 口1,000で 年次変 化 も横 ば いで あ る。

(表3-7、3-8、 図3-11参 照)

・ 死 因

つ ぎに死 因別 の特 色 をみ る と、 主要 死 因 の順位 は 「脳率 中」 、 「悪性 新 性物 」 、 「心臓

疾 患」 で あ り、本 県 も 全国順 位 と同一 で あ る。 「悪性 新性物 」 、 「老 衰」 、 「結 核 」 はわ

ず か な が ら全 国 より低 く、 他は 高率 で ある。

死因 中最高 率 で あ る脳 卒 中に つ い ては、 岩 手県 は5位 で、県 内 では 県 南が 多 く当地 区は

218人/人 口10万 で あ る。(全 国 平 均170人/人 口10万)(表3--9、 図3-12

参 照)

・ 乳 児死亡

年令 別 死亡数 の中 で 、乳 児死 亡率 が 全国 に比 し本 県 がい ち じる し く高 い。(表3-10)
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死 因別 状況 は、 表3-11(県 のデ ー タであ るが 、 死因 と して は当地 と類 似 してい る と思

わ れ る)の とお りで あ り、 肺炎 は年 次 推移 の上 で相 当に減 少 してい るが なお 高 率で あ る。

・注 目す べ き もの と しては先 天性 奇形 が 次第 に増 加 して い るこ とで ある。

・ 死 産 、 周産 期 死 亡

死 産 、 周 産 期 死 亡 は 表3-8、 表3- .10、 図3-13に 示 され て い る,とお り次 第 に 減

少 しつ つ あ る。

ポ 婚 姻

婚 姻 率 は 入 口1,000人 対 比 で 、 全 国1.05、 岩 手 県7.9、 岩 泉6.8で あ り、 僻 地 の 多 い

当地 区 の結婚適 令期 者 数 の少 な い ことの あ らわれ といえ よ う。

(2)疾 病 の特色

特 徴 的 な傷病 と して以 下 の ような ものが あ る。

、..虫 さ され 安 家 診 療所 等 に は蜂 に さ され た患者 が来 院 してい る。(こ れは こ

の地 区 で はか な り多 く、・他 の地 区 で も同様 で あ.る。)

・ マ ム シに よる咬 傷 … マ ムシ 酒を造 る 目的 で つか まえ た ものに咬 ま れ る とい う例 が 多 い。

(歩 行 中不意 をつ かれ る こ とも多 い。)

・ うる し負け

・ 肩、 腰 の痛 み … ……重 労働 のた め

・ 感 冒 住居 が粗末 で、 冬 季 の室 温低 下 に よるのが 原因

・ 救 急

救急 の対 象 となる傷病 として多 い も のは盲 腸、 作業 中 の事故(手 足 の指 の 切断)が ある

が 、都 市 と異 り出産 の救 急 は ない。(僻 地 では救急 用 に 自家 用車 を使 って も間 に合 わ な㌦)

交通 事故 は林 業 関係 の トラ ック の運 行 が 多 い こと、 自家 用車 の普 及率が 高 い こ と、 道路 事

情等 もあ ってか県下 小都 市 並 みで意 外 に多 い。

・ 性 病'・

大 川 診療 所長 の話 に よれば 当地 区 で は性 病が 無 い との こ とで あ った。

・ 結 核

・本 県 の結 核 につ いて は
、 り患率 、死 亡 率 ともに次第 に減少 してき てお り、県 と全 国 平均

とは殆 ん ど同 じで あ り、 わず かな が ら本県 が 低 い。(表3-12、 図3-14参 照)し か

し、岩 泉地区 についてみると表2-9に 示 さ れ てい る とk・・b、 り患率 が 高 く(昭 和46年2'

月現在 の登録 患者 数156で 、 本表 の県 、 全国 との比 較数 値 は これ を り患率 とみ な した)、

在 宅 療 養が半 数以 上 を 占め 中高年 令層 と低 所得 数 に偏 在 してい る。 ま た死亡 率 につ い て も

県 平 均 の2倍 とな ってい る。

㈲ 医 療 資源(表3-5、3-14～19、 図3-15参 照)

ア.医 師 ・薬 剤師 、"

医師 数 は年 次 推移 の上 で は全 国 と県平 均 の差 が 次第 に縮 ま り(図3-15)、 よ うや く差
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`

が 無 くな ったが(全 国12人/人 口1万)、 医師 の偏在 が甚 し く県 北 は極 端 に 少 ない。 岩

泉地 区 は5～6人/人 口1万 で あ る。

歯科 医師 数は本 県 は全 国 で最 低 の24.8人/人 口10万 で、 年 次推移 の上 で も横 ば いで

あ り、岩 泉地区 は さ らに ひ ど く、 実数 で3名 のみ で、 率 でみ る と11人/人 口10万 であ

る。

薬 剤 師数 は全 国80人/人 口10万 に対 し岩手 県45人/人 口10万 、 当地 区 は1名 の

み で比 率 では4人/人 口10万 と少 ない。

イ.医 療 施設

病院 に関 す る特 色 は、 そ の開設 者 状況 で あ り、全 国 では個 人経 営が40%で 首位 であ る

の に対 し、 本県 で は公 立 が50%で 首 位 で あ る。

病院 ・診療所 が 独立 して運営 す る場 合 の欠点 を カバーす るた め に当地 区 で は、部 分 的 に

系 列化 が な され てお り、 「岩 泉済 生 会 病 院系」 、 「宮古 県立 病 院系」 、 「町営 系 」、 「個

人 経営 」 が ある。 さ らに済 生 会 岩 泉病 院 自身 は岩手 医大 と連係 してお り、 当病 院 医 師は常

勤2人 、 非常勤3人 で、 この非 常 勤医 師 は岩 手 医大 より派 遣 され てい る。 岩 泉病 院 で以前、

脳 外科 手 術 を した際、 岩手 医大 よ り医 師が 派遣 され て手術 が行 なわれ た こ とが あ る。

本 県 の特 徴 と して国 保 の直営 医療 施 設 が非 常 に多 い(本 県以外 には殆 ん どない)こ とが あ

げ られ、 これ は住 民 の ニ ーズ か ら発 した歴 史的 背景 を も ってい る。

ウ.保 健 婦

保 健婦数 は、当地 区 で 国保 保 健婦5人(昭 和47tEE県 下総 数282人)、 保 健 所保 健婦4人 で

あ る。(国 の保健 婦数 規 準 で は11入)。 しか も保 健 婦 と しては、 一身上 の事 情 を含 む種

々の 事情 か ら僻 地 常駐 勤 務 が なか なか 受 け入 れ られ ない とい う状況 が あ る。

(4)僻 地 医 療 サー ビス の実 態

ア.僻 地 診療,

前述 の ように無 医地区 が 多 く、 交通 の便 が悪 い当地 区 で は、 以 下 の ような僻 地 巡回 診療

が 行 なわ れ てい る。(表3-20参 照)

そ の 一年 間 の状 況 は町 役 場が 主 体 とな り一般 診療 が4地 区 でそ れぞ れ8回/年 ジー プを

使 って行 なわれ 、受 診老 死 数 は 巡回 診療 対 象地 域 の入 口に ほぼ等 しい数 に な ってい る。 耳

鼻 科 の検 診 が4地 区 で各1回/年 行 なわ れ 、人 口の約1割 が 受 診 し、 そ の内 の半 数 が要 治

療 者 で あ った。 一方 県 が行 な う もの と して無歯 科地 区巡 回 診療 が5地 区 で 、1回 に つ き3

日間 連続 して行 な われ 、抜 歯 、アマルガム充 填等 の処置 が なされ てい る。`

イ.保 健 衛生 活 動

・ 成人 病 対策

成人 病対 策 と して保健 所 が 住 民の希 望 に より集 団検 診 を実 施 し、 血圧 測定 、 尿検 査 、 心

電 図 、 お よび眼底 検 査 を実 施 してい る。(表3-21、 図3-16参 照)
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・ 母 子衛生

県 は母 子 衛生 関 係 と して、 昭和33年 以 来 母 子健 康 セン ターの設立 を進 めてい るが、昭 和

47年 迄 に累計30ヵ 所 に及 ん でい る。 岩 泉町 には 昭和44年 に設立 され た。

全県 を あげ ての無 介 助分 娩 ゼ ロ、 乳 児死亡 ゼ ロ運 動 の成果 と して、岩 泉地 区 も乳 児死亡

が 漸減 してい る(図3-13参 照)が 、 なお県 下 で も高 死亡 率 の地 域 に入 る。(昭 和47年

17.07%)

前述 の ように乳 児、 胎 児 の死亡 が 多 い こ とに対 し当地 区 で も保 健 所、 母子 健康 セ ン ター

が 中心 とな り妊 産 婦 に対 す る保健 衛 生指 導 を行 ない 「乳 児 死亡0運 動」を展開 してい る。 し

か し、現 在 で も少 な くな った とは いえ無介 助 分娩 が ま だ平均11%(県 平 均0。9%)、 と

くに安 家 、有 芸、大川 地区は35～50%の 高 率 で あ り、根 深 い因 習 な ど もあ りこれ以 上 の減

少が む ずか しい のが現 状 で あ る。(図3-17、18、 表3-22参 照.)

妊 産 婦、 乳 幼 児、3才 児保 健 指導 な ど と共 に、 くる病検 診 も実 施 してい る。(表3-

23参 照)

・ 結 核健 康 診断

結 核健 康診断 の受 診率 は71.6%で そ の うち事 業 所 、学校 等 をのぞ く一般 の受 診率 は

57.1%と 低 く、未 受 診者 に 潜在患 者 が 多 い と考 え られ る と ころか ら受 診率 の悪 い階層 や、

地 域 の受 診勧 誘 に努 力 してい る。(図3-19、 表3-12参 照)

・ 保健 相談

通 常 の保健 衛 生活 動 の他 、 保健所 か ら遠 隔 の地 で、 保健 衛生上 の指導 を必 要 とし、 保健

所 の利用 に恵 まれ ない地 区 で23カ 所 に対 し、 健康 相談 、栄 養 指導 、 衛生教 育、 衛生 検査

等 の保 健 所活 動 を浸 透 し、 住 民 の健 康 の保持 増 進 を図 る ため、各 種 の 活動 を実 施 して いる。

何 らか の異 常が み られ、 指導 の必 要な 者 が 多 く発 見 され てい る。 お もな相談 実 施項 はつ

ぎの とk・りで あ る。(回 数 は昭和46年 実 施 の もの)

成人病相談

母子相談

血液型検査

栄養指導

衛生教育

水質検査

23回

12〃

4〃

12〃

11"

7〃

● 保健 婦活動(表3-24参 照)

保健 婦活 動 は、 家 庭訪 問 と家庭 訪問 以 外 の活 動 に要 約 され る。 県下 で従 事 す る保健 婦数

は 、保健 所90人 、 市 町村(国 保 保 健 婦)268人 で ある(昭 和46年)6岩 泉地 区 では

保健 所4人 、 町役 場5人 計9名 で定 員11名 を下 回 わ る。(昭 和48年8月 現在)

保 健所 では 昭和46年 家庭 訪問 世 帯数 県 合 計24,386で 前 年 よ り1,708世 帯 多 い 。また対

象別 で は県 下 被訪問 延 数 の42.8%(昭 和46年)が 結 核 で、 前年 よりや や増 加 し(岩 泉
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地 区 では 昭和47年27.6%、 前年27.3%で 微増)、 妊 産婦 乳幼 児関 係 は県 下 で昭和46

年29.9%と 前 年同 様(岩 泉地 区 昭和47年37.2%、 前 年40.9%で 減 少)で あ る。 年 々

増 加 の傾 向 に あ るのは、 精 神 障害 と成 人病 で あ る。(岩 泉地区 昭和46年7.0%、 昭和47

年8.7%)

そ の他の業務 は 報告 事務 を 含 む事 務 作業が 主 な もの であ るが、36.5%と い うの は 、 太

来 の 業務 か ら考 え る と医療機 器 シス テ ムでサ ポー トで きる部 分 で あ ろ う。 ち なみ に和歌 山県

にお け る保健 婦 の活 動 目標 を戸別訪 問1/3、 事 務処 理1/3、 そ の他1/3と してい る。

前述 の 町役 場 勤務 の保 健 婦 とは国保 の保 健 婦 の こ とであ るが 、保健所 保 健 婦 と相 互 に連絡

を とり合 い協 調 して保健 活 動 を行 な ってい る。 岩 泉 保健所 の人 員配 置 を表3-25に 掲 げ る。

●

■
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↓
o◎

、

⑳ △眉創

坂 本 大平

445445

⑳

⑧
繍 ③

貧 薄田

⑳ 誉倉・
一極 森
△

大 川

lO～O

安 家

1200

里割

ρ①

大 川

縮 鞭

⑳

年 々

31「T

△高寿山

⑳ 隠

題⑧⑤
・

⑳

⑳

結 ぶ

1・1・98

岩泉地区無医地区お よび医療施設分布

小 本

240

区
口

地
人

医
家

無
対

区
口

馳
入

館
象

無
対

○

○
● 病 院

○ 診 療 所

① 歯科診療所

無歯科医地区の対象人口が無医地区

の対象人口と同じ場合は省略

■
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表3-4岩 泉地 区無 医地 区 一覧表

、

地 区

人 口

最 寄 りの 医療
機関までの状況 最 寄 り の 医 療 機 関

区 分

施 設 名 開設者
病床

規模

医師

人員市町村名 地区名
距 離

(たη)

時 間

(h)

病

院

診
療
所

岩 泉 町 坂 本 445 14.0 0.30 ○ 安家診療所 済生会 0 1

〃 年 々 317 54 0.20 ○ 〃 〃 0 1

〃 江 川 162 7.4 0ユ5 ○ 〃 〃 0 1

〃 滝 ノ上 77 7.6 α25 ○ 県立釜津田診療所 県 0 1

〃 種 倉 209 &2 0.25 ○ 〃 〃 0 1

〃 宇津野 66 &9 α20 ○ 国保大川診療所 町 6 1

〃 鼠 入 581 11.0 0.35 ○ 済生会岩泉病院 済生会 2

〃 猿 沢 231 11.1 α25 ○ 〃 〃 2

〃 沢 中 171 72 0.20 ○ 〃 〃 2

〃 栃の木 389 50 α15 ○ 済生会有芸診療所 〃 0 1

〃 権 現 468 150 030 ○ 小川診療所 個 人 12 1

〃 浅不動 253 70 0.25 ○ 〃 〃 12 1

〃 田 山 978 91 0.30 ○ 〃 〃 '12 '1

田野畑村 北 山 502 130 1.00 ○ 角田病院 〃 1

〃. 細 沢 487 &0 α30 ○ 沼袋診療所 村 0 1

〃 猿 山 486 1&0 1.10 ○ 浜岩泉診療所 ノノ 0 1

(資 料:昭 和47年 度 医 療施 設 調査 、 資料3よ り引用)

■
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表3-5岩 泉地 区医 療関 係 施設 一覧 表(資 料4他 よ り引用)

病 院 ・診療 所 名 所 在 地 診療科 目 開設者 病床数 医師数 備 考

済 生 会 岩 泉 病 院 岩泉町中家 内 ・外 ・産
岩手県
済生会

118 4
看 ・准看 計17

薬 剤 師2

済生会有芸診療所 "上 有 芸 内 ・外 〃 0 (1)
僻地診療所
(出張)

〃 安家診療所 〃 安 家 'ノ ノノ 2(o) 1

;小 川 診 療 所 〃 門 〃 個 人 12 1

国 保 大 川 診 療所 〃 大 川 〃 岩泉町 6 1

釜 津 田 診 療 所 〃 釜 津 田 〃 岩手県 1(0) 1 僻地診療所

国保 小 川 診 療 所 〃 門 〃 岩泉町 12 0 休 止 中

唯 々 木 医 院 〃 村 木 〃 個 人 6 1

づ

佐 々 木 医 院 〃 小 本 〃 〃 12 3

三 省 堂 医 院 〃 村木 〃 〃 12 1

工 藤 医 院 〃 小 川 〃 〃 0 1

金 山 歯 科 医 院 〃 小 川 歯 〃 0 1

林 歯 科 医 院 〃 村 木 〃 〃 0 1

国保 田野畑診療所 田野畑村平井賀 内 ・外 ・歯 田野畑村 18 歯1

浜 岩 泉 診 療 所
'

〃 浜 岩 泉 岩手県 0 (1) 僻地診療所
(出張)

沼 袋 診 療 所 〃 平 井 賀 〃 0 (1)
僻地診療所
(出張)

角 田 医 院
'〃 羅 賀

個 人 0 1

アオ キ 歯 科 医院 〃 島 の越 歯 一 1 休 診 中

岩 泉 母子健 康 センター 岩泉町中家 岩泉町 6

佐 々 木 助 産 所 〃 大 田 一 個 人 0 一

畠 中 助 産 所 〃 小 川
二

〃 0 一

(注)一 般 診療 所14(う ち1ヵ 所 休 診)国 保 小 川 診療 所(門)(施 設 を開業 医に貸 与 休止 中)

.歯科 診療所3(〃)ア オ キ歯科(老 令病 弱 の ため廃 止 方 指導 中)

有 芸 、浜岩 泉、 沼 袋の3診 療所 は出張 診療 時 医師充 足 の形 なの で()内 で示 した。

纏 議 所}の 病床は殆ど利用・れてい・い一 病階 一移送のため
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表3-6岩 泉地 区 国保 受 診率 、1人 当 り療 養費(昭 和47年)

順 位 市 町 村 名 受 診 率 順 位 市 町 村 名 1人 当 り療養 費
φ

1 湯 田 町 577.40 1 花 巻 市 32,732

2 北 上 市 545.74 .2 盛 岡 市 32,002

3 盛 岡 市 52a57 3 北 上 市 3α671

'

i … :

61 岩 泉 町 39916 53 岩 泉 町 19,010

62 田 野 畑 村 29686 60 田 野 畑 村 17,260

県 平 均 43&64 県 平 均 25,157
1

(資 料5よ り引用)

●

●
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表3--7町 村 別 、 地 区 別 人 口 動 .態実 数 及 び 率

.(昭 和46年 度)

一
〇。
N

入 口

出 生 死 亡 自然増 加 乳 児死 亡 新生児死亡
・1

周 産 期 死 亡 死 産
.

婚 砥 離 婚 低体重児.
総

数

男

.

女

凶
畢

数

.男 女 率

縫

数

男 女 率

総

数
1

男 女 率

総

数

男 女

1

率

総

数

生末
役満
七死
日亡

「八上

;死
以亡

率

.総

数
馴 女

;

不

詳

孝

寧

数

峯

実

数

}

蓬

実

数

率

聡 叡 27β53 478 747 231 17.7. 2ハ4

`

130 84 7.9 264 117 147 98 161 7 9 335 8 4 4 16.8 9 5 4 188 32 15 10

「

7 628 IH5 68 10 0.4 27 5.0

,

岩

泉

町

総数 21ご7ハ9
.
393 207 186 `且1 177 ハ13 64 &ハ 216 94 122 100 15 6 9 383 8 4 4 20.4 7 5 2 17.8 27 13 8 6 648 134

--

63

6.2

.・-

80

5102

■　 一一 「

`ノ
| q1

24

9

6」

臼

'

岩泉 7β30 140 ワ4 66 17.8 46 30 `6 s.7 94 44 50 121 49 3 1 2且8 3 2 1 2L6
.

4 3 1 288 13 8「4 1 85.5

小本 3L168 53 28 25 167 35 25 ,0 11.0 18 3 15 a7 1 1 Iag ' 1 Iag 2 1 1 37.7 4 1
12

1 70.2 24 7.6 .1 0.3 2 3.7

有芸 749 12 5 7 16.0 `0 6 4 134 2 △1
,

3 24
.

P

i
11)6フ 3 4.0 2 1.6

安家 2046 28 16 12
.

137119
、

13 6 駄3 9 3 6 4.4 3 ハ 2 107」

9

2 1 1 71.4 1 1 35.7 2 2 66.7 8 39 1 《L5 2 7.1

大川 3279 59 32 27 180 2」 ■s 6 6.4 38 17 21 lL6
.

7 4 2 1 |3 4メ) 2 3」

づ州 5559 1IDl 52 49 1は2 46 24

・

22 83 55 28 27 99 7 2 5 69.3 2 1 1 198. 1 1 9.8 23 4.1 2 04 7 6."

田野畑村 鼠334 85 40145 `5.9 37 17 20 7.1 48 23 25 a8 1 1 11.8 2 2 235 5 2 2 } 55.6 51

.

96 5 0.9 3 3.5

県 136Z386 21β00 15.9 Io225 7.5 n374 &4 357 16.5 230 196 460 2L3 1,696 7z8

.

m.700 79 1,052 o.8 1,194 55

(質 料4よ り引用)
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表3-8 岩泉保健所管内年次別人口動態実数及び率

年 人 口
出 生1死 亡 乳児死亡 死 産 婚 姻 離 婚 自然増加

実 数 率 鍛 率 鍛 率 頬 率 実数 率 鍛 率 難 率
,

31 34,471 1,085 3.13 348 10.1 72 66.7 51 45.1
1

234 6.8 13 0.4 737 21.2

32 34,413 983 28.6 370 10.8 63 64.1 65 62.0 230 6.7 20 0.6 613 17.8

33 34,783 1,056 30.4 309 8.9 72 68.2 84 23.7 254 7.3 26 0.8 747 2L5

34 35,202 926 26.3 297 8.4 74 79.9 68 68.4 247 7.0 11 0.3 629 17.9

35 34,398 904 26.2 320 9.3 53 58.6 79 80.4 270 7B 10 0.3 584 17.0

36 34,360 856 24.9 296 8.6 57 66.6 ・58 63.5 234 6.9 23 0.7 560 163

37 34,145 809 23.7 317 9.3 40 49.4 60 69.0 287 8.4 12 0.4 492 14.4

38 33,486 753 225 249 7.4 44 58.4 57 70.4 234 7.0 19 0.6 504 15.1

39 32,892 749 22.8 267 8.1 34 45.4 60 74.2 230 7.0 13 10 .4 482 14.7

40 31,005 678 21.9 305 9.8 41 60.5 51 70.0 214 6.9 16 0.5 373 12.0

41 30,278 471 15.6 268 8.9 28 59.4 55 104.6 181 6.0 20 0.7 203 6.7・

42 29,775 599 20.1 217 7.3 19 3L7 36 56.7 185 6.2 21 0.7 382 12.8

43 29,135 594 20.4 234 8.0 25 42.1 43 67.5 180 6.2 11
'0

.4 360 12.4

44 27,827 541 19.4 210 7.5 23 42.5 42 72.0 184 6.6 12 0.4 331 11.9

45 27,589 513 18.6 229 8.3 14 27.3 30 55.2 183 6.6 18 0.7 284 10.3

46 27,053 478 17.7 214、 7.9 16 33.5 32 62.8 185 6.8 10 0.4 264 9.8

〔資料4よ り引用)

■

40

30

20

10

0

31

昭和 年

図3-11

35

自然増加率

40

岩 泉地区 自然増 加 華年 次別 推移(人 口1,0・00対)

(資 料4よ り引用)

45
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.(a)町 村 別、 地 区別 、 主要 死 因別 死亡 数

表3-9人 口動 態 お よび 死 因 別 死 亡 の 状 況

総 数 結 核

悪 性

新生物

心 臓

疾 患

脳1血管

疾 患

高1自t圧

肺炎お
よび気

管支炎

新生児

主 要

疾 患

老 衰

腎 炎 拾

よ び ネ

=ノローゼ

不慮の事故

自 殺

その仙の

全 死 囚自動車 その他

全 国 684521 13β08 122850 85529 176鳥52 17386 29,649 33,457 42,433 16,239

県 1〔,,221 152 1,468 1,337 3,380 244 588 263 1,337 294

岩泉総数 214 6 26 23 59 4 23 5 9 4 7 14 7 27

岩

泉

町

総数 177 5 17 22 50 4 16 5 8 3 5

一 －P,

12 7 2:}

岩泉 46 1 7 6 12 1 4 3 2 1 1 3 5

小本 35 1 1 7
シ

12
.

1 4 2 1 1 2 3

有芸 10 1 1 6 2

安家 19 1 5 3 ・1 2 1 1 4 1

大川 21 1 1 1 6 1 2 1 2 6

小川 46 1 2 7 11 2 1 5 2 2 5 8

川野畑村 37 1 9 1 9 7 1 1 2 2 4

◎



、 ■

(b)町 村 別、地 区 別、 主要 死 因 別 死 亡率(100,000対)

一
〇。
O

総 数 結 核

悪 性

新生物

心 臓

疾 患

脳血管

疾 患

高血圧

肺炎お

よび気

管支炎

新生児

主 要

疾 患

老 衰

腎=炎 お

よ び ネ

フロー ゼ

不慮の事故

自 殺

その他の

全 死 因自動車 その他

全 国 656 13 118 82 170 17
"28

34 41 16

県 750 11 248 98 248 18 43 19 45 22

岩泉総数 791 22 96 85 218 15 85 18 33 15 26 52 26 100

…
石

泉

町

総数 815 23 78 101 230 18 74 23 37 14 23 55 32 106

呈湶 587 13 90 77 153 13 51 38 26 13 13 38 64

小本 LlO5 32 32 221 379 32 126 63 32 32 63 95

有業 L335 134 134 801 267

安家 929 49 244 147 49 98 49 49 196

q

49

大川 640 30 30 30 183 30 61 30 61 183

小川 827 18 36 126 198 36 18 90 36 36 90

川野畑村 694 19 169 19 ・969 731 19 19 37 37 75

(資 料1、4よ り引 用)

/
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表3-10母 子 保 健 の 状 況

(昭 和46年 度)

乳 児 死 亡 数i新 生 児 死 亡 数1周 産 期 死 亡 数
1

実 数i託 。。馴 実 数1率 已 数 率

全 国 :il}
24,80512.1十16.450 182{ 40,900

i
2α4

県 3571…{23・1・ ・ 460 21.3

岩 泉 町 ・5}…i・}… 9 188

田 野 畑村 11。,i。 。

1
2 2a5

(資 料1よ り引用)

300

200

100

0

脳血管 悪 性 肺 炎
疾 患 新生物 気管支炎

図3-12

[コ 男

臼皿 女

婿 ㌶ 老衰 ・殺 §動羅 姦蛋茎鵠

岩 泉 地区 男 女別 、 主要 死因 別 死亡 率(人 口100,000対)

(資 料4よ り引 用)

∨
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表3-11岩 手県乳児死亡の年次別主要死亡別状況

年 次
区 分

S37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47

新生児固有の疾患およ
び性質不明の未熟 児

312 318 247 259 230 208 190 153 151 124 126

肺 炎
28日 未 満

356

85 80 62 53 48 40 、33 16 11 16

28日 以 上 185 138 104 95 67 49 49 49 15 21

胃腸炎bよ

び大 腸炎

28日 未 満
80

11 11 12 8 4 7 2 2 2 0

28日 以 上 39 34 43 20 25 16 21
、

9 16 6

分娩後窒息肺不全拡張 39 39 47 30 47 38 43 41 41 50 1

不慮の事故中毒暴力 40 36 30 24 28 22 36 28 22 15

先天奇形(先 天異常) 21 40 31 23 23 53 45 45 60
♪

45

気 管 支 炎 315 26 15
'14

6 5 8 8 11 8 7

ま し ん 23 18 24 7 5 7 10 5 1 4

そ の 他 の 全 死 因 69 104 58 43 38 53 48 39 50 38

計 1ρ63 856 762 684 539 498 483 448 396 350 328

〔資 料5よ り引 用)

120

,

100

80

60

40

20

ゾ 、、
/

0
31

昭和 年

〉!へ ＼

図3-13

岩泉

35

、、、!

産 率

40

しρ'へ こ＼
、
}'A、 、

45

乳 児死亡 率、 死産 率 年 次別推 移(出 生 出産1,000対)

(資 料4よ り引用)
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岩 泉 保 健 所

」 一一 県

一ー一一 全

.国

、べ
〔
、

4045

図3-14年 次 別 、 結 核 死 亡 率 推 移

(資 料4よ り引 用)

表3'L12岩 泉地区結核患者の受療状況

活 動 性 肺 結 核 活動性

肺 外

結 核

不活動性 不 明 計感 染'性 非 感

染 性広汎空洞型 その他 計

入 .院 6 6 26 1 33

在宅医療 2 2 85 11 98

医療なし
ト

⑯

25 25

不 明
'

計 8 8 111 12 25 156

注:岩 泉地 区、 県、'全国 の10万 人対 比 零 本 地 区576人 、 県135人 、 全国150人

(資 料4よ り引用)
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表3-13 結核 患者 届出 数 ・死者 数 お よび り患 率 ・死亡 率年 次推移 対 全国 比 較

(人 口10万 対)

患 者 死 者

県 全 国 県 全 国

実 数 率 実 数 率 実 数 率 実 数 率

昭和25年 9,398 698.2 528,829 6'35.6 .2330 173.0 121,769 146.4

26 9,645 704.9 590,648 698.4 1,685 123.2 93,307 1103

27 9,234 666.0 586,651 683.3 1,289 93.0 70558 82.2

28 7,041 496.3 507,244 582.8 976 69ユ 57,849 66.5

29 6,820 478.8 5.23.55'6 593.0 813 57.1 55,124 624

30 6,047 423.7 517,477 579.6 780 54.7 46,735 523,
・

31 7,492 509.5 518,142 474.1 697 47.8 4a874 48.6 ,

32 7,697 524.2 520,899 571.9 638 43.5 42718 46.9

・33 8,096 556.6 498,779 5421 526 36.2

、

36,274 39.4

34 8,648 5898 499,873 537.7 469 320 32992 35.5

35 8,054 556.0 489,715 524.3 445 30.7 31,959 34.0

36 6,340 437.5 420,460 445.9 388 26.8 27,916 29.6

37 6,408 442.4 387,767 407.4 403 27.8 27β52 29.3

38 5,400 373.6 380,603 395.8 328 227 23,302 24.0
1

39 4,885 339.4 355,500 365.8 339 23.6 22929 236

40 4,232 299.8 315,006 3205 283 20.1 22,366 2'28
,.4`

も

41 3,752 268.8 286.56'3 289.2 243 17.4 20,064 20.5

42 3,181 228.6 258,935 258.3 2 .06 14.8 17,708 17.8
、

43 2848 205.6 232,196 229.0 186 13.4 i6.922 16.8
.

44 2523 184.0 202204 197.0 185 14.2 16,386 116.1

45 ao93 152.6 180,833 174.3 195 13.5 15,873 15.4

46 1,832 134.5 157,684 150.2 153 11.2 16,145 15.0
i

●

資料:厚 生 省 「人 口動 態統 計」(死 者 の46年 は概 数 で あ る)(資 料1よ"り 引 用)

,
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表3-14年 次 別 医 師 数 推 移

`

昭和35年 40 45

実 数
医師1人

当 り人 口
実 数 医 師1人

当 り人 口
実 数 医 師1人

当 り人 口

全 国 103,131 906 109,369 898 118,990 872

県 1,335 1,070 1,438 981 1,557 881

岩 泉地 区 一 一 一. 一 一 一

46 4 .7 48

実 数
医師1人

当 り人 口
実 数

医 師1人

当 り人 口
実 数

医 師1人

当 り人 口

全'国 12a178 852 一 } 一 一

膳 1,625 838' 1,575 865 一 一

.ト

岩 泉地 区 14 輻932 14 1,895 14 1,867

c

注:岩 泉地 区 の医 師数 は実 数 を と った。 岩 泉保健所 の常 勤医 師2名 が 田野 畑村 の出張 診療

所(浜 岩 泉、 沼袋)に て 出張 診療 を行 な ってお り、諸 統計 で は これ を加算 して16と

してい る。

(資 料1よ り引用)

15

率

10

5

0

(人 口1万 対)

,一
,'

,'

一 岩手県

一 全 .国

冑

15 20 25

図3-15

30 35

年次別医師数の推移対全国比較

(資 料1よ り引用)

40 45

b
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表3-15医 療 施 設 数 及 病 床 数

㎡ ,

施 設 数 病 床 数

総

数

病 院 一般診療所 歯科診療所 病

床

総

数

病 院

辰
診

療

所

特

殊

診

療

所

総

数

20床

～

100

1bo

以

上

総

数

有

床

無

床

総

数

有.

床

無

床

総

数

精 神 病 結 核 伝
染
病
院

辰
病
院

総数 精神
病院

一般

病院

●

総数
'結 核

療養所

一般

病院

県 1,138 93 40 53 824 502 316 221 0 221 21,077 15,216 3,134 2244 890 2594 0 2594 456 9,032 524 0

岩泉地区 (2)
18

1 0 1
(1)
14 9 5

(1)
3 0 3 192 111 0 0 0 38 0 38 13 60 81 0

注()内 休診中の施設 (資 料3よ り引用)

表3-16 設 備 状況 、 施設 数

施

設

数

診 療 科 目 点数表の選択 総

合

'

病

院

数

救

急

病

院

数

設 備 概 況 特殊 診療

三

科

以

下

四

～

四

科

七

科

以

上

甲

表

乙

表

該

当

し

な

い

心

臓

血

管

撮

影

濠

;
ビ

ζ
ン

診放
療射
里線

星発
ネ生

=
ポ

診
療
用
放
射
線
照
射

診照

螺
2具

2

診同

僚{宴

藤
放

射

線

自
動
化
学
分
析
装
置

眼

底

力
'

メ

ラ

胃

内

視

察

人

間

ド

ッ

ク

I

C

u

整

形

外

科

開

頭

手

術

県 93 38 28 27 21 111 1 16 20 6 17 7 24 20 12 9 501 53 27 8 29 21

岩 泉地区' 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

テ

(資 料3よ り引 用)



表3-1 、7病 院 ・診 療 所 別 従 事 者 数

一
〇
N

. 従 事 者 数

総

数

医 師 歯科医師 薬

剤

師

助

産

婦

看

護

婦

↑
.)

准

看

護

婦

壬
)

看
護

事
務
補

助

者

理

学

療

法

士

診
療

放
射
線

技

士

診

療

X

線

技

士

臨床検査 そ
の

他
の

技

術

員

事

務

職

員

そ

の

他

臨
床
検
査
技
師

衛
生
検
査
技
師

そ

の

仙

常

勤

非

常

勤

常

勤

非

常

勤

病 院

県 10,164 845 297 88 22 211 83 2ρ91 2,386 411 22 125 38 180 76 84 145 1200 ピ520

岩泉
地区

59 2 3 0 0 2 2 7 10 6 0 0 1 1
'0

2 0 13 9

一・ 般

診 療 所

県 5662 810 13 10 8 29 62 411 907 1ユ39 7 16 13 18 7 45 132 983 929

岩泉
地区

73 14 1 1 O 1 1 4 8 13 0 0 0 0 0 2 1 13 14

(資 料3よ り引用)

表3-18済 生会岩泉病院の現況及び医師充足状況

病 床 数 在院患者1日平均 新入院患者数 退院患者数 外来患者数1日平均 必要医師数 勤務 医師数 差引不足数

118 7L5 757 768 1565 8
*

3

1

5人

*常 勤2、 非常 勤3(資 料1他 よ り引用)

d a



表3-19岩 泉地 区病 院 ・診 療所 別 施設数 ・病 床数 ・患者 数

施 設 数 病 床 数
入 院 患 者

(延数)

外 来 患 者

(延 数)

病

院

一 ・般

1

60 18,494

57,155

伝 染 病 20

一

300

精 神 病 0 0

結 核 38
・

7,311

一般診療所

有床 9 81
1

無床 5 0

歯 科 診 療 所 3 0

1

(資 料1他 よ り引用)

一193一



(1)一 般 診療

表3-20岩 泉地 区僻地 診療(巡 回 診療)の 状況

人 口 実 施 回数 利用延人員 備 考

岩

泉

町

田 山 83 8 49

浅 不 動 166 8 199

滝 の 上 82 8 51

鼠 入 甲.地 66 8 90

計 397 32 389

(2)特 別検 診(耳 鼻 科)

人 口 実 施 回数 受 診者 数 要 治 療 人 員 『

岩

泉

町

浅 不 動 166 1・ 13 7,

滝 の'上 82 1 26 13

穴 沢 409 1 25 12

鼠 入 甲 地 66 1 20 7

計 723 4 84 39.

.(3)無 歯科 医地 区 巡 回 診療

初
回
受
診
人
員

受
診

延

人

員

抜

歯

普

通

処

置

E

Z

L

M

C

投

薬

外
科

後
処

置

歯

石

除
ム

去

そ,

の

他

計

岩

泉

町

小 本 92 195 176 13 6 208 128 86 1 1 619

有 芸 40 88 69 3 1 93 51 44 2 3 266

安 家 76 136 116 11 4 86 85 57 2 2 363

大 川 65 154 148 10 5 173 106 78 5 525

計 273 573 509 37 16 560 370 265 5 11 1773

田野 畑 村 90 173 169 20 10 176 78 73 4 530

計 363 746 678 57 26 736 448 338 5 15 2303

(資 料4よ り引用)

一194一
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表3-21成 人 病 検 診 受 診 状 況

血 圧

測 定
心電図

尿 検 査 管 理 区 分

糖 蛋 白 異 常
な し 要観察 要注意 要治療

岩 泉 町 1,892 767 958 958 1,192 、i 264 352

田野 畑村

計' 1,892 767 958 958 1,192 84 264 352

(資 料4よ り引用)

50 100

1!llll ll 1
`

要
要治療 要注意 観

異 常 な し630% 察

18.6 13.4

4.4

(資 料4よ り引用)

図3-16 成人病管理区分状況(%) /

●
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図3-17地 区別 無介 助分 娩率(42～46年 平 均)(資 料4よ り引 用 、

表3-22町 村別 、地 区 別、 施設 内外 別 出生 数
.

ふ

.
1

、,

総 数
施 設 内

施 設 外
計 病 院 診療所 助産 所

総 数 478 380 134 53 193 98

岩

泉

町

総 数 393 313 108 29 176 80

岩 泉 140 127 55 3 69

,

13

小 本 53 44 8 22 14 9

有 芸 12 11 4 2 5 1

安 家 28 10 4 6 18

大 川 59 49 15 1 33 10

小 川 101 72 22 1 49 29

田野 畑 村 85 67 26 24 17 18

(資 料4よ り引 用)
、
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診 療 所

11.1

施 設 外

20.5

助 産 所

施 設 内40・4

7{L5 .

(資 料4よ り引用)

図3-18施 設 内外 別 出生率

表3-23く る 病 検 診 実 施 状 況

◆

開 設

回 数

対 象

人 員

受 診

'人 員 率
受 診.内 容 異 常

な し
、

十 ± 異常なし

岩 泉 町 9 572 469 820 14 37 418 30

田野 畑 村 .9 405 339 8a7 5 16 318
s

L5

計 18 977 808 82.7 19 53 736 23

(資 料4よ り引用)
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一

一
E一

一

E一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 _一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一
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保 健 所 管 内

A高 校生B中 学生

E－ 般住民その他F

岩 泉 町

C小 学生D未 就学の者

施設G事 業、事務所

図3-19町 村 別、 区分 別 受 診 状況

田 野 畑 村

(資 料4よ り引 用)
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○勤務時間別状況

表3-24保 健 婦活 動 状況(昭 和47年 度)

総時間 家庭訪問 健康相談 集団検診 衛生教育 研修研究 そ の 他 保健婦数

10.2820 2.2465 1.0790 1,894.0 397.0 9495 3,716.0 5

%. 21.5 105 1&4 39 92 36.5

○病類別家庭訪問状況

総件数 法伝 結 核
精 神
障 害 成人病

その他
の疾患 妊産婦 未熟児 乳 児 幼 児

家 族
計 画

その他

1,375 38 143 120 43 200 82 188 41 151 27

% 276 10.4 &7 3.1 14.5 6.0 13.7 3.0 11.0 20

S46年 度 09 27.3 5.0 7.0 51 1&7 4.7 163 L2 109 2.9

○町村別家庭訪問状況

町村別
山
石 泉町

病類別 総 数

岩 泉 町

田野畑村

岩 泉 小 本 有 芸 安 家 大 川 小 川

訪 問
件 数

新 920 239 100 36 128 73 240 104

延 1,375 318 175 59 210 108 363 142

*接 触 率(%)
35 31 32 4.9 a5 2.4 4.3 20

法 伝

結 核 380 71 90 15 35 23 74 72

精 神 障 害 143 40 21 7 21 15 15 24

成 人 病 120 23 9 7 56 9 14 2

その他の疾患 43 9 3 1 20 1 4 5

妊 産 婦 200 63 15 8 33 4 59 9

未 熟 児 82 17 7 5 5 9 33 3'

乳 児 188 58 17 10 23 12 58 8

幼 児 41 6 1 14 11 11

家 族 計 画 151 20 4 5 15 11 92 5

そ の 他 27 11 8 1 2 10 3 2

世 帯 数 1,079 254 146 51 158 84 147 79

新 訪 問件 数*接触率= ×100
地 区人 口

資料:岩 泉町役場保健課提供
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表3-25岩 泉保健 所 人 員配置 表

昭和46年10月1日

人

員

数

職 名 人

所

長

課

長

課
長
補
佐

婦

長

主

任

主

事

技

師

主

事

補

そ

の
,

他

行 政 職 6 1 1 2 2

医

療

職

医 師 1 i

薬 剤 師 (1) (1)

獣 医 師 3 1 1 、1

臨 床
検査技師

1 1

診 療
X線 技師

1 1

保 健 婦 5 1 1 3

栄 養 士 1 1

技 能 職

計

2

(1)
20 1 2 2 1 1 2

(1)
7 2

2

2

総 務 課 8 1 1 1 1 2 2

保健 衛 生課 12 1 1 1 1 1 7

注:()は 宮古保健所兼務 (資 料4よ り引 用)

2.2岩 泉 地 区 医 療 の 現 状

岩 泉地 区 は無 医地区 が 多 く、16ヵ 所 に及ん でk至り、 その総 人 口が5,000人 を越 え、(こ

れ は 岩泉地 区 全体 の約20%に 相 当)、 医療 の恩 恵 を受 け に くい。 無 医地 区 の人 口の総 人 口

に対 す る割 合が県 下 随一 で ある こ とな どが これ を うらづ け てい る。(図3-20参 照)

以 下 、 実際 に現 地 で調 査 した こ とが らを中心 に具体 的 な例 をあげ なが ら、 この地 区 の医 療

の現 状 をの べ る こ ととす る。

(1)済 生会 岩 泉病 院

済 生 会 病院 は国 鉄 岩 泉駅 か ら徒 歩10分 程 の所 に位置 してい る。

二階 建 の病 院 の外観 は立 派 で あ り、内 部 も清 潔 で あ った。

当病 院 の 医師 は常 勤 、非 常 勤2名 ず つ で、 ベ ッ ド数 は98あ り、 この 時点(昭 和48年

8月22日)で の入 院 患者 は65人 で あ ったが 、 医 師お よび 看護 婦 の 不足 の ため、 入院 患

◆

房
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者 の受 け入 れ を制限 して いた。 また入 院 した患者 に つい て も、完 全 看 護 は難 しい とい う状

況 で あ った。

外 来 患者 は 患者 輸送 車 に よ り、 ま とま って到 着 す るた め、 とき には2時 間 も待 つ こ と も

あ る。

看護 婦 はせ っか く採用 して も都 会 に 出 て行 った り、結 婚 な どで簡単 に 辞 め てい くので な

か なか補充 が お ぼつ か な い。

当 病院 は 救急 病院 の 指定 は 受 け てい な いが 、 自家用 車、 タク シー、 パ 、トロー ル カー な ど

を利用 して、救 急、患 者 が運 ば れ て くる こ とも多 く、実 際上 これ らの救急 患 者 の受 入 れ も行

なわ ざる を得 ない状 況 で ある とい う。

こ う した こ とのほ か、 医 師は3日 に一度 夜 勤当 直が あ り、 医師 の精神 的 肉体 的 負担 は 非

常 に大 きい。(写 真3-1、2、 表3-26参 照)

(2)大 川 診療所

この診療 所 は国保 の 診療所 であ り、X線 装置 を備 えた り、 二重窓 を施 してい るな ど、小

規 模 なが ら、 患者 に対 しての心 配 りが 感 じ られ た。 医師、 看 護婦 の ほか にX線 技 師(兼 事

務担 当者 兼 自動車運 転 士)が お り、 この地 域 の診療 所 で は異 色で ある。

所 長 で あ る医 師、李 援 源 氏(日 本 名:青 山源氏)は 韓国 元 山 に妻 子 を置 い た ま ま、単 身

赴 任 した との こ とであ るが、 熱心 な活 動 が 患者 か ら好 評 を うけ、10km以 上 離 れ た釜 津 田

診療所 の区域 か ら も患者 が や って来 る とい う。`

李 医師 の専 門 は内 科 で あ るが、 患 者 の求 め に応 じ、 外 科、 産婦 人科 は も とよ り、眼 科 や

耳鼻科 の診療 まで 可能 な限 り全 科 の 診療 を行 な ってい る。

ま た、 患者 の求 め に応 じ夜 間、 休 日の別 な く、 診察 に あた って いる。

李 医 師は、 僻地 医療 に 携わ る医師 の一 つの 象徴的 な姿 と いえ そ うで あ る。(写 真3-3

参照)'

(3)安 家 診療 所

安 家 診療所 は(1)でのべ た済 生 会岩 泉病 院 に付属 す る診療所 である。所長の平 吹医師は岩手医

大 出身 の初老 の医 師 で夫 人 を看 護 婦 と して医療活 動 を行 な い なが ら、 山紫 水 明 の この地 に

居 をす え、安 家 川 に釣 糸 を垂れ る こと を無 上 の楽 しみ とす る趣味人 で もあ る。 また、 一方

,で は この地域 の よろず 相談 役 に もな ってお り、 い きお い結 婚届 の記 入 方 法 に つい て住 民の

相談 を受 け る とい った事 ま で行 な うこ と とな る。

診療終 了 時 と もなれば、 玄関 前 に は患 者輸送 パスで帰 りを待 つ患者 が 数 に して約30人

位 たむ ろす る。

外 来 は、近 隣 の徒歩 に よる来 院 患者 を含 め てt日 に30人 か ら40人 お り、 評 判 も悪 く

ない。

ここで も平 吹 医師 は一 人 で 全科 目を診 て い るが 、専 門科 目で満 点 の 診療 を行 な う よりも、

何 で も診察 して60点 を取 れ れば よい と してい る。
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これ は僻地 住 民側 の立場 か らすれ ば 当然 の 態度 であ ろ う。

済 生 会岩 泉 病院 へ は連 絡 の ため 週2同 位 は往 復 して い る。(写 真3-2参 照)

(4)岩 泉母 子健 康 セ ン ター 、

こ の母子健 康 セ ン タ ーは昭和42年 、 岩 手県 国 保連 の手 で設 け られ た施設 で あ る。

所 長 の佐 々木 き く氏 はそ ろ そ ろ60に 手 の届 きそ うな女性 であ る。

無 介 助 分娩 の解 消 をは じめ、 医 療に対 す る住民 の無 知 を打 破 しよ うとす るな ど、 単 なる

経 験 の長 い(昭 和19年 以 来)保 健 婦 としてだけ で は な く、 この地 域 の啓蒙 家 の役 割 も果

して い る。

所 長 の話 の中 には 僻地 の医 療 を考 え る うえ で数 多 くの教 訓 を含 むが、 これ らをすべ て紹

介 す るわ け には い か ない ので、 以下 に代表 的 な事 柄 のみ をあげ るに とX'め る。

図3-18の 施設 内外 別 出生 率 に見 る よ うに岩 泉 地区 で は 施設外 分 娩が20%を 越 え て

い る。 しか もこの うちの半 分 、全体 の10%は 無 介 助分 娩 で あ る。 これ は医療 機 関 か ら遠

隔地 に あ った り、 助産 婦 を呼 び に くい とい う事情 だ け で な く、 出産 にあ た って費用 をか け

た くない とい う経 済 的 な理 由 を も含ん でい る。(前 項"保 健 衛生活 動"の うち"母 子衛生"

関係 を参 照)。

亡 の所長 は"自 分 の体 は 自分 で守 る気持 を育 て る こ と"が 僻地 医療 の あ るべ き姿 で あ る

と説 き、保 健教 育 の重要 性 を体 で感 じてい る人 で老 人問 題 を解 決 す る には家 族全 体 が親 密

に してい く必 要が あ り、 さ らにそ のた めに は"ネ コや ウシをほ め よう"な ど とい った独特

の実 践法 を説 き、 また母子 セ ン ターの在 り方 につ い ては、"分 娩 は個 人負 担 で な くな り、

フ ォロー を母 子 セ ンタ ーでや り、 入 院 中に 離乳 指 導や 沐浴 指 導 をや る所 に した い"と 語 っ

てお られた。

(5)僻 地 患 者輸 送 車

岩 泉地 区 は、 患 者 輸送 車 を昭和38年 に 県 内 で大野 村、 一戸町 とともに他 の地域 に先が

け て1台 、 さ らに昭和46年 に1台 と計2台 を保 有 して いる。

この 輸送 車 は町 に よって運 行 され る2台 の マ イク ロバ スで あ る。

患者 輸送車 運 行 予定 表(表3-27)に ある よ うに、 無 医地 区 を週2回 の割 合 で巡 回 し、

患 者 を無料 で診療 所 に送 迎 す る とい うたて まえ で ある が、 実際 は 患者以 外 の者 が利 用 す る

こ とも多 く、 他 の営利 を 目的 と した交通 機 関 と トラブル を起 しかけ た り、健 康 人 と患者 と

が 席 を隣 り合 うこ とか ら生 ず る衛 生上 の問 題 な ど関係 者 は 頭 を なや ま して いる。

しか し、 この よ うな問 題 が あ る に して も、毎 回殆 ん ど26人 の定 員 が満 席 に な って い る

こ とは、 住 民 に と って利用 価 値が 高 く評価 され てい る こ とを示 してい る。

昭和46年 度 に おけ る患者 輸送 状況 は下 記 の とお りであ る。(写 真3-4参 照)

運 行 日 数
'

輸 送 人 員 平均人員(日) 平均人員(月)

156日 6,450人 41人 866人
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(6)保 健 所 と保 健 婦 活動

これ に つ いて は前項 で ものべ たが 、 二、 三付 記す る。

巡回 診療 時、 現地 で の事前 準備 と"店 開 き"が た いへ ん で あ る。 と くに水 の準備 と消毒 ・

滅菌 が便 利 に な る こ とが期 待 され る。

ま た常駐保 健 婦 制 は あ るべ き姿 と思 わ れるが、 気持 の上 では、 岩 泉本 町 よ り奥 に 常駐 は

した くなレ・のが人 情 であるよ うだが、 これは指 導者 が 傍 に いてほ しい とい う自己啓 発 の意欲

と も一 体 に な ってい る点 も見 逃 がせ ない。

また僻地 の保健 婦 で なけ れば続 か ご い、 奨学制 を設 け て も結婚 な どで辞 め て い くので、

現 実 は 補充 に 頭 を悩 ま してい る。

18

11

10

6

2

岩 福 久 大 岩 北 県 遠 宮 釜 大 江 一 花 盛
平 船 ノ

泉 岡 慈 東 手 上 均 野 古 石 渡 刺 関 春 岡

●

図3-20保 健 所別 総人 口 に対 す る無 医地 区人 口の割 合

(資 料1よ り引用)

1
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表3-26済 生 会 岩 泉病院8月 行 事予 定 表

昭
和
四
十
八
年
八
月
行
事
予
定

日

曜

16

木

1

水

17

金

大
沢
巡
回
(
外
科)

2

木

}
営

未

詳
(
院
長)

18

土

3

金

⑲
日

4

土

20

月

⑤
日

21

火

有
芸
巡
回
(
外
科
Y

6

月

22

水

結

核
審

査

会=二・三〇

～

(

院

長
)

7

火

有
芸
巡
回
(
外
科)

23

木

猿
山
巡
回
(
外
科)妊婦検診

8

水

結

核

審

査

会一五・○○

～

(

院

長
)

24

金

老
人
検
診
(
院
長)

9

木

有
芸
巡
回
(
外
科
)妊婦検診

25

土

10

金

⑳
日

11

土

27

月

⑫
日

28

火

有
芸
巡
回
(
外
科)

13

月

29

水

老
人
検
診

14

火

有
芸
巡
回
(
内
科)

30

木

15

水

31

金

(院 長室の予定表の写 し)
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'

写真371済 生会岩泉病院

弊, ご豊鍵錨

三 き

黛:ぶ

写 真3.-2済 生 会安 家 診療所

写真3-3国 保大川診療所

■

写真3-4へ き地 患 者輸 送車

一205一



表3-27患 者輸送 車運 行 予 定表

＼ a.m
P・m

岩 泉 水 堀 栃の木 岩 泉 岩 泉 栃の木 水 堀 岩 泉
9:20 2:55

8:00 9;00 皆の川 10:30 2:00 皆の川 3:30 4:30

月
9:30 3:00

岩 泉 大 平 松が沢 診療所 診療所 松が沢 大 平 岩 泉

8:00 10:05 10115 10:25 1:30 1:40 1:50
、

4:00

岩 泉 田茂宿 肘 窩 岩 泉 岩 泉 肘 窩 田茂宿 岩 泉

8:30 9:20 9:25 10:45 2:00 3:20 3:25 4115

火
岩 泉 江 川 茂 井 診療所 診療所 茂 井

■

江 川 岩 泉

8130 9:00 9:40 10:30 1:30 2:20 3:00 3:30

岩 泉 水 堀 栃の木 岩 泉 岩 泉 栃の木 水 堀 岩 泉
9:25 2:55

r

8:00 9:00 皆の川 10:30 2二 〇〇 皆の川 3:30 4:30

水
9:30 3:00

.

岩 泉 月 出 鼠 入 岩 泉 岩 泉 鼠 入 月 出 岩 泉

9:00 9:25 9:40 10:20 2:00 2;40 2:55 3:20

岩 泉 田茂宿 肘 窩 岩 泉 岩 泉 肘 葛 田茂宿 岩 泉

8:30 9:20 9:25 10;45 2:00 3:20 3:25 4:15

木
岩 泉 大 平 松が沢 診療所 診療所 松が沢 大 平 岩 泉

8:00 10:05 10:15 10:25 1:30 1:40 1:50 4:00

岩 泉 月 出 鼠 入 岩 泉 岩 泉 月 出 鼠 入 岩 泉

9:00 9:,25 9:40 10:20 2:00 2:40 2:55 3:20

金 '

岩 泉 江 川 茂 井 診療所 診療所 茂 井 江 川 岩 泉

8:30 9:00 9:40 10:30 1:30 2:20 3:00 3:30

岩 泉 霊 場 沢 中 済生会 沢 中 登 場 岩 泉
土 9:30

8:30 9:00 9:10 1:00 1:20 1:30 2:00

注:休 ・祭 日は運 休 資料:岩 泉町保健課提供
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3.岩 泉地 区 の 医 療 の 問題 点

3.1問 題 点 の 概 要

岩 泉 とい う僻 地 の問 題点 は当 然 の こ となが ら

① 一 般的 に僻地 で あ るた めにお こる問 題点

② そ の地 区 のみが 持 つ特 徴 に 起因 す る問題 点

とが考 え られ る。 今 回 、調 査 の印 象で は、② もさ る こ となが ら、 まず ① の どの僻地 にお い て

も当 然お こるで あ ろ うこ とが らが、 そ のお もな問 題 点 で ある と思 われ た。 この ことは と りも

なお さず 僻地 の医 療需要 の特 徴が 、 そ の まま問題 点 につ なが って い る と考 え られ る。 す なわ

ち、

① 広 域 にわ た りお こる。

② 低 頻度 にお こるo

こ とであ る。

こ こで 日本 の 医 療 を ふ り返 る と、 明 治以来 この か た一般 的 に は 自由 診療 に基 づ く、 開業

医制 を とって きて い る。 この体 制 では、 都市 部 にお い て、 医療 は なん とか成立 ち得 た と して

も、 僻地 にお い ては 非常 に難 しい のは当 然 で ある。

こ れに対 し、 これ まで少 な くと も岩泉 地区 に関 す る限 り、 各関 係 部 署 のそ の時 々で のそれ

な りの くふ うと相 当 の努 力 が な され て きた と思 われ る。 この こ とにつ い ては、 前節 の医 療の

現状 で も明 らか では あ るが 、 なお お もな もの二、 三 を例 に あげ る と、

① 岩 泉の 医 療機 関 は主 と して公的 な ものが主 力 とな って いる。(町 立、 県 立 等 の僻 地診

療所 。)

② 僻 地 患者 輸送 車 を町 の運 営 で走 らせ てい る。

③ 巡回 診療 や巡回 検 診 も行 な ってい る。

等が ある。

ま たそれ に従 事 す る人達 を見 て も、 そ れぞ れ涙 ぐま しい努 力が 払 わ れ てお り、今 回 の調 査

を通 じて もと くに印 象 に残 った こ とが らであ る。

しか しなが ら、 そ れ らの現 状 に お ける精 い っぱ い の努 力 に もかか わ らず、 なお幾 多 の問 題

点 を残 してい る のが現 実 の 姿 であ り、 なん らか の抜 本的 解 決 策が 待 たれ てい る。

萌

3.2住 民 と の 面 接 に よ る 問 題 点 の 把 握

岩 泉 におけ る医療 の問題 点 を も う少 し詳 しく見 る ため、 医 療 の需 要 者 で あ る住 民 に直接 会

って、 そ の現状 と問 題点 を拾 っ てみた。 主 と して釜 津 田地 区(こ の地 区 は いわ ゆ る無 医地 区

では ない)の 住 民 の話 を 聞 くこ とが で きた。

(1)釜 津田小 中学校 長(男'45才 推定)の 談 話

⑤ 現 在 、小 学 校 に は10人 の先 生が いるが 、家 族同 伴 は2人 のみ で、 他 は単 身赴 任 であ
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る。 理 由 は釜 津田 の医療 の現状 の 低 さ か ら家 族は 連 れ て これ ない。

⑮ 先生 方 の7割 は 自家 用 車 を持 って いる。 昔は 学校 の 先生 の車が 救急 車 の かわ りを した

が 、 現在 は村 に車 が増 えた の でそ の よ うな こ とは ない。

⑥ 児童 ・生 徒 の6割 は 生活 保 護 を受 け てい る家 庭の 子 弟で あ る。

⑧ 奥地 の櫃 取(ひ しと り)に は以 前 分校 が あ ったが 、 過疎 化 に よ り分校 を廃止 し、 現在

ス ク ー ルバス で送 り迎 え を してい る。^

⑧ 参考 釜 津田小 中学 校 児童 ・生 徒数

＼
学 年

小 学 校 中 学 校

1年 2 3 4 5 6 小計 1年2 3 小計

釜津田本校

砂 子 分 校

15

9

30

3

15

7

23

13

17

11

24

13

124

56

2828

715

29

13

85

35

② 地 区住 民(女30才 推定)お よひ 地区 民生 委員(女50才 推定)の 談 話

⑤ この地 区 に は医 師が い るので、 軽 い病 気 に つい ては一応 診 て も らえ るが、 必 ず しも現

状 に満足 は してい ない。

⑤ 耳 鼻科 、 眼科 お よび 歯科 に つ いて は困 ってい る。 子 供 の場 合 歯 の悪 い もの も多 くと く

に 困 ってい る。 耳鼻科 、 眼 科 は岩 泉本 町 に もない ので、 盛 岡ま たは、 宮古 まで 出 て診療 を

受 け て いる。

(∂ 救急 時 は 地区 の医 師 に応 急処 置 を頼 む こ ともあ るが、 タ ク シー または近 所 の 自家用車

を頼 ん で病 院 へ行 く。

タク シー の場 合 か か る費 用 は

大川 診療 所 ま で1,100円

岩 泉済生 会 病 院 まで2,300円 ・ ・

盛 岡ま たは 宮 古 まで4,000円

を要 す る との こ とで あ った。

これ らの他 に安 家 地 区 で は旧安 家 村村 長(男72才)の 話 を聞 いたが 、 ほぼ 同様 の意 見 で

あ った。

しか し、 これ らは いず れ も有 医地 区住 民 の話 で あ って、・無 医地 区 の場 合 で は ない。 今回、

時間 の関係 か ら無 医地 区 住民 と直接 面接 で きなか った こ とが、残 念 で あ るが、 ほ ぼそ れ に近

い状 況 は 把握 し得 た と考 え て い る。

3.3問 題 点 の ま と め

問 題点 の原 点 は先 に もの べ た とお り、人 口の過 疎 か ら医 療 の過 疎 を ひ きお こ してい る こ と

に あ る。

も う一度岩 泉地 区 を なが め て み る と、 中心 の岩 泉本 町(当 地区 で唯 一の済 生 会病 院 がある)
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か らほぼ 半 径30kmの 広 さ に住 民 が散 在 してい る。 具 体的 に北部 に位 置す る安家 地 区 の場 合

を見 て も、 パ スが 日に3本 運 行 され てい るが 、そ の料 金 は230円 で 曲 り くね った 山道 約1

時 間 の距 離 で あ る。 ・

この こ とは 、 当然 住 民 の経 済 的 また は時 間 的 な通 院能 力 を考 え合 わせ る と、 あ る レベ ルま

で の 医療 の 診療 圏 の形 成が 可能 な広 さ であ る といえ る。 しか し、 この 中で包 括的 な医療 が満

足 しえ な い とこ ろに、 そ の問 題 点が あ る。

これ ら を具体 的 に ま とめ る と、

(1)岩 泉済 生 会 病院 に つ い て(一 般 診療)

⑤ 耳 鼻 科、 眼 科、 小 児科 お よび精神 科 が な く、 いわ ゆ る総 合病 院 では ない。 現 在 内科、

外 科 お よび産 婦 人科 は あ るが 内 科 の医師 は非 常 勤 で あ る。(歯 科 は 本病院 には な いが町 に'

開業 医 が1名 い る)

⑤ 医師 が 不足 してい る。

現 在 約70名 の入 院 患者 が い る ので、 例 えば 院長 の場 合3日 に1度 は宿直 に 当 り昼 夜休

む 暇 が な く忙 しす ぎる。.・

⑤ 看 護 婦 も不 足 してい る。 患者 数 か らみ て30名 はほ しいが、 現 在半 分以 下(常 勤7名

プ ラス α)の 人 数 でが ん ば ってい る。 もちろ ん の こ となが ら、 この ため もあ って完 全 看 護

はで きて い ない。

(2)僻 地 診 療所 につ い て(一 般 診 療)

⑧ 岩 泉地 区 に は厚 生 省 で い う無 医地区 は16ヵ 所 あ るが、 これ を解 消 で きる よ うな 医師

の確保 は 今 後 と も望 めそ うに ない。'

⑮ 現 在 、 僻地 診療所 と呼 ば れ る とこ ろに、 有芸 を除 き、 なん とか 医師が 常駐 してい るが、

将来 これ らの後 任 は おそ ら く得 られ な いで あ ろ う。(現 在 お られ る医師 は一 般 に高 齢 の方

が 多 い)

⑥ 僻 地 診療所 の医 師 は全 科 を診 ざる を得 ず 、大 変 で あ る。 しか しやむ を得 ない ので行 な

ってい る。

⑧ 僻地 診療所 の設備 は一 般 に は乏 しい。 レ ン トゲン装 置 も放射 線技 師 の不足等 の理 由 で

ほ とん ど使 用 され て い ない ところ もあ った。

(3)巡 回 診療 に つ い て

⑤ 患者 がそ の容 態 か らい っ て、 ち ょうど見 て欲 しい時 にぶ つか らな い こ とが あ る。

⑮ 歯巡 回 診療 の 場合 で も3日 はそ の地 区 に て治 療 を して くれるが 、応 急処 置 が や っ とで

あ る。 他 の科 の場 合 も1日 巡 回 診療 が多 く、継 続性 が ない。

㊤ 着装 地 区 へ は週1回 、 岩 泉済 生 会病 院 よ り巡 回診 療 が行 なわ れ るが、 そ の際 、 岩 泉済

生 会 病 院 の方 が 留守 に な り、 緊急 の場 合 ど うに もな らない。

(4)僻 地 患者 輸送 車 につ い て

㊧ 現在 町 で2台 出 してい るが、 まわ る べ き地 区 が多 い ため、一 つの 地区 か らみ る と週に
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2度 しか来 て くれ ない。

⑤ 場 所 に よっては 患者 輸 送車 の 乗 り場 まで歩 い て4kmの と ころ もあ る。

㊦ 輸送 距 離が 長 い の と、 い ちば ん おそ い 患者 を待 って帰 るの で、 ほぼ1日 が か り となる。

⑧ 病院 か らみ る と患者 が 一度 に ど っ と到 着 す る形 とな り、忙 しい。 患者 に とっては"3

時間待 って3分 間 診 療"に な らざ るを 得 ない。

(5)救 急 に つhて

⑤ 現 在 、 救急 と呼 ばれ る組 織 は な く、 救急 車 もない。 岩 泉済 生会 病院 は 救急、指定 病院 で

は ないが そ の任 に 当 ってい る。

⑮ 救 急 発生 時 に は 、主 と して 自家 用車 に た よ ってい るが、時 間帯 に よ っては不便 をか こ

ってい る。 例 え ば 当地区 の男性 の場 合、 夕食時 には 酒 を飲ん で い る のが 通 例 で あ り、実 際

には運転 で きな い場 合 もあ る。

(6)検 診 につ い て

⑤ 昼 に地 区 を回 って も、 野 や 山 に働 きに 出 てお り、 ほ とん ど住 民 は い ない。

⑤ 現在 、 設備 が ない の で車 に検 診用 具 を積 み、 現 地 で衝 立等 を組 立 て て行 な って いる。

◎ 検 診 の ために 現 在少 ない 医師 の手 を相当 と られ てい る。 医師 の手 をあ ま りと らなレ・で

検 診が 行 なえ る方法 が 必要 とされ る。

■
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4.医 療 機 器 シ ス テ ム へ の 手 が か り

4.1セ ン タ ー お よ び サ テ ラ イ ト に つ い て

図3-1で もみ た よ うに本 県 で は、無 医地 区156ヵ 所(昭 和47年 』)が県 下全 域 に散 在 し

てい るため 、僻 地 医療 を セン ター、サテライ ト、 ター ミナル の3レ ベ ル で機 能分 担 す る シス テ ム

構想 で、 仮 りに1県1地 域 医療 シス テ ム と しT(r考え てみ る と、 基本 的 な、 なk－ざ りに で きない

問 題 点が か な りあ り、 相 当 に弾 力性 を もった考 え で各 レベ ルの機 能 と数 を考 え、 シス テ ム ・ネ

ッ ト ・ワー クを展 開 す る必要 が あ る。

さし当 りセ ンター機能 を、僻 地 医療 システ ムをサ ポ ー トす る こ とと して、センターを盛 岡市 内 の

県 立 病院、 も し くは岩 手 医大 にお くこ とは よい と して も、 生活 圏 、 医療 圏 か らみ た とき、 僻 地

医療実 務 の中心 た るサ テ ラ イ トに あ たる市町 立病 院 レベル の候補 は15余 りに及 ぶ もの と思 わ

れ る し、1無 医地 区 に1タ ー ミナル を対 応 させ る な らば、 サテ ライ ト当 り2～22タ ー ミナル、

平 均11タ ー ミナルが 直結 す る こ とにな り、 経済 性 の面 か らは もちろん、 医 療資 源 か らみ て実

現 可能 性 は 殆ん ど ない であ ろ う。

岩 泉地 区 に つい ては 、 宮古 地 方生活 圏に属 し、16無 医地 区が全 地 域 に散在 して、 事情 は最

も厳 しい ク ラスで あ る と思 われ る。

調 査 を行 な う前 は、 県 立 宮古 病 院 をサテ ライ トと考 え てい たが、,奥地 の釜 津田、 安 家辺 りか

らは 、 タク シーで3～4時 間 、約4,000円 であ り、 患者 の苦 痛 や交通 費 の負 担 か らみ て も、 また

住 民 の地 域連 帯 感 か らみ て も、 僻地 住 民に対 して医 療 を遠 ざけ る効果 は あ って も、 近 づ け る こ

とには な らない で あ ろ う。 と くに僻 地 医療 システ ムは、 地域 医療機 関 ・行 政 ・住 民が 一体 とな

り、"自 らの健 康 は 自か ら守 ろ う"と す る主 体性 の上 に、 は じめ て真 の成果 が上 が る もの であ

ろ うか ら、 やは り交 通 ・行 政 ・医療 ・生活 の中心 た る岩 泉本 町 に在 る済生 会岩 泉 病院 に必 要 な

ス タ ッフを充足 し、 サテ ライ トとす る方 が妥 当 で あ る と判断 され る。

'電電
公社 の マイ ク ロ回 線 も毛無 森他3ヵ 所 の 中継 無 線塔 を経 て盛 岡 一宮査 問 に通 じて拾 り、

セ ンター ・サテ ライ ト間伝 送 系 の設 置利 用 に関 す る地形 上 の条 件 は整 ってい る と思 われ る。

肯

4.2タ ー ミ ナ ル に つ い て

つ ぎに タ ー ミナ ルの設 置 に つ い て考 察 す る。

前 節に もふ れ た ように、 当地 区 の医療 は済 生 会 岩 泉病 院 を実 施 の中心 と して微 妙 な バ ラ ンス

を もってお り、 バ ランスに 合 わせ た 施策 と しては、 患 者輸 送 車 の増強 と病 院 医療 ス タ ッフの充

足 であ ろ う。(済 生 会病 院内 藤 貞勝 院長 談)た だ送 迎 バ ス では 時間 距 離 の問 題 は解 消 しな いの

で、 この視点 か らター ミナ ル設 置場 所 の優 先度 を決 め るのが 一 つの考 え であ る。 候補 をあげ れ

ば、 坂本、 年 々、細 沢 、猿 山、 猿 沢、鼠 入、 黒沢(水 堀)、 栃 ノ木、 滝 ノ上 その他 が あるが、

実 験 モ デ ル と して候補 を しぼ れ ば、 そ の第 一は 有芸(う げ)地 区 で あ ろ う。

以下 に、 サ テ ラ イ トを済 生 会 岩 泉病院 と し、 ター ミナ ル を有芸 地 区 に2～3ヵ 所 設置 す る も
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の と した実 験 モ デル につ い て岩 手 の現 地 事情 をつけ 加え る。

有芸 地区 の住民分 布 、 地理 的 状況 は概 ね図3-21の とお りで あ る。 す なわ ち鼠入(581*人)、

栃 ノ木(389*人)、 有 芸 の3地 区 に わか れ、上 有芸 には済 生 会 が経営 す る僻地 診 療所(出 張 診

療 週1回)が あ る。(*昭 和48年 現 在)

有芸 診 療所は かつ て駐在 所 の主婦 で看 護婦資 格 を もった者 が い た ので、 巡同 時 に指示 を与 え、

投 薬、 患者 状 態 の報 告 等、 連絡、 通 報 させ て医療 サ ー ビス をあ るレベ ィレに保 つ こ とが で きた と

い う。 現在 は常 駐的 な看 護 婦が な く、 出張 診 療 と患 者輸 送 パ ス(表3-2・7、 写真3-4参 照)・

で カバ ーしよ うと してい るが 、 住 民 の 不安 と不便 は か くせ な い。

図3-2iか ら判る ように、鼠入、栃ノ木 か らは峠 を越 さねば上 宿芸 に は行 け ない。 部落 は鼠入 川、

猿肌 摂待川く菖熱 川ピ沿・て点乱 鼠入の奥は醜 上有芸の奥は水堀(黒 沢)、 栃

ノ木 周辺 は摂待川 と支 流 の松屋 敷川 ・皆 ノ川 沿 いに広 く点在 してい る。

仮 りに ター ミナル までskm位 の距 離 を限 界 と して設置点 を選 べ ば、鼠 入(小 学校k・ よび 中学

校 分 校 あ り)、 上着 芸 の他 に肘 葛(有 芸 小 中学 校 分校 あ り)の3地 点 となろ う。 次 善 の案 は2

地点 に絞 る こ とで あ るが、 この場 合 は部落 住 民の コンセ ンサ スに 立 った 慎重 な態度 が必要 とな

ろ う。

さ らに機器 シス テ ム機 能 の実 験 に限 定 す れば、 上 宿芸 にあ る僻地 診 療所1ヵ 所 とす る案 も考

え られ る。(図3-22参 照)
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第4章 岩手 県岩泉地 区医療機器 システム

岩手 県 を例 と した 、僻 地 医療 機器 シス テ ムの設計 の こ ころみ を行 う。

本 システ ムの設 計 に際 し、特 に重 要視 す る こと と して、 シス テ ムの サー ビス 内容 、機 能 を先 ず

十分 に検討 し、 この上 に立 って シス テ ムの運 用 方法(い わ ゆる ソフ トウ ェア)を よ く考慮 す る こ

とで あ る。 以下 の記 述 内容 は、 この考 え方 を強 くと り入れ て あ り、ハ ー ドウ ェア面 の検 討 の前 段

階 と して の ソフ トウ ェア面 が強 調 され てい る。

ま た、本 シス テ ムは 医療機 関そ の もの でな く、 従 って医療 を実施 す る部 門 を サポ ー トす るの が、

そ もそ もの役割 で あ り、 この考 え方 で以下 の システ ム例 を設計 して ある。 記述 の都 合上 、"医 療

を実 施 す る部 門"と"そ れ を サ ポー トす る立場 の本 シス テ ム"の 両方 の機能 を含 め て述 べ て あ る

部 分 が あ り、 これは 本 シス テム の役 割 を逸 脱 してい る ようにみ え るけ れ ども、 あ くまで 本 システ

ム と して は、 医療 機 関 に対 し補 助 す るのが そ の役割 の範 囲 であ る。

●

●
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図4-Ll岩 手県 医療 機 器 シス テ ムの構成
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1.シ ス テ ム 構 想

Llシ ス テ ム の 環 境 お よ び セ ン タ ー 、 サ テ ラ イ ト、 タ ー ミ ナ ル

設定 すべ き センター サテライ ト、 ター ミナ ル を決 め る必要 が あ り、現地 調査 にて 把握 し得

た情 況 を もとに、 これ らの数 と配置 をまず 決定 す る こととす る。但 し現地 調 査は 岩泉 地区 に

つ い て行 われ た ことか ら、 この地 区 の考 察 を 中心 に深 く行 い 、 これ を展 開 して全 体 に拡 張 し

た。

L1.1全 般 的 情 況

岩手県 の地 理的 情況 は3章 第1節 図3-1「 岩 手県 保 健所 管轄 区域 概要 」 に示 さ

れ る とお りで ある。 この図 に示 され てい る よ うに、本 県 では無 医地 区156ケ 所(昭 和

47年)が 県 下全 域 に散在 してい るの で、僻 地 医療 をセ ン ター、 サ テ ライ ト、 ター ミナ ル

の3レ ベ ル に機 能 分担 す る構 想 を もって、仮 りに1県 を1地 域 医療 シーFテム と して 考 え る

場 合、 基 本的 でかつ な お ざ りにで きない 問題 点 が か な りあ り、 相当 に弾 力性 を もっ た 考 え

方 で各 レベ ルの機能 と数 を考 慮 し、 システ ム のネ ッ トワー ク を展 開 す る必要 が あ る。

さ しあた リセ ン 多機 能 につ いて 、僻 地 医療 システ ムをサ ポー トす る もの と して 、 セ ンタ

を盛 岡市 内の県 立病 院 もし くは岩手 医大 にお くこ とは妥 当 な もの と考え る。

これに 対 し生活 圏、 医 療圏 か らみた と き、僻 地 医療実 務 の中心 であ るサ テ ラ イ トに あた

る布町 立病 院 レベル の候補 は15ヶ 所 余 りに 及ぶ。 また1無 医地 区 に1タ ー ミナ ル を設置

す ると すれば 、1サ テ ラ イ ト当 り2～22タ ー ミナ ル、 平均11タ ー ミナ ル が結 ばれ る こ

とに な り、経 済性 の 面か らは もち ろん 医療 資源 の上 か らみ て も実 現 可能 性 は殆ん どな い と

考え られ る。 さ らに、本 モ デル ・シス テム をつ くる 目的 が、 地域 医療 シス テ ムに今 後 必要

性 が生 ず るで あろ うと推 定 され る機 器 お よび シス テ ムを開発 す る こと と、開 発 された 機器

お よび システ ムを評価 す る こと で あ り、 この こ とか ら も対象 地域(こ の場 合は岩 手 県)全

体 を網 羅す る ことは 必ず しも必要 な ことでは な い と考 え られ る。

1.1.2サ テ ラ イ トに つい て

岩 手県 の場 合、 岩泉 地区 を含 め て県 北 の 医密度 が特 に低 いの で 、今回 の モデ ル ・シス テ

ムの対 象地 域 と して県 北 に位 置 す る岩泉 、宮古 、 久慈 の3地 区 を選 ぶ ことにす る。

各 地区 内 の無 医地 区数 は

岩 泉 地 区16ケ 所

宮 古 地 区'22ケ 所

久 慈 地 区20ケ 所

とな って お・.り非常 に 多 い。

最初 に岩泉 地区 につ い て考 察 を行 う。

9
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この地 区 に つ いては 、宮 古地域 生活 圏 に属 し16の 無 医地 区が 全地 域 に 散在 してk・り、

事情 は最 も厳 しい ク ラス で あ る と思 わ れ る。 当初 、現地 調査 を行 う前 には 、 岩泉 地 区 に設

定 す る ター ミナル に対 し付 近 の 県立病 院を サテ ライ トに す る のが 良い との 考 え方 か ら、県

立宮 古病 院 をサ テ ライ トと して対 応 させ る ことを想 定 してみ たが 、奥 地 にあ る釜 津 田、安

家 周辺 か らは タク シー で3～4時 間、 約4,000円 で 、患 者 の苦痛 や交 通費 の負担 の大 き

さか らみ て も、 また 住民 の地 域連 帯感 か らみて も、僻地 住 民 に対 して医 療 を遠 ざけ る結 果

にな り こそ すれ、 近 ず け る ことには な らない との認 識 を深 め た。 と くに僻 地 医療 シス テ ム

は地域 の医療 機 関 ・行政 ・住 民が 一体 とな り"自 らの健康 は 自か ら守 ろ う"と す る主体 性

の上 に、 は じめ て真 の成 果 が上 が る もので あろ うか ら、 や は り交 通 ・行 政 ・医療 ・生 活 の

中心 た る岩泉 本町 に在 る済 生 会岩泉 病 院 に必要 な ス タ 。フを充足 して、 サ テ ラ イ トとす る

のが妥 当 で あ る と判断 され る。

つ ぎに宮 古地 区 お よび 久慈 地 区 のサ テ ライ トで あ るが、 両地 区共 に県 立病 院 が あ り、 久

慈地 区 に は市立 病 院 もあ る。 医療 レベル は相 当 に高 度 な もの があ り、 サ テ ライ ト候補 と し

てふ さわ しい もの と考 え られ る。

これ ら岩泉 を含 め た サテ ラ イ ト候 補 の各 病院 の診 療科 目数 と病 床 数 は

岩泉済生会病院

県 立宮古 病 院

県立久慈 病 院

市立久慈中央病院

3科

13科

5科

9科

100床

450床

200床

150床

で あ る。

■

●

L1.3タ ー ミナ ル につhて

(1)岩 泉地 区 の ター ミナル

ター ミナルの 設置 につ い て岩 泉 地区 内を考 察す る。 前述 の よ うに 当地 区 の 医療 は済生 会

「 岩泉病 院 を実施 の中心 と して微 妙 な バ ラ
ンスを保 ってお り、 実 状 か ら考 え れば 患者 輸送 車

の増 強 と病 院 医療 ス タ ッフの充 足 が 第一 に必要 で あ る。(済 生会病 院内 藤貞 勝 院長談)た

だ患者輸 送車 で は時 間距 離 の問題 は解 消 し得な い の で、 この視 点 か らター ミナル設 置場 所

の優 先度 を 決 め るの が一 つ の考 え で ある。

候 補 を あげれ ば、 坂 本、 年 々、 細 沢、 猿 山、猿 沢 、鼠 入 、黒 沢(水 堀)栃 ノ木 、滝 ノ上

そ の他 が ある が実 験 モ デ ル と して候補 を しぼ れ ば、 そ の第一 は旧有 芸(う げ)'村 で あ る。

(内 藤 院長 の示唆 に よる)

以下 に サ テ ラ イ トを済 生 会岩 泉 病院 と し、 ター ミナル を 旧有芸村 に2～3カ 所 設 置す る

場 合 につ い て若干 の 現地事 情 を つけ 加え る。

旧有 芸村 の住 民 分布 、地 理 的状 況 は概 ね鼠 入・(581*A)、 栃 ノ木(1,3・89*A) 、有 芸 の3地

*S.48年5月 現 在
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区にわ か れ、 上 有 芸 には 済 生会が 経 営す る僻地 診 療所(出 張 診 療 週一 回)が ある。

有芸診 療所 は、 かつ て駐 在 所 の主 婦 で看 護 婦 資格 を も った者 がい たの で、巡 同 時 に指 示

を与 え、投 薬 、 患者 状 態 の報 告等 、連絡 、通 報 させ て医療 サ ー ビス を ある レベル に保 つ こ

とが で きた とい う。 現 在 は常駐 の看 護婦 が居 らず 出張診 療 と患者 輸 送車 で カバ ー し よ うと

してい るが 、住 民 の不 安 と不 便 は、 か くせ ない。

現地(蜘 か らみ て、鼠 入、 栃 ノ木 か らは峠 を越 さね ば上 布 芸 には行 け ない。部 落 は、鼠

入川 、猿 沢川 、摂待 川(松 屋 敷川 、 皆 ノ川)に 沿 って点 在 し、 鼠 入 の奥 は 甲地、 上有 芸 の

奥は水 堀(黒 沢)栃 ノ木 周辺 は摂 待 川 と支流 の松 屋 敷 川 ・皆 ノ川 沿 い に広 く点在 してい る。

各 ター ミナ ル間 の距 離 を、5km位 を 目やす と して点 を選 べ ば、鼠 入(小 学校tsよ ぴ中 学

校分 校 あ り)、 上有 芸 、肘窩(有 芸 小 中学 校 分校 あ り)の3地 点 とな ろう。 次善 の案 は2

地点 に絞 る ことで あ るが この場 合 は都 落住 民 の コン セ ンサ スに立 った慎 重 な検討 が 必要 と

な る。

以 上 ター ミナル 設置 の 第一 の候補 地域 と しての 旧有 芸村 を考察 したが 、現 在週 一 回 の 出

張 診 療 の所 が ある に して も、 いつ れ も常駐 医師 の い な い所 で あ る。

次に常駐 医 師 のい る所 を ター ミナル候 補 と して他 に求 め る と旧 安家村 の安 家診 療 所 が あ

げ られ る。 こ こは済 生 会岩泉 病 院 の分 院 で あ って内科 医(平 吹 医師)が 常駐 してい るが僻

地 で は当然 の ことな が ら付 近 に他 科 目の医 院 が皆 無 で あ る ことか ら、 この診 療 所 に は内 科

を 中心 に 全 ての診 療 科 目に わた る患者 が来院 す る。 安 家診 療 所 自体が 岩泉町 か ら16kmも

離 れた奥 地 に所 在 してい るが 、来 院患 者 は 更 に奥地 の 山間部 か ら患者 輸送 車 にゆ られ て受

診 に来 る。1日 当 りの患者 数 は、 近隣 の徒 歩 に よる来 院 者 を含 め30～40人 位で あ る。

また こ この医 師 は 済生 会 岩泉 病院 へ連 絡 のた め週2同 位 は 往復 す る。 これ らの こ とか ら安

家診 療 所 を ター ミナル と してサ テ ライ トとの 間 に情 報 の チ ャ ンネル を もつ ことは有 意 義で

あ ると判 断 す る。

以上 の 考 察 か ら岩 泉 地区 の ター ミナル 候補 地 と して旧有 芸村 に有芸 診療 所 、鼠 入 小学 校

(中 学 校)の2タ ー ミナル、 旧安家 村 に安 家 診療 所 の1タ ー ミナ ルの 合計3タ ー ミナル を

設 定 す るこ とを 当地区 の 結論 とす る。

これ ら3タ ー ミナ ルは 、 そ れぞ れ特 徴 を有 してtsり そ れ を以 下 に整 理 してお く。

有芸 ター ミナル … …(現 在 診 療所 が有 る無 医 ター ミナル)有 芸 診療 所 に設置。

ここは岩泉 済 生 会病 院 の 医師 が週1回 出張 診 療 を 行 って い るの みで 常勤者 はい ない。 こ

の 出張診 療 中は岩 泉済 生 会 病 院 の方が 留守 とな り、現 在 解決 策 に 困 ってい るた め ター ミナ

ル を設 置 す る こと は非常 に 有 効 で ある。

鼠 入 ター ミナル … …(診 療 所が な く新設 を要 す る無 医 ター ミナル)

無 医地 区 で あ り現 在診 療 所 が な く患 者輸 送 車等 の手 段 では解 決 しに くい所 。

安 家 ター ミナル… …(有 医 ター ミナル).

現 在 岩泉 済 生 会病 院 の 分院 が所 在 してい るが 内科 医1人 だけ で あ り、結 果 と して 一応 全
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科 を診 療 して い る。 サ テ ライ トと結 ぶ こ とに よ り専 門科 の科 目につい て も、専 門医 の コン

サル タ ン トを うけ る ことが 可能 とな り有 意 義 であ る。

(2)宮 古 、 久慈 両 地区 の ター ミナ ル

宮 古、 久慈 両 地区 も地域特 性 と して岩泉 と類 似 の情 況 が あ り、 ター ミナル候 補 地 と して

も、岩 泉 地区 に設定 した ター ミナル の3種 類 の異 な る条 件 と対 応 す る ものが 当地 区 に も存

在 す る筈 で ある。 この ことか ら宮 古、久 慈 両 地区 に も、 それぞ れ同 様 に3種 類 の ター ミナ

ル を設 定 す る こととす る。

ま た一 つ の仮定 と して、 両地 区 にお け る3タ ー ミナル とサ テ ラ イ ト間 の距 離 、 地形 等 の

地理 的 条 件 も岩泉 地 区 の場 合 と同一 の条 件 が 存在 してい る もの とす る。

(3)セ ンター サテ ライ ト、 ター ミナル の構成

前 述 の 考察 に よ り設 定 した センター、サテ ライ ト、 ター ミナル の配 置 を ま とめ る と、図4

-1 .1「岩 手 県 医療 機器 シス テ ムの構成 」 に示 す通 りとな る。

1.2サ ー ビ ス の 概 要

この シス テ ムで実施 す る医療 関 係の局 面 は 第1部 第3章 に記 載 して ある7項 目が あ り、 こ

れ らの補 助 を行 な うの が当 シス テ ムの 目的 で あ る。

特 に岩 手 シ ステ ムでは 医師 へ の教 育 と コ ンサ ル テ ー シ.ン に関係 す る薬 材情 報 管理 は 別項

目と して取 り上 げ る。 各項 目に つい て は

(1)そ のサ ー ビスの僻 地 に おけ る 必要 性 を 現状 に 照 ら し合わせ て検 討 す る

(2)そ のサ ー ビス の内容 を ひろ い だ し具 体的 運 用 に あて は めて検 討 す る

(3)そ の と き種 々の前 提条 件、 制 限条 件が 必要 となれ ばそ れ を検 討 す る

こととす る。検 討 方針 と して は利 用面 か らの僻 地 医療改善 を主 に考え る こととす る。 そ れ ゆ

え 、 シス テ ム のハ ー ドウェアとい う よ リソ フ トウェァ 中心 の例え ば フ ァイル な どを主 に検 討

す る もの とす る。

■

●

1.3シ ス テ ム 構 成 の 概 要

前 述 の如 く岩手 シス テム の セン ター 、サ テ ライ ト、 ター ミナル の設 置場 所 お よび そ の数 は

現地 の地 形 状 況、 人 口状 況、 医療 状況 お よび この シス テ ムは モデ ル シス テムで あ る こ とな ど

を考慮 して定 めた。

セン ター… … …盛 岡(県 立 病 院又 は岩手 医大)

サ テ ライ ト…… 岩 泉(岩 泉 済 生 会病 院)、 宮 古(県 立宮 古病 院)、 久慈(県 立 久慈 病 院 又

は市立 久 慈 中央 病院)

テ　 ξ㌫i:1;
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セ ン ター、 サ テ ライ ト、 ター ミナル のそ れぞ れ の間 の伝送 回線 の種類(回 線 の設定 条 件 に

つ い ては3.2で 詳 述 す る)は 、

セ ン ター ・サテ ラ イ ト間 …… 専 用 回線(公 社 回線)

サ テ ライ ト・ター ミナ ル間 …… 同軸 ケ ー ブル を敷設 し専用 回 線
●

セ ン タニ ・ター ミナ ル間… …電 話 回 線

を利 用す る。 この理 由は

(1)セ ン ター ・サ テ ラ イ ト間 の動画 像 伝 送 を す るた めに は、既 存 の回線 では不 可 能 で、 これ

を解 決 す る には新た に長 距 離(平 均70km前 後)の 同軸 ケー ブル を設置 しな けれ ば な らない。

これ は 動画 像 を利 用す るサ ー ビス、 そ の頻 度 か ら考 え る とコス ト的 に問題 が あ るの で同軸 ケ

ー ブ ルは 設置せ ず、 静止 画像 まで 伝送 可能 な専 用 回線 を利 用 す る もの とす る。

(2)サ テ ラ イ ト ・ター ミナ・レ間 は馳 医療 の 中 心的 役割 を果 た す もの で あ り・ 地域 住 民 の医

療 レベル を上 げ るた め には 、動 画像 伝 送 を す るの が非常 に有 効 であ る。 また サ テ ラ イ ト'タ

ー ミナル 間 の距 離 も平 均10km前 後 で あ り、 コス ト的 に もそ れ程 問題 は ない。

(3)セ ン ター ・ター ミナ ル間 の情 報 伝送 は薬 材情報 の問 合せ な どが 主な利 用 なの で、既 存 の

電 話回線 を利 用 す る ことで問題 は ない。

L4シ ス テ ム 資 源 の 概 要

シス テ ム に必要 な医療 機器 、通 信 機器 、映像 機 器 は.セ ン ター ・サテ ライ ト ●ター ミナル

間 の回 線 の種類 に よ りほYそ の枠 は定 め られ る。 本 システ ムでは 、 セ ン ター ・サ テ ラ イ ト間

が 専用 線 で あ るため 、動 画 像関 係 の機器 は使 用不 可 で ある。 サ テ ライ ト ・ター ミナル 間 で は

同軸 ケー ブル を敷 設 す るため動 画像 まで含 めてすべての機 器 が使 用 可能 で あ る。 これ らの こと

を考 慮 し本 システ ムでは 医療 上 、 役立 つ ものは で きる だけ 設 置す る考 え で機 器 を選 ん だ。

情 報処 理機 器は 回線 に あ ま り ょ らない の ですべ て設 置 す る もの とす る。

人 的 資源 につ厩 は楡 困轍 点は あるが 、特 に岩 手 とい うことな く搬 に ジス テ ム醸

す る もの と同 様 で あ る。

2.目 的 分 析

まず 、岩 手 県 の 僻 地 医 療 システ ム を考 え るに あた って、 岩泉 地 区を 中心 に考 えた。 岩 泉地 区

は典 型 的 な 山地 型僻 地 で あ り、 この地 区 を中心 と した 医療 シス テ ムを 考 え る ことに より・ 一般

的 な僻 地 医療 の 問題 であ る医療 機 関へ の物理 的 ・時間 的 な距 離 の ギ ャ 。プを解 決 す るた め の一

助 とな る ことを 目的 と してい る。

この地 区の疾 病 の特 色 を見 る と、 主要 な死 因 は 「脳卒 中]、 「・L臓疾 患 」等成 人 病 の 多い こ

と、および乳 児死 亡率が高 い こ と等 が あげ られ る。 この原 因 を考 え るに、 人 口構成 を見 る と、15

才～30才 の人.員が非 常 に 少 ない ことが わか る。 これは 、 これ等 労働 人 口は殆 ん ど都 市 に 出て

●

●
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行 って しま うた め と考 え られ る。 更 に実質的 に は、男子 成 人の 多 くは 出か せ ぎに行 ってお り老

人 と主婦 、子 供 が残 る とい う結果 に な って い る。 そ して、仕 事 の 中心 は 主婦 が担 う事 にな り、

家 に残 るの は老 人 と子 供 とい う ことに な る。 この為 に乳児 を 身近 に世話 す る時 間が 十 分に とれ

な い ことが 乳児 死 亡率 の 高 さに結 び つ いて お り、又 残 された老 人 の 出かせ ぎの留守 を守 ってい

か なけ れば な らない とい う生活 環 境 の変 化 とい った ものが 老人 病 の多発 を 促 が して お り、 更 に

医療 機 関か ら離 れ て い る こと、 普段 の 健康 管理 が十分 に 出来 ない こ とが原 因 と推定 され る。

病気 とい う ものは 、 その人 の生活 と切 り離 して考 え る ことの で きない もの で あ り、患者 に接

す る医師が そ の人 々の 生活環 境 を知 ってい る ことが治療上 に も退 院 後の療 養 指 導 に も必要 な こ

と はい うまで もない 。 も し医師 が常 日頃 、 予防 ・保 健活 動 に部 落 め ぐ りな ど してい る とすれば

か な りの病気 は未 然 に防げ るはず で・あ り、 患者 に対す る治療 効果 を高 め る と考え られ る。 つ ま

り予防 ・保 健 と医療 の一 体 化が 望 ま しい こ とで ある。

この よ うに、地 域 に あ る病院 は病 人 の た めだ け の病 院 では駄 目で あ り、 そ の地 域 社会 か ら病

人 を 出さ ないた め の病院 でな くては な らない。 このため に は機 動性 を高 め るこ と、医療 ター ミ

ナル を設 置 してそ こで診 療 が 出来 る よ うに す る こと、予 防接種 や定期 検診 ・健 康相 談 を 多 くの

住民 が受 け られ る よ うにす る こ とが大 切 で ある。

しか し こ うい っ た活 動 は現 状 の ま まで は過 重な労 働 で あ り、 少 しで も これ を軽減 し効 率 を あ

げ るため に医 療 端末 やデ ー タ伝 送手 段 の確 立 が必要 とな る。 情報 の伝送 手 段 を確 立す るこ とに

ょ り、端末 側 か ら住 民 の医療 情報 を 送信 し、 また セン ター側 か ら結 果の報 告 やそ の他 の 医療 情

報 の 伝達 が可 能 とな る.こ れ に よ・て僻 地 の無 医化 を防 ぎ・ 住 民の 鯨 鯉 を容 易に しよ うと

す る もので あ る。

この よ うに僻 地医 療 システ ムの医 療 サー ビス を行 うた め、各種 医 療機 器 、 医用 端末 ・伝送 装

置 、電子 計 算機 を中 心 と した情 報 処 理装 置 ・情 報 蓄積装 置 を使 って距 離の 障 害 を 少な く しよ う

とす るの が一 つ の方 法 で あ る。

これ等 の技 術 は単 に僻 地 シス テムだ け で は な く、広 く地域 医療 システ ム 、病 院 自動 化 シス テ

ム に必要 な もので あ る。 特 に情 報 の蓄 積 ・処 理装 置 と して の電子 計算 機 は地 域住 民 の医療 デ ー

タの 蓄積 や 医師 及 びパ ラメデ ィカル に対 す る医療情 報 の 提 供の た めに重 要 な 以一 ル で ある。

具体 的 な医 療 サ ー ビス と しては

1)健 康 管 理

2)薬 剤 情 報 管 理

3)一 般 診 療

4)救 急 診 療

5)コ ンサル テー シ ョン

6)管 理 業 務

につ い て検討 を行 った。 こ こで薬 剤情 報管 理 は、前 記 「サー ビス の概要 」 で も述 べ た よ うに コ

ン サル テ_シ.ン 、 医師へ の教育 の中 に入 る事 項 で あ るが 、特 に 別項 目 と して と り上 げた。
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健 康 管 理

前述 の よ うに病 人 を 出さ ない よ うにす る事 が 、 また 病気 にな った場 合 は早期 に発 見、治 療 を

す る こ とが も っと も大 切 で あ る。 この た め健康 管理 シス テ ム と して、 岩手 の疾 病 の 特徴、 現 在

行 なわれ ている健 診サー ビス の 内容 等 を考慮 して 、集 団 健診 とそ の フ ォ ロー ・ア ップにつ い て検

討 を行 った。

また この よ うな僻地 シス テ ム につ いて は如 何 に運用 してい くか が重要 で あ り、 これ につ い て

集団 健診 の方 法 、健診 に使 われ る機 器 、 健診 で 収集 したデ ー タの処理 方法 につ い て検討 した。

薬 剤情 報管 理 システ ム

'こ
の シス テ ムは セン ター に薬 剤 に関 す る情 報 の フ ァ イル を設置 し、 ター ミナ ル又 は サ テ ラ イ

トか ら任 意 の時 間 に必要 に応 じた問 合せ をす る ことおよび あらか じめ 登 録 してお き要求 に応 じて

必 要 な情 報 を 得 る こ とが で き る よ うに した もの であ る。

医療 の専門化が進みまた 薬 剤等 の種類 が 非 常 に増 え てい る現 在、僻 地 医療 シス テ ムに おけ るタ

ー ミナル の医 師 に全 科 の知識
、最 新 の知 識 を要求 す る こ とは難 か しい。 しか し最 前線 の医師 は

全 科 を診 ざ るを得 ない の が現 実 であ る。

それ 故 、 セ ン ター にデ ータ ・パ ンク を置 い て専 門知 識 をい つで も得 られ る こ とは非 常 に有 益

で あ り、 更に僻 地 の医師 の悩 みの 一つ で ある新 しい情 報 を得 られぬ ことを解 消す る ことは人 的

問題 の解 決 の 二つ の手 段 と考え られ る。 この よ うなデ ー タ バン クには 専 門知識 用 、教 育用 、 文

献検 索 用 等が 考え られ るが、 ここでは そ の一 つ の典型 的 な例 と して薬 剤 情報 のサ ー ビス を と り

あ げ、検 討 を 行 なっ た。

一 般 診 療

患者 の診 断 、 治療 を行 う一般 診 療 シス テ ムは医療 シス テ ムの 中心 で あ る。

僻地 シス テ ムで は各種 の機器 を使 うこと に よって医 療機 関 へ の距離 の問題 を如 何 に して解 決

す るかが 大 きなポ イン トで あ る。 この シス テ ムで は岩 泉 地区 の 医療 ニ ーズ を考 え て診 療 サー ビ

ス を決 め、 機 能 と して

① 遠 隔診 断 と遠 隔指示

② 医療 機 器 単 体で の利 用

③ サテ ライ トを中 心 に した病 歴 管理

に 分類 し、各機 器 を利用 しての診療 サー ビスの 内容 の検 討 を行 な った。

救 急 診 療

現 在 で は岩泉 地 区 には救 急 シス テ ムと呼 ば れ る組織 が ない た め、救 急患 者 が発 生 した場 合 の

患者 の運 搬 や 、救 急 指定 病 院が な いた め の患 者 の手 当等 の問題が あ る。

特 に救 急 患者 の運搬 に 関 しては僻 地の大 きな問 題 で あ る。・

現 状 では

① 患者 宅 近 くの 自家 用 車等 で運 搬 す る が飲 酒 の場 合等 が あ り問題 が あ る。

② 冬 季 の積雪 時 に 急患 が発 生 した場 合 、病 院 ま での運 搬 の方 法 が ない。
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等 の問 題が あ り、 こ うい った 点 を考慮 して岩 手 シス テ ムにお け る救 急 サー ビスの検 討 を行 なった。

コン サル テー シ ョン

コ ンサルテ ー シ 。ンは医師 又 は パ ラメデ ィカル又 は住 民 に対 す る相 談 や助言 を与 え るた め の

シス テ ムで あ り、僻 地 医療 シス テ ムを構成 す る種 々の医療 サー ビス をサ ポ ー トす るた め に必要

な機 能 であ る。

こ こでは コンサルテーシ ・ンを行 な うた め に必要 な通 信 機器 を 中心 にそ の利 用法 等 につ い て検

討 した 。

管 理 業 務

上記 の 医療 サ ー ビズ を運用 してい くた め には シス テムを管理 してい くため の、 種 々の業 務 が

必要 に な って くる。

この シス テ ム では

① 医 療実施 の た めの ス ケジ ュー リング作 業

② 医療 材 料 の在 庫 管理

を と りあげ てそ の機 能 を検 討 した。

5.前 提 ・制 限条 件

●

3.1人 的 資 源teよ び 関 連 諸 団 体 等

シス テ ムの構 成 と してはセ ン ター を岩手 医 大病 院 に置 き、 サテ ライ トを岩 泉地 区 の場 合は

済 生会 岩泉 病 院 に置 くことを想 定 してい る。 これ は 岩泉地 区 の中心 病 院 と して済 生会 岩泉 病

院 が適 当 で あ り、更 に この病 院 が岩 手 医大 と連係 して い る ことを考慮 した もので あ る。

ま た、 ター ミナル に つい ては 、 二つ は家 家 に設置 し、 現在 の有 医の診 療 所 を利 用 す る有 医

ター ミナル と した。 この他 に有 芸(現 在、 出張 診療 所 があ る)お よび鼠 入(現 在診 療所 がな

い がッ ス テ ムの ため に新 設す る)に 設置 し、 この2ケ 所 につ い ては、 医師 は巡 回 と しパ ラ メ

デ ィカル は常駐 と す る。

この システ ムは医師 サ イ ドに種 々の ツール を提 供 して、 よ り良 い医 療 サー ビス を効率 的 に

行 なえるように しようとす る もの で あ るが、 サ ー ビス内容 を広げ るこ とは 、 よ り大 きな労 働を

医師 側 に期 待す る ことにな る。 例え ば、 岩泉 済 生 会病 院 で も医師 や看護 婦 の 不足 して い る現

在、 種 々 の医療 サ ー ビス を 同時 に実施 す る こ とは 困難 であ り、 医師 側 の資 源確 保 と含 ま って

実 施 してい く必要 が あ る。 シス テ ムを運 用 す るた めの技 術者 につい て も同様 で あ り、 この人

的 資 源 の問題 は 簡単 には 解決 で きな い問題 で あ るが、 何等 か の手 段 を講 ず る ことに よ って充

た され得 る もの とす る。

ま た、 この シス テ ムでは単 な る疾 病 の治 療 の みの ジス テムで はな く健康 管理 の 問題 を も考

慮 してお り、 このた め には病 院 、診 療 所、保 険所お よび 自治 体 の一 体 とな った運 営 が必要 で あ

るが、 これ らの運 営主 体責任 体 制 につ い ては 別途 述 べ られ るの で触 れ ない こ ととす る。
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一 方住 民 ・患者 側 に と
って大 きな問 題 に、 支払 いの 問題 が あ る。 現行 の国保 制度 に も種 々

の問題 を持 ってい る が、今 以 上に経 済的 負担 を住 民 側 に負 わせ る ことは 難 しい と考え られ る。

これ等 の経 済的 問題 は シス テ ムの 設置 ・運用 に要 す る費用 と合せ て、 国又 は 自治体 で賄 う こ

とを前 提 とす る。

3・2画 像 回 線 の 可 能 性

サ テ ラ イ ト ・ター ミナル間 の画像 伝送 は、 シス テ ムの機能 上 大変 重要 な部 分 で あ るが 、 そ

の回線 と して何 を用 い るか は、 実 現可 能性 を十 分考 慮 して、決 め なけ れ ば な らない。 無 線 ・

公 社 回線 ・私 設 同軸 ケ ー ブル の3つ の方 法 につ い て検討 し、 決め る ことにす る。

(1)無 線

電波 法 関係 法規 の検討 で考 え られ る よ うに、4MHz以 上 の無 線局 の 設置 を当 シス テ ムの

為 に行 なお うとして も許 可 は得 に くく、法規 は この 場 合、 寛 々公社 回 線を 利用 す る ことを勧 め

てい るが4MHz以 上 と なる と これ も難 しい。

更 に、 実 際 に例 え ば岩泉 地 区 で無 線 で 画像 伝 送 を行 なうことを考 える と、この地 区 は典 型 的

な山 地 で あ り、 例 え ば岩 泉 ・有芸 間 、岩 泉 ・鼠 入 間 に は標高 差 約400mの 山々が あ り、 サ テ

ライ ト ・ター ミナル 間を くま な く画 像伝 送 が 行 なえるようにするためには 、相 当 高い見 通 しの き

く所 に鉄塔 を建 て る等 、 技術 的 、経 済 的 困難 を伴 う。

以 上 の ことか ら無 線画 像伝 送 は、 この地 区 では考 え ない ことに す る。

(2)公 社 回線 又 は私 設 の同軸 ケー ブル

有線 を考 え る と、 公 社回 線 あ るい は私 設の いず れ に して も岩泉 地 区 で は次 の ように考 え る

ことが で き る。(他 の地 区 も情 況 は類 似 して い る)

電 話 回 線 に つ い て は 現 地 調 査 で 明 ら か な よ う に 、 岩 泉 ・有 業・ 岩 泉 ・安 家

間 は既 に架 空 電話線 が敷 かれ て い るの で これ を十分利 用 したい。 利 用 で きる場 合 は架 空 の 同

軸 を、 出来 ない場 合 は地下 埋 設 の同軸 を考 え る。 鼠入 につ い ては、上 記 の2地 区 が架 空 の と

きは、 地 下埋 設 を、地 下埋 設 の時 は架空 を考 え、 架 空 と地下 埋設 の耐震 ・耐 風 ・耐水 等 の 比

較 を他 シス テ ムの設 計 に役立 て る。 なお鼠入 への道 には崖 が続 く場 所 が多少 あ り、技 術 的 困

難 さ を多 く含 む場 合 は このか ぎ りで な く、技 術 的 に容 易 な方 を選 ぶ。技 術 や コス トの 面 で 不

確 定 要 素が 多 いが、 距 離 が、安 家(16kπ)、 有 芸(9flm)に 比 べ て5kmで 短 いの で・ そ れ

程 大 きな問 題 は ない で あろ う。

(3)そ の 他

画像 情 報以 外 の医療 デー タの伝 送 につい ては 、 ター ミナル とサ テ ライ ト間 の情 報 はす べ て

同軸 ケー ブル を使 って 行 な う。

ター ミナ ル とセ ン ター間 で情 報 の 送受 を行 な う場 合は 電話 回線 を使 うもの とす る。

僻 地 では地 域 集団 電話(磁 石式)が か な り普 及 してお り、 これ を使 って一般 のデー タの伝

送 、 或 は心電 図等 の アナ ログ情 報 の 伝送 が可能 とす る。

"
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●

●

セ ンターに フ ァイル を持 ってい る薬 剤情 報サービス 、および健康 管理 又 は一 般 診療 サ ー ビス

にお け る心電 図 の伝 送 ・解析 等 は 電話 回 線 を使 って行 な う もの とす る。

サ テ ラ イ トとセ ン ター間 の情 報 の 伝送 は専 用回 線 を使 う こと と し、将 来 必要 に応 じて サテ

ライ トとサテ ライ間 の情 報 の 送受 は セ ン ター を経 由 して行 な う もの とす る。

4.機 能 分 析

本 シス テ ムで実施 す るサー ビス と して

●

●

●

●

●

●
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を と りあけ る こ ととす る。 前述 の 「サー ビスの概要 」 「目的 分析 」 の項 で も述 べた とお り薬 剤

情 報 管理 を独立 して とり あげ た 。

各 サー ビスに つい て の詳細 を以 下 に述 べ る。

4.1健 康 管 理

こ こで は、健 康 管理 の サ ー ビス内 容 とそ の運 用方 法 につ い て述 べ る。

4・1.1サ ー ビス 内 容

僻地 住 民 に対す る健康 管理 サ ー ビス の一 つに集 団 健診 が挙 げ られ る が、 更 に健診 を実施

した後 に ア フター`サ ー ビス と して フ ォ ロー ・ア ップが必要 とな る。 以下 に 、 この二 つ の

サー ビス内容 につ い て述べ る。

(1)集 団 健 診

集 団 健診 の内容 に つい ては、 現在 岩泉 地 区 で僻 地 住 民 に対 して行 な っ てい る健診 内容 と、

僻 地 住 民や 医療 機 関(岩 泉 地 区 の 病院 、保 健所 、診 療 所 な ど)の 要 求 と を考慮 した結 果、

こ こで取 り上 げ る集団 健診 の内容 をつ ぎの とお りとす る。

① 成 人病 健診

目的 分析 で 述べ た よ うに、 成 人 病 につ い ての 健診 は最 も重要 で あ る。

そ して、 これ ら死因 は僻 地 の特 色 では な く全 国的 な傾 向 と一 致 して い る ため、検 査 項 目

に つい ては 他 の一般 的 な医療 機 関 のそ れ と同様 で あ って よい。

成 人病 に対 す る健診 項 目には つ ぎの ものが挙 げ られ る。注)

注)各 疾病 に 対す る一般的 な検査 項 目は表4-3に 示 され てい る。
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(a)胃 ガン、 子 宮 ガン、肺 ガン な ど

(b)脳 卒 中 な どの脳血 管疾 患

(c)心 臓 病

(d)高 血 圧 症

(e)腎 疾 患

(f)肝 疾 患

(9)そ の 他糖 尿 病 、 リ、ユウマ チ な ど

これ らの項 目の うち、(a)、(b)、(c)、(d)は特 に 重要 な項 目で あ る。

② 成 人 病 に関 す る諸統 計

① で述 べ た成 人 病健 診 で収 集 され た検 査 デー タにつ い て 、種 々 の統計 を取 る ことが 可能

で あ る。 この統計 は、 僻 地住 民 の成 人病 に関 す る詳 細 な動向 を 明確化 す るため に、 と くに

医療 機 関が 必要 とす る もの で あ る。

③ 乳幼 児健 診

岩泉 地 区 の乳児 死 亡 率 は他 地区 のそれ よ り も高 い。 また、 乳幼 児健 診は現 在母 子 セ ン タ

ー等 で積 極的 に行 なわれているのでこ こでも取 り上げ 、 健診 の効率 化を 図 り、 フ ォロー の面

を より徹 底 させ る。

健 診 内容 は、 成 人 に対 す るそ れ とは異 な り特 殊 な もの で あ るの で、地 元 の医療 機 関 と相

談 の上 で決定 した 方 が 良い。

また、 す でに実 施 され てい る くる病 の検 査 も ここで 行 な う。

④ 妊産 婦健 診

③ の乳 幼児 検 診 に 関連 して新生 児 死亡 率 と周産 期 死 亡率 がや は り他地 区 よ り高 い ことか

ら、 妊産 婦 の 健康 管理 は もちろん の こと、健 全 な出生 に対 す る認 識 を高 め るた め に ここで

取 り上 げ る。 現 在 は母 子 セ ン ター等 に於 い て保 健 衛 生指導 を行 なっているが、妊産 婦一 人 一

人 の過 去 の 出産 状 態 、過去 の健康 状 態 及び 家庭環 境 な どの情報 を問診 等 に よ って収 集 し、

フ ァイル す る こと で保 健 指導 の より徹底 化 を 図 る ことが期 待 で きる。

⑤ 歯科 、耳 鼻咽 喉 科 、 眼 科 の各健診

僻 地 に於 け る歯 科 、耳 鼻咽 喉 科、 眼科 の 医師 の不足 は 深刻 で、岩 泉 地区 には歯 科 医が1

名 い るだけ で あ る。 従 って、 住 民 の不安 もそ れだ け 多 いの で、 健診 項 目に加 え る必 要 が あ

る。

これ ら健診 項 目'は、他 の 健診項 目とは異 な り、 検査 で異 常が 認 め られ た り被検者 が異 常

を訴 え た り した場 合は 、そ の場 で処 置 をす る ことが 可 能で あ る。 現在 、歯 科 につ い て はそ

の ように実施 され てい るが、 処 置 がそ の と き限 りでは な く、継続 的 に行 なわな くては ならな

い場 合 に問題 とな る。

⑥ 問 診

問診 は健診 を実 施 す る度 に 行なわな くてはいけな い 重要 な項 目の一 つ であ る。 そ して僻 地
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住 民 と しての特 徴 を浮 彫 に させ るた め につ ぎの ことが らに重 点 を置 い た問 診項 目を作 成 す

る必 要 が ある。

●

●

●

)

●

9
一(

被検 者 を健診 項 目毎 に区 分 け して、 各 々に問診 項 目を選択 す る。

職業 、労 働 内容 に つ い ての質 問 を 行 な う。

住 居(の 構造)、 ,環 境 な どの 日常生活情 報 につい て質 問 を行 な う。

現 在 の健康 状 態 に つい て 、 自覚症 状 な どの質 問を 行 な う。

フォ ロー'ア ップ

集 団 健診 の実 施 後 は、 対 象僻 地住 民 に対 す る追 跡 調査 を行 うと共 に、 健診 の総 合判 定結

果 を住 民 に報 告 す る必要 があ る。 また、検査 デー タの フ ァイル化 を 図 り、 住 民 の健康 に関

す る過去 の情 報 と健診 結 果 とを比較 検討 す る ことで、 ス ク リーニ ン グの 効果 を よ り高 め る

こ とに役 立 て る。

健 診実 施後 の僻 地 住 民 に対 す るア フ ター ・サ ー ビス と して行 な うもの にはつ ぎの事 柄 が考

え られ る。

① 健診 結果 の総 合判定 表 を住 民 に送付 す る。

② 要 注 意、要 精検 、要 観 察 、要 治 療 の対象 とな る者 の 生活 指導 、観 察 治療 お よび受検 催

促等 を行 な う。

③ 検査 デー タの う ち、 時 系列 的 に と らえ る必要 の あ るデ ー タの フ ァ イル化 を図 り、過 去

の 健診 結果 との対応 や被 検者 個人 の 標準値 の決 定 な どを 行 な う。

●

●

4.1.2運 用 方 法

集 団健診 は、 実施 す る地域 に ょ ってそ の方法 が異 な って くる。 と ぐに岩泉 地区 は僻地 と

い う特殊 性 か らみて、都 市 で行なわれる一 般的 な 健診 とは 異 な り、そ の運 用 に種 々の 困難 が

生ず る もの と 思われ るパ

以下 に運 用 方法 につ い て述 べ る。

(1)集 団 健診 の 方法

(a)健 診 車 に よ り僻 地 を巡 回 す る

僻 地 は、 小 人数 の部 落 が 広域 にわ た って点 在 してい るの で、住 民 の受 検 率 を 良 くす るた

めに量 も効 果 が上 る方法 で あろ う。

(b)僻 地住 民 を ター ミナルへ 集 合 させ る

バ ス な どの交 通機 関 を利 用 して
、 僻 地住 民 を ター ミナル ま で集 合 させ る。(a)の 方法 では

健診 車の移 動 時 間や 検査 機器 の セ 。 トな どに時 間 が多 くか か り、健 診 の効 率 が悪 くな るが、

この 方法 は そ うい う面 で の欠 点 が減 少 す る。

(c)僻 地住 民 を サテ ラ イ ト(ま た は セ ン ター)へ 集 合 させ る

健診 設備 が完 備 され ていること、お よび 医師や 検査 技師 が揃 ってい る こと な どの利 点 が あ

る。 一方 、僻 地住 民 に と ってサ テ ラ イ トや セン ター は遠す ぎ るの で 、貸 切 パ ス な どの便 を
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図 って も受 検率 の 向 上は 望 め ない。 従 って この方 法 に ょる受 検者 は、(a)または(b>に よる健

診 後 、精 密 検査 の必要 が あ る者 を中心 に実施 した 方 が 良い。

(d)そ の他 の方 法 お よび集 団 健 診 の運用 上 の 問題 点

異 な っ た健診 項 目(例 え ば成 人 と乳幼 児 の場 合)を 同 時 に実施 す る ことは 、特 に(a)の方

法 では困 難 とな る。 従 っ て、健 診 項 目毎 に実 施 時期 を分けて行な うとか、実施場 所 を他 の適

当 な場 所(乳 幼 児 や妊 産婦 な ら母 子 セ ン ター)に す るな ど、 適 切 な方法 を選択 す る必要 が

ある。

また、 健診 の実施 時 期 の選択 は最 も大 きな問題 点 の一 つ で あろ う。僻 地住 民 の職業 に ょ

り、 健診 を 受け る こ との出来 る時期 が一 定 しない と思 われ るか らで ある。農業 、酪 農、 林

業 、漁 業 及 び 出稼 ぎ な どの 別 に、住 民 に と って都 合 の 良い時期 を選 ぶ 必要 が ある。
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図4-1健 診 の 流 れ 図

一232一



健 診 精 機

住

要注意

要観察

民

デ ー タ収 集

ス ク リー ニ ング

結 果

師

劇舗

医

総(

疾
患
発
見

者

診 検 査デー タ

ス ク リー ニ ン グ

健康 管理 フ ァイル

要精検

住

病 歴 デ ー タ

健診 デ ー タ

民

・生活 指導 ・保健 指 導

・治 療機 関 の 斡旋

・治療

・再 検(精 検)

図4-2検 査 デー タの流れ
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(2)健 診 に使 われ る機 器 につい て

ここで い う機 器 とは、 僻地 住 民 の健康 を評価 し、 ス ク リー ニン グを 行なへ そ して 自覚症

状 の ない者 の 病気 を検 出す るため に使 用 す る機器 の こ とであ る。 そ して、 これ ら機器 に よ

って作成 され たデ ー タは、そ の大部 分 が情報 処理機 器 に よ って収 集 され 、そ の一部 分が フ

ァ イル され る。

健 診 で使 わ れ る機 器 には、 健診 車 に搭 載 す る もの、 ター ミナル に設 置 するもの、お よび サ

テ ラ イ トや セ ン ター に設置 す る もの とが あ るが、そ の 必要性 や利 用価 値 は健診 方法 に ょっ

て一定 では ない。 従 って 、 ここでは(1)で述 ざ た健診 方法 に準 じて 、使 用 が予想 され る機 器

につ い て述べ る ことに す る。

① 健診 車 に搭 載 す る機 器

●

●

●

●

●

●

●

●

●

・

②

・

●

胸部X線 装置

,胃部X線 装置

自動心電図収集処理装置

自動心音図収集処理装置

採血時刻表示装置

自動血圧計

自動化学分析装置

自動血液検査装置

自動問診装置

各種電源装置

ターミナルに設置する機器

心電図伝送装置

心音図伝送装置

検 査機 器 は 健診 車 に搭 載 され て い る の で、 ター ミナル に 設 置す る必要 は と くに ない。 一

般診 療等 の 目的 で ター ミナル に各 種の検 査 機 器 を設 置 して ある場 合は 、そ れ も効果的 に使

用す る こと がで きる。

③ サ テ ラ イ ト(ま たは セ ン ター)に 設置 す る機器

サテ ライ ト(ま た は セ ン ター)に 於 て は 、い わ ゆる総 合 健診 を 行 なうのに必要 な機 器は全

て設 置 され て い なけ れば な らない 。僻 地 に於 け る健診 の結 果、再検 査 および精 密検 査 の必要

が あ り、僻 地 に おい てそれ らの検査 が 困難 な 場 合に 、該 当 す る者 の検査 を受 持 つ 必要 が あ

る。 さ らにサ テ ラ イ ト(ま た はセ ン ター)に 設置 され た機 器 を有 効に活 用 す るた め と僻地

以 外 の地 区 の住 民の 健康 管理 の一貫 と して、 周辺 地 区住 民 に 対す る健診 を実施 す る こと も

考 え られ る。

(3)健 診 で収 集 した デ ー タの処 理方 法

僻 地 およびサテ ライ ト(セ ン ター)周 辺 地 区 の住 民 を 健診 して得 た情報 は、 サ テ ラ イ ト
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(セ ン ター)に 設 置 され て い る情 報処 理 機 器に よって処 理 され、 情報 の一 部 が フ ァイル さ

れた り、検 査デ ー タを集 め て統計 処理 が な され た りす る。 この よ うに して、収 集 した情報

は速 や か で効果 的 な処 理 が な され て、 住 民 の(と くに僻 地住 民 の)健 康 管理 に貢 献 す る と ・

同時に、健診 を行 な う医療機 関 に 対 して、強 力な 質的援 助 を 行 な うこ とに な る。

(4)デ ー タの ファ イル 化 と病歴 管理 との 関連

健診 で収 集 され た デ ー タの中 で情報 処理 装 置 に フ ァイル すべ き ものは 、以下 の各項 目を

満足 す る必要 が あ る。

① 住 民 の健康情 報 の 中で集 合的 お よび単一 的に 、且 つ時 系列的 に と らえ る必要 の ある もの。

これ に よ って、住 民 の健 康 の標 準値 が集 団的 お よび個人 的 に算 出 され、以 後 の健 診時 の参

考 に した り、 スク リーニ ン グの基 準値 と して使 用 した りす るこ とが 出来 る。

② ス ク リー ニ ングの結 果 、異 常 と認 め られ る もの。

③ 総 合判定 の 結果 、 疾病 と認 め た もの で、病 名 、疾 患部 所 な どの所 見。

④ 血 液 型 な ど永久 不 変 な もの。

⑤ 問診 で 得た病 歴 、薬 疹、 異 常 体質 な ど。

これ らの条件 に よって フ ァイル され た情 報は 、 一般 診 療 や救急 医療 で も有効 で あ ると思

われ、 且つ 疾 病 や病歴 な どは、 病歴 デ ー タに 対す る更 新、 登録情 報 とな る。 また 、病 歴 デ

ー タは、健 診 後 のス ク リーニ ング 時 にお いて大 いに参 照 され る もの と思 われ る。

4.2薬 剤 情 報 管 理

4。2.1概 要

薬 剤情 報 の 重要 性 は薬物 療 法 の発 達 に伴 う近年 飛 躍 的 に高 ま って来 てい る。 この 需要 に

呼 応 して薬 剤 に関 連 した 図書 ・雑 誌類 も数 多 く刊 行 され てい る。 しか し、 第一 線 で診 療活

動 に従事 して い る医師 に と って、 これ らの 書物 の 中か らそ の時 々に必要 な情 報 を抽 出す る

の は不 可能 に近 い。 いわ ゆ る情報 公害 に脅 か され てい る状 態 と云 え よう。 したが って、 第

一 線の 医師 に は薬 剤情報 を 的 確に提供 す るア シ スタ ン トが必要 で ある
。

薬 剤情 報 管理 シス テ ムで は有能 な薬 剤師 に より取捨 選 択 され た薬 剤情報 を蓄積 して置 き、

要 求 に応 じて1入 の アシスタ ン トではお よぱ ない程 に広 く深 い情報 を提 供す る。

岩手 シ ス テムにお け る薬 剤情 報 管理 シス テ ムでは 薬 剤情報 の管理部 門 をセ ン ター に持 ち、

そ こで取捨 選 択 された情 報 は 薬剤情 報 フ ァ イル に蓄積 され てタニ ミナ ルお よび サ テラ イ ト

か らの 問合せ に応 答す る。

4,2.2薬 剤 情報 管理 シス テ ムのサ ー ビス内 容

この シス テ ムのサ ー ビス は単 に問合せ に応 答す るだけ に止 ま らず、 より積 極 的 な サー ビ

ス も行 な う。以 下に サー ビス 項 目を列 挙 す る。
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い)薬 剤情 報 の 問 合せ 応 答サ ー ビス

(周 新規 薬 剤情 報 の配 布サ ー ビス

(C)緊 急 ・特 殊 薬剤 情報 ・通達 サ ー ビス

⑪ 特 殊薬 品 の中央 管 理 ・配 送 サー ビス

各 サ ー ビスの説 明

サ ー ビス(A)

薬 剤情 報 の 問 合せ 応 答は セ ン ター と ター ミナル お よびセ ン ター とサ テ ライ トを結 ん だ回

線 を介 して即時 ・会話 モ ー ドで行 な う。

(即 時 ・会 話 モー ドとは 、 ター ミナル お よび サテ ライ トに設 置 され てい る端 末(キ ャラ

ク タ ・デ ィス プ レ イにキ ー ボー ドとプ リン ター が付 加 され てい る)を 薬 剤情 報 を問 合わせ

る人 が操作 して 、 シ ス テ ムと会話 す る よ うに逐 次情 報 の送 受 信を行 な う形 式 で ある。)

薬 剤情 報 の問 合 わ せ形 式は以 下 に述 べ る3通 りに制限 す る。

(a)あ る薬 品名(商 品名 、 一般 名、 化学 名 い つれ で も良い)を 示 し、 そ れ に関 す る何 らか

の 情報 、 例え ば用 法 ・用 量 な どを問 合 わせ る形式 。

(b)何 個 か の条件 を示 し、 その条件 に総 て該 当 す る薬 剤 を 問 合 わせ る もの 、例 えば薬 効 と

健 保 で採 用 され てい る ことを条 件 と して該 当 す る薬 剤 を問 合わせ る型式 。

(c)あ る薬 品名 お よび 何 らか の条 件 を示 し、そ の薬 品 名 お よび条件 に関 して論 じられ た文

献 名 とそ の所在 お よび抄 録 を問 合 わせ る形 式。

薬 剤情 報 を問 合わせ よ うとす る医師 は、 端末 を操作 じて シス テ ム を呼 出 し、 問 合 わせ形

式 に対 応 した パ ラ メー タを使 って 問 合 わせ 条 件 を示 し、そ の解 答 を待 つ。 解 答 は一旦 デ ィ'

ス プ レイ に表 示 さ れ る。 医師 はそ の 解 答 で 目的 が満 され た場 合、 必要 が あれ ばそ れ を プ リ

ン トす る よう指 示 して問 合 わせ を終 了 す る。 そ の解 答 で は不 十分 な場 合に は更 に条 件 を入

力 して次 の解 答 を待 つ。最 終 的 に解 答 に満 足 で きな い場 合はそ の状 況 をセ ンター に プ リン

トし、 それ 以 後 は人手 でそ の原 因 を調 査 し、 必要 が あ れば収 録 され てい る情 報 の更新 を 行

な う。

サ ー ビス⑧

薬 剤情報 は 日々新 た に発行 され る文献 に よ って増 加 して 行 くが、 医師 個 人 に と ってはそ

れ らの情 報 の 内ほ ん の 一部 が必要 とされ る.にす ぎな い。 しか し総 て の医師 が尾 大 な文 献 の

中 か ら必要 な情 報 を抽 出す るのは殆 ど不 可能 に近い 。 そ こで このサ ー ビスは 岩手 シス テ ム

に関連 す る医療施 設 の医師 全員 の薬 剤情報 に関 す る関 心事 項 を登録 してお き、 新 たに 入手

した情報 の中か ら一 定 期 間 お きに医師 個人 毎 に薬 剤情 報 を抽 出 し、そ れ を配布 す る。

この情 報 の配布 方 法 と して は端末 の空 き時 間 を利 用 して医師 毎 に ま とめ て プ リン トす る

ことにす る。

サ ー ビスに)、

薬 剤情 報 に は医師 と して必 ず 知 ってお か な くて は な らない情報 が あ り得 る。
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この様 な情報 が新 た に発 生 した場 合、 セン ター の薬 剤情 報 を収 集、取捨 選択 す る部 署 で は

独 自の判 断 でそれ らの情報 を総 て の関連 医療 施 設 の端末 に 出力す る。

シス テ ムの作業 と しては サ ー ビス⑧ と殆 ん ど同 じとな る。

サ ー ビス⑩

薬 剤 の中 には 日常 は殆 ん ど使用 しない特 殊 な ものが あ る。 これ らは セ ン ターで 中央 管理

す る。 とのサ ー ビスは それ らの薬 剤 の在庫 状況 の問 合 わせ と配送請 求 に応 じる もので あ る。

4.2.3シ ス テ ムの運 用 に必 要 な組 織 と作 業

シス テ ム を円滑 に運 用 す るためには、 コン ピ ュー タを直接 操作 す る人(組 織)と シス テム

に収 録 され る情 報 の収 集、取 捨 選択 を行な う入(組 織)が 必要 であ る。(シ ス テ ム全体 の運

営組織 は別 途 述べ られ てい るが 、 こ こでい う組織 とは 本薬 剤情報 管 理 シス テ ムに独特 の も

のを 指す)こ こで は後者 の組 織 と、 そ こで為 さ れ る作業 につ い て述 べ る。

(1)組 織

薬剤 情報 の収集 と、収 集 され た情 報 か ら有 用 な情報 を取捨 選択 す る には 高度 に専 門的 な

知識 を必要 とす るの で、薬 剤師 に委託 され なけれ ばな ら ない。

岩手 シス テ ムは セ ン ター に薬剤 情報 部(仮 称)を 設け 、そ こに数名 の薬 剤 師 が 所属 す る

こと とす る。

薬 剤情 報 の収 集 ・選 択規 準 は薬 剤情 報 部 で作 成 し、そ の上 部機 関 の承 認 を得 て実 際 に作

業 が行 なわれ る もの とす る。

(2)作 業

薬 剤情 報 部 で行 なわれる作業 は 大 き く3つ に分 け られ る。 それ らは 、.①情 報 源 で ある図 書

や市販 の薬 剤情 報 テ ー プの購 入物 の検討 、 お よびそ の中 の情報 の シス テ ムへ 収録 す る もの

の選択規 準 を作成 す る作 業;② 定 め られ た選択 規 準 に従 って実 際 に薬 剤情 報 を収集 ・選択

し、 シス テ ム に収録 す る作業 、③ 問 合わせ 応 答 サー ビス で 十分 な解 答が与 え られ なか った

薬 剤情 報 の調 査 と必要 な場 合 に は収 録 され た情 報 の更新 で あ る。

この 内で作 業 ② は中心 的 な作 業 とな る。

薬 剤情報 の問 合 わせ は既 にサ ー ビス(A)で述 べ た よ うに、(a)薬剤個 々の情 報 の問 合 わせ 、

(b)い くつ か の条件 に該 当す る薬 剤 の 問合 わせ 、(c)あ る種 の テー マに 関す る文献 の問 合わ せ、

と3通 りの形 式 が あ る。 この こ とは薬 剤情 報 の整理 ・統 合方法 を 自ず か ら示唆 してい る。

この シス テ ムに おけ る薬 剤情 報 の収 録 方 法 は 次 に述 べ る ようにす る。

シス テ ム に収 録 す る情報 形態 は 次 の2通 りと す る。1つ は表4-1に 示 す よ うに薬 剤個

個 の情 報 の 形態 で ある。 これ は(a)型式 の問 合 わせ に対 しそ の まS解 答 となb、 これ を項 目

毎 に薬 剤名称 を付 け た もの を再構 成 した もの は(b)型式 の 問 合わせ に対 す る解 答 とな る。 薬

剤師 は この情 報 形式 に従 った記載欄 を持 った ワーク シー トに文 献類 か らそ れ らの情 報 を 転

記 す る。他 の1つ は文 献 名(著 者 名 、 出版 社名 、 出版年 月 日を含む)と 、そ の 文献 で述 べ
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られ て い る内容 をキー ワー ドで示 した情報 の形 態 で あ る。 これ も所定 の ワー ク シー トに薬

剤師 が文 献 を 閲覧 し、 適当 なキ ー ワー ドを定 め て記 入 す る。 シス テ ムは キー ワー ドか ら文

献 が検 索 出来 る よ うに情 報 を再 構 成 す る。 これ に よ って(c)形式 の 問合 わせ に対 す る解 答群

が準備 され る。

○

○

表4-1薬 剤 情 報 項 目

管 理 的 事 項

名 称

剤 型

成 分 含 量

化 学 構 造

製 薬 会 社 名

健 保 の 採 否

包 装 価 格

治験 記号 番号

有 効 期 間

薬理 ・治療事項

基礎 薬理作 用

急性 ・慢性毒性

適 応 症

用 法 ・用 量

適 用 部 位

副 作 用

拮 抗 薬

回 勅 薬

配 合 禁 忌

(商 品名、 一般 名、 化学 名)

(臨 床効果)

(催 奇形性)

4.2.4コ ン ピュー タ ・シス テ ムの特 徴

薬 剤情 報 シス テ ムのテ ク ニ カル な部 分、 即 ち ハー ドウ ェア と ソフ トウ ェア(プ ログ ラ ム)

を総称 して コン ピ ュー タ ・シス テ ム と称 す る。 薬 剤情 報 シ ステ ム におけ る コン ピュー タ ・

シ ステ ムは 、 一般 の オ ン ラ イン ・シス テ ム と根 本 的 に差異 は無 いが 、 シス テ ム を特 徴 付 け

る代表 的 な もの を数点 こ こに記 述 す る。

(1)端 末

薬 剤情 報 の問 合 わせ 応 答 に 使わ れ る端末 は、 キー ボー ドとプ リンタが接続 され た キ ャ ラ

■

,
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ク ター ・デ ィス プ レイ とす る。 情報 の授 受 を会話 的 に行 なうためには 、情報の読 取 リスビー ド

が比較 的 速 い キ ャラク ター ・デ ィス フ'レイが最 も優 れ てい る。

(2)コ マ ン ド

コマ ン ドは端 末 を操作 す る人(医 師)が シス テ ムと会話 す るための言 語 である。 コマ ン ド

の基 本的 な もの と して は、 シス テ ム との会話 の開 始 ・終了 を指示 す る もの、 問 合 わせ る情

報 の条 件 を示 す もの、 プ リン ト形 式 を 指示 する もの が ある。

(3)問 合 わせ 条件 パ ラ メー タ

パ ラメー タは問 合 わせ る情報 の条件 を示 す コマ ン ドの下 位 に属 す る言語 で、条 件 の細 部

を指示 す るた めの もの で あ る。

(4)薬 剤 情報 フ ァイル

シス テ ムに収 録 す る情報 彩 態 が2通 りあ るの で、薬 剤情 報 フ ァイル も論理 的 に2種 の フ

ァ イル を持 つ。 そ れぞ れ の フ ァイル に は各 々デ ィレク ト リ イ ・フ ァイルが備 わる6従 って

薬 剤情報 の問 合わせ が ある と、 システ ムは 問合 わせ 形 式 に従 ってい ず れか のデ ィレク トリ

イを サーチ し、 しか る の ちに 目的 の フ ァイルか ら該 当す る情 報 を読 出 す ことにな る。

4.3一 般 診 療

但

量

4.3.1医 療 ニ ーズ の考 慮

岩 泉地 区の人 口動態 をみ る と、 脳血 管疾 患、悪 性 新生物 、肺炎 お よび気 管支 炎 、心臓 疾

患、事 故 、 新生児 主要疾 患 の順 に死亡 率 が 高い。 この順序 は全 国的 な傾 向 と同 じで あ るが

詳 し く成人 病関 係 につ い て調 べ ると、東 北地 方 の死亡 率 は 全国 レベル よ り高 く、更 に都 市

部 より、 山間農 村 、医 師 の 多い場 所 よ り、無 医地 区 等 の医療僻 地 の方 が死亡 率 が 高い 。従

って、健 康 管理 で重 視 した の と同 じ く、 一 般診 療 において も成人病 関係 を 第1課 題 と考 え る。

この こ とは、 我 々の考 え てい る医療 機器 の 対象 と してい る疾 病 が、 成人 病 関係 にか な りの

重 点 を置い て い る事 か らい って 、実 現 が容 易で あ る と考 え られ る。(注)

次 に、 日常的 な医療 ニー ズを考 え る と、歯 科、 耳 鼻咽喉 科お よび眼 科 が専 門 医不足 や疾

病 率 か ら言 って ニーズ が高 い 。従 って これ らの 専門 科 目に つい て で き るだけ考 慮 す る こと

に す る。 また 、肺 炎 や 風邪 ・感 冒等 の 内科疾 患 に対応 す る ニー ズ につ い て考 え る と、罹 患

率 は高 くて も軽 度 の場 合、 医師 が近 くにい ない事 もあ って 、患者 に軽視 され が ちで あ るが、

実 際に は、手 遅れ や他 の 病気 を併 発 す る事 などに よ り、 病気 の期 間 が長 くな った り、重症

に な った りす る事 が 多 く、 ニー ズは 高 い と考 え られ る。 この事は 肺 炎 お よび気 管 支炎 の死

亡 率 が死 因統 計 の 第3位 にな ってい る ことか ら も窺 え る。 この事 に対 して、 システ ムでは

(注)4.3.4医 療 機 器 単 体 で の 利 用 、4.3.6使 用 す る医 療 機 器 、 お よ び 表4-3、 表4-

4(検 査 項 目 と疾 病 の 関 連 の 一 覧 表)を 参 照 の こ と。
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早期 診 断 を 目標 と して、無 医 ター ミナル の患者 に対 し、 サ テ ラ イ トの医師 に より、 内科 の

診断 がで きる よ うにす る。

4.3.2機 能 の 種 類

次 の よ うに分類 す る。

(1)遠 隔診断 と遠隔 指 示

a)問 診 ・視診 ・聴 診

b)レ ン トゲン伝送 と分析 ・診 断

c)心 電 ・脳 波 ・心 音 ・筋電 等 の伝 送 と分析 ・診 断

d)検 査 ・レン トゲ ンの指 示

e)投 薬 ・注 射 ・処 置 な ど治 療 の指 示

(2)医 療 機器 単 体 で の利用

a)上 記(1)のd)、e)の 指示 で行 な うサ テ ラ イ ト又 は ター ミナル で の使用

b)そ の他 セン ター 、 サ テ ライ ト、 ター ミナル独 自の診 療 行為 での 使用(開 業 医な ど他 医

療 機関 また は システ ム内 の下位 レベ ル の医療 機 関か らの依 頼 を含 む。)㈱

(3)サ テ ライ トを中 心 に した病 歴 管理

4.3.3遠 隔 診 断

音 声 ・高解像 度 カ ラー映 像 ・生体 情 報 ・デ ィジタル情 報 等 の伝 送 を利用 して、 離 れた場

所 にい る患 者 を患 者 の そば に い る医師 又 は パ ラ メデ ィカル の助 け を得 て、 診療 す る ことを

言 い、 先 に示 した よ うに診 断 と指示 を含 む 。

原則 と して、サ テ ラ イ トの医師 が ター ミナル の患者 に対 して行 な うが 、センターま で伝 送

し、分析 ・診 断 を行 な う事が ある。脳 波 ・筋電 ・心音 の分析 は この例 で ある。 視 診 は映 像回

線 が セ ン ターま では な い の で、 サ テ ライ トで行 な う。 レン トゲ ン・フ ィル ムの伝 送 は セ ン タ

ーま で伝 送 で き る
。

ター ミナル は 、主 に無 医 ター ミナル が対象 で あ るが、 有 医 で も次の例 の他 状 況 に応 じて

行 な う。

1)専 門診 療斜 文 は より高度 の診 療

2)検 査 機 器 の不 足

3)医 師不 在(こ の 時 で もパ ラ メデ ィカル 又 は事務 員が 必要 。)

次 に先 に示 した 分類 に従 って詳述 す る。

(1)問 診 ・視診 ・聴診

■

■

(注)(2)a)は 指示 を行 なっ こ医療機 関 の責 任 で行 なわれ 、・(2)b)は 依 頼 され た医 療機 関 の責 任

で行 な う。
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全 診 療科 に渡 って用 い られ る機能 で あ る。

問診 は音 声 ・映 像 を用 い るの を原 則 とす るが、 心理 テ ス トや各 レベル の 自動問 診 も含 み

サ テ ラ イ トと,連動 す る ター ミナルの 自動 問診 装 置 を使 用 す る ことが あ る。

視 診 は患 者 の全 体像 、 顔等 各 部位 、更 に細 かい 局所 な ど、 様々 な レベル で、TVカ メ ラ

を用いた、カラー峡 伝送を用いる(転 鼻科などで必要な、・腔内、離 内ご恥 蹄}

で用 い られ る、 食道 ・胃な どに 関 して も、特 殊 な 内視鏡 な どと小型TVカ メ ラを用 い て高

解 像度 な カ ラー映像 を送 る。

聴診 は 遠 隔聴診 装 置 を 用い サテ ライ トで行な う。 心 音 は耳 で直接 聞 く他、 心音 図 を、 心 電

図 、胸 部X線 像 、心臓 カテー テル所 見(遠 隔 でな く別途 行 なう。)と 組 合わせ て診 断す るが
、

心音 の 自動解析 は セ ン ターに伝 送 して依 頼 し、結 果 を診 断 の補 助 にす る。"

(2)レ ン トゲ ン伝送 と分析 ・診 断

レ ン ト ゲ ン の 伝 送 は、遠 隔 制御 付 医用装 置 で 、 映像 を見な が ら患者 の 位置 をか え る も

の と、 ター ミナ ルで精 密 な レン トゲ ン図 を撮 影 した後 、静 止 画伝 送 装置 で伝 送 す る もの と

二種類 考 え られ る。

遠 隔制 御 付 医用 装置 を 使用 す る もの では 、胸 部X線 、 胃部X線 、そ の他 内臓 関係 、外 科

関係 と種 類 が限 られ る。 一旦 フ ィル ムに撮 影 し、静 止画 伝 送 を行 な うものは、必要 に応 じて

既 存 の種 々な装 置(例 え ば小 型 の歯 科 用X線)を ター ミナル に置 くので専 門的 な診 療 科 に

も用い られ 、 利用 範 囲 が広 い。

遠 隔 制御 付 医 用装 置 を使 うものは、映 像 伝送 を含 む ので、 サテ ラ イ ト ・ター ミナ ル間 に

の み に機 能 を持 たせ るが、静 止 画伝 送装 置 を使 う ものは、 必要 に応 じて セン ター ま で伝 送

し、診 断 を依 頼 す る こと もあ る。 一

レン トゲ ン図 の画像 処理 と診 断 はサテ ライ トのみで行 ない、 特 に、 遠隔制 御付 医用 装置 と

連 動 す る ことを 可能 にす る。

(3)心 電 ・心音 ・脳 波 ・筋 電等 の伝 送 と分析 ・診断

ター ミナ ルか らは生 体情 報収 集 伝送 装置 に より、 心電 ・心音 ・心搏 数 ・血圧 ・体 温 ・脳

波 ・筋 電 を上 位 機関 に伝 送 す る。

この装 置 は、 オ フ ライ ンで、 ハ ー ドコ ピー が とれ、 サ テ ライ ト、 セ ンターへ 、運 搬 す る

こと もで き、 直接 、全 ての情 報 につ い て直 接伝 送 が 可能 な もの とす る
。

心 電 ・心 音 に つい ては、 サ テ ライ トを中 心 に処理 を行 な　へ心 電 の 自動解 析 は 生体 情報 解

析 装置 を用 い、 心 音 の 自動解析 のみ 、 セ ン ター に依 頼 す る。

セ ン ター は高 度 生 体情報 解析 装 置 を置 き、依 頼 され た、 脳 波解析 、心音 解析 、 筋 電解析

を行 な う。

その他 の情報 は サ テ ライ トで診断 上 の情報 と して用 い る。

(注)カ ラー映 像 伝送 は視 診 の他 、 尿 ・便 の色 を見 た り、 さ ま ざまな用 途 に用 い る。
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(4)ま と め

前述 の通 り、 専 門科 目の診 断 は遠 隔診 断 を重視 す る。 検 査 につ い ては、 尿 ・血 液 な どの

検 体は、 医療 機 器単 体 の利 用 が主 なの で、 ター ミナル の簡 易検 体検 査 装置 の利 用 や尿 ・血

液 を運 ぶ 等 の方 法 でサ テ ライ トの検 体処 理装 置 を 用い る(次 の項 で述 べ る)。 伝 送 で き る

もの は前 に述 べ た通 りで ある。

4.3.4医 療 機 器単 体で の 利用

単 体 で使 用 で きる医療 機器 を 次に あげ る。 設置 場 所 につ い て セン ター をC、 サテ ライ ト

をS、 ター ミナル をTで 示 した。'、

(1)ポ ー タ ブル診 療 ユ ニ 。 ト(T)

血 液 ・尿 の検査 器 具、 超 小型 心 電計 、 超 小形 血圧計 など

(2)簡 易 検 体検 査装 置(T)

サテ ライ トよりの検査 指示 に対 応 し、主 に用 い られ る。

数

一

数

数

数

ト

タ
.

ン

ツ

ン

球

球

ビ

リ

ウ

ロ

ク

カ

血

血

グ

ト

球

モ

マ

血

白

赤

へ

へ

生 化学 自動分析

GOT

GPT

UN

糖 ・蛋 白

そ の他 、電解 質 自動 分析 装置(Na,K等)

(3)小 型X線 装 置(T)

(4)X線 装 置(T)

(5)自 動問診 装 置(T)

(6)検 体検査 処理 装 置(S)

(7)自 動 細胞 スク リー ニン グ装置(S)

(8)生 体 情報 解析 装 置(S)

(9)高 度 生 体情報 解 析 装置(C)

尿 自動 分 析

PH

糖 ・蛋 白

ウ ロビ リノー ゲン

4.3.5病 歴 管 理

サ テ ラ イ トで持 つ疾 病 フ ァイル の入 力は

1)地 域 住民 の簡 単 な病歴 。 これ は例 え ば 国民健 康 保険 を 通 じて情 報 を得 る。

2)検 診 結 果(健 康 管理 の項 を参 照。)

健康 管理 で入 力す る デー タ(2)と1))は 関 連 を十 分考 え設計 し、 統 一 した フ ォー マ ッ

トに加 工 し、 健康 管理 フ ァイル(病 歴 サ マ リー)を 作 り上 げ る。

開業 医 ター ミナル の参 照 で きる デー タは

(1)各 住 民毎 の重 要 な病 歴 、 薬診 、 血 液型 な ど

4

'

一242一



●

禽

2)過 去2、3年 の 病 歴

で あ る。

4.3.6使 用 され る 医療 機器

(1)遠 隔 診 断

(タ ー ミナル)

自動 問診 装置

生 体情 報 収集 伝 送装 置

(遠 隔 聴 診装 置 を 含 む)

X線 装 置

遠 隔制 御付 医 用装 置

(サ テ ラ イ ト)

生体情 報 解析 装 置

(セ ン ター)

高度 生 体情 報 解析 装 置

(2)医 療 機器 単体 の利 用

(タ ー ミナル)

ポー タブル診療 ユ ニ ッ ト

ポー タブル又 は 小型 レン トゲン装 置

簡 易検 体検 査 装 置

X線 装 置

(サ テ ラ イ ト)

検 体 処理 装 置

自動細 胞 ス ク リー ニ ング装置

X線 装 置

生 体情 報解 析 装 置

(セ ンタ ー)

高度 生 体情報 解析 装 置

4.4救 急 診 療

4.4. ,1救 急 医 療 体 制

現地 の救 急 医 療体 制 が 全然 ない の でまず 体制 に つい て検 討 す る。

(1)救 急 指 令 セン ター

救 急 指令 セン ター はサ テ ラ イ ト病 院内 に設 け られ救急 患者 発 生 か ら患 者 運 搬 まで の 役割
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を主 に果 たす。 指令 セ ン ター をサ テ ライ ト病 院 内 に設け た理 由 は、 僻地 の場 合サ テ ラ イ ト

地 区 内の唯 一 の総 合 病院 で あ る場 合が 多 いた め救急 指定 病院 に な るの が妥 当 と考 え、救 急

指定 病 院 と指 令 セ ン ターは 密接 な関 係に あ るの で この よ うに した。 救急 指令 セ ン ターの機

能 は

① 救 急 車(次 善 の 策 と して は患 者輸 送車)を 救 急 老発 生現場 へ手 配 す る。 積雪 な どで道

路 が 通れ ない場 合は 、場 合に よ って ヘ リコ プ ター な どの 出動を 考 え る。

② 救 急 車 を手 配す ると きに患者 の 移動 先 を指示 す る。 患者 発 生 現場 に最 も近 い病院 を 指

示 す る。 通常 は ター ミナル であ る が、夜 間 な どで パ ラメ デ ィカル もい ない場 合は サ テ ライ

トあ るい は 特別 な急 患 の場 合 は セ ン ター病院 とす る。 なお この と きは タLミ ナ ル、 サ テ ラ

イ トな どと連絡 を と り患者 の受付 準 備 を依頼 す る。 、

③ 救急 患 者 の性質 、 容 体 な どに ょ っては、特 殊 な薬 剤 、血 液、 血 清 な どを 必要 とす る場

合が あ る。 こ うい う場 合は セン ター で管理 す る救急 用資 源 フ ァ イル を利 用 し手 配な どを行な

う。(こ の作業 は診 療 時 に も当該病 院 で も可能 で あ る。)

て2)タ ー ミナル、 サ テ ラ イ ト

ター ミナル に 医師 が い る場 合 とい な い場 合 が あるが 、基 本的 には一 般診 療 です る よ うな

診 察 をお こな う。 なお特 に救 急上 の機 能 は

①'救 急 の場 合は ター ミナル のパ ラメデ ィカル(又 は医師)と サ テ ライ トの医師 は一層 緊

密 な連絡 を と り、 場 合に よ って は 直 ちにサ テ ライ トで診 療 の で きる よ う配慮 す る。

② 地 域住 民 につ い ての 健康 管理 フ ァ イル が サ テ ライ トで管 理 さ れ てい るの で、 その フ ァ

イル 内の救 急情 報 を診 療 時 に活 用 す る。

サ テ ラ イ トは救 急 指令 セ ンタ ーで も述 べた よ うに救 急 指定 病 院 で もあ るか ら、24時 間

医師 が常 駐 す る もの と し、 救 急指 令 セン ター と緊 密 な連 絡 を とり救急処置 を行な う。 救 急 時

の機 能は

① タ一二ミナルで診療 を行なう場 合は 、 サテ ライ ト医師 が遠 隔診 断 を行 なう。サテライ トの場

合 は直接 診療 を行 な う。これ らの 診 療 時 に は患者 の 入院 も あ り うるので 準備 を整 え る。

② サ テラ イ トで も患 者 の治療 が で き ない場 合 があ り うるの で、 そ うい う場 合は救 急 指令

セン ター と も連絡 を と リセ ンター な どへ の手 配 を依頼 した りセ ン ター との連 絡 な どが必要

であ る。

(3)当 シス テ ム と関 連 の あ る他 機 関

① 消防 署一 … 従来 の 活動 はそ の まま で あ る。 、シス テ ム所 属 の救 急 車 を委託 す る。 また消

防 署 よ りの依 頼 に応 じて システ ムが 活 動す る。 連絡 先 は 指令 セ ンター とす る。

② 警 察 署 ・一 ・警 察 よ りの依 頼 に応 じて シ ステ ムが活 動 す る。 連絡 先 は指 令 セ ンタ ー とす

る。

③ 民間病 院 ・… 救 急 時 の援 助を 依頼 す る。(休 診 時 のバ ック ア ップ な ど)
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4.42救 急 時 の 処 理

上 記 体制 が実 際 の救 急時 に どの よ うに運 用 され るか を示 す。

救 急患 者 が発 生 してか ら患 者 の診 療 ま での 処理 の 一例 を フ ロー チ ャー ト形式 で図4-3

に示 す。 また 、各 機 関の 関連 を図4-4に 示 す。

救急患者発生

救 急 指 令
センターへ連 絡

后
(注2)

救急車到着患者
をターミナルへ
運ぶ

救患診療の準備

C_. 患者の診療

⊂∋

む

動
け
動

出
付
出

車
受
車

念
願
急

救
依
救

(注3)

令

一

指

タ

急

ン

救

セ

救急指 令センター
で現 場 より連絡

受 け る

患 者 の診 療場 所

を 決定(注1)

(タ ー ミナル)

救急車出動依頼
を消防署にする

ター ミナル、 サ

テ ライ トへ救 患

の発 生 を指示

救患診療の準備

患者の診療

A

(注1)こ の図 で は ター ミナル にパ ラメデ ィカル が い る場 合 で ある。

(注2)こ の部 分 は救急 車、 患者 の実 際 の動 きが あ る。 他 の矢 印 は情報 の伝 送 で あ る。

(注3)こ の遠 隔診 断 の場 合 、各種 機 器 を使用 す る。 なお タ ー ミナル、 サ テ ラ イ ト間 は動 画像
の 伝送 が可能 で ある。

図4-3救 急 処 理 の 一 例
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日赤

衛生局

民生局

生活相談所
'伝研(血 清)

血液銀行

救急協力の家

健鰭 理
。。イ・レ

血液 ・血清

救 急 指 令
セ ン ター

闇

闇 ・一 ・一 愚 考 運搬 車 の うご き(救 急車
、ヘ リコ プ ター な どに よる)

_一 一 ー 一 医師 の うご き

電話 回 線 に よる情 報 の伝送(音 声 を含 む 〉・

動 画 像伝 送

図4-4救 急 機 関 の 関 連

4.4.3救 急 とフ ァイル

ここでは救 急 で利 用 され るフ ァイル に つい て述べ る。

(1)健 康 管理 フ ァイ ル

住 民 の検診 時 に デー タを収 集す る と き、救 急時 に必 要 な デー タ(血 液型 、薬 疹、 そ の他)

はす ぐアク セ スで き る形で フ ァイ リング してお く。 救 急患 者 発生 時 に ター ミナル 、 サ テ ラ

イ トな どか ら これ らの デー タを参 照 す る もの とす る。 他 の病歴 な どの デー タは もち ろん 任

意 に アクセ スで きる。

(2)血 液、 血 清、 特殊 薬 品 等の 在 庫 フ ァイル

司

馬
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これ らのデ ー タは上 記 資源 を 必要 とす る特 殊 な患者 が 発 生 した場 合、 資材 の どの ような

もの が・'どこに・ どれ だ障 るかな どの 商 舗 せ9た め に利用 され る.デ ー タの入 力は資

源 の管 理 す る と ころ(血 液銀行 、 伝研 な ど)で す るのが最 も望 ま しい が、 第1段 階 と して

は セ ン タに連絡 して セン タで入 力す る もの とす る。

(3)空 病床 、専 門診 療科 等Oフ ァイル

ター ミナ ノレ・サテ ライ ト周辺 を含ん だ 市 レベル の地域 内 で の病 院 、診 療 所 な どの 空病床

・の数 とそ こで有 す る専 門科 、医 師 の在、 不 在 な どを フ ァイ リング してお き救 患 発 生時 に コ

ン ピュー タで最寄 りの病 院 を知 らせ る機 能 であ る。

上記 の現在 の僻 地 医療 シス テ ムで は、 病 院 の数、 山 間地 が多 い な どの理 由 で考 え られ る

もの では ない が、 い わ ゆ る地 域 医療 とい う ことでは あ り得 るの で こ こで少 しふ れ た。

4.5コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

●

4・5・1コ ンサル テ ー シ 。ン の形 態

コ ンサル テ ー シ 。ンの形 態 と して大 別 して、 次 の2つ に分 け られ る。

(1)専 門医 に よ るコン サル テー シ 。ン

医師 と医師 間 の 行為 で特 に二般 医 と専 門医 との間で 行 なわれる相談 や助 言 である。耳 鼻 科

や眼 科 ・歯 科な どの専 門科 の コ ンサル テ ー シ.ン は もちろん の とと心 電図 やX線 像 の解読 、

治 療方 法 の ア ドバ イス、最 新 の 医学 ・医療 技術(治 療 方法、 手 術方 法 、麻酔 方 法 な ど)の

紹 介等 が行 なわれ る。 一

(2)サ テ ライ ト医師 に よ るコン サル テ ー シ ョン

サテ ラ イ ト医師 が ター ミナ ル の パ ラメデ ィカル に対 して行 なう監 督 お よび 指示 であ る)ま

た住 民 の保健 教 育 ・健康 管理 等 の 医療 活 動上 の種 々の相談 も、 ここに含 まれ る。

この よ うな コ ンサル テー シ ・ンは、 そ れ 自体 が機 能的 に独 立 して い る もので な く
、 一般

診 療、救 急、 教 育 ・研 究 な ど他 の サー ビス と関連 して行 なわれるζ とが多 い。た とえ ば 、救

急診 療 におい て は、 タ ー ミナル の パ ラ メデ ィカル が救 急 患者 の処 置 方 法 を セン ター の 医師

に問合 わせ る場 合、医師か らの指示 が そ うで ある。 また ター ミナ ル の医師 が専 門外 の患 者を

診 療す る場 合、 セン ター の専 門医 に相 談 し、 その治療 方 法お よび 処 置 につ い て助 言 を受 げ

る ことが あ る。 この よ うな と き、 コンサ ル テー シ 。ンを依 頼 す る医師 は 自己の 医学 知 識を

向 上 す る こ とにな り、 これ は、 広 い意味 で の 医療 従事 者 教育 で あ る といえ る。

A

4・5・2コ ンサ ル テ ー シ 。ンに使用 され る機 器 類

電 話 は もと よ り、 一般 診療 な ど他 の サ ー ビスの 目的 で設 置 された 機器 を コ ンサル テ_シ

。ンの ため に、 補助 的 に利 用 す る ことが で きる。

ここでは コンサルテーシ 。ンを行 な う上 で利 用 で き る機器 を あげ 、 どの よ うな使 われ 方 を
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す るか述 べ る。

(1)利 用 可能 な機 器

下 表 に利 用 可能 な 通 信機器 を あげ る。

表4-2コ ンサ ル テー シ 。ンに利 用 で きる機器類

機 器
タ ー ミ.ナル ・サ テ ラ イ ト

間 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

サ テ ラ イ ト ・セ ン ター 間

の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

.電 話 ○ ○

TV・ カ メ ラ ○ ×

.X線 写真 伝送 装置 ○ ○

心 電 図 伝 送 装 置 ○ ○

フ ァ ク シ ミ リ ○ ○

手書 き書画伝 送装置 ○ ○

情 報 検 索 装 置 ○ ○.

注10は 利 用 可 能、 ×は利 用 不可

注2サ テ ラ イ ト ・センター 間は 電 々公 社 専用 デ ー タ回線

ター ミナル ・サテ ライ ト間 は 私 設同軸 ケー ブル

(2)利 用 方法

O電 話

当 地区 での 電話 は か な り普 及 され て い るの で(た とえ ば岩泉 地 区 では2世 帯 に1台 の割

合)、 これ まで電 話 に よる コンサル テ ー シ.ン が 行 なわれてきた ことが考 え られ る が、 電話

と他 の 通信 機 器 とを併 用 す る ことに よ って更 に内容 を充 実 す る ことが で き る。

OTV・ カメ ラ

遠 隔診 断 に より、 サ テラ イ トの 医師 が ター ミナル の患 者 を診 療 す る ときに 使用 され る も

ので、 ター ミナル の パ ラメデ ィカル は医師 の指示 に よ り、 診療 の手 助 け を行なった り、患 者

の処 置、 投薬 方 法 な どを サテ ライ トの医師 に聞 くことが で き る。

また新 技 術 、 と くに手術 方 法 につ い て ター ミナルの 医師(開 業 医 も含 め て)が 、 知 りた

場 合 な ど・ サテ ・ イ トで の手術 状 涯 ター ミナ・レの 医師 観 て・.自 己 の医雛 縦 向上

させ るの に役立 て る こと がで き る。

OX線 写 真伝 送

タ_ミ ナル(ま た はサ テ ラ イ ト)の 医師 がX線 写 真 の解 読 が 困難 で ある場 合、 サ テ ラ イ

ト(ま た は セ ン ター)の 専 門 医にそ の解 読 を依頼 す る とき利 用す る こ とが で きる。'

○心 電図 伝送 装 置

'
ター ミナル(あ るいは サ テ ライ ト)の 医師 が心 電 図 の解読 をサ テ ラ イ ト(ま た は セ ン タ

●

■
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一)の 医 師 に連 絡 して、そ の解 読 を依頼 す る ことが で きる。

○情報 検 索装 置

あ る特定 の 患者 につ い て相談 す る場 合、 相 談 を受 け た医 師は、 そ の患 者 の既応 歴 を必 要

とす る ことが あ る。 この よ うな と き、情報 検 索装 置 が利 用 で き、 患者 の識 別 情報 を投 入す

る こ とに よ り即座 に必 要 な情報 が得 られ る。

○ フ ァク シ ミ リ ・手書 き書画 伝送 装置

相談 を受 け た 医師 は 、患者 の既 応歴 な どのほ か に、場 合 によ っては 患者 の カル テ を 必要

とす る ことが あ る。 この よ うな と き担 当 医師 は 、差 しつ かえ なけれ ばそ の患者 の カル テを

伝 送す るのに フ ァク シ ミ リが利用 で き る。 また 口頭(電 話 に よる)で 説 明 で きない症 状 の

場 合手 書 き書画 伝送 装置 が利 用 で き患者 の 容態 を誤 りな く伝え るこ とに よ り、 相 談 の 内容

を充実 す る ことが で き る。

上 記 で述べ た機 器 の利用方 法 は、 ほん の→1」であ る が、 これ らの機 器 を組 み 合わせ て使

う ことに より、 コ ンサ ル テー シ.ン の 内容 は なお 一層 向上 す る もの と思 われ る。

次に サー ビス の機 能 例 を図4-5、 図4-6お よび 図4-7に 示 す 。

●

^

ター ミナ ル

パ ラメデ ィカル

②

口

①

住 民

① 住 民 が ター ミナ ルの パ ラメデ ィカ

ル を訪 ね、健 康相 談 を行 な う。

② 住 民 の健康 に関 して疑 問が あ り、

判 断 で きな い場 合、 サ テ ライ トの 医

師 に相 談 す る。

公衆回線

サ テ ラ イ ト

o

③

④
医

'情報 検 索装置

師

⑤
⑥

既 応 歴

③ サ テ ライ トの 医師 は、 ター ミナル

の パ ラメデ ィカル よ り相談 を受 け 指

示 す る。

④ ⑤ ⑥ 必要 な らば 、情報 検 索 装置 に

よ り、そ の住 民 の既応 歴 を検 索 して

参 考 にす る こと がで きる。

図4-5コ ン サ ル テ ー シ 。ン の 例1
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サ テ ラ イ ト

⑧

ば
⑤

言
心 電 図

伝送装置

① 電話にてセンターの医師に心電図

の解読を依頼するδ

③⑤ 心電情報を伝送する。

(⑤'患 者の心電図を一時的に蓄積しておき、あとで依頼する場合である。)

公衆回線

セ ン タ ー

解析装置

⑥

解析結果

② サ テ ライ トよ り心 電 図解析 依頼 を

受け る。

④ ⑥⑦ 依頼 を受 けた情 報 を解析 装置

に ょ り解析 し、 そ の結果 をサ テ ラ イ

トの医師 に知 らせ る。

図4-6コ ン サ ル テ ー シ ョン の 例2

タニ ミナル

ニ
∪

⑳ ・喝'

公衆回線

サ テ ラ イ ト

・織

< 同軸ケーブル

儀

②

医 め

③テ レ ビ
「

/

/

〆

ピ 師

④

⊥

① 最 新 あ技 術 に つい てサ テ ライ トの

医師 に相 談 す る。

④ サテライトの手 術 状況 を 見学 し、 自

・己 の医療 技 術 の向 上 をは か る
。

手 .術

② ター ミナル の 医師 よ り手 術 見学 の

依 頼を 受け る。

③ 手術の状況を伝送する・

図4-7コ ン サル テ ー シ ョ ンの 例3
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4.6管 理 業 務

これ は 保健 計 画 をす すめ るに あた り必要 な 業務 で あ り、 大 き くわけ ると次 の2つ が あ る。

・医療 実 施 のた め のス ケ ジ ュー リング作業

・医療材 料 の在 庫 管理

以下 これ らにつ い て簡単 に述 べ る。

4,6.'1'医 療 実施 のた めの ス ケ ジュー リング作 業

ター ミナル で の診 療 実 施 日、診 療 時間 な どの 決定 、 出張診 療所 へ の医師 派遣計 画、 健診

計 画、 健康 相談 、住 民保 健教 育 計画 、等 を行 う作業 で あ る。 とくに シス テ ムが導 入 され て

注意 を要 す るの は、 遠 隔診 断 に よる ター ミナル での診療 とサ テ ライ トで の診 療が 同時 に実

施 され る場 合 で ある。 この場 合遠 隔診 断 を担 当 して い る医師 は手 が は なせ ない の でサ テラ

イ トで の患者 の診療 に あた るこ とはで きな い。従 って サテ ライ トで のス タ ッフが 十分 で な

い ときは、 ター ミナル とサ テ ラ イ トの診 療 時 間帯 をず らせ る ような配慮 が 必要 で ある。

なお僻 地住 民へ の この よ うな医療 実施 ス ケ ジ ュール の連絡 を徹 底 す る こと も忘 れ て はな

らな い。 と くに集団検 診 の場 合、 当地 区 にお い ては住 民 が野 や山 に働 きに 出 てお り受 検 率

が か な り低い とい う。 従 って、健診 ・健康 相 談 ・保 健 教 育 な どは、 実施 日を農閑 期 に選定

す る よ うに計 画 す るこ とが望 ま しい。 一方 健康管 理 フ ァイル よ り、 種 々の統 計 が得 られ る

の で、保 健 衛 生計 画を よ り効 果的 にすす め るこ とが で き る。(た とえば 、 この よ うな計 画

を実 施 す る場 合 どの よ うな点 に重 点 を お くか を調べ るた め に、 この地 区の疾 病 の傾 向1健

康 状態 に関 す る統計 が 健 康 管理 フ ァイル よ り簡 単 に得 る ことが で きる。)

■

"

4.6.2医 療 資源 の在庫 管理

医療 資源 と して

●シス テ ムで保有 す る資材 ・

・病 院(ま た は診 療 所)で 保 有す る資材

に わか れ るが、 シス テ ムで保 有 す る資材 に は、 各種 医療 機器 、通 信 機 器、 そ の他 関連 装 置

と健 康 管理情 報 、 薬剤情 報 等 を 蓄積 す るた め の媒体 類(磁 気デ ィス ク ・磁 気 テー プ)な ど

が あるが 、機器 装 置類 は半 永久 的 な もの で あ り、 故障 した 場 合の連 絡 体制 、 保守 体 制 の よ

うな、 む しろ運用 面 が 中心 にな る。各種 媒 体に つい てはそ の保 管 方法 が 中心 にな る。 ま た

シス テ ムで保 有 す る機器 が 必要 とす る消耗 品(紙 テ ープ、 プ リン タ用 紙 フ ァク シ ミリ用

の用紙 な ど)の 不足 を随時 チ ェ ック し、補 充 す る作業 も必要 で あ る。

病院 で保有 す る資材 に は、 医薬 品、 ガー ゼ、 注射器 な どの消耗 品 、そ の他 の医療 備 品 が

あ るが、 これ らを 管理 す る ことは病院 内 の業務 に関係 す る ことで あり、 また 当 シス テム導

入 の 目的 とは離 れ るので 、 当初 は考 え ない こと にす る。
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表4-3疾 病 に対 す る一 般的 な検査 項 目

1.脳 血 管疾患

検 査 項 目

2.が

疾 患 名

脳 出 血

脳 軟 化

クモ膜下出血

高血圧性脳症

心 臓 卒 中

眼底 検 査

血圧 測 定

尿 検 査

蛋 白

血 尿

沈 渣

尿 糖

心電図検査

胸部X線 撮影

血液 検 査

血液学:白 血球教

生化学:SGOT

BUN

コレステロール

血 糖

瞳 孔 反 射

アキレス腱反射

心 搏 数

脳 波

肥 満 度

ん

疾 患 名 検 査 項 目

胃 が ん 胃部X線 撮影

胃カメラ・ファイバースコープ

潜 血 反 応'

胃酸 検 査

細 胞 診

生 検

腸 が ん 直腸 指 診

X線 撮 影

直腸鏡検査

細 胞 診

生 検

子 宮 が ん 生検(組 織診)

細 胞 診

皮 膚 が ん 生 検

乳 が ん 触 診

生 検

細 胞 診

X線 撮 影

サ ー モ グ ラ フ ィ

. 超音波検査

前 立 腺 が ん 直腸内触診

X線 撮 影

生 検

細 胞 診

血 清 酸 フォス ファターゼ

・ 肺 が ん ,喀 疾 検 査

胸部X線
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3心 臓 病 4.呼 吸 器 疾 患

疾 患 名 検 査 項 目 疾 患 名 検 査 項 目

冠動脈疾患 心電図検査 慢性気管支炎 細菌学的検査
/

労作性狭心症 心臓X線 撮影
・肺 機 能 検査

中 間 型 眼 底 検 査
、

全肺 気 量

ひ

く

心筋 硬 塞 血圧 測 定 時間肺活量

無痛性虚血性心 血液 測 査 残 気 率

疾患
血 沈 気管支造影X線 撮影 ・

㌧

■ 血液学:白 血球数 気管支拡張症 細菌学的検査

生 化学:コ レス テ ロ 肺機能検査
一 ノレ

全 肺 気 量

トラ ン ス ァ

ミナ ー ゼ
時間肺活量

SGOT
残 気 率

LDH
気管支造影X線 撮影

CGOT 肺 気 腫 肺機能検査

HBD
細菌学的検査

腎機能検査 喘 息 喀疾 検 査

高血圧性心疾患 心電図検査
血液 検 査

'

心 肥 大 心臓X線 撮影
血 沈

・冠 不 全 心 胸 比
血液学:血 色 素

心 不 全
触 診

、

後天性弁膜疾患 触 診 肺 線維 症 肺機能検査

大動脈弁狭窄 胸部X線 撮影 肺 結 核 細菌学的検査

閉鎖不全症 ＼心 電 図 血液 検 査
.

僧帽弁狭窄
血 沈

先 天性'L疾 患 心 電 図
血液学:血 色 素

心房中隔欠損症 心臓X編 最影 尿 検 査

心室中隔欠損症 心 音 図
尿蛋白

●

原発性心疾患 心 臓 カ テー テル
胸部X線 撮影

㊥
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5.高 血 圧 症

疾 患 名 検 査 項 目

腎性高血 圧 症 尿 検 査

尿 蛋 白
血 尿

病 理:尿 細菌培養

血 液 検 査
血液学:白 血 球 数

腎動脈X線 撮影
気後腹膜法

静脈性腎孟撮影
レノ グ ラ ム

腎 ク リ ア ラ ン ス

血 圧 検 査

心臓血管性高血 血圧 検 査
圧症 多 部 位

心 搏 数
食道X線 撮影
胸部X線 撮影

心電図検査
心音図検査
心臓血管造影

心臓 カテ ーテ ル

オ キ シ メ 一 夕

皮 厚
血 液 検 査

血 清 学:コ レス テ ロ ー ル

内分泌性高血圧 心電図検査
症 血 圧 検 査

Hastamine試 験

尿 検 査
血 液 検 査

生化 学:電 解 質(Na,K)

血液学:赤 血球数

神経性高血圧症 寒冷昇圧試験

6.肝 疾 患

疾 患 名

肺

肝

脂

肝

硬

肪

腫

変

炎

肝

癌

カ ラ ア ザ ー ル

検 査 項 目

血液 検 査

生化学:黄 だん指数

ビリルビン

血 糖

コ レステ ロール

コ リンェステラーーゼ

トランスア ミナーゼ

血 清 鉄

BSP

電 解 質(Na,K,Cl)

ZTT

SGOT

SGPT

A/G

尿 検 査

ウロピリノーゲン

ウ ロ ピ リン

ピ リル ピン

尿 中アミノ酸

糞 便 検 査

ウロヒリノーゲン

十二 指 腸液 検査

肝 生 検

腹 腔 鏡

肝 血 液 量

7.腎 疾 患 &そ の 他

疾 患 名 検 査 項 目 疾 患 名 検 査 項 目

腎 機 能 障 害 尿 検 査 糖 尿 病 血液 検 査
希 釈 試 験 血 糖 、 コば テ ロール

濃 縮 試 験

PSP排 泄試験
尿 検 査

ク リア ランス 法検 査
尿 糖

血液 検 査 梅 毒 血 液 検 査

残 余窒 素、コ隊 テロ→ レ 梅 毒 反 応

尿 素窒 素 、尿 酸 リ ュ ー マ チ 血 液 検 査
ク リア ラン ス法 検 査

RA試 験

●

■

(山 口、 和 田:電 子 医 学Mal4.1972よ り)
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表4-4

検 査 項 目 疾 患 名 検 査 項 目 疾 患 名
一

心 電 図 検 査 脳血管疾患 生化学:SGOT 脳血管疾患
心 臓 病 心 臓 病

冠動脈疾患
高血圧性・L疾患
後天性弁膜疾患

冠動脈疾患

肝 疾 患

先天性心疾患 SGPT 心 臓 病
、

高 血 圧 症 冠動脈疾患

心臓血管性高血圧症 肝 疾 患
内分泌性高血圧症 コレステ ロール 脳血管疾患

心 搏 数 計 数 脳血管疾患 心 臓 病
高 血 圧 症

心臓血管性高血圧症
冠動脈疾患

高 血 圧 症
血 圧 検 査 脳血管疾患

心 臓 病

、

心臓血管性高血圧症

冠動脈疾患 肝 疾 患

高 血 圧 症 糖 尿 病

腎性高血圧症 腎 疾 患
心臓血管性高血圧症 血 糖 脳血 管疾 患 ・
内分泌性高血圧症 肝 疾 患

眼 底 検 査 脳血管疾患 糖 尿 病
心 臓 病 尿 酸 が ん

冠動脈疾患
白 血 病

胸 部X線 撮 影 脳血管疾患
が ん

肺 が ん
総 蛋 白

腎 疾 患

心 臓 病

心 臓 病 心 疾 患

後天性弁膜疾患 腎 疾 患

呼吸器疾患 血清学:梅 毒 反 応 梅 毒
肺 結 核 RA試 験 リ ュ ー マ チ

高 血 圧 症 血 液 型 .'

心臓血管性高血圧症 尿 検 査
胃 部X線 撮 影 が ん

胃 が ん
尿 蛋 白 脳血管疾患

呼吸器疾患
子 宮 細 胞 診 が ん

肺 結 核
子 宮 が ん

眼 圧 測 定
肥 満 度
(身長体重より算出)

脳血管疾患
尿(潜 血)

高 血 圧 症

腎性高血圧症

脳血管疾患

皮 厚 測 定 高 血 圧 症 高血 圧 症
心臓血管性高血圧症 腎性高血圧症

血 液 検 査 高血 圧 症 尿 糖 脳血管疾患
内分泌性高血圧症 糖 尿 病

血液学:赤 血 球 数
白血 球 数 脳血管疾患

心 臓 病

尿 ウロピリノー ゲン

尿 ビリル ビン

肝 疾 患

肝 疾 患

冠動脈疾患 視 力 測 定

高 血 圧 症 問 診

腎性高血圧症 異 常 主 訴 ,

ヘ モ グ ロ ビ ン 伝染 病 、中毒 病 歴
ヘ マ ト ク リ ッ ト 貧血、赤血球増加 家 族 病 歴

(山 口 、 和 田 電 子 医 学Ma14.1972よ り)
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5.シ ス テ ム 構 成

これ まで の種 々の検討 を もとに シス テ ムの構成 、 各種 ハ ー ドウ ェア機器 のサ テ ライ ト、 ター

ミナルへ の 設置 機種 等 は後 に 掲げ る図、 表 に示 す通 りで あ る。 こ こで は特 に図 な どに示 され て

い ない情報 処 理 装 置関 係 に つい て 少 し述 べ る。

(a)計 算 機

サテ ライ トは主 に当 該 地区 の 健康 管理 フ ァイル の維持 ・ 利用 の ため に使 われ るため 中型 計 算

機 を設置 す る。

セ ン ターは主 に薬剤情 報用 に利 用 され るが セ ン ター周辺 の住 民 の健 康管 理 フ ァイル の た めに

も利用 され 、 また サ テ ラ イ ト ・サ テ ライ ト間(サ テ ライ ト→ セン ター→ サテ ライ トの如 くセ ン

ター を経 由 す る)の 情 報 の ス イ 。チ ングの た めな どに も使 われ る可能 性 が あ るた め大 型計 算機

を設置 す る。

(b)デ ィス ク装置

サテ ラ イ トの デ ィス ク容 量見 積 り… …健 康管 理 フ ァイルが 主 なの で これ を見積 る。 サ テ ラ イ

トとそ れ以 下 の ター ミナ ル に含 まれ る対象 住 民 の数 を約2.5万 人 と し、1人 当 りの 健康 管理 フ

ァイルデ ー タを約1K字 とす ると、

lK字/人 ×2.5万 人=25M字(M・ ・100万)

これ は純 粋 なデ ー タだけ で あるが更 新 のた め の ワー クエ リア、 シス テ ムプ ログ ラム用 エ リア な

どを加え 、 約100M字 で あ る。 デ ィス ク装置 は1台(100M字)で いい が、障 害 時 の予備

と して も う1台 準 備 し計2台 を サ テ ライ トに設 置 す る。

セ ン ター のデ ィスク容 量見 積 り… …薬 剤情 報 フ ァ イル が主 なので これ を見積 る。薬 剤 の種 類

を20万 、1薬 剤 当 りの情 報 を1K字 とす る と

1K字/件 ×20万 件==200M字

文 献情報 を この約半 分 とみ て100M字 、 これ よ り計300M字 で あ るか らデ ィス ク装 置 は3

台 で よい.更 に セ ン ター 周辺 の健 康 管理 用 と して1台 、 予備1台 と し計5台 をセ ン ター に設 置

す る。

ここで 以後 に記 す図 ・表 の簡 単 な説明 を す る。

表4-5セ ン ター のハ ー ドウ ェア機器 …… セ ン ターの部 屋 割 りと各部 屋 に設置 す る機器 類 。

図4-8セ ンタ ー ・フ ロア プラン…… セン ターの フ ロア レ イア ウ ト(部 屋 割 りと機 器 類 の 配

置)。

表4-6サ テ ラ イ トのハ ー ドウェア機器… … サテ ライ トの部屋 割 りと各 部屋 に設置 す る機 器

類。

図4-9サ テ ラ イ ト ・フ ロアプ ラン…… サ テ ライ トの フ ロア レイア ウ ト(部 屋 割 りと機 器類

の配置)。

表4-7タ ー ミナル の ハ ー ドウ ェア機 器… … ター ミナルの 部屋 割 りと各部屋 に設置 す る機 器

類 。
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図4-10タ_ミ ナ ル ・フ ロ ア ブ ラ ン… … ター ミナ ル の フ ロ ア レ イ ア ウ ト(部 屋 割 り と機 器

類(D酉己置)o

図4-11健 診 車 フ ロア プ ラン、 表4-S健 診 車 医療 機 器 …… 健診 車 の フ ロア レイ ア ウ トと

れ に搭 載す る医療 機器 。

図4-12診 療 車 フ ロア プ ラン、表4-9診 療 車 医療機 器 … ・・診 療車 の フ ロア レイア ウ トとそ

れ に搭 載 す る医療 機 器。

図4-13ン ス テ ム構成 …… センター、サテ ライ ト、 ター ミナル の設 置場 所 と各 間 の距 離、 回

線 の 種類等 。

表4-5セ ン タ ー の ハ ー ドウ ェア 機 器

部 屋 名 設 置 機 器 部屋の広さ 備 考

計 算 機 室

大型 計 算機 一式(医 用情 報 入 出力装 置 を含む)。

高度 生 体情 報解析 装置(返 信用 カ プラ含 む)。

高速 大容 量情 報検 索装 置。 イン タホー ン。 空 調。

250㎡

フ ァ イ ル 室 リ ト リー バ ル フ ァ イ ル 。 書 籍 。 イ ン タ ホ ー ン。 80㎡

モ ニ タ 室 手 書 き書 画伝 送装 置 。 イン タ ホー ン。 30㎡

通 信 室
デー タ伝 送装 置。 量 子化 画像 処 理装 置。 高 性能

フ ァ ックス。
20㎡

休 息'室 イ ン タ ホ ー ン。 急 報 ベ ル 。 ペ ッ ト。 20㎡

管 理 室 他 イ ン タ ホー ン。 ユ ー テ ィ リテ ィ設 備 。 100㎡

● 検体検査室等は病院の既存施設を利用する。
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♂
o◎

量子化画像
処理装置

臭蟹 轟 高速大容量
槽報検営養置

嘉麟罐

空 調

各種 フ〆ル

{㌫ 膓;;微綴

図4-8'セ ン タ ー ・フ ロア ブ ラ ン(既 存 の 病 院 に 増 設 す る もの)

畝再嫁伝送装置

● ●
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表4-6サ テ ラ イ トの バ 一一 ドウ ェ ア 機 器

N
ひ
㊤

部 屋 名 設 置 機 器 部屋の広さ 備 考

計 算 機 室
中型 計算 機、 デー タバ ンク 入 出力端 末装 置 、 医用情 報 入

出力 端末 装 置、 生 体情 報 解析 装 置、 デ ー タ通 信装 置
100㎡

フ ァ イ ル 室

イ メー ジ フ ァイル装 置、 書籍 、 医 療情 報 入 出 力端 末装 置 、

イメー ジフ ァ イル 入 出力装 置 20㎡

病 院の 大 きさ、実 情 に応'じ、書籍

の有 無 、部 屋 の大 きさ が きめ られ

る。

通 信 ・ モ ニ タ 蜜

遠 隔 テ レ ビ診 療 装 置 、高 性能 フ ァ ック ス、遠 隔制 御 付 医

用装 置、 遠 隔聴 診 装 置、 量 子化 画 像処 理 装 置、心 電図伝

送装 置、 高解 像度 画像 伝 送装 置、動 画 伝 送装 置、静 止 画

伝送 装 置 、双 方 向 同時 通 話装 置、広 域 多重 送 受 信装 置、

手 書 き書 画伝 送 装 置

5(D㎡

'医師は主にこの部屋で僻 すそ
・

救 急 指 令 セ ン タ 　 救 急 指令 装 置、 双方llij同時 通 話装 置、搭 載 用 医用 機器 25㎡

そ の他 の病 院 施 設 画 細胞.。ク・ト ーング鑑x線 端 麗 飾 鑓



遠隔制御装置 遠隔耳隠診装置 量子画像処理装置

「

l

ー

ミ
救急指令装置

救 急オ旨」〉センタ

鰺 認
伝送装置 伝送寝置

通 信 モニダ塗

竃瑚
罐 詰 難{コ

[司[ヨ 欄嬬

N
Φ
O

ミ
L

生〃採情報

解前装置

通 路

デ')ク

入d切開

端末装置

計 算 機 ・墓

‖祁

5"_」_5.
机D

医翻 紙
入IR力田
端ま娯置

閨
書 棚

了
イ 磁 気 アーフ.
,レ

室
灘

イメージフ
ァイ`レ

ヂタ鰭

ミ

25M

図4-9サ テ ラ イ ト ・フ ロ ア ブ ラ ン
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表4-7タ ー ミ ナ ル の ハ ー ド ウ ェア機 器

N
Φ
　

部 屋 名 設 置 機 器 部屋の広さ 備 考

手 書 き書 画装 置、 高性 能 フ ァック ス、 デ ー タバ ンク用入

受 付 出 力端 末 装 置、 医 用情 報 入 出力 端末 装 置、 自動 問診 装 置、 20㎡

双方向1司時通話装置

生 体情報 収集 伝 送 装 置、保 健オ ー デ ィオ ビ ジ ュアル装 置、 一・般診 療
、 健診 、保 健教 育川 、有

診 療 室 イメー ジフ ァ イル 入 出 力装 置、 小型X線 カ メラ、そ の他 56㎡ 医 の場 合既存 の部屋 を利用 で きる。

診療装置(X線 装置など)

簡 易応 急 処 置装 置 、遠 隔 テ レビ診 療 装 置、 遠 隔聴 診 装 置、 救 急診 療 、一 般 診療 用

動画 伝 送 装 置、 遠 隔制 御付 医用装 置、簡 易 検 体検査 装iε;、
救 急、 処 置 室 56㎡

⑳ 静止画伝送装置、広域多重送受信装置、量子画像伝送装

置、携帯用入出力端末装置

ポ ー タ ブルX線 装置 、 ポー タブル音 響 カブ ラー、 ポ一 夕
器 材 置 場

ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト
22㎡

吟
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図4-10タ ー ミ ナ ル ・ フP・ ア プ ラ ン
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生体情報
収集装置 フ ァ ック ス

運
転
手
室

端末

○ 医師

○患者 口
胸部X線

胃部X線 出

口

口

十 一 ー ゴ ー一 一 ー －L-一 ・ 一 ー 一1

3m

図4-11 健診 車 フ ロア プ ラン

表 ・4-8健 診 車 医療 機器

⊥

部 屋 設 置 機 器 部屋の広 さ

心 電 」lll 液 生 体 情報 収 集 装 置、 フ ァックス、 医 用情 報 入 出 力装 置
共 通 巾

37π ×4m

X線 室 X線 装置 3仇 ×3沈

(注)本 シス テ ムに 関連 の ある もの を 中心 に書 い たが、 この他 従来 の機 器 で入 り得 る もの が設

置 され る.



N
①
《

生体情報収集装置X線 操作部

＼許 イ/ケ ・一テ'

、 ▲

事務机
グ 謙 、

歯 科 診 療室運 ㊥①

量 ＼
○ 医師

。 患者 受 ＼ 1
ベ ッ ド

⑬ 付 メ

一 一
・L-一 ーーー 一4

1-一一 一 ・一 一 十1十 一 ・'一 一一1

図4-12診 療 車 フ ロア ブ ラン

表4-9診 療 車医療 機 器

ー

肌

ー

1

-

L

3

一

出

口

部 屋 名 設 置 機 器 部屋の広 さ

巾共通
歯 科 診 療 室 手書き書画伝送装置

3m×3η1

受

付
医用情報入出力装置 ×1π

一 般 診 療 室

生 体情 報収 集 装 置、 フ ァ ックス 小型X線 装 置 、
×3η}

ポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト

(注)本 シス テ ムに関 連 す る もの を中 心に 書い た が、 この他 従来 の機 器 で入 り得 る もの を設 置

す る。
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これ までの 図 ・表 な どに示 され た 当 シス テ ムで具備 す る医療機 器、 映 像機 器、情 報処 理 機器

等 が どん なサ ー ビス で使 われ るか を示 す 一覧表 を表4-10に 示 す。 表 中 の○ 印 はそ の サ ー ビス

で機 器 が使 用 され る こ とを示 す。通 信 機器 は殆 どのサ ー ビス で使 われ るの で省略 した。

またセンター、サテ ライ ト、 ター ミナル毎 に必要 な資源 を、 表4-11シ ス テ ムの所 要 資源 一 覧

,表 に示 す。 ・ ・

表4-10シ ス テ ム の機 器 と サ ー ビス の 関 係

種類 機 器.名 一一般診 療 救急診療 健康管理
コ ンサ ル 医療関係

保健教育 管 理 備 考
テ ーシ ョン 者 教 育

高 度 生 体情 報 解 析装 置 ○ O

. 健 診 検 査 装 置 O

X線 装 置 ○ ○ ○
{'

医 自動細胞 スク リー ニング装置 ○ ○ |

…

生 体 情 報 解 析 装 菌 O ○ ○

療
簡 易 応 救 処 理 装 置 ○

ポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト ○ ○
.

生 体 情 報 収 集 装 置 ○ ○ ○

機
簡 易 検 体 検 査 装 置 ○ ○ ○

|
」

遠 隔 聴 診 装 置 ○

器 自 動 問 診 装 置 ○ ○

ポ ー タ ブ ル レ ン ト ゲ ン装 置 ○ ○ ○

遠 隔 制 御f寸 医 用 装 置 ○ ○ ○ ○

検 体 処 理 装 置 ○ ○ ○
プ

'遠 隔
テ レ ビ 診 療 装 置 ○ ○ ○ ○ ○ ○

映 X線 カ メ ラ

像
イ メ ー ジ フ ァ イ ル 装 置 ○ ○

イ メー ジフ ァ イ ル入 出力装 置 ○ ○

機
X線 カ メ ラ

L ○ O ○

し

器 フ ァ ク シ ミ リ ○ ○ ○ ○ ○

保 健 教 育 刑
オ ー デ ィオ ピ ジ ュ ァ 几 装 置 ○

情機 デー タバンク入出力端末装 置 ○ ○ ○

報器

処
医療 情 報 人 出 ノ」端 末 装 置 ○ () ○

理等
生 体 ア ナ 占 グ

情 報 リ ト リ ーー パ ル 装 置
○

`

.
●

爲

一266一
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表4-11シ ス テ ムの所 要 資 源 一覧 表

1人 的 資 源 建造 情 報 処 理 機 器 関 係
!

単 合 物 医 療 機 器 通 信 機 器 映 像 機 器 搬送機器 新設回線 そ の 他 備 考
職 種 位: ハ ー ドウ エ ア ソ フ ト ウ 」ア

数 計 面積 '

セ ン タ ー 医 師 3 3 高度生体情報 高性 能7ア ・クス リ トリ ー バ ル ・ 大 型 計 算 機
.

解析装置 フ7イ ル
パ ラ 手 書 き書画 、 高速大容量
メデ ィカル

2 2 伝送装置 検索装置 ソフトウエアー式

.

コンピュータ

要 員
5 5

㎡
500

量子化画像
処理装置

周 辺 装 置
/

ネ タ トワー ク
・制御 用

通 信制 御 装 置
保 守 要 員 3 3

医用情報
デ一夕ベ」.ス用

入出力端末 タスク

事 務 員 5 5 マネ ー ジ用

コ ミ ュ ニ
一リ'テ ラ イ1 ・ 医 師 6 18 生体情報 高 性能 ファックス イメージファイル 中 型 計 算.機 グー シ 。ノ用 健 診 車. 架線14㎞

パ ラ

メデ ィカル

コンピュータ

要 員

10

2

30

6 ㎡

解析装置

遠隔制御 付
医用装置

健診検 査 装 置

手書き書画
伝送装置

高解像度
画像伝送装置

装 置

イメージファイル

人 出力端 末

高速大容量
検索装置

周 辺 装 瞥

メ ッセー ジ

集 配川

そ の他

シス テ ム用

(健 診検査
装置に含ま
れてい る)

救急診療車

地下16如

保 守 要 員 3 9

210

自動細胞 スク リ
ーニング装置

量－f・化 画像

処 理 装 置

通 信制 御 装 置

医用情報
各 種 ア プ リ

'ケ ー シ
。ン用

患者輸送車

入出力端末
事 務 員 5 15 hi』-fイヒ画 像

伝送装置

運 転 手 2 6 救急指令装置
ソ フ ト 、

一『 一

ター ミナル 医 師 1 9 ポ ー タブ ル 高性能 フ,ッ クス 遠 隔テ レ ビ 医用情報
診 療 ユ ニ ッ ト 診察装置 入出力端末

パ ラ ㎡ 手 書 き選 曲1
一

メ ア 丁カ ル
1 9 ]80 自動 問 診 装 置 伝送装置 イメーカ ァイル 携帯川

・事 務 員 1 9
小型X線 装 置 量子化画像

人出力端末 入出力端末

簡易応急処理
伝送装齢

装置

簡易検体検査
装 置

∫ 生体情報収集
伝送装置
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第5章 和歌 山県御坊地区現地調査

1.概 況

1.1和 歌 山 県

(1)地 勢

和歌 山 県は 紀伊 半 島 の南 西部 を占め 、県 の大 部分 は 山地 で 、平 野 は河 川 の下流 に わず か に

み られ るにす ぎない 。'

県 の北 部紀 の川 の北 側 に和泉 山脈 が あ り、北側(大 阪 府側)に 緩傾 斜 し、南側 に急傾斜 し

てい る。地 質 は北 側 で はほ とん ど花 樹岩 、南側 は中 生代 の砂岩 が多 い 。

紀 の川 よ り南 側 を紀伊 山 地 と呼 び県 内 では約1400ρz以 下 で ある。

南半 分 はほ とん ど中生 層 か ら構成 され て已 る。 この山地 か ら流 れ 出る河川 は 多 くの場 合 曲

流 し、 しか も谷 を深 くき ざん で い る(図5-1参 照)。

(2)気 候

県 南 部海岸 附近 では 、夏 季高 温多雨、冬季 はやや 温 暖 多雨 で ある。 山岳 地帯 は 、夏 冬 と もに

降水 が 多 く森 林 を形 成 してい る。 冬 の気温 は零 下 になることもしば しばある(図5-2、 図s-3)。

表5-1'.気'象 概 況i)
和歌山地方気象台

潮 岬 損弓,ま 戸斤

年Fr

気 温(℃) 平均

湿度

(%)

降 水 量

(㎜)

風 速 円9}
日照時間

(時間♪

天 気H散(田 地 震

〔有感)

(回)
平均 最高 最低 平均 最大 快晴 晴れ 曇 り

う ち

雨 暴風

和

歌

山

地

方

気

象

台

昭44 15.8 20.1 11.7 70 1.48LO 3.5 17.3 L999.1 45 156 164 115 44 50

45 15.7 19.9 11.9 70 L483.5 3.4 15.9 1,755.3 44 157 164 121 40 21

46 16.0 2α2 12.1 68 1,453.5 3.3 17.0 Lg36、6 53 152 160 114 23 32

1月 5.4 9.4 L7 品 23.5 3.8 16.7 144.9 7 17 7 6 3 3

2 6.3 10.2 2.5 63 34.0 3.6 9.8 145.9 1 15 12 ll 一 4

3 8.4 12.8 3.9 58 84.0 3.9 1L2 20L3 5 16 .10 8 3 3

4 14.4 19.7 9.4 61 113.0 3.4 1L5 19L5 9・ 12 9 7 1 1

5 18.5 22.8 14.1 69 145.5 3.2 17.0 190.6 2 13 16 11 6 3

6 22.5 26.1 19.5 78 159.0 2.7 14.2 109.4
一 2 28 17 1 1

7 27.2 3LO 23.9 76 156.5 3.0 12.0 172.7 4 7 20 14 1 3

8 27.2 3L6 23.5 71 263.5 3.lll4.5 205.3 2 16 13 8 4 4

9 23.5 27.5 20.2 74 242.5 &ll1L3 132.4 一 16 14 12 1 2

10 17.0 20.8 13.6 70 13L5 2.9 8.2 137.4 6 9 16 10 一 3

11 12.8 17.4 8.6 6619.5 3.3 10.0 161.0 lo 13 7 3 1 2

12 8.6 12.8 4.2 6681.0 3.4 11.0 144.2 丁 16 8 7 2 3

潮

岬

測

候

所

昭44 16.8 20.1 13.8 72 2,464.0 4.5 22.2 2.33L7 66 121 178 133-1〔}0 4

45 16.y 19.7 13.6 71 3,167.0 4.7ワ 2.7 2,159.0 62 137 166 14ぴ 95 2

46 16.5 19.7 13.5 71 2,320.5 4.5 8.8 2,284.7 66 r41 158 131 89 5

1月 7.3 lL4 3.8 55 43.5 4.5 5.2 220.4 、14・ 13 4 6 9 0

2 8ぼ lL8 4.6 59 75.5 4.7 .0 169.9 7 13 8 6 9 0

3 10.0 14.1 6.2 59 155.0 5.2 5 254.2 10 13 8 9 13 1

4 15.4 19.2 lL7 69 138.5 4.2 .3 207.1 4 16 10 ll 6 1

5 18.9 22.1 15.6 75 185,014.3 1 。.引198.7 4 9' 18 13 6 0

6 2L6 24.1 19.4 85 329.514.5115.71123.2 一 5 25 16 6 0

7 25.6 28.2 23.3 田 259. i4.2i17.5ilgo.3 1 9 21 11 5・ 0

8 25.9 28.5 23.5 図 348, i5.518.81236・2

,

3 13 15 14 9 0

9 23.3 26.2 2L1 79 343. 14,418.0 175.7 3 13 14 13 6 2

10 17.5 20.2 15.2 74229. 14.3112.5 140.5 2 10 19 14 4 1

11 14.2 17.3 lL2 652&。i 担i12,3 184.5 U 】1 8 6 6 0

12 10.0 13.4 6.8 6511與.5巨.5116.3 184.0 7 】6. 8 12 10 0
`
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10

昭 和46年

和歌山地方気象台
一 潮 岬 測 候 所

4

7

1)図5 -2月 別平 均 気 温

(3)人 口 等(S45年)

① 人[i

1.042,736人

全 国総 人 口の1%

全 国 第34位(46都 道 府県 中)

② 面 積

4719平 方 キ ロメー トル

全 国総 面 積 の ・1.3%

全 国 第30位

③ 人 口密度

1平 方 キ ロメー トル221人

全 国平 均280人

全 国 第28位

7

1)図5 -3月 別 降 雨 量

4

◆

味

一273一



④ 人口増加率
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⑤ 人口の推移

全国総人口の1%
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4

矛ti歌山 県

図5-6市 町 村 別 人 口増 減 数(昭 和40年 ～45年)2)
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⑥ 人口動態

人口の自然増は昭和41年 を除 き大体横ばい状態である。社会減(転 入 一 転出)は 約

3,000人 程度で、その差は減少傾向にある。

4』.・

輌 無 ・
3

,～!ノ ㌶』

2黛 .・ 会・ 出生

/
自然増

菌
O

万人昭2530354045464フ

1).図
5-7自 然 動 態 と社 会 動 態

1)

表5-2人'口 と 人 口 動 態

幡 年lo用い 蜆 花)県 統 計課

x

1

年次 世帯数 総 人 口

人u密 度

(u㎡あたり}

女寸 前 フ手

'入1」増 減 率

自 然 動 態

1

社 会 動 態

出 生 死 亡 転 入 転 出

昭40 261,074 1,026,975人 217.8 一% 18,896人 8,875人 31,697人 33,098人

141
266,813 1,029,943 218.4 O.29 13,346 8,009 28,896 31,265

42 270,970 1,033,917 219.2 039 17,243 8,125 29,219 M,3〔 追

43 274,174 1,036,704 219.7 0.27 17,573 8,378 29,360 35,768

44 278,788 1,039,894 220.4 0.31 17,580 8,132 30,919 37,177

45 285,401 1,042,736 221.0 1)26 17,353 8,319 31,617 37,809

46 290,448 1,047,828 222.0 o.49 17,964 8,338 31,880 36,414

47 2鮪,888 1,054,976 (223.5) 0.68 18,410 8,409 29,356
1

32,209

σ

一

一276一
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(4)年 令構 成

① 年令別人口

80～S4

75-79

70～74

65～69

60～64

55～59

50・-54

45～49

40・

35～39

30-34

25--29

20、24

15-19

10～14

5～9

0、4

H"{ii140:1
和歌山県 全 国 .

%『"・ ㌧'㌔

図5-9年 令(5才 階 級)別 人 口(昭 和40年 、45年)2)

全 国 平 均 と く らべ る と年 少 人 口 お よび 生 産 年 令 人 口 の 割 合 が や や 小 さ く、 老 年 人 口 の 割 合

が 大 きい 。

② 年 令 別 人 口 の推 移

和 歌 山 県

万人'leo

80

60

40

20

0 大『914日 召51015202530354045

正年 和年

図5-10年 令(3区 分)別 人 口(大 正9年 ～ 昭和45年)2)

65歳 以上
一

,

欝繋灘li鎌藩
・"':・ ・

、∵ ㌧=..":・11,::・F∵ 幽・・∴1.ゴ

ふ 　 "げH重 職"・ピ・笹蟹i

'ブ,
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③ 年令別性比

人
0

100

80

竺

860和 歌 山県

ξ 一・… ・全 国

三
男40

0051015202503540455055606570758085

～lll`llll～lllllll歳
歳49141924293439444954596469・747984L)Lヒ

図5-11年 令 別 性 比(昭 和45年)2)

全 国 と比 較 す る と、20～24才 … …88.8/1'OO.6、25～29才 …

か な り低 い 。

又 、0～4才 お よび40～44才 の性 比 は や や 高 くな っ て い る 。

(5)世 帯 構 成(S45年)

① 世 帯 数28万

② 世 帯 人 員101万 人

③1世 帯 あ た り3.6人(全 国 平 均3.7人)

④ 世 帯 人 員 別 割 合

e%

5

0

5

0

2

2

1

1

ピ
0

0

和45年

和歌 山県

4昭 和40年

25

20

15

L

「

.

'
⊃

'・・94.2/99 .7よ り"

寿

1・3406,891011;ス]234.t)tj.89101Uス

人,、}'、ivl・

図5-12普 通 世 帯 の 世 帯 人 員 別 割 合(昭 和40年 、45年)2)
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⑤

大

和歌 山 県

昭和
35年

40年

45年

全'国

45年

図5-13

(6)産 業 と職 業

① 農 業

して い る。

世帯の家族類型別割合

非 親 族 世 帯
および単独世帯

0%20406080100

普通 世帯 の家 族類 型別 割 合(昭 和35年 ～45年)2)

首通 世 情(θ家族 型 別 割 曾(昭 和35年 ～45年)

統 計諸表 が示 す よ うに農 家 戸数 及び人 口は減少 傾 向 に あ り、男 女 の比率 は年 々男子 が減 少

農 産物 は水 稲 の減少 が 目立 ち、み かん を除 い ては 、大 きな増 減 は ない 。

表5-3農 家 数 と 農 家 人 口1)

(各年2月1日 現在)、 『 県統計課

農 家 数年次

(戸)

専業農家

炉)

兼 業 農 家(戸) 農 家 人 口(人)

計 農業主 農業従 計 男 女

昭3579,116 22,534 56;582 22,232 34,350 394,716 193,412 201,304

4071,690 16,710 54,980 18,846 36,134 339,635 165,301 174,334

4566,591 12,672 53,919 16,227 37,692 295,985 142,981 153,004

注)農 家人口 には住込みの雇人 を含む。

昭25

35

40

4P

専491%兼(農 業 主1兼(農 業従}265%2449
0

28.5 281 43.4

233 263 504

190244 566

o

図5-14 専業兼業膿 麹 合1)

1009c

ヨ召25農 家#農 家

・・〔==仁===ユ

35仁=コ====コ

・・;1

45

ム ロ ユ

o

図5-15
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表5-4主 要 農 産 物 収 獲 量1)'

近畿農政局和歌山統計情報事務所

年次. 水 稲 たまね ぎ
えん どう

(未成熟)
み か ん

な つ

み か ん
は っ さ く う め か き

昭42 81,500t 69.800t 4.920t 160,200t 58,300t 15,000t 10,600t 35,300t

43 80,800 69,500 4,340 253,800 55,400 23,600 12,900 32,000

44 82,700 79,300 4,480 207,700 78,200 24,000 4,030 31,400

45 72,000 69,800 ・3
,130 280,700 56,300 31,000 11,300 24,300

46 63,300 72,000 5,380 272,300 69,600 34,500 7,820 26,900

表5-5

(各 年2月1日 現 在)

1)家 畜 ・ に わ と り 飼 養 頭 羽 数

近畿農政局和歌山統計情報事務所

年次 乳 用 牛 役 肉 用 牛 豚 や ぎ 採 卵 鶏 ブ ロ イ ラー

昭43・ 4,400頭 5,080頭 42,700頭 360頭 1,661千 羽 821千 羽

44 4,050 5,070 41,000 270 1,815 877

45 4,370 5,660 45,000 210 2,085 L110

46 4,180 5,510 41,000, ,・. L781 1,505

47 3,430 4,350 32,200 298 1,488 1,311

,

● 図5 -16

畑

8

笹隠 池 沼 ω

34.8$ら39.19|ha田

57.4%

経 営 耕 地 面 積1)

台

φ

(各年2月1日 現在)

表5-6 経 営 耕 地 面 積1)

県統計課
.

年次 耕 地 計 田 樹 園 地 果 樹 園 畑 炉 あたり輪地面積

昭35 40.239ha 25,907ha 9,481ha 9,311ha 4,851ha 50.9a

40 39,191 22,488 13,647 13,478 3,056 54.7

45 38,978 19,772 16,691 16,515 2,515 58.5

一281一



② 林'業

古 来 か ら木 の国 と呼 ばれ るほ どで、林野 面積 は県総 面積 の約80%を 占め 、温 暖 多雨 の気

候 と相 ま って森林 資 源 に恵 まれ てい る 。

しか し、素 材生 産 量 は年 々減少 してい る。

表5-7林 野 面
正)積

県林政課

年度 国 有 林01a)
民 「 有f木(ha)

計1人 工 林 天 吠 林 特 用 林 竹 林 そ の 他

昭42 17,526」 347,796 176,127 159,091 2,930 1,930 7,718

43 17,585 347,879 179,665 156,618 2,655 1,907 7,024

44 17,598 347,645 180,656 155,647 2,557 1,904 6,881

45 17,536 346,964 185,841 151,047 2,550 1,884 5,642

46 16,098 346,612 187,503 149,854 2,207 1,554 5,494

炎

表5-8 樹 種 別 素 材 生 産 量1)

近畿農政局和歌山統計情報事務所

年次
総 数

(千m㍉

針 葉 樹(千m3) 広 葉 樹

(千m3)計 赤まつ・黒まつ す ぎ ひ の き もみ ・っが そ の 他
昭42 743 6〔迫 82 281 186 47 8 139

43 660 536 66 253 157 50 10 124

44 638 489 57 231 155 44 2 149

45 593 440層 61
・185

148 43 3 153

46 495 361 48 165 105 40 3 134

表5-9森 林伐 採 面積1)

近畿農政局和歌山統計情報事務所

年次
人工 林(ha, 天 然 林(ha)

用材林 薪炭 林 用材林 薪炭林

昭42 2,474 17 592 2,850

43 2,855 13 563 3,555

44 2,602 106 666 2,819

45 1,038 1 581 3,237

46 850 38 420 3,154
1

注)間 伐 面積 を含む。

表5-10 外 材輸入 状況D

県林政課

年次
総 数

(千m3)

米 材

(千m3)

北 洋 材

(千m3)

南 洋 材

(千m3)

その 他

(千m3)
'

昭42 941 879 26 36 一

43 937 922 4 11 一

44 鰯 804 13 56 93

45 1,069 971 一 31 67

46 734 631 一 14 89

8

6

4

2

o

千na 三碧41424344asa6

図5-17
1)造 林 面 積

◆

◆

一282一



●

③ 工.業1「 ・

昭和46年 調査 資料 に よる と、

県製造 業 の事 業所数 …7384(前 年 比1.6%減)で 、 主 な産業 別構 成 比は

繊 維21.2%

食 料20.0〃

家 具12.5〃

木 材12.3〃

の順 と なってい る。

従 業員 数 は99。152人 で、前年 比1.5%の 減 で ある。 石 油 、窯業 等 の増 加 に反 し、木材 、

ゴム等 の減 少が 目立 つ。 製造 品出荷 額 の67.4%は 重工 業 が 占め て お り、減少 は このため

の影 響 で軽工 業 は逆 に12.4%も 増 加 してい る。

機械4.8%

図5-18

衣服5.4%

従 業 者 数1)

家 具2.1%

食料3.9%

木M5.1%

工 軽

1α0%億 円 婁

6ア.4%

その他

8.5%機 械2
,9%

石油

227%

図 ・-19 .製 造品蜻 醗D

■

表5-11工 業1)
県統計課

年次
事 業 所 数 従 業 者 数 製 造 品 出 荷 領 導

実 数 対40年 比 実 数 対40年 比 実 数
有万円

対40年 比 L事 哀訴あたり

万円

径鏡台1人あたり

万円

昭42 7,248 104.4% 95,407人 106.4% 572,808 147.8% 7,903 600

43 7,193 103.6 97,655 108.9 671,854 173.3 〆9
,340 688

44 7,297 105.1 98,168 109.4 788,785 203.5 10,810 804

45 7,505 108.1 100,709 112.3 938,102 242.0 12,500 890

46 7,384 106.4 99,152 110.5 931,359 240.3 12,613 939
` 1

注)44年 まで確定数

●

'
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(日石40;100)

表5-12
1)鉱 工 業 生 産 指 数

県統計課

年次 総 合 製造工業 鉄 鋼 非鉄金属 機 械 化 学 石油製品 繊 維
木 材
木 製 品

パルプ紙

昭42
・

143.2 143.5 169.1 124.2 163.2 150.5 153.9 111.9 120.3 118.0

43 163.5 163.9 197.1 177.4 146.1 165.3 、173.9 142.4 121.5 126.6

44 188.4 189.2 238.1 149.8 153.7 179.2 227.4 159.9 133.6 142.3

45 204.7 205.6 266.3 142.4 160.0 201.9 236.0 171.6 139.9 163.9

46 186.4 187.2 22L3 135.8 139.5 200.3 230.1 178.9 ユ26.1 161β

初

240

鋤

200

180

160

.]40

120

Too
昭40414243444546

1)図
5-20鉱 工 業 生 産 指 数

④ 水 産 業

本 県は 南部 及び 西部 が 海 に面 し、 約SOOkmec及 ぶ海岸 線 を よ う してい るの で魚 の種類 は

多い 。

漁 船 はわず か なが ら動 力 漁船 が 増加 し、 近 代 化の 方 向 に進み つつ ある。

漁獲 高は前 年 に比 し約5%の 減 とな ってい る。

表,一 、3漁 獲 高1)

近畿農政局和歌山統計情報事務所

1
'
'

' 、

(40年=10ω

乙1、
『国司

さ。
ヤ

㌶テ4
膓 ＼..『

'
'

'
'

' //ピ薗
プ..レ ン ,,ノ

./
.

薗
プ //〆.

,'

.2ll ∠い計薗
、、

,
、

、 、

、
、

。ン 二二
.

年次 総数(t)
貝 類

(t)

水産動物

(t)

草 類

(t)
魚類(t) さば類 たちうお しらす まあ じ きわだ

昭42 67,363 61,250 12,836 2,016 4,032 5,752 3,561 285 4,344 1,484

43 58,928 51,693 9,241 2,804 6,424 6.084' 5,665 287 5,724 1,224

44 67,479 60,142 12,358 5,702 4,004 8.267・ 5,312 324 5,672 1,341

45 64.888' 57,812 10,248 6,412. 4,455 6,041 5,223 447 5,080 1,549

46 61,715 55,183 8,619 5,535 4,980 2,842 5,471 441 4,905 1,186
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■

はえなわ3.2

採貝採草4.7%

図,-2、 一 漁業 経 営微D

表5-14 浅 海 養 殖1)

近畿農政局和歌山統計情報事務所

1

年次
魚 類(t)・ の り

く千枚)

真 珠
-

(kg)'

わ か め.

(t)..はま ち そ の 他 .

昭42 2,252 52 11,987 1,547 91・.

43 2,112 46 2,242 597 5

44 ・1
,616 55. 8,346 . i,646 21'

45 2,110 28・ 17,627
1780

62

46 2,a85 13 13,264 212 71

⑤ 商 業

昭 和47年 調 査 に よ る と 、

商 店 数 …25,076店(45年 比20%増)

従 業 者 …82,998人(同 上4%〃)

年 間 販 売 額 …5,395億.4,933万 円(45年 比26%増)

と な っ て い る 。

図5-22

自動車自転車
■卜売莫5 .2%

家具建具什器
ノト売菓5.・ア%,

織物衣服身の回 り品
ノト禿巣5 .8%

芭の他σ
'1畷

11.2、

業種別商店数1)

一品

業
%

a■

.1

飾

売
ほ

飲
小

32一5図 業種別年間販売額1)

●

●

表5-15商 業1)
県統計課

年次

←
商 店`数(店) テ這 業 者'妻 女(ノ ＼)

.

年 間 販 売 額(.百 万11引

卸売業 小売業 飲食店 卸売業 小売業 飲食店 卸売業 小売業 飲食店

昭39 2,362 16,・768 2,3ア9 16,585 39,116 8,364 122,436 70,989 5,359

41 2,809 17,513 2,794 19,1自 42,642 9,215 145,118 92,779 7,329

43 2,245 18,010 3,121 15,828 47,lU4 10,207 174,362 140,302 10,021

45 2,431 18,582 3,568 17,689 50,250 11,997 228,671 185,350 15,210

47 2,359 18,716 4,001 18,270 51,713 13,015 283,594 236,736 19,219
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商 店 数1(販 売 額}
126

105

84 .

63

4

』1・ ・,2

2

万店 昭3739ai4345n7千 億円

図5-24商 店 数 ・年 間販 売 額1)

⑥ 産業 別就 業 者 〉

全 国 産業別 分 布 と比較 す る と、農 業 の割 合が 高 く、製造 業 お よび 卸売 業 ・小売 業 の割 合が

小 さ いが、農 業等 、1次 産業 の比率 は年 々減 少 し、 逆 に3次 産 業 は増 加 してい る。

力

和歌山県

農

業

図5-25

::1:il三 詩1雪 鷲:
2)産 業(大 分類)別 就 業 者数(昭 和40年

、45年)
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全 国

和歌山県

人口集中
地.区

人 口集中
地区以外
の 地 区

第1,大r砂 雪～.・ 第2二 大 ∫8こ葦】 吾P)3,,こ 吋 乙某

6i「 ◇㌔111

6e64

5559

5v54

4s-49

4e・44

35-39

30・34

2529

20.-24

15・19,rL

臥
60

40

20

o%

図5-26

実

20406080100

産業(3部 門)別 就業 者 の割 合(昭 和45年)2)

数,『 『 和 歌 山 県 割 合

k・9昭5
比年 和年

図5-27

第1次 産集

001

08

06

04

02

0
/

0
152530354045人91(t5152530354045

1i・弓』fli'年

産 業(3部 門)別 就業 者 の推 移(大 正9年 ～昭 和45年)2)

第2次 産業 第3次 産業 和歌 山県

'
;、

図5-28 産 業(3音 匡P『)、

カノ、 ノ∫人

年令 、 男女 別 就業 者数(1昭 和45年)2)
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全 国平 均 と比較 す る と、各 産業 部 門 と も若年層 の占 める割 合が小 さ く、 中高 年層 の占 める

割 合が 大 き くな ってお り、 第1次 産 業 では、40才 以 上 、第2次 産 業 で は、35才 以上 、第

3次 産業 では 、40才 以 上 の各年 令 階 級 の 占め る割 合が 全国平 均 を上 まわ ってい る。

⑦ 職業 別就 業者

図5-29に 示 ナ よ うに、技 能工 ・生 産工 程 作業 者 お よび単 純労 働 者 が約32%を 占め最

も多い 。次 い で、農林 ・漁業 者 の22%、 販売 従事 者 、事務従 事 者 の各12%の 順 とな って

い る。

職 業 を4区 分 に ま とめ てそ の推移 を見 る と図5-'30の よ うに なる。

へ
0

写

2

15

10

和歌山県

専阯

:::ら

良徒

怖∫Ll、

的 者

図5-29

k'lT'tik5ご ξ 凝 婁1
fl':1・;・':…1・ ・w妄

臓itw鳶"rk]Ψ 集va

l∵ ぽ 漏 舗
職業(大 分 類)別 就業 者数(昭 和40年 、'45年)2)

◆

■

和歌山県

昭和
25年

30年

35年 ・

40年

45年

全 国

45年

釦本論窺関係口哀
衝
菓晶晶今

若

.
ス
疋

売

ビ
Q

…
係

喰
寸
閏

始
竈

連
恒

産
係

Ψ
関

0多6加406080100

職 業(4部 門)別 割 合(昭 和25年 ～45年)2)

⇒

■

図5-30
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(7)交 通

① 概 要

海岸 線 に沿 う地域 及 び紀 の川 流域 は 、鉄 道 ・道 路 と も発達 し、交通 に恵 まれ てい るが、 そ

の他 の地域 は 、 おお むね交 通 不便 で 、 と くに、 海岸線 か ら、20～40kpの 紀 伊山 地 の交

通 は 、1日 に精 々数 回 のパ ス便 が あれ ば 良い方 で全 く恵 まれ て い ない 。

鉄 道 は、 国鉄 紀 勢本 線 が 、和歌 山 か ら海 岸線 沿 いに 、海南 、御坊 、 田辺 、新宮 と県 の主要

都 市 の大半 を経 て亀 山 に至 ってい る。また和歌 山か ら紀 の川 に沿 って、和歌 山線が 走 り、橋 本

を経 て王 子(奈 良県)に 達 してい る。私鉄 には次 の各線 が あ るが 、 レ ジ ャーを主体 と した も

ので、 走行 距離 も短 か い。(和 歌 山 市→ 大 阪方面 は除 く)

野上鉄道

有田鉄道

紀州鉄道

南海電鉄

〃

日方(海 南),一 登 山 口

藤並 一 金屋 口

御坊 一 日高 川

橋本 一 ・極楽 寺

和歌 山 一 貴志 川

11,4km

9.2km

3,4km

20,km

14.3km

国道 も、 おお むね 国鉄 と平 行 して走 っ てい るが 、県 南部 の山地 を横 断 す る311号 線 が、

田辺 市 南方 の朝来 か ら中 辺 路、 本宮 を経 て尾鷲 に至 ってい る。 又168号 線 が 、新 宮 か ら熊

野川 沿 い に北 上 し宮井 、 本宮 を経 て大和 高 由市(奈 良 県)に 至 ってい る。

表5-16輸 送 状 況(陸 上)1)

天王寺鉄道管理 局
県 統 計 課

年度
国 鉄 私 鉄

バ ス 輸 送 人 員

乗 車 人 員 貨 物 発 送 量 乗 車 人 員 貨 物 発送 員

昭42 44,026千 人 1,264,83h 52,589千 人 194,278t 58,453千 人

43 41,141 1,240,521 52,702 124,445 58,374

44 36,873 1,177,315 51:776 137,518 55,698

45 35,413 U97,115 491693 105,530 56,704

46 35,879 1,187,929 25,113 168,730 57,982

表5-17輸 送 状 況(海 上)1)

県港湾課

●

主 要 港 名
隻 数{隻) 総 ト ン 数(千 川 貨物発送斌(千 ∪ 貨物 受入量(千t)

一昭45 昭46 昭45 昭46 昭 も45|昭46 昭45 昭46

和 歌 山 』ド津 70,378 64,274 51,79正 49,421 21,817 23,681 40,883 40,446

由 良 3,997 3,523 732 711 115 137 33 135

日 高 2,889 2,lOO 414 350 、196 108 551 438

文 里 14,009 10,132 2,173 1,405 576 292 330 244

日 置 4,857 4,586 716 646 1,059
9470

14 16

勝 浦 31,346 33,103 566 578 7 10 39 122
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② 自 動 車

昭和47年3月 末現 在 で保 有 台数 は、約24万 台 で10年 前 の4.5倍 の急増 で ある。

車種 は 小型 乗用 老 の約8万 台(33%)が 最 も多 く、軽 四輪 貨物22%、 小型 四輪 貨物

15%の 順 と な ってい る。

(各 年3月 末現在ノ

二
叉5-18 自 動 車 保 有 台 数1)

和歌山県陸運事務所
4

年次 保有台数
ト ラ ン ク

ノく ス
乗 用 車 小 型

二輪車

軽自動車

(四三二勘
その他

普 通 ・j・型 普 通 小 型

昭43 140,731 6,487 37,631 1,351 335 32,342 715 59,723 2,147

44 165,904 7,240 42,009 1,535 382 42,209 780 69,139 2,610

45 191,137 7,817 44,004 1,826 401 53,821 932 79,238 3,098

46 213,466 8,243 44,999 2,020 398 65,524 1,368 87,302 3,612

47 239,079 8,619 45,951 1,865 ± 467 78,423 1,850 97,619 4,285

●

●

10

8

6

4

2

47454443424140

台

o
昭

万

'

'
'

'
'

'
'

,

/
/

…一

ρ
'

'
'

ノ
!

縫

豊↑

,ノ

'

'
'

'
'

!
!

.

'
'

'
'

'

"

/'

…

無

'

ゾ〆γ翁
'

'

推
ノ.

1

才"

.'

〆

図5-31 自 動 車 の 推 移1)

③ 鉄道 お よび 主要 道 路

県 内 の鉄道 お よび 道路 の概 況 は図5-32の とk・りであ る。
¶

●
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④ 鉄 道 ・バス ・航 路 ・航 空路 略 図
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1㍉ 田さ

三1、南
榿㌧ 海
軍榛..汽畦

1ぷ
㌧ 船'…恒, 。.

鍵 .銭鞭

×'

也≧
穿 対 がタ

.詞.∠秤通/

(逮 ぎ そ
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(8)通 ・ 信 .

① 郵便 ・電 話 ・電報

電話 台数 は100世 帯 あた り65.1台 であ り申込 積 滞数 は年 々減 少 してい る。

表5-19 郵 便 ・ 電 話 ・ 電 報1)

大 阪 郵 政 局
和歌山電気通信.部

年度
引 受 郵 便 物 救 電 話 ウ口 入 者 救 電 報

取 扱 数普 通適 業 特殊通 常 小 包 計 事 務 用 住 宅 用 そ の 他

昭42 55,442千 通 3.263千 通 1,022千 個 104,127人 78,162人

.

24.881人 1二〇84人 L592千 通

43 65,305 3,783 1,187 ll9,435 85,998 3L533 1,904 1↓464

44 58.745' 3,773 1,293 . 139,766 92.8〔ト‡ 45,082
「

1β80 2,467
一

45 62,8U 十 〇38 L462 166,793 102,374 62,158 2,261 2,336

46 62,686
.

3,943 1,208
「

188,975 lo9,製1 76,861 2,773 2,294

.

●

◆
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表5-20即 時 通 話 可 能 局 数1)

(電 々公社 資 料 か ら)

和歌山電 気通信 部

年度末
全 国 〔局)

.

左 の 内 県 内(局)

計 自動即時 その他 計 自動即時 その他

昭42 3,859 3,128 731 41 39 2

43 5,351 4,559 792 107 89 17

44 5,257 5,025 232 107 93 14

45 5,030 4,991 39 101 100 1

46 4,908 4,894 14 130 130 一

ゐ

10

5

o

万台昭4243444546

「「

]

●.・

・

・

イ

・.

・

...

.・ ・

「

一.鴫

・■●

;薫

;
琵

属

司

・

・甫

図5-34 電話 加入 者 数 ・

申込積 滞 数1)
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ぽ
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和 歌山 県市 外 ケー ブル網 図(47年10月1日 現在)

勝i南

新9

串本

(寛 々公社資料か ら)
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図5-36和 歌 山県 無線 網 図(47年10月1日 現 在)(電 々公社 資料 か ら)
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べ9)教 育

学 校 の概要 は 次表 の とお りで、 中学 → 高校 の進 学率は82%、

34%と な ってい る。

表5-21学 .校1)

{各 年5月1日 現在}

高校→大学への進学率は

県統計課

年.次
小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 × 学

学校敦 教員救 児童数 学ξ変数 教 員数 生徒数 学校数
}教員数i生 徒数

学校数 教n救 学生敵
,層

昭43 424
人

4,076
人

94,195 177
ノ、

2,542

人
50,443 5U

ノ、

1,991

人
41,203 6

人
431

人
4,147

44 420 4,176 餌.452 176 2,537 48,677 5U 2,020 39,417 6 472

一

4,831

45 413

・

4,235 95,243 173 2,521 47,088 51 2,103 38,223 6 47u 4,466

46 406 4,296 95,374 172 2,550 46.90U 51 2,135 38,072 61 5(洞 4,65]

47 395 4,345 95,766 166i2、5硲 46,948 51 2,156 38,148 7 525 4,679

注}大 学 には短大.高 専,大 学院 を含み.短 大分校 を除 く。

表5-22事 業 後 の 状 況11)

(各 年5月1日 ・現 在J 県統計課

年次

中 学 校 ・人 ・1高 等 学 校t人 、

卒業吉敷 うち進学
う ら 就 顧i

享業者数 うち進学
う ち 就 職

総 数.已 内 県9`i 総 数 県 内 県 外

1

.

昭43
.

1

.

.

18,052 12,810 航466 2,841

i

1、6251U.g89 3,481 8,787 5,599 3,188

44 17,189 12,633 3,701 2,381 1,32U 13,549 3371 7,921 5,024 2,897

45 16,366 12,519 3,119 2,U77 1,042 12,838 3,403 7,329 4,514 2,815

46 16,482 12,901 2,772 L843 929 12,316 3,783 6,710 3,992 2,718

47 15,414 12,628 2,195 ・1
,568 .627 1L97614.113 6,U36 3,760 2,276

.

注)就 職進学者は就職に含めた。

9

8

6

4

へこ

0

人万
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図5-37児 童 ・生 徒 数 の 推 移D
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⑩ 勤労 ・生活

① 賃.金

表5-23 産業別1人 平均月間現金給与額1)

県統計課

}ド次
調査産業

計
鉱 業 建 設.貰 製 造 業

卸 売.貰

'j・売 菜

金 融1運 輸

保 険 業1通 信 楽
r

電 気ガス

水 道 業

昭42 49,714円 59,237円 47,135円 48,4{A円136,485円 58,193円 品,163円 77,218円

43 56,804 67,567 49,714 57、07川41,519 62,577 60,359 83,407

44 64,981 74,580 55,906 65,148i48,14δ 69,668}69,773`
97,522

45 73,7UO 91,651 72,190 73,914i55,687 67.773179,113 110,414

46 84,223 95、879180,897 83.8叙165、455 二5,756192,457 123,795

◆

全国 平均 よ り約900円 少 な いが 、順位 は10位 と なってい る。

、

{掲額

120

110

100

90

80

70

60

50

a召40414243444546

図5-38賃 金 ・雇 用 ・労 働 時 間 指 数1)

表5_24消 費 者 物 価 指 数')

(昭45=10C))県 統計課

(45年ioO)

コ ノ

一 ■■一 璽一 ・・一'一 ・、
.● /

剛 ・/ン,才ラ7〔

'二'
!レ'

'

/
.'

園
三懐 1/

/

一 '

/'

年次 総 合1館 斗費; 籠居費 光熱費 被服費 雑 費

昭40 74.3}75.1 69.1 104.0 81.8 68.3

43 86.1 87.7 δ6.7 1U2.9 86.5 82.1

44 92.6 93.1 94.3 101.9 89.9 91.5

45 lUO.0 1{}O.O 1Uu.o loU。0 10u.u 1UU.u

46 105.81105.9 1U3.4 98.6 lu6.8 107.2

●
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③ 個 人 所得

●

●

表5-25 県(国)民1人 あ た り 個 人 所 得1)

県統計課

年度
和 歌 山 県 全 国

対全国比
所 得 額 対前年比 対40年 比 所 得 額 対前年比 対40年 比

昭40 231,285円 112.9% 100.0% 乏57,297円 112.7% 100.0% 89.9%

42 305,301 114.9 132.0 338,605 115.9 131.6 90.2

43 357,006 116.9 154.4 389,035 114.9 151.2 91.8

44 409,450 114.7 177.0 445,071 114.4 173.0 92.0

45 484,205 118.3 209.4. 518,256 116.4 201.4 93.4

●

表5-26 個入所 得 と支 出(45年 度)1)

県統計課

項 目 所 得 額
白ノ元円

構成比
%

総 額 5〔H,898 100.0

個 人 消 費 支 出 340,221 67.4

個 人 貯 蓄 109,190 21.6

そ の 他 の 支 出 55,487 11.0

(個人可処 分所得) 449.4U 89.0

(個 人 貯 蓄 率) (24.3%) 一

6.8%

図5-39
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1.2御 坊 地 区

(1)該 当 区 域

広域 市 町村 圏 計画 に よる 次 の圏 域

圏域の名称

≡几{
貢又 疋

年 月 日
圏域内市町村名

広域行政機構

事務局所在地

御坊 周辺 広域

市 町村 圏

入 口79,254

面積578.33

44.8.6

御 坊 市 、 美 浜 町

日 高 町 、 由 良 町

川 辺 町 、 中 津 村

美 山 村 、 印 南 町

御坊市湯川町財部651

日高総合庁舎内

由良町/

日高町

美ラ矢町

図5-40
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(2)圏 域の整備構想

① 交 通

紀南高速自動車道計画の促進,

圏域内縦横断主要道路の新設改良

各生活圏道路網の整備

紀勢本線の完全複線化

② 産 業

日高川総合開発の推進

(多 目的ダムの建設、かんがい事業の推進等)

果樹(主 としてみかん)・ 園芸の充実(中 心部)

園芸(主 として花木)・ 林業の振興(山 間部)

漁港の整備 ・

企業の誘致(日 高平野)

観光開発(海 岸部 ・奥地山間部)

③ そ の 他

住民生活の充実 ・.・…

山村地域の過疎対策 〔福祉、医療、教育文化施設等)

(3)地 勢

御 坊 地区 は 、紀伊 半 島 南西部 、和 歌 山県 のほぼ 中央 部 に あ り、面積 は約954km2で 本 県

の約20%を 占め 、ほ とん ど全 土 が 山岳 で おお われ 、北境 は 白馬 、城 ケ森 山 、東 は護摩 壇 山 、

鉾矢 岳 、 南は笠塔 山、 虎 ケ降等 、1,000メ ー トルを 越 える諸峰を境 として、有田郡 奈 良県、 西

牟 婁郡 と接 してい る。 西側 は太 平 洋 に面 し沿岸 に わず かに 日高平 野 が ひ ろが ってい る。

有 田 郡 白 馬山

丸 一半

ρ 。

偽テ雑 山

笠塔 山
▲

/050虎
ケ峰

物

牟 毒 郡

図5-42
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/370

1320

一300一

鵡

令



(4)気 候
日高高校調
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平均
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図5-44月 別 平 均 湿 度(昭 和46年)3)
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(5)集 落 現 況

表5-27御 坊 地 区 集 落 現 況

市町村名 面 積 人 口 人口密度 集 落

御 坊 市 43宮 30573 701.7 10

美 浜 町 12.81 8741 682.4 7

日 高 町 46:43 7119 '153 .3 21

由 艮 町 30.43 8258 27L4 17

川 辺 町 76.12 6266 82.3
「

21… 無 医 地区3

(三 津 の川 、大滝 川 、市 川)

・中 津 村 87.06 3148 36.2 25… 無 医 地 区1

(川 中 の5部 落)

美 山 村 168.55 4196 24.9 45… 無医 地 区1

(上 初 湯川)

印 南 町 113.36 10953 96.6 46… 無医 地 区3

(梗 川 、羽六 、川 又)

(全 国平均)280・0

●

畜

為
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御 坊 地 区 の 人 口3)表5-28

 

口(6) 人

市 町 村 名 .

昭 利140年'10月1日 現 在 日召和45年10月1日 現 在

世帯数
人 口

世帯数
人 口

総 数 男 女 総 数 男 女

美 浜 町 2,205 8,841 4,003 4,838 2,300 8,741 3,927 4,814

日 高 町 1,799 7,566 3,575 3,991 1,797 7,119 3,348 3,771

由 良 町 う201
-, 9,064 4,367 4,697 2,152 8,258 3,897 4,361

川 辺 町 1,490 6,612 3,260 3,352 1,475 6,266 3,059 3,207

中 津 村 881 3,703 1,782 1,921 842 3,148 1,505 1,643
'美 山 村

1,272 5,235 2,592 2,643 1,182 4,196 2,008 2,188

龍 神 村 1,785 7,451 3,736 3,715 1,672 6,363 3,069 〆3
,294

南部 川村 1,600 7,171 3,468 3,703 1,584 6,729 3,211 3,518

南 部 町 2,184 8,855 4,181 4,674 2,280 8,623 4,045 4,578

印 南 町 2,747 11,712 5,653 6,059 2,725 10,953 5,248』 5,705

都 計 18,164 76,210 36,617 39,593 18,009 70,396 33,317 37,079

御 坊 市 7,859 30,040 14,435 15,605 8,368 30,573 14,816 15,757

和歌 山 県
,

261,074 1,026,975 497,256 529,719 285,401 1,〔遵2,736 503,202 539,534

川
.、

1注 〕昭 和22年 の 人 口 を1(X)と し た

そ の後 の推 移
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(8)産 業

① 産業 別 人 口と事 業所 数

表5-29 麟 肪 働力状態(15才 以上入・)3)

昭 和45年10月1日 国勢 調 査

■

●

小町村別
区 う∫ 美浜町 ll高 剛 由良町 川辺町 中津村 美山村 印南町 御 坊'市

総 数 6,769 5、5し,4 6、⑨4 4,W7 2,410 3、OU 凶267 23.梨6

労 働)」 4,円4 3,523 3.%6 3,412 1、田9 al46 5,572 14,282

就 業 者' 3,969 3,492 3,908 3,379 1,518 2,121 5,497 13,636

農 業 517 1,594 916 1.的2 6↓4 622 2,671 2,858

林 業'・狩 猟 裳 4 7 3 241122
1

395 38 12

鮭 ・梱 養殖.ピ }u6 230 435 一 一
1

一 2 121 150

鉱 業 23 1 34 1 2 5 3 29

建 設 業 正95 157 烈4 140 145 159 ぷ)4 1,366

製 造 業 1,14τ 471 780 412 釦4 376 7二3 2,316

卸売 業㌧ 小売業 524 312 ↓16 田6 90 177 573 2,935

金 融 ・保険 業 96 46 38 33 11 4 47 265

不 動 産 業 3 一
3 2 } } 4 16

運 輸 ・通信業 333 158 307 126 54 8U 353 819

電気 ・ヴ㍗ 水道業 12 1 5 10 15 7 9 56

サ ー ビ ス 業 715 403 477 308 169 229 473 2155

公 務 292 106 165 95 61 62 123 645

分類不能の産業 2 6 5 一 1 3 5 14

失 業'名' 75 31 58 33 21 25 75 與6

非 労 働 力 2,725 1,981 2,338 L495 871 865 a695 9,164

?

q

額

業

業

業

業

業

産

産

農

林

水

工

商

生② (昭 和40年)

39.6億 円

6.2〃

13,5〃

92.4〃

100.g〃

(出 荷額)

(販 売額)
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③.職 産業別人 口比率

%/00

〃

第

3

次

第

2
次

第

1

次

町 中 美 川 印 和 合

牙寸 津 山 辺 南 慾

名 村 有 付 町 県 国

増 加 率(S40～45年)中 津 村 美 山 村

第1次 産 業 △23.7%△13.6%

第2〃111.4%63.6%

第3〃13.6%△3.0%

図5-48職 産 業 別 人 口 比 率
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50

県
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▼

■

⑨ 交 通

① バ ス 路 線

当地区 内 には 南海 パス、 明光 パス、南海 電 鉄 パ ス、 白浜 急 行 パス、 中紀 バスの5社 が18

路線 を運 行 してい るが 、乗車 密 度が 非常 に低 く採 算 が とれ ない ため5路 線 の休 廃止 が 申請 さ

れ てい る。 、

② 自動 車保 有 台数

表5-30自 動 車 保 有 台 数3)'

昭和42～46年 中 統計 協 会 日高 支部 調

年度分

町村別
42 43

・44
45 46

美 浜 町 L476 1,747 L956 ワ258-, 2,454

日 高 町 1,330 1,473 1,678 1,853 L990

由 良 町 1,486 L720 L871 2,087 2,194

川 辺 町 2,071 2,233 2,366 2,671 2,875

中 津 村 634 736 847 932 990

美 山 村 864 942 1,057 1,158 1,246

印 南 町 3,120 3,488 3,542 3,889 4,070

御 坊 市 5,657 6,678 7,762 9,018 10,117

合 計 22,171 25,169 27,877 31,394 33,880

③ 道路(県 道)の 総延長及び舗装状況

ρ

●

80一

「

・・一 日"
一 昭 和46年1

御坊 土 木 事
一

総 舗

6P一
延 装
長 部.

・ 分 一

50一 一

≡ 一

40一 一

一

一

一 一

「
20一

一 ペミ ミミ 曇 iミ 、 ξ

10一
」

` ミミ
式

× … × ● 蕊

. 葛 ㌫

1誉 §
延 長

km 美 日 由 川 中 実 印 御
町 浜 高 良 辺 津 山 南 坊
村 町 田]町 町 村 村 町 市
名

図5-49道 路 の 総 延 長 及 び 舗 装 状 況3)
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表5-31 電 話.普 及 率3)

昭 和44年10月 現 在 昭和50年 のみ とお し

局 名 区 別 電 話 数 世 帯 数 普及率 局 名 区 別 電 話 数 世 帯 数 普及率

御 坊
自 動

即 時

台
.

4145

戸

9282

%

44.7
御 坊

日 動

即 時

台

6305

戸

10742

%

58.7

由 良外

15局

半自動

即 時 3274 11168 29.3

由良外

15局

自 動

即 時 5074 12176 41.7

計 7419 20450 36.2 計 11379 22918 49.6

ひ

●

表5-32電 話 局3)

市町村名 電報電話局 電 話 局 郵 便 局

御 坊 市 御 坊 名田

印 南 町 御 坊 ・南 部 印 南 崎 ノ原 ・真 妻

川 辺 町 御 坊 川 辺

日 高 町
一 和 歌 山 日高 ・比井 三尾

美 浜 町 御 坊 三尾

由 良 町 由 良

中 津 村 川上 ・川 中 ・船津

美 山 村 川上 ・寒 川 ・滝頭 ・竜神

(和 歌山県電話帳から)

電 話 数

印 南 町

川 辺 町

中 津 村

美 山 村

(S48年)

1,578台

1,036〃

481〃

699〃

(S45年)

2,725世 帯

1,475〃

1,182〃

842〃

■

●
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●

② 無 線

D御 坊 市 外 日高郡10ケ 町 村

超短 波無 線 電話 事務 組 合(S36・6・3設 立)

↓

防災 、行政 事務 を超 短 波無線 に より執行 しこれ を共同 で維持 管理 す る。

↓

御 坊 市

美浜 ・日高 ・由良 ・川辺 ・印 南 ・(南 部)各 町 ・中津 ・美山 ・(竜 神 ・南部 川)各 村

「注 」()内 町村 は圏 外 の もの

ii)消防団 無線 局

基 地局 及び 固定 局 … 御坊 市 ・由良町

移 動 局 … 御 坊 市(3)

■

{

一31】 一



2.御 坊地 区 に お け る医療 概 況

無医村や過疎地といわれる当該地区の実態を的確に知 り、その医療援助策を立てるのに

重要な資料となるので、ここでは当地区をとり囲む医療概況について述べる。

2・1医 療 .概 況,

医療 概況 と して、医 療 関係従 事者 数 ・医療施 設数 ・設備 状況 に つい て、主 に和 歌 山衛 生部

「S46衛 生統 計 年報 」に よ り諸 資料 を集 約 した。 これ らの 内容 は、 御坊 地 区 を 中心 と した

おお よそ の 医療 実 態 に関 す る指標 とな る。

(1)医 療 関係 従事者 数

昭和46年 末 頃、 和 歌 山県 の人 口は約100万5千 人、 対全 国比LO%、11頁 位33で あっ

た。増 加 率0,68%増 。 その うち、 医療 関係従 事者 と して、 医師 だけ の人 口10万 対比 では

150.2で あ った 。(全 国 の場 合 は170.2)。 本県 の順 位 は45年 末 で16位 、 比較 的 に恵

れ てい る県 で ある(表5-33参 照)。

表5-33和 歌 山県全 施 設 の従事 者数4)

昭和46年 末現 在

和 歌 山 県 全 国

実 数
率

実 数
率

1施 設 当 り 人 口10万 対 1施 設 当 り人口10万 対

総 数 10,382 9.2 990.8 1,133,005 9.1 1.0858

医

師

総 数 1,574 1.4 150.2 177,624 1.6 170.2

常 勤 1,237 1.1 118.1 125321 1.2 120.1

非 常 勤
+337

0.3 32.2層 52,303 0.5 50.1

歯
科
医
師

総 数 486 0.4 46.4 44,121 0.4 42.3

常 勤 468 0.4 44.7 39,317 0.4 37.7

非 常 勤 18 0.0 1.7 4,804 0.0 4.6

薬 剤 師 164 0.1 157 17,492 0.2 16.8

看

護

婦

総 数 4,839 4.3 461.8 495,815 4.6 475.2

助 産 婦 101 0.1 9.6 13,475 0.1 12.9

看 護 婦 出 1,237 L1 118.1 138,140 1.3 132.4

准 看 護 婦 出 1,699 L5 162.1 173,564 1.6 166.3

看護業務補助者 1β02 1.6 172.0 170,636 1.6 163.5

技 術 員 651 0.6 62.1 92,671 0.9 88.8

事 務 職 員 L289 1.1 123.0 148,369 1.4 142.2

そ の 他 1,379 1.2 131.6 156,913 L5 150.4

注1.人 口 は 和 歌 山 県1.047,82S全 国lO4,345,000増 加 率0.68%増

2.全 施 設 とは 病 院 、 一般 診 療 所 、 歯 科 診 療 所 の こ と で あ る 。 ・

3.付 表'5-1は さ ら に保 健所 別 ・業 種 別 ・医 療 従 事 者 数 につ い て表 に した もの で ある。

一312一
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付表5-1 保 健所 別 ・業 種 別 ・医療 従事 者数4)

・

和 歌 山市 和 歌 山 市
総 数

悔翼認
御坊保健所

,

総 数
¶嘉轟

御坊保健所

常 動 5,761 2,636 389「 常 動 41 18 2

総 数 助 産 婦
非常動 314 194 16 非常動 15 10 一

常 勤 497 281 22 常 動 170 83 6

医 ・ 師
非常動 234 153 15

看 護 掃出、 非常勤 27 16 1

常 勤 9 7 一 常 動 361 191 11

歯 科 医師
非常動 1 二 1

一

㎡

准看護婦出
非常動 30 19 1

薬 剤 師
常 動 ・ 134 61 8

.
看 護 業務 常 動 823 2.76 72

非常動 2 一 一 補 助 者 非常動 45 25 一

常 動 44 22 1 常 動 一 一 一

助 産 婦
非常動 1 　 一

理学療法士
非常勤 2 2 一

常 動 LOO9 474 83 般 常 動 一 一 一

病 看 護 婦
非常動 4 1 一

作業療法士
非常勤 一 一 一

常 勤 23 一 一 常 勤 1 1
一

看 護 士
非常動 一 一 一

.視能訓練士
非常勤 『 一 一

准 看 護婦
常 勤

非常動

L202

8

459

3

78

一

診

マッサージ 師
常 勤

非常勤

、3

一

1

一

一

一

准 看 護士
常 動 94 39 7 診 療放射線 常 勤 3 2 一

非常動 一 　 一 技 師 非常勤 一 一 一

看 護 業務 常 動 547 307 41 診 療X線 常 勤 9 4 一

補 助 者 非常動 3 一 一 技 師 非常勤 3 一 一

理学療法士
常 動 22 15 1

臨
臨床検 常 動 .5 1 一

非常動 5 5 一 療 査技師 非常勤 一 一 一

作業療法士
常 勤 2

●

一 一 宋 衛生検 常 勤 1 1 一

非常動 1A 1 　 検 査技師 非常動 一 一 一

常 勤 101 48 7 常 勤 9 3 1
栄 養 士 査 その他

非常動 1 一 一 非常勤 一 一 一

歯科衛生士
常 勤 9 9 一 所 そ の 他 の

.

常 動 14 4 1

非常動 2 一 一 技 術 員 非常動 1 一 一

歯科技工師
常 勤

非常勤

4

4

2

一 二 事 務職員
常 動

非常勤

403

50

164

29

12

5

診療放射線 常 勤 32 19 2 そ の 他 の 常 勤 288 111 20

技 師 非常動 一 一 一 職 員 非常勤 32 20 1

診 療X線 常 勤 41. 23 3 常 勤 943 388 69

技 師 非常勤 7 4 一
総 数

非常勤 .53 20 2

衛 衛生検 常 動 60 39 2 常 動 358 130 27

生

、

査技師 非常勤 1 1 一
歯科 医師

非常勤 14 5 一

院 検
その他

常 勤 92 57 2 歯
医 師

常 勤 .一 一 一

査 非常勤 1 一 } 非常勤 一 一 一

そ の 他 の 常 勤 76 40 一 常 勤 31 15 5

技 術 員 非常勤 1 1 一

科
歯科衛生師

非常勤 1 1 一

医療 社会 常 勤 22 11 2 常 動 82 52 5

事業従事者 非常勤 2 2 一
歯科技工師

非常勤 6 3 1

事 務職 員
常 勤

非常勤

731

11

317

9

51

一
診 看 護 婦出

言.勤

非常勤

4

一

2

一

　

一

そ の 他 常 勤 、 969 363 79 常 勤 5 4 一.

の 職職員 非常勤 25 16 一
准看護婦出

非常勤 一 一 一

総 数
常 勤 2,897 1,255 170 療 歯科 業 務 常 動 364 148 26

非常勤. 314 159 9 補 助 者 非常勤 20 5 1
一・

常 動 740 309 44 常 勤 67 22 ・3
一

般

医 師
非常動 103 72 1 所

事 務 職員
非常動 8 5 一

診 歯科 医師
常 勤 1 一 一 そ の 他 の 常 動 ・ 32 15' 3

療
非常勤 3 2 一 職 員 非常勤 4 1 一

常 勤 25 14 1
所 薬 剤 師

非常勤 3 一 一

一313一



しか し、 御坊 地区 につ い て考 える と、図5-50に 示 す よ うに、 由良町 、美 山村 、 印南町 、

中津 村、 川 辺町 、 日高町 順 に、 い ずれ も県平 均 の150.2よ りは るかに 下回 る。

/su

t60
/40師

・"吻 歯 科 医師

z

;

7
姦 禦霧黍昌裏邊裏 董駕

オ1「町山 保 市 町 町 町 町 村

市 健所

図5-50昭 和46年12月31日 現在 市町村 別 医 師人 口比率

当地 区 の町村 別全 施 設 の 医療従 事者 数 につ いて は表5-34(特 に 付 表5-2)に 掲 げ

た。

また、 付表5-3～ 付表5-5で は業 務の種 類 別にみ た医 師数 、 歯科 医師数 、 薬剤 師数 に分け

て ま とめ た。 増減 率 も付加 した。本 県 に おい ては、 い ずれ もわず かなが らで あるが、 増 加 の

方 向に あ る。

(2)医 療 施 設

医療施 設 に つい ては 表5-35に 示 してある よ うにほ ぼ全 国 水準 に あ るか あ るい は多 少下回

る程度である。昭和45年 末頃厚生省の統計をみると、病院病床数は全国順位としては20

位 で あ った。

付 表5-6は 年 次 順 に 、 和 歌山 と全 国 におけ る 医療施 設 数 の増 加 の ぐあい を比 較 して

あ る。

御坊地 区 に関 しては 表5-36の よ うに示 す。 これ らの町 村 をみ る と美 浜町 をの ぞけ ば、 け

して充実 してい る とは い え ない 。つ ま り、 こ こに も医師 の都 市部偏 在 の傾 向 が ある。

実 態 と して も、 当地 区 に 拾い ては8ケ 所 に もの ぼ る無 医地 区 が存 在す る。

医療 施設 の 質の 充実 度 を判 断 す るた めの指 標の1つ と して、パ ラメ ータ の1つ で ある診療

科 目別 に集 計 しなお した結果 、 付表5-7と 付 表5-8が 得 られ た。 前表 は和歌 山 県の概況

とな る もの で 、後 表 は 町村 別 に明確 化 した もの で あ る。 御坊地 区は充 実 して い るとは とて も

いえ ない し、 一 応 あ る といえ る科 は 内科 と小 児科の2つ だ けで ある。

2200

一 口(人 口"万 対)

_県 平 均/50,2
一

一

一

口
一 物
一

一

一

'

:
多 彩; z膨 z
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表5-34昭 和46年10月1日 現 在 市町 村 別医 師数 ・歯科 医師数 お・よび人 口対比 較4)

S46年lo月1El

医 師 数 人 口10万 対 医 師1人 当 り人 口
歯 科 歯 科 医 師 数

医師1人 当 り人 口
現 在 推計 人 口 医 師 数 人 口10万 対

全 県 1,047,828 1,574 150.2 6657 386 36.8 2.7146

和 歌lhrb

和歌山市 371,138 815 220.0 455.4 144 38.8 2,577.3

御 坊保 健所 78,780 82 104.1 960.7 28 35.5 2,813.6

御 坊 市 30,595 49 160.2 624.4 14 45.8 2,185.4

美 浜 町 8,712 13 149.2 67L5 2 23.0 4,356.([

日 高 市 7,043 1 14.2 704.3 2 28.4 3,52L5

由 良 市 8,243 7 84.9 1,177.6 3 36.4 21747.7

川 辺 町 6,209 2 32.2 3,104.5 1 16.1 6,209.O

中 津 村 3,084 1 32.4 3.0840 1 32.4 3.0840

美 山 村 4,051 3 74.1 i,350.3 2 49.4 2,025.5

印 南 町 10,843 6 55.3 1,807.2 3 27.7 3,614.3

注 詳細 につ い ては 付 表5-2を 参照 され た い。



付表5-2
4)町 村 別 全 施 設 の 従 事 者 数

医 療 従 事

医 歯 薬 助 看 准 看 理 作 視 診 診

科 護 看
護
業

学 業 能
療
放

療
X

医
剤 産

婦
護

婦

務
補
助

療

法

療

法

訓

練

射'線

技

線
技

師 師 師 婦 出 出 者 士 士 士 師 師

常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非
常 常 常 常 常 常 常 常 常 常 常 常

勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤

全 県 740003 1 3 25 3 41 15臥70 27 361 30825 45 2 1 3 9 3

1

和 歌 山 市 保 健 所 309 72 2 14 18 10 83 16 191 19 276 25 2 1 2 4

中 央 保 健 所 275 66 2 11 17 10 73 15 168 1批61 21 1 1 2 3

西 保 健1所 34 6 3 1 10 1 23 6 15 4 1 1

「

御 坊 保 健 所 44 1 1 2 6 1 11 1 72

御 坊 町 22 3 6 1 53 、r

F

美 浜 町 3 1 2 7

日 高 町
'
1

由 良 町 7 1 1 1 4

川 辺 町 2

中 津 村 1 1
`

美 山 村 3 1 4

印 南 町 5 1 1 1 2 4

●

●

倉
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昭 和46年12月31日

⑨

●

者 数 歯 科

臨床 検 査 マ そ 事 そ 歯 医 衛 技 看 准 業 事 そ

警

衛
生検

援

そ

の

;
|

ジ

の
他
の
技
術

務

職

の

他

の

職

科

医
生

、

工 護
看

護

務

補

助

務

職

の

他

の

職

師 師 他 師 員 員 員 師 師 師 師 婦 婦 者 員 員

常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非 常 非
常 常 常 常 常 常 常 常 常 常 常 常 常 常 常 常

勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤 勤

5 1 9 3 14 U403 5α288 32 B58 14 31 1 82 6 4 5 364 20 67 8 32 4

1 1 3 1 4 164 29 111 20 130 5 15 1 52 3 2 4 148 5 22 5 15 1

1 1 3 1 4 147 26 105 18 017 4 15 1 49 …≧ 2 4 84'5 17 4 13 1

17 3 6 2 13 1 3 1 14 5 1 2

1 1 12 5 20 1 27 5 5 1 26 1 3 3

1 9
L3

7 1 14 4 4 19 3 2

3 1 1

1 2

3 3 2

1 1

2 1 1

2 3 2 1 1

3 1 3 1 3 1

1

芦

金

一317一



付表5-3業 務の種 類別 に

医 師 数 百 分 率 人口10万 対医師数

昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和
46年 45年 46年 45年 46年 45年`

総 数 123,178 118,990 100.0 100.0 117.3 114.7

医療施設の従事者 116,746 113,214 94.8 95.1 111.1 1092

病 院の開 設者 3,503 3,597 2.8 30 3.3 3.5

診療所の開設者 58,125 57,170 47.2 480 55.3 55.1

病院(医 育機関附属のものを除
く)の 勤務者

33,932 32,461 27.5 273 323 31.3

診療所の勤務者 8,580 8,469 7.0 7.1 8.1 82

医育機関附属病院の勤務者 12,606 11,517 10 97 120 11.1

医療施設以外の従事者 4,508 3,981 3.7 3.3 42 3β

臨床以外の医学の教育機関又は
研究機関の勤務者

2,286 2,086 L9 1β 2.1 20

衛生行政又は保健衛生業務の従事者 2,222 1,895 1.8 16 2.1 18

そ の 他 1,924 1,795 1.6 1.5 18 1.7

その他の職業に従事する者 501 597 0.4 0.5 0.4 06

無 職 の 者, 1,423 1,198 1.2 10 13 1.2

◆

付 表5-4業 務 の種類 か らみ た医師数 ・増減 率 ・百

医 師 数 百 分 率 人 口10万 対医師数 医師1入 あ

昭 和
45年

昭和
46年

増減率
%

昭和
45年

昭和
46年

昭 和
45年

昭 和
46年

昭和
45年

総 数 1258 1,305 103.7 100ρ 1000 120β 124.5 828

医療施設の従事者 1231 1,243 101の 979 95.3 118.6 1186 847

医療施設の開設者 657
,

682 1038 522 52.3 630 651 1,587

医療機関附属以外の 442 432 977 35.1 33.1 424 41.2 2β59

医療施設の勤務者
医育機関附属の病 132 129 97.7 10.6 99 127 12.3 7,900

院 の 勤 務 者

医療施設以外の従事者
25 55 220.0 20 42 24 52

.

41,709

臨床以外の医学の 3 32 1066.7 0.2 24 0.3 30.5 347,579

教育又は研 究 者 ・

衛生行政又は保健 22 23 104.5 18 L8 2ユ 22 47,397

衛生業務の従事者

そ の 他 7 7 35000 0.1 0.5 02 0.7 521,368

注 率 の 人 口は 昭 和45年1,043,000人
〃 昭 和46年1、048,000人

人

●
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4)み た医師 数 ・歯科 医師数(全 国)

●

■

医師1人 あたり人 口 歯 科 医師 数 百.分 率
人 口10万 対

歯 科 医 師 数

歯 科 医 師
1人 あた り人 口

昭和
46年

昭 和
45年

昭和
46年

昭 和
45年 麗 年陰 口年

昭 和
46左E

'

昭和
45年

昭 和
46'年

昭 和
45年

852 872 39218 37,859 100.0 100.0 37.3 365 2,677 2,740

899 916 37,627
1

36,468 95.9 96.3 35.8 35.2 2,791 2β44

29,976 28β353 2 0.0 0.0 0.0 0.0 * *

1,807 L814
十
28,270 28270 73.2 74.7 27.3 27.3 3,656 3,669

3ρ95 3,195 1,014 1,012 2.6 2.7 1.0 1.0 103,556 102,490

12238 12247 6,114 5,623 15.6 149 5.8 5.4 17,175 18・446

8,330 9,006 1,777 1,561 4.5 4.1 1.7 1.5 59ρ92 66,445

* * 516 446 1.3 1.2 0.5 0.4 * *

* * 381 319 1.0 0.8 0.4 0.3 * *

* * 135 127 0.3 0.3 0.1 0ユ * *

* * 1,075 945 2.7 2.5 、1.0 09 * *

* * 402 320 1.0 0.8 0.4 0.3 * *'

* * 673 625 L7 1.7 0.6 0.6 * *

4)分率 人 口10万 対 率1人 あた り人 口前年 比較(和 歌 山県)

命

●

1

たり人 口 歯 科 医 師.数 百 分 率'
人 口10万 対

歯 科 医 師 数
歯 科 医 師
1人 あた り人 口

昭和 昭和 昭和 増減率 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和
46年 45年 46年 の 45年 46年 45年 46年 45年 46年

802 367 369 1005 1000 100.0 35.2 35.2 2β41 2β40

843 363 363 0.0 99.0 98.4 34.8 346 2β73 2β87

1,536 313 308 98.4 85.4 83.5 30.0 294 3,331 3恩02

2426 48 51 1062 13ユ 13β 4.6 4.9 21,724 20546

8,123 2 4 2000 05 1.1 0.2 04 521,368 261,957

19ρ51 2 2 OD 0.5 05 02 02 521,368 523β14

32,745 一 一 『 一 一 一 一 一 一

45,558 2 2 00 0.5 0.5 0.2 02 521,368 523,914

L49β90 2 4 200.0 0.5 L1 0.2 04 521,368 261,957

資料 医療 セ ンサ ス
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付表5-5業 務 の種類 か らみた薬 剤 師数 ・

.

全 国

薬 剤 師 数 百 分 率 人 口10万 対
薬 剤 師 数

薬剤師1人

昭和
〔刀'一
口ロ不] 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和

46年 45年 46年 45年 46年 45年 46年

総 数 83246 79393 100D 1000 793 76.5 1261

薬局の 開設者 13β95 13266 167 16.7 132 12.8 7,557

薬局の 勤務者 14β66 14415 17.6 18.2 14.0 13.9 7,160

病院又は診療所の勤務者 15,444 14,627 18.6 184 14.7 14.1 6,799

大学において教育又は
研究に従事する者 2,184 2ρ89 26 26 2.1 20

衛生行政叉は保健衛生業
務の従事者

3,559 3280 4.3 4.1 34 32

医 薬品 営業(製 造 ・輸
入 ・販 買)の 従 事老

16,341 15,728 19β 198 156 152

魏]縫 琴あ聾 者 492 500 0.6 0.6 0.5 0.5

その他の化学工業従事者 L364 1274 16 1.6 1.3 12

'

そ の 他 15,301 14214 18.4 17⑨ 14.6 13.7
'

■

●

表5-35 和 歌

●

施 設
1

施 設 数 人 口10万 対

病 院
一 般

診 療 所

歯 科

診 療 所
病 院

一 般

診 療 所

歯 科

診 療 所

総 数

(病床数)

全 国 8ρ26 69,857 30,317 7.6 66.5 289 1,082β47

和 歌 山 66
'739

320 6.3 70.6 30.6 11,931

●

今
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増 減 率人 口1ρ 万対 率1人 あた り人 口対 前年 比( 、和 歌山県)4)

■

和 歌 山 県

紘 り人口 薬 剤 師 数 百 分 率 人 口10万 対
薬 剤 師 数

薬 剤 師
1人 あた り人 口

昭和
45年

昭和
45年

昭和
46年

増減率
%

昭和
45年

昭 和
46年

昭 和
45年

昭和
46年

昭和
45年

昭和
46年

'1
,306 908 935 1030 100刀 100.0 87ユ 892 U48 1,121

7β19 248 240 968 27.3 257 238 229 4205 4β66

7,195 118 125 105.9 13.1 13.4 113 11.9 8,837 8,383

7,091 171 177 103.5 18β 18.9 16.4 169 6,098 5,920

10 9 900 1ユ 1.0 1.0 0.9 104274 116425

62 62 00 68 6β 5.9 59 16β18 16β00

162 165 10L9 17.8 17.6 15.5 157 6437 6,350

2 2 00 02 0.2 0.2 02 521,368 523914

15 22 146.7 1.7' 24 1.4 2ユ 69,516 47β29

120 133 1108 132 14.2 11.5 127 8β89 7β78

山 県 医 療 施 設 数4)

病 床

病 院
一 般

診療所

人 口10万 対

精神病床

9　

結核病床 らい病床 伝染病床 一般 病 床 病 院

総 数

一 般

病 院

(再)

一 般

診療所

253,462 165,888 13217 22,643 627,437 255,409 1,031.0 597.5 2432

2,834 2ユ65 一 452 6480 2,066 1,139.5 618.9 206.9

■
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付表5-6 医 療 施 設 数4)
■

病 院 診療所(含 医院) 歯 科
診 療 所 助 産 所 薬 局

病 院 数 病 床 数 診療所数 病 床 数 (含医院)

昭和35年 40 7,112 666 1,698 297 667 276

和
36 44 7,651 733 1,758 305 657 277

,

37 47 7,913 727 1,852 306 555 281

38 45 8,121. 752 2,069 321 470 287

歌 ・39 49 8,644 727 2,003 314 854 293

40 53 9,542 730 1,893 313 854 323

41 54 10,ll8 713 2ρ21 314 850 304

山 42 56 10,637 706 2,029 314 287 314

43 58 10996
・

725 12,080 319 210 325

44 61 11,313
|

75312,181
[

314 198 324

県 45 64 11,662
i730
12215 319 165 329

46 66 ユ1931 73gi2,、66
…

320 156 337

昭和35年 6,094 686,743 59,008 165,161 27,020 46,633 21,119

.

全 36 622gi716,372 60,301 173,735 27263 45,298 21210

37 6,428 752,714 61,366 179,868 27,488 39,467 21,020

38 6,621 794434 62,363 189,634 27β69 38,643 21,024

39 6,838 833β06 63296 196,547 28,158 53,453 21,149

40
'7
,074 873,652 64524 204,043 28β02 53,028 21,428

41 7,308 918233 65,679 212,438 28β93 52,504 21,870

42 7,505 963,113 66β69 225,610 29,153 21,467 22β31

43 7,703 1,003,638 67,962 235,757 29,489 18,637 22922

44 7,819 1,033,550 68,305 242,958 29,649 19261
'23453

国 45 7,973 1.062ρ83 68,997 249,646 29,911 18,009 24,005

46 8,026 1,082,647 69,857 255,409 30,317

■

の

■

●
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付 表5-7 診 療 科 目別 ・保 健所 別 施 設 数4)

. 病 院
一 般 診 療 所 施設数に対する

割 ム 田 全 国
診療 科 目別 ・殖設

口

延 数 ・黒 鍵 所 別 総 数
和歌山
市中央
保健所

和歌山
市 西
保健所

御 坊

保健所
総 該

和歌山
市中央
保健所

和歌山
南 西
保健所

御 坊

保健所
病 院

一 般

診療所
廷 診 療科 目数 百 分 率

施 設 数 66 28 1 .4 739 278 3 43 　 一 糠 一 般

診療所 《 一 般

診療所.

総 数 343 124 11 20 1β59 717 93 117 100.0 100.0 　 一 1000 100.0

内 科 48 15 1 2 526 202 29 33 132 28.5 5,248 46β47 2.0 8.7

呼 吸 器 科 10 4
一

1 85 38 3 10 2.5 4.6 L337 5.9U
P

0.0 0.0

～nfヒ器 科(胃 湯科) 14 9 一 1 ユ20 53 7 10
.

4.3 6.5 L954 9,730 0.2 ・ 0.1

悟 環 鰭 科 τ 3 　 　 87 40 3 8 2」 4.5 988 S834 0.0 0.0

小 児 科 22 4 一 2 293 98 17 25 6.7 159 2952 29,185
竺2

2.3

精 神 科 15 5 一 1 ω 7 　 一 3.1 0.5 597 696 一 0.0

神 経 科 14 5 1 1 35 】7 2 3 2.8 L9 819 L734 0.0 OJ

外 科 46 18 1 3 153 61 9

.
7 14.1 82 5,053 15,525 1.0 0.5

・

整 形 外 科 38 18 1 1 50 10 4 3 H.7 2.7 3,403 5,435 2.4 05

脳 神 経 外 科 10 8 1 一 4 1 一 一 3.1 02 727 335 0.0 0.0

産咀人科(産科・相人科) 25 .4 一 1 109 39 4 5 7.7 5.7 2刀i 9,180 一 δo

眼 科 1ア 3 1 1 46 18 1 2 5.2 25 L397 5,1弓4 0.5 4.7

耳 鼻 い ん こ う 科 14 2 1 1 47 17 2 2 4.3 25 1,518 5,321 0.3 3.4

,

気 管 食 道 科 　 一 一 一 2 2 一 一 一 0.1 221 L136 一 0.0

皮 膚 泌 尿 器 科
(皮 膚 科 ・泌尿 器科)

12 5 1 1 69 25 5 4 3.7 3.7 1,834 9463 二 0.6

「

性 病 科 1
一 一 一 31 17 一 一 0.3 1.7 277 2305 一 0.O

こ う 門 科 5 3 一 一 29 12 一 1 L5 16 587 21464 02 0.1
.

ト

歯 科 7 2 一
1 3 1 　 一 2.1 02 tρ37 1,067 02 一

理 学 診 療 科 13 7 1
一 22 7 　 1 4.0 12 1》171 1β72 0.2 0.0

放 射 線 科 16 4 1 2 103 49 7 3 4.9 i5 2メ83 9206 一 0』

麻 酔 科 9 5 1 1 1 一 一 　 2.7 OO 646 417 0.0 0.0
.

全 科 一 　 一 一 34 3 　 一 一 1β 2β70 一 u

●

表5-36 病院 等医師 及 び病 床数4)

昭 和46年12月 末現在 統計協会 日高支部調'
'分

公 立 私 立 人 無 医

町村 病 院 等 医 師 病 床 数 病 院 等 医 師 病 床 数
口

(手 入)
地 区

美浜町 1 7 350 3 3 0 9

日高町 0 .0 0 3 3 0 8
.

由良町 0 0 0 8 8 13 9

川辺町 0 0 0 .3 3 0 6 3(3)

中津村 0 0 0 2 1 0 3 .1(8)

美山村 2 1 5 2 2 11 4 1(5)
層

印南町 1 1 0 7 7 13 11 3(3)

御坊市 1 10 340 37 39 158 30

()内 部落数
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付 表5-8診 療科 目別 ・延 診療 科 目数 ・市 町 村 別4)'

昭和46年 末現 在

内 呼 消 循 小 精 神 整 脳 産 眼 耳 気 皮 性 肛 歯 理 放 麻 全 外

吸
化
器 環 形 神 婦 管

'

学
射

化 児 神 経 鼻 食 膚 病 門 診 酔
器 器 外 経 人 線

曾 道 療

科 科
)

科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科 科

全 科 574 95 134 94 315 25 49 88 14 134 63 61 2 81 32 34 10 35 119 10 34 199

和歌山市保健所 217 42 62 43 102 12 22 28 9 43 21 19 2 30 17 15 3 14 53 5 3 79

和 歌 山 市 30 3 7 3 17 3 5 1 4 2 3 6 1 8 1 10

御 坊 保 健 所 35 11 11 8 27 1 4 4 6 3 3 5 1 1 1 5 1 一 10

御 坊 町 15 5 7 4 13 1 3 3 3 3 3 5 1 1 3 1 一 6

美 浜 町 3 2 3 1 1' 1 一 1

日 高 ・町 1 1 一 一

由 良 町 6 1 1 1 4 1 1 1 一 1

川 辺 町 2 1 一 一

中 津 村 」 1 一 『

美 山 村 3
.

2 2 2 2 1 一 1

印 南 町 5 1 1 1 2 1 一 1



●

(3)設 備 状 況

ここでは 医療設備 状 況 を表5-37に 示す。

御坊 地 区は 、一 般 診療所 の 場 合 で、 由良町 の 眼圧 計1、 紫外 線装 置1、 赤外 線装 置1を 除

けば 、他 の6つ の町 村 は全 く皆無 で ある。 辺地 の 医療実 態 を赤 裸 々にそ の まま表現 してい る

よ うな感 じで ある。

また、 和歌 山県 には71ケ 所 の無 医地区 が あ るが、県 は巡 回 診療 目的 の 診療 車 を設け て あ

る。 しか し、 月に1回 しか 回 って.いない。

都 市部 に比べ 、当 地 区 の設備 状況 は 格段 と貧 弱 であ る と しか いい よ うが ない。'

2・2人 口 動 態 概 況

和 歌Lli県人 口動態 統計 に つい ては、 ご く簡単 に表5-38と 図5-52に 示 す。 図でみ られ る

よ うに出生 につ い ては全 国 平均 より下回 り、死 亡 につ いては 全 国平均 を上回
っ てい る。 これ

は青 年 層の都 市集 中化 に よ り出生率 低 下 と乳幼 児 ・青壮年 層 の 死亡率 の高 さの 関係 で あ る と

思 われ る。 昭和46年 中の死 亡者数は8,508入 である。 死因別 に みる と、 図5-51に 示す よ う

に、 脳 血管 疾患 が1,996人 で23.5%、 悪性 新生物(が ん)19 .1%、 心臓 疾 患11.3%、 老

衰9.0%な どが上位 を 占め てい る。 前年 に比 べ て悪性新 生物 の8 ,3%増 、全 結 核 の26.5%減

な どが大 きい。

一方、 御坊 地 区で あるが 、 表5-39に おいて 、そ の入 口動 態 を総 覧 で きる よ うに表 に し

た。 また 、 付表5-9～ 付表5-13が そ の詳 細 デー タの 一部 で あ る。

表5-40は 、該 当地 区 市町 村別 特定 死 因別 一 覧表 で ある(付 表5-14も 参 照)。

表 では ・特長 を抽 出 しに くい の で、 中津村 と美 山村 に限 って 作図 しなお した もの が図5-

53の 入 口動 態統計 図 と、 図5「54の 主要死 因 別比 較表 で ある。

こ こに も出 生につ い ては平 均 より下回 り、死 亡 につ いては 上 回ってい る現象 が み られ る
。

次に、当地区のペス ト3と いわれる主要死因は悪性新生物 ・中枢神経系血管損傷及び老衰で

ある。 その他 に心 疾患 ・肺 炎及 び 気管支 炎 も無 視 で きない死 因 で ある
。

表5-41で は伝染 病 に つい て示 す表 で ある。 イ ンフル エ ンザ と結核 が特 に多い 。

■

全 結原麦|.9%

肺 炎27%

不慮の事

図5-51主 要原 因別死 亡者数1)
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表5-37(a)保 健所 別 ・業種 別 ・施 設 数 拾 よび設 備状況4)

総 数
和 歌 山 市

(中 央 ・西)
御坊保健所

(病 院)病 院 数 66 29 4

表 在 治 療 装 置 9 4
一

視 野 計 26 8 1

弱 視 計 10 2 一

眼 圧 計 25 13 1

眼 底 血 圧 計 12 5
一

1ニ ス タ グ モ ノ グ ラ フ 3 3 一

角 膜 顕 微 鏡 14 6 一

眼 科 用 電 気 メ ス

オ ー ジ オ メ 一 夕 ー

5

25

4

8
・;

鼓 室 成 形 術 器 械 10 4 1

喉 頭 カ メ ラ 2 1 一

皮膚泌尿器用 電気メス 16 6 1

ぼ う こ う 鏡 72 36 3

前 立 腺 電 気 切 除 器 3 3 一

ぼ うこう内圧測 定装置 3 2 1

紫 外 線 装 置 22 7 1

赤 外 線 装 置 26 11 1

泌尿器科X線 撮影装置 10 5
一

デ ル マ ト ー ム 13 6 1

許 可 病 床 数 11,931 5,061 892

(診 療所)一 般診療所数 739 310 43

上記の うち有 床施設数 289 106 18

許 可.病 床 数 2,168 818 143

視 野 ・計 45 20 1

弱 視 計 14 10 一

眼 圧 計 44 21 2

眼 科 用 電 気 メ ス 3 3 一

オ ー ジ オ ヌ ー タ ー 49 24 1

喉 頭 カ メ ラ 1 1 一

ぼ う こ う 鏡 41 17 2

紫 外 線 装 置 122 52 2

赤 外 線 装 置 132 55 3

(歯 科)歯 科 診療所数 320 110 24

歯 科 診 療 台 708 285 48

歯科 診療 用X線 装 置 279 98 23

歯 科 用 タ ー ビ ン 620 257 41

超 音 波 歯 石 除 去 器 1.14 53 11

トイレ式弗化物途布器 41 15 2

ボ ー セ レ ン 焼 成 炉 45 21 1

注 資料:医 療施設調査
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表5-37(b)町 村 別 ・業 種 別 ・施設 数 を よび 設備 状況4)

昭 和46年12月31日 現 在

一 ・般 診 療 所" 歯 科 診 療 所

施 (有 許 設 備 概 況 開設 者 設 備 概 況
左 A

の床 可
視 弱 眼 眼電 オ メ 喉 膀 紫 赤

口

医 個 歯 歯X 歯タ 超除 ト化 ポ焼
設 う施

5設

病

床

開 設 者 別
野 視 圧

気科

メ

||

ジ タ

頭
カ

メ
胱

外
線
装

外
線
装 計

療
法
人 人

科
診
療

謬線
療装

科|ビ

音
波去
歯

イ物
レ塗

式布

1

セ成
レ

数 数 数 計 計 計 用ス オ1 ラ 鏡 置 置 20 24 台 用置 用ン 石器 弗器ン炉

全 県 738 289 2168 45 14 44 3 42 1 41 122 132 321 1 320 708 279 620 114 41 45

和 歌 山 保 健 所 309 106 818 2{〕 10 21 3 24 1 17 52 55 U1 1 110 285 98 257 53 15 21

・中 央 277 95 746
4==25=36=17=5

17==122≒=1123=エ42←250
20 10 20 3 21 1 17 49 52 99 1 98 256 87 232 48 13 19

西1 32 川 72 22=124=31 1 3 3 3 12 】2 29 11 25' 5 2 2

御 坊 保 健 所 43 18 M3 1 2 1 2 2 3 24 24 48 23 41 川 2 1

御 坊 市 22 12 89 24=22・ 1 」 1 2 1 2 13 13 30 14 26 ω 2 ‖

美 浜 田」' 3 1 9 24=3. 1. 1 1 1 1

日 高 町 { 24=1
も

2 2 3 1 2

由 良 町 6 1 13 24=6 」 1 1 2 2 3 1 2

川 辺 田1' 2 24=2 】 1 1 } 1

中 津 村 1 24⇒1 1 1 1 1 1

美 山 村 3 2 16 7=224=1 1 1 2 1 2 1
,

印 南 町 5 2 16 7=124=4 3 3 7 3 6 1

開 設 老'

国

L厚 生 省

2.文 部 省

3,労 働 福 祉 事 業団

4.三 公 社

5.そ の 他

県

村

.
赤

府

町

道

'

都

市

日

6

τ

&

会.生漬⑨

1・・{董㌦ 道諸 念

lL厚 生 連

12・{自習鰹 誉馨

13・{認社竃鰹

14,厚 生 団

15,船 員 保 険 会

合

会

ぴ
会

康
合

酬
灘

、・
竃

呆
の

沮
連

刷
蒜

・
民
険

健

及

共

そ

国

保

{

{

{

鼠

τ

8
,

1

1

1

19,公 益 法 人

20・ 医 療 法 人

21.学 校 法 人

22・ 会 社

23.そ の 他 の 法 人

24.個 人

25.医 育機 関(再 掲)



表5-38和 歌 山県 に おけ る1日 の人 口動 態4)

昭和35年 昭和40年 昭和44年 昭和45年 昭和46年

45(16297) 出 ・ 生 52(18989) 48(17,592) 49(17,974) 50(18237)

24(8,747) 死 亡 24(8,678) 23(8,378) 24(8,805) 23(8,508)

21(7,550) 自 然 増 加 28(10,311)
「

25(9,214) 25(9,169)
.F

27(9,729)

2(566) 「乳 児 死 亡 1(352) 1(254) 1(280) 1(271)

1(330) 新生児死亡 1(299) (177) 1(211) 1(188)

5(1,894) 死 産 4(1,622) 4(1,300) 3(1,234) 3(1,174)

25(9,144) 婚 姻 26(9,010) 26(9,427) 26(9,576) 27(9,678)
一2(863)

離 婚 3('885) 3(940) 3(1,042) 3(1,155)

注()内.は その年の実数

昭和46年 のみ概数
資料:人 口動態統計
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表 ト39人 目 動 態 総 覧4)

昭和46年

再 掲 要 乳 児 新 生 児
死 産 胎 数 周 産 期 死 亡 者 数

出生児数 指導 児数

@500以 下)

死亡者数

死亡者数
・

死亡者数
、

自 然
〉 ・

人 工 総 数
後 期

死 産

早 期

新生児

婚 姻 離 婚

全 り詰 18,236 1,339 8,508 271 188 791 383 395 251 144 9,678 1,155

和歌山市保健所 7,606 572 2,400 92 58 335 160 150 102 48 4,277 518

和歌山市 7,606 572 2,400 92 58 335 160 150 102 48 4277 518

御 坊 保 険 所 1,2(D4 95 764 21 17 47 23 36 20 16 591 61

御 坊ll∫ 546 48 259 10 8 18 14 15 7 8 232 36

美 浜 町 139 13 118 1 1 5 1 3 2 1 70 3

日 高 町 77 1 70 6 43 3

由 良 町 109 10 86 2 1 3 1 4 3 1 76 8

川 辺 田j 80 5 62 5 1 3 3 60 3

中 津 村 34 3 46 2 1 1 1 13 1

美 山 村 47 4 43 2 2 2 2 3 1 2 22 2

印 南 町 172 11 80 6 5 6 3 7 3 4 75 5

注 付 表5-9～ 付 表5-13参 照
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付 表5-9母 の年令 別、性 別 、 出生 児数4)

昭 和46年

■

総 数 15～19才 20～24才 25～29才 30～34才 35～39才 ・ ・～ ・4才1・5～49才 50～54才

計 男1女
1

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女1計
r

男 女 計 男 女

全 県 18236 9,536 8,700 267 135 132 6433 3,358 3,075 7β77 4,149 3,728 2β14 1,453 1,361 721 379 342 122 62 ・・;2 一 2 一 一 一

禾[歌山市呆健所 7,606 4,023 3583 112 59 53 2,688 1,437 1251 3,345 L788 1,557 1,162 591 571 269 134 135 30 14 16 一 一 一 一 一 一

和歌山市 7,606

i
・・23ia583 112 59 53 2β88 1⇒1251

1

3,345 1,788 1,557 1,162 591 571 269 134 135 30 14 16 一 一
層

一 一 一 一

御 坊 保 健 所 1,204 621
1

583132 20 12 400 188 212 526 283 243 163 89 74 72 33 39 11 8 3 一 一 一 一 一 一

御 坊 市 546 287 259 20 11 9 188 92 96 227 123 104 77 46 31、 28 11 17 6 4 2 一 一 一 一 一 一

美 浜 町 139 63 76 3 2 1 43 17 26 69 35 34 17 6 11 7 3 4 一 一 　 一 一 一
.一 一

.
一

日 高 町 77 36 41 一 一 『 29 14 15 30 14 16 14 5 9 4 3 1 一 一 一 一 一 一 一
「

一

由 良 町 109 61 48 3 2 1 33 16 17 55 31 24 11 9 2 6 2 4 1 1 一 一 一 一 一 一 一

川 辺 町 80 47 33 1 1 一 36 16 20 34 24 10 5 2 3 4 4 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

中 津 村 34
'18

16 一 一 一 17 .6 1 18 11 7 5 一 .5 3 一 3 ゴ 11 一 一 一 一 － r 一 一
,

美 山 村 47 24 23 一 一 一 13 7 6 17 6 11 10 8 2 6 2 4 1 1 一 一 一 一 一 一 一

印 南 町 172 85 87 5 4 1 51 ,20 31 76 39 37 24 13 11 14 8 6 2 1. 1 一 一 一 一 一 一

付表5-10 出生 児数 ・体 重別 ・市町 村別4)

昭和45年

●

●

総 数 1.000ダ 未 満 1,000～1,400ノ 1,500～1.900ア 2.000～2.400γ 2,500～2,900タ 2.500γ(再 掲) 3,000～3,400ノ 3,500～3,900夕 4,000～4,400夕 4.500～4,900夕 5.000夕 以 上 不 詳

・

総数 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

全 県 17βU 9,357 8454 7 3 4 58 29 29 165 99 66 843 401 442 4,554 2,168 2β86 193 94 99 8,158 4303 3β55 3β90 1947 1,443 552 358 194 47 29 18 7 4 3 30 16 14

禾[歌山市保健所 7484 3919 3,565 5 2 3 27 14 13 59 36 23 338 155 183 1β77 905 972 72 34 38 3β93 1,757 1β36 1,501 870 631 251 164 87 17 8 9 2 2 『 14 6 8.

和歌山市 7,484 3,919 3565 5 2 3 27 14 13 59 36 23 338 155 183 1β77 905 972 72 34 38 3,393 1,757 1β36 1,501 870 631 251 164 87 17 819 2 2 一 14 6 8

御 坊 保 健所 1,133 583 550 1

…

3 2 1 10 3 7
,51 27 24 310 153 157 13 8 5 511 258 253 207 116 91 36 21 15 3 2 1 2 1 1

|
御 坊 市 486 244 242

i
2 1 1 5 2 3 25 12 13 146 67 79 6 3 3 209 103 106 79 47 32 17 10 7 1 1 _i

|
2 1 1

美 浜 町 106 50 56 1 一 1 29 16 13 51 23 28 21 8 13 4 3 1

v

日 高 町 110 57 53 1 1 一 」

5 2 3 21 10 11 1 1 50 21 29 27 20 7 5 2 3 1 1i一

由 良 町 124 58 66 2 1 1 7 5 2 29 14 15 2 1 1 59 27 32 24 11 13 2 一 2 1 一 1

.川 辺 町 79 47 32 2 一 2 4 1 3 25 14 11 2 2 一 28 、18 10 19 13 6 1 1 『

中 津 村 35 24 11 13 9 4 18 13 5 3 1 2 1 1

美 山 村 42 24 18 4 4 一 13 6 7 1 1 一 20 12 8 5 2 3

印 南 町 15! 79 72
・

i
6 3 3 34 17 17 1 1 『 76 41 35 29 14 15 6 4 2

一331～332一
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付表5-11 死亡 者数 ・年令5才 階 級 ・市町村 別(総 数)4)

昭和46年

総 0～4才 5・ 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 不

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 以

数 0 1 2 3 4 計 9 14 19 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69 74 79 84 89 94 99 上 詳

全 県 8,508 271 25 16 16 6 334 34 21 85 106 109 112 174 222 242 299 471 719 943 1,291 1,340 1,064 613
』

287 41 1

和歌山市保健所 2,400 92 11 5 12 2 ・122 15 5 24 37 40 46 63 83 77 95 160 215 268 356 339 272 123 52 8

和 歌山市 2,400 92 i1 5 12 2 122 15 亀5 24 37 40 46 63 83 77 95 160 215 268 356 339 272 123 52 8 一

冶

御 坊 保 健 所 764 20 2 1 1 24 1 6 10 10 8 11 14 21 23 33 65 73 115 123 123 86 34 3 1
一

御 坊 市 259 10 1 1 12 1 1 4 7 3 3 3 10 8 12 26 36 38 33 36 17 9

美 浜 町 118 1 1 1 3 1

.

7 2 2 6 8 7 19 23 18 15 4 1

日 高 町 70 1 1 2 2 1 3 6 5 7
'

14 17 4 6 1

由 良 町 86 2 2 1 3 1 1 2

ψ

1 2 1 1 10 8 12 11 14 12 4

川 辺 町 62 1 1 3 2 2 5 1 9 11 11 10 4 1 1

中 津 村 46 1 1 1 2 1 1 3 4 8 8 7 7 3

美 山 村 43 2 2 1 1 4 2 2 4 8 9 5 3 2

印 南 町 80 5 1 6 1 1 3 1 2 4 6 5 8 14 14 15 18 2

●

●

一333～334一
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付 表5-12乳 児 死 亡 数4)

年次 別 ・住所 地 市町 村 別 ・数 ・率(出 生千 対)

昭和35年 昭和40年 昭和41年 昭和42年 昭和43年 昭和44年 昭和45年 昭和46年

実 出 実 出 実 出 実 出 実 出 実 出 実 出 実 出
生 生 生 生 生 生 生 生'
千 千 千 千 千 千 千 千
対 対 対 対 対 対 対 対

数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率

全 県 566 35.28 352 18.54 294 23.41 327 17.64 344 19.12 254 14.42 280 1558 271 1486

和歌加保健所 160 3495 ll2 1447 102 21.17 112 15β4 125 17ご49 96 12.12 122 16.16 92 1209

和歌山市 160 3495 112 1447 102 21.17 112 15.84 125 17.49 96 12.12 122 16.16 92 121)9

御 坊 保 健所 50 37.15 31 57.30 24 26.17 24 1945 32 22.60 27 22.33 20 1753 21 17.44

御 坊 市 18 36.73 12 10.53 11
、

26.OO 7 13.33 15 3L38 14 26.52 13、 2664 10 1832

美 浜 町 3 2098 2 1754 一 一 1 日06 1 855 2 4.64 1 943 1 7」9

1ヨ 高 田r 2 1980 3 24.79 1 12.34 2 2041 2 16β1 1 2L74 2 18」8
一 一

由 良 町 7 4762 2 1408 4 40.40 5 3497 3 2LgO 5 96.15 1
'

8.06 2 18.35

川 辺 町 1 1020 6 6977 4 9090 一 一 2 24」0 2 41.76 一 一 一 二

中 津 村 一 一 1 2381 一 一 3 9091
、

1 2941 一 一 1 28.57 一 一

美 山 村 9 7377 5 6025 3 7500 1 2041 4 68.97 一 一 一 一 2 42.55

印 南 町 10 56.18 一 一 1 8.47 5 2994 4 1026 3 34.88 2 1274 6 34.88



付 表5-13新 生 児 死 亡4)

年 次別 ・住所 地 市町村 別 ・数 ・率(出 生 千 対)・

o。
Q。
Φ

昭和35年
・

昭和40年 昭和41年 昭和42年 昭和43年 昭和44年 昭和45年 昭 利46年

実 実 実 実 実 実 実 実

率 率 率 率 .率 率 率 率

数 数 数 数 数 数 数 数
・

全 県 330 20.57 229 12.06 215 17.11 246 13.27 231 1284 177 10.10 211 1L74 188 10.31

矛1歌山 市保健所 87 5996 8{} 1033 65 13.48 89 1259 89 1246 72 922 85 11.26 58 7.63

和歌山市 87 5996 8〔, lO.33 65 13.48 89 1259 89 12.46 72 9.22 85 lL26 58 7.63

御 坊 保 健 所 33 24.52 21 16.12 13 14.17 18 14.59 23 1624 17 14.06 14 1227 17 1412

御 坊 市 13 26.53 10 1842 9 21.27 3 571 12 25」`) 13 24.62 8 16.39 8 14.65

美 浜 町 3 2098 2 」7.54
一 一 1 8.06 2 1709 1 2.32 1 943 1 7.19

日 高 町
一 一 2 16.53 1 12.34 2 20.41 2 1681 〒 一

2 18.18 一 一

由 良 町 6 40.82 1 7.00 2 2020 5 34⑨7 1 7.30 1 1923 1 8.06 1 9.17

川 辺 町 1 lO.20 4 4L67 一 一 一 一 2 24.10 1 14.93 一 一 一 一

中 津 村 一 一 一 一 一 一 2 6061 一 一 一 一 1 28.57 一 一

美 山 村 4 32.79 2 2410 一 一 1 20.41 3 51.72 一 一 一 一 2 4255

印 南 町 6 33.71 一 一 1 8.47 4 2395 1 2.56 1 11.63 1 6.37 5 2907

1

2

3

、子
仁 率は小数点3位 で四捨五入

本表は人口動態調査により集計 したものである。

昭和46年 概数

4 ■ '



表5-40市 町 村 別 特 定 死 因 別 表4)

じ

和歌山県 昭和46年

B分 類
B4 B5

B19 b e f 9 h B21

B26

28 B28

B26

B27 27a B30

B32

33a B34 B37 B38

B BE
47

BE BE BE

46e 6 29 29a 46d 45a 48 47 48e 49

全 胃 結 悪 気 乳 子 白 糖 心 虚 慢患 高 高 脳 肺 消 肝 腎
韓

不 自 不 自

性
管

.
血

性及
リ内 血 血

血
炎
お 火

炎
及 .病 慮 動 慮

気 性 ウ膜 圧 圧 よ び 記
載死 腸 新

生

胃 管

支
・

血 尿 疾
心

疾

マの
チ慢

性性
心疾

性

疾

性

心

疾

管

疾

び
気
管
支

性

潰

硬 ネ

z
|

の

三
老

の

事

車

事

の

溺

亡 炎 核 物 肺 房 宮 病 病 患 患 疾患 患 患 患 炎 瘍 変 ゼ 衰 故 故 死 殺

全 県 8,508 106 164 1,624 691 150 40 87 41 101 961 360 90 172 107 1,996 284 79 188 95 762 515 285 35 207

和 歌 山 市 2400 26 48 488 211 55 14 31 17 28 261 108 27 41 28 508 57 27 63 35 198 179 98 19 58

中央保健所 1,981 20 40 401 167 48 13 26 16 25 213 92 23 36 24 425 41 25 56 25 180 143 77 15 46

西 保 健所 419 6 8 87 44 7 1 5 1 3 48 16 4 5 4 83 16 2 7 10 18 36 21 4 12

御 坊 保 健 所 789 7 18 142 63 16 2 5 1 7 85 32 13 10 6 196 35 、 一 14 8 104 38 26 一 18

御 坊 市 259 1 5 44 28 3 2 2 1 2 26 11 4 4 2 60 11 一 8 1 32 11 10 一 11

美 浜 町 118 1 4 23 8 6 一 一 一 2 16 4 1 一 一 25 4 一 1 1 25 4 3 一 1

日 高 町 70 2 1 12 7 1 一 1 一 3 3 2 1 1 一 21 2 一 一
1 7 1 1 一 2

由 良 町 86 1 2 19 11 一 一 1 一 } 9 2 2 2 1 16 4
一 2 1 14 4 4 一 1

川 辺 町 62 一 2 12 5 2 一 1 一 一
5 3 一 一 一 30 2

一 一 一 2 3 一 一 一

中 津 村 46 1 一 12 3 1 一 一 一 一 6 4 一 一 一 10 3 一 一 1 9 2 2 一 一

・美 山 村 43 1 1 8 3 2 一 一 一 一 8 2 1 1 1 8 4
一 一

1 1 4 2 一 .1

印 南 町 105 一 3 12 3 1 一 一 一 一 13 3 4 2 2 26 5
一

'
3 2 14 9 4 一 2
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付 表5-14男 女別 特定 死 因 表D

美 浜 町 日 高 町 由 良 町 川 辺 町 中 津 村 美 山 村 印 南 町 御 坊 市 和歌山市 和歌山県

B分 類 死 因 総 数 総 数 総 数 総 数 総 数 総 数 総 数 総 数 総 数 総 数

全 死 亡 67 40 42 45 27 26 50 142 1,254 4,517

、

B

446E 胃 腸 炎 1 1 1 一 1
'

1 一 一

l

l4 47

B
56 結 核 2 1 1 2 一 1 一 4 28 113

B

19 悪 性 新 生 物 13 9 8 9 8 6 5 26 262 902

B 胃 4 5 5 3 1 2 一 15 118 416

E

F

気 管 ・気 管 支 ・肺

乳 房

3

一

1

-

'

一

『

`

2

一

1

㎜

2

一

1

一

2

L一

42

一

117

一

G

H

B

21

B
262829

子 宮 ・

白 血 病

糖 尿 病

心 疾 患

一

一

1

11

一

一

2

2

『

一

一

5

一

一

一

4

一

『

-

2

一

一

一

4

一

一

ー

7

一

1

1

14

,_

11

9

125

一

24

47

477

B

28 虚m1性 心 疾 患 3 2 2 2 1 1 2 6 65 202

男
B

2629A
慢 性 リウマチ性心疾
患及内膜の慢性疾患

1 一 1 一 一 『 3 2 6 34

B
27 高 血t圧 性 疾 患

一 1 1 『 一 一 2 1 17 ・80

B

27A 高1∬L圧 性 心 疾 患 一 一 一 一 一 一 2 一 11 47

B

30 脳 血 管 疾 患 14 11 6 18 5 5 11 33 266 1,046

B32

33A46D 肺 炎 及 気 管 支 炎 3 1 3 2 3 3 3 5 31 166

B
消 化 性 潰 瘍 一 一 一 『 一 一 一 一 16 53

34 ・

B

37 肝 硬 変 一 一 2 一 一 一 1 6 39 122

B
38 腎 炎 及 ネ フ ロ ー ゼ 1 一 一 一 1 一 1 1 21 53

B

45A 精神病記載のない老衰 8 1 5 3 3 一 12 18 66 268

BE

4748 不 慮 の 事 故 4 1 4 2 2 4 3 9 124 372

BE

47 自 動 車 事 故 3 1 4 一 2 2 2 8 70 207

BE
48E 不 慮 の 溺 死 』 一 一 一 一 一 一 一 一 13 20

BE
49 自 殺 1 1 1 一 一 1 一 8 37 113

全 死 亡 51 30 44 17 19 17 55 117 1,146 3,991

B

446E 胃 腸 炎 一 1 一 一 『 一 一 1 12 59

B
56 結 核 2 一 1

一 一 一 3 1 20 51

B

19 悪 性 新 生 物 10 3 11 3 4 2 7 18 226 722

B 胃 4 2 6 2 ・2 1 3 8 93 275

E 気 管 ・気 管 支 ・肺 3 一 一 一 一 一 一 1 13 43

F 乳 房 一 一 一 一 一 一 一 2 14 40

G 子 宮 一 1 1 1 一 一 一 2 31 87

H 白 血 病 一 一 一 一 一 一 一 一 6 17

B

21 糖 尿 病 1 1 一 一 一 一 一 1 19 54

B
262829 心 疾 患 5 1 4 1 4 4 6 12 136 484

.

B
28 虚 血 性 心 疾 患 1 一 1 1 3 1 1 5 43 158

女
B 慢性 リウマチ性心疾 一 1 1 一 一 1 1 2 21 56
2629A 患及内膜 の慢性疾患
B
27 高 血 圧 性 疾 患 一 　 1 一 一 1 一 3 24 92

B
27A 高 血 圧 性 心 疾 患 一 一 1 一 『 1 一 2 17 60

B

30
脳 血 管 疾 患 11 10 10 12 5 3 15 27 242 950

B32

33A46D 肺 炎 及 気 息 支 炎 1 1 1 一 一 1 2 6 26 118

B

34 消 化'性 潰 瘍 一 一 一 一 一 一 一 一 11 26

B

37 肝 硬 変 1
一 一 一 一 『 2 2 24 66

B
38 腎 炎 及 ネ フ ロ ー ゼ 一 1 1 『 一 1 1 一 14 42

B

45A 精神病記蜘)な い老衰 17 6 9 一 6 1 2 14 132 494

BE
4748 不 慮.の 事 故 一 一 一 一 一 一 6 2 55 143

BE
自 動 車 事 故 一 一 一 一 一 一 2 2 28 78

47 ,

BE
48E 不 慮 の 溺 死 一 _. 一 『 一 一 一 一 6 15

BE

49 自 殺
一 1 一 一 一 『 2 3 21 94
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表5-'41伝 染病保 健 所別 ・患者数 ・罹患 率 ・死 者数 ・死亡 率

人 口10万 比 昭和46年

ま し ん イ ン フ ル エ ン ザ 結 核 食 中 毒 梅 毒
保健所名

患者数 罹患率 死者数 死亡率 患者数 擢患率 死者数 死亡率 患者数 罹患率 死者数 死亡率 患者数 罹患率 死者数 死亡率 患者数 罹患率 死者数 死亡率

総 数
、

372 35.5 2 0.2 2481 236.8 23 2.2 2,082 198.7 164 15.7 192 18.3 一 一 58 4.5 3 0.3

中央保健所 6・ 1.6 '_ 一 40 10.7 5 1.4 556 150.0 40 10.8 一 一 一 一 47 12.7 一 一

酉 保 健 所 一 一 一 一
23 6.2 1 0.3 171 461.0 8 2.2 10 26.9 一 一 4 10.8 一 『

御坊保健所 『 一 1 L2 1,057 134.2 4 51 206 26輻5 18 22.8 93 一 一 一 一 　 1 1.2

o。
合
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2.3社 会 保 障

昭 和46年 度 の 生 活保 護世 帯数 は7,718世 帯、実 人 員 は13,719人 で、県 人 口千人 につい

ては13.1人 が生 活保 護 を受 け てい る こ とに なる。 全国順 は20で ある
。

扶助 費支 給額 は31億2,494万 円で、 前年 に比べ14.4%の 増 と なっ てい る。 扶助 費 の内

訳 をみる と医療 扶助 が 最 も多 く20億6,175万 円 で総額 の66.0%を 占め、 以下 生活 扶助

30%等 の順 とな っ てい る。(表5-41-1
、図5-55参 照)

表5-41-1生 活 保 護 状 況1)

県厚生課

「f[硬
保 護

世 帯 救
其 人(4

F人 あた り

保1膚4え

扶 助 費
総 額

千円
生活 扶 助

r・!・1
iε宅扶 助

r－円

教育扶助
ト円

民 礎8友 助
r'円

その他扶助
F円

昭42 7,564 14、352人 h.∪% 1.8川 、5U2 581,6{`6 」3,136 26.3(u L四4,921 5,535

43 7,572 14,355 13.8 二、o囚.1詞 639,440 50,412 25,2(6 1,333,548 5,542

44 7,577 14,057 13.5 2,278,150 710,472 55,845 24,715 1、48U,798 6,320

45 7,543 13,705 13・1い732,591 8t}5.925 内,223 25,683 1,831,▲96 5,564

46 7,718 13,719 13」13.1コ4、935 95u.ア33 ㌘7,896 28,822 2,061,747 5,737

つ

●

O

人万 昭4243

図5-55

30

10

"4546億 円

生 活 保 護 状 況1)

国民健 康保 険 につ い て、 被保 険者 数 は507,312人 で、 前年 に比 べ0.4%増 となった。

御 坊地 区 におけ る国 民健康 保 険給f寸状況 は表5-43に 示 して あ る。1人 当 り平均 件数 は

5件 以 下で、平 均保 険者 負担 額 は約1万 円 で ある。

2.4医 療 機 能 概 況

後述 す るが、 本 県 は医 療 の た めあ らゆる対策 を計 画 し、地 味 な努 力 を続 け てい る。 特 に 医

療 システ ム化 に 対 し、 よい 環境 作 りが で き上が っ てい る といわ れ てい る。

一344一
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表5-41-2国 民 健 康 保 険1)
県 保険諏

年 度』 保険烈1
肴 数

|搬 ⇒ 給1寸

1件 数!金 額

昭42 5(,
人

5〕9,426
件r・IXi」

2,152.7475,124,859

43 5u 514,286 2.32220ア16,369,644
1

44 5U 508,864 2,368.55717,328,685

45 5U 505.2671 2A2い7478.78U.二4U

46 「

!
5(戊1507312・2.503、U229 .868.、 ↓63

昭和45年3月

表5-42政 府 管 掌 健 康 保 険1)
L票・f呆険E翠

446.2二1|1t983715078814.98～ 、84q

2(≡

表5-43国 民 健康 保険 給 付状 況3) 御 坊市 外3ケ町[E]保事 務洞1合
、調各 町 村

区・父

田1村 名 件 数 費 用額 川
保険者

r川

負担額

1人 当 り

平均件数 平 均費用額 平均保険 者・負担額

美 浜 町 15,922 52、869136,375 4.6 15,232 ]0,480

日 高 町 20,559 65.62川45.465
`

4.5 15,341 ](1,121

由 良 田1' 24,784 829.13 58,578 4.9 16,322 1],531

川 辺 田∫ 17,546 57,757 57,757 4.3 13,975 13,975

中 津 村 9,357 36,965 26,034 4.2 16.643・ 11,722

美 川 村 14,795 43,604 30,858 4.4 13,055 9,239

印 南 町' 3L604
一」

8L763

105,699
A

270,569

75,103 4.0 13,473 91573一.一 －A〔

御 坊 市 185,924 4.9 16,482
←.　 A〕 一,

1L326

(1)一一 般 診 療

一般 診療 は 医療機 能 の うちの 中枢 である
。

施設数 な どにつ い ては 前記 したの で省略 す る ことに して、表5-44に お い ては住 民に と

ってか なり上位 レベ ル に属 す る病 院 につ い てま とめた。 た だ し、 紙面 の都 合 で和歌 山 市 と御

坊 市に限 って、 そ こに あ る病院 を一覧 表 に した。

県 民 に とっ て、 和歌 山県 立 医科 大 学付 属 病院は 最 も中核 た る 全 科 総 合 の 病 院 で あ る
。

そ して御坊 地区 住 民 に とっ て、 その 次の レベ ルの 病院 は おそ ら く国保 日高病 院 で あろ う
。 と

い うの は、 表5-46に 示す よ うに、 御坊 地 区は数 少 い開業 医 しかい な いか らである
。 そ し

て、 診療 科 目 もか な り不十 分 で あるか らと思 われ る
。

医師の ほ とん どは地 元 和 歌山 県 出身 の者 で ある。 最近県 立 医大 出 身 の者 も多 くな り、 医療

の 中心 的 な活躍 ぶ りを発 揮 しつ つ ある,地 元 出身 の 医師 が多 いた めか
、 医療 機能 は非 常 にス

ム ーズ に見受 け られ る。

決 して満足 とはい え ない が、 こ こに も巡 回診 療 シス テ ムが実 施 され
、 月1回 僻地 診 療 を行

な ってい る。 図5-55に は 昭 和47E度 僻 地診 療 結 果 を例 と して掲 げ て ある
。

当地 区 は住民 の理 解 を深 め るた め、 最 近TVに よる遠 隔診断 実験 もい ち早 く行 なわれ多 く

の 貴 重 なデ ー タを得 てい る。

また県 か ら県 医師 会 に嘱託 医 制度 を依頼 し、医 療 機能 の向 上 をは か って い る,

しか し無 医村 地区 を解除 しない か ぎ り、地 区住 民 へ十 分 に医療 的 に還 元 し
、 健康 をま もっ
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表5-44和 歌 山 県 日高 郡 病 院 一覧

■

病 院 名

病 床 郵 便 番 号

所 在 地
院 長

.

事 務 長 科 目 電 話

医 師 数
看護婦数 救

急
指
定

標準
現 員

一般 結核 伝染 精神 計 標準 現員
常勤 非常勤

和 歌 山 県 立
医 科 大 学 附属 病 院

706 67 4u 813
640

和歌 山市7番 γ1 岡 益 尚 佐 竹 利 彦 内.精 神.小.外.整

皮.産.眼.}1:.放 歯
31-2151 51 126 169 274 有

和歌山市立城南病院 80 80
640

和歌IU市 真砂町2丁 目14 楠 井 賢;萱 堀 允 夫 内 24-5121 3 3 1 7 有

'

和 歌 山赤 十 字病 院 563 70 27 660
640

和 歌山 市小松原 通4r目1 勝 慶 徳 玉 置iE一
内 心.外.皮.産,眼.
Ll:.歯 整 故.脳 外

22-417」 52 53 3 166 198 有

済 生 会和 歌 山病 院 126 40 166
640

和 歌山 市手甲281 1=好 昭 孝 藤 本 文 春

・

内.外.産.眼.日 二.整 24-5185 10 6 5 34 39 有

医療法人浜外科病院 106 106
6・40

和 歌山rlf小松原 通3」 『目9
浜 光 治 ・・

.好 一 茂 外.整
22-4711

23-6205
7 3 2 22 10 有

医 療 法人 橋本 病 院 112 112
641

和歌山 市東徒町7 橋 本 忠 徳 中 村 光 明 内.外
22-1345

22-2442
7 2 5 24 19 有

πP,一 一.'-}一

医 療 法 人 宮本 病 院 2 666 668
641
和 歌山 市塩 屋247 宮 本1晴 夫 関 富:1:英 精.内

44-1859
44-0576
44-2753

Ilハ 4 8 93 72

医 療 法 人
曙会 和歌浦 中央病院

113 145 258
641

和 歌山 市関 戸735 遠 藤 香 苗 ll1星}祐 .ミ郎 内.呼.理
44-16{}{}

44-3256
1{} 5 8 50 42

医 療 法'人
堀 口 整形 外科 病 院

」82 182
640

和 歌山 市本町51'目25 堀u銀 二郎 阪L義 和 整,外.理
31-1271

～5 17 8 22
'
52 27 有

医 療 法人 田村 病 院 200 200
649-62
和 歌山 市小 倉645 阪 井 英 男 木 村 順 一・ 精神 77-1268 6 3 4 45 35

医:・,療 法 人

垣 ・生 会 菱 川 病 院
92 92

640

和 歌山 市小 松原通2丁 目3 菱 川 和 夫 須 山 唯 夫 内.外.産.耳 23-8201 8 3 」0 24

'

9 有

神 田 病 ・ 院 148 148
640
和 歌山 市雑 賀屋町1 神 出 瑞 雄 坂 本 清次郎 内.呼

375123-
0705

4 3 3 25 20

和 歌 浦 病 院 218 218
641
和 歌 山市和 歌浦609 篠 田 坦 山 野 武 夫 内,精 神 44-0861 5 4 17 13

社 会 福 祉 法 人
愛 徳 整 肢 園

」

120 120
641

和歌山 市西浜1620 嶋 良 宗 ギ ャ シ ャ リ ー 整 23-1748 6
』

1 6 25 14

医 療 法人 尾崎 病 院 105 105
640
和歌山市北新地長田町3 尾 崎 史 郎 嶋 田 一・・ 静 整.外.肛.胃 31-8311 9 3 7 29 13 有

浜 の 官 病 院 198 198
641

和 歌山 市内原948 杉 浦 実 精 神.内 44-0346 4 3 1 32 16

医 療 法 人 了 生 会
中村整形外科外科病院

76 76
640

和 歌山 市 友田町2丁 目28 中 村 ア 生 辻 内 雅 夫. 整.外.理 31-0351 9 2 7 28 10 有

社 団 法 人
和歌山市医師会病院

30 30
640
和歌山 市 友田町3丁 目 辰 見 康 夫 小 川 善+郎 内.外.放

31-1281
～2 3 2 14 4 7

医 療 法人 東和 病 院 83 83
641

和 歌山 市岩 橋715
木 許 隆 辻 本 定 夫 外

71-3611
～2

7」-3203
7 2 3 22 16 有

和 歌 山.労 災 病 院
i

300 300
641

和歌 山市古屋425 竹 林 弘 田 中 忠 男
内.外.整.眼
耳.脳.放

51-3181
～5 24 30 5 73 85

社会福祉法人琴の浦リハ
ビ角・ろン七彩」付 属病院

100 100
641

和 歌 山市毛・見馬瀬1451 南 宥 浜 出 孫一郎 整.外.理
44-3141

～3
11 3 18 38 26

月 山 病 院 45 45
640

和歌 山市小 松原通1丁 目3 月 山 和 男 水 谷 利 夫
外.・脳神.内
皮.泌.理

23-2300 7 4 8 16 9 有

図 録 法 人
中村 整形 外科 病 院

55 55
640

和歌 山市屋形町3丁 目6番 地 中 村 栄 川 端 文 哉 整.外 24-4131 8 3 6 21 7

井 上 外 科 病 院 65 65
640

和歌 山市小 人町 南ノ丁18 井 上 輝之丞 佐 野 晃 司
外.脳 神.整

胃.肛.皮.放
33-2500 5 2 4 15 10 有

医 療 法 人
弘 仁 会 瀬 藤 病 院 113 113

640
和歌 山市岡LU町9 瀬 藤 光 仁 武 山 四 郎 整.外.産 24-3181 14 3 7 38 19 有

浦 神 病 院 91 91
640

和歌 山 市吹屋町4丁 目30番 地 浦 神 努 榎 茂 治 外.整.内.放.皮 24-1]35 5 4 17 13 有

中 谷 病 院 73 73

.-一 「

640

和 歌山 市鳴 神123/1 中 谷 裕 重 南 方 謙 志
外.整.脳 神

内.小.皮.理

71-3111

～3
7 4 5 2乏 14 有

角 谷 整 形 外科 病 院 42 42
640
和 歌山市百出111/4 角 谷 昭 一 中 野 繁 二 外.整.理 33-1161 デ 3 5 lq 7

福 外 科 病 院 36 36
641

和 歌山 市和歌 浦外浜647の15 福 季 吉 岡 田 徳 一一一
外 周.肛.放

脳外.整.麻

45-3101
～2 4 2 1 10 6

宇 都 宮 胃 腸 病 院 63 63
640

和 歌U1市 鳴神505の4 宇都宮 晴 久 山 下 茂
胃.肛.整.外

因.小.放
71-1111 6 3 20 18 13

(和 歌 山 市H.C)

小 計30
3399 470 107 1,322 5,298 (16)

国立療 養所延寿浜開 140 308 448
644

日高郡美 浜町 大字和 田1,138 竹 中 孝 造 尾 崎 由 一 内.外.歯
07382

2-3256
17 10 2 73 87

国 保 日 高 病 院 180 64 41 100 385
6440

御坊 市薗116 古 田 浩 二 宮 本 一
内.小.外.皮.産

眼.放.精 神 耳

07382

2-lll1
22 9 6 76 76 有

医療法人北出胃腸病院 79 79
644

御坊 市財部728/4 北 出 俊 一 大 江 唯 之 外.整.消.麻
07382

2-2188
5 、2 2 13 10 有

標 法 人

9 形 外科 北 裏病 院 85 85
644

御坊 市湯川町小松原454 北 稟 賦 他 土 居 幸 雄 外 ・整
07382

2-3352
6 2 2 .19 19 有

(御 坊H.C)
小 計4

484 372 41 100 997 (3)

(数 値 昭和47年10月1日 現在)
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付 表5-15和 歌 山 県 立 医 科 大 学 附属 病 院

総

2

耕

馬

1

2

鉄

8

昭

全

医

地

坪

式

床

革

目

員

敷

建

様

病

沿

科

人

0,158.68η τ

3,972.72㎡

筋 コンク リー ト4階 建(一 部6階 建)

0床

20.2県 立 医 学専 門学 校附 属病 院 昭23.2県 立 医科大 学 附属 病 院

合

局員98名 、 職 員総数748名

大

大

専

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大医離医医医医和阪阪和阪和阪千阪阪和和阪74433373484802323332333323

師り㈲

大

大

大

大

大

×

専医医医医医薬和和和和阪和阪7ρ0587753333331

司

夫

宏

浩一
正

弥

雄

二

定

幸

寛

郎

次

へ

雄

通

成

順

富

正

徳

保

忠

次

弘
も

、 、

池

下

中

川

部

林

野

野

本

沢

田

多

＼

東

小

木

私

大

阿

中

海

藤

板

伊

前

宇

進

夫

吾

夫

侃

弥

作

子仲耕夫俊樹梅川野岡益井居本前場西西吉石西岡寺

松

雄

郎

彰太春信副中本島西竹有中中

博

博

博.

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

神

尿

尿

咽

検児外皮眼放歯麻精泌泌耳中

神

長

長内内内児外局精薬婦

搬

総

翻憤
大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

専

大医医医蛭医阪阪京阪阪広慈名千阪北九日58011982664342122221121212

翻教⑰
大

大

大

大

大

大

大

大

大医医医医医医医医医和和和和和和和和和886554438223333333

尚

稔

介益貞田玉岡奥児

勲

尚

治

介

宗

豊

稔

巌

稔

二

衛

二

明兵代益正貞良啓喜可英

高

見

玉

島

沢

沼

田

戸

野

山矢田勝児嶋三金飯奥堀一橋上

敬

拓

治

元

美

容
一

戌

生政暢吉貴慶憲材本野瀬原日本宮野岸河中梁笠川西

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

・

博

博

博

博

博

博

長

長院

〃院副

外

尿

咽

射

婦

酔内外外児皮眼歯整泌耳放産麻

外内内外外外外

眼

麻整↑

●

,
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付表5-16済 生 会 和 歌 山 病 院

地

坪

式

床

革

団

員

敷

建

様

病

沿

科

人

4,818㎡

3,946.8㎡

鉄 筋 コ ン ク リー ト3階 建

166床

昭22.11開 設

内 科 、 外 科 、 整 外 科(救 急)

医 局 員6名 、 職 員 総 数85名

院 長 川 上 好 昭 当39和 医 大 検

案局長

事務長

新 垣 勝

貴 志 忠

藤 木 敏 春

42和 医 大

18京 都 薬 事(医 長)

内

外

放

博

博

塩 沼 真 一

文 岡 義 秋

中 谷 正 輝

40和 医 大

6京 大

40和 医 大

●

●

付 表5-17国 保 日 高 病 院

地

坪

式

床

革

目

貫

属

敷

建

様

病

沿

科

人

付

16,802m

10,112m

鉄 筋 コ ンク リー ト3階 建1棟 同2階 建2棟 木造2階 建1棟 及 び平 屋建

344床

1市3町 組 合立病 院 と して 昭24設 立

内、小 児、外 、産 婦 、精 神 、皮泌 、 眼、 耳咽 、 放線 科

医 局員12名 、職 員 総数161名(非 常 勤 医7名)

准看養 成 所

院 長 博 古 田 浩 二 29和 医 大 (医 員)

(医 長)
1

内 東 克 彦

産 婦 博 塩 路 和 男 29前 橋 医大 内 山 本 好 信

内 博 上 出 正 信 31和 医 大 薬局長 宮 本 正 二 10岐 薬 事
'

精 神 博 青 木 功 35慈 医 大 婦 長 松 本 寿 子

皮 泌 博 広 井 康 秀 36和 医 大

児 博 山 崎 順 弘 38和 医 大 事務長 宮 本 一

外 博 深 谷 修 平 40和 医 大
●
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和 歌 山 県 立 医 科 大 学付表5-18

・

学 長1村 野 匡 (法 医 学) 講 師

講.師

中 瀬 吉 美

梁 ・ ・貴 容

(泌 尿器科学)

(解 剖 「学) 教 授

講 師

講 師

永 野 耐 造

神 保 勝 俊

辻 力

教 授

助 教 授

助 教 授

金 沢 稔

大 川 順 正

阿 部 冨 弥

教 授

教 授

助 教 授

助 教 授

講 師

半 田 順 俊

藤 江 君 夫

熊 本 哲 三

生 駒 栄 喜

平 岡 純 一

(整 形外科学)

教 授

講 師

嶋 良 宗

笠 原 慶 一(応 用医学研究所) (神 経精神科学)

教 授

教 授

教 授

講 師

講 師

講 師

城 戸 亮

八 瀬 善 郎

田 端 敏 秀
、

野 口 知 雄

松 本 宜 光

増 田 康 輔

(小 児 科 学) 名誉教授

教 授

助 教 授

講 師

木 村 潔

大 沢 安 秀'

東 雄 司

山 本 勇

教 授

助 教 授

講 師

児 玉 貞 介

小 池 通 夫

石 井 侃

(生 化 学)

教 授

講 師

松.村 勇 一

伊 藤 啓 (産 婦人科学) (放 射線科学)

(生 理 学) 名誉教授

教 授

教 授

久 保 健太郎

一 戸 喜兵衛

池 田 武 司

教 、授

助 教 授

堀 啓 二

藤 野 保 定教 授

教 授

助 教 授

助 教 授

長 井 音 次

松 下 宏

辻 本 毅

辻 勝

(内 科 学)

名誉教授

教 授

助 教 授

講 師

講 師

講 師

講 師

岩 鶴 亀 三

矢 高 勲

宮 村 敬

野 本 拓

倉 橋 達 治

西 岡 信 吾

西 野 伸 夫

(口 腔外科(歯 科学))

(眼 科 学) 教 授

助 教 授

棋 野 町代二

坂 本 忠 幸教 授

助 教 授

講 師

講 師

飯 沼 巌

中 林 正 雄

川 口 成

留 守 繁 遠

(薬 理 学) (中 央検査部)

助 教 授 山 本 博 之 助 教 授

助 教 授

前 田 次 郎

宇 田 弘 次(病 理 学)

教 授

教 授

助 教 授

講 師

小 田 富 雄

永 井 清 和

宮 地 秀 樹

森 俊 雄

(耳 鼻咽喉科学) (麻 酔 科)

(外 科 学) 名誉教授

教 授

助 教 授

講 師

前 田 真

奥 田 稔

海 野 徳 二

関 根 啓 一

教 授

講 師

講 師

上 山 英 明

伊 沢 寛

西 本 憲 生

名誉教授

教 授

教 授

教 授

助 教 授

講 師

講 師

講 師

竹 林 弘

岡 益 尚

勝 見 正 治

岡 田 浪 速

木 下 宏
.

岸 政 次

西 居 俊 弥

河 野 暢 之

(細 菌 学) (和 歌山県立医科大学

付属図書館)教 授 加 藤 定 吉 (皮 膚 科 学)

(衛 生 学) 名誉教授

教 授

助 教 授

講 師

西 村 長 応

三 島 豊

松 中 成 浩

川 崎 平 和

館 長

司 書

松 下 宏

曽我部 昭 美教 授 堀 内 一 弥

(公 衆衛生学)

教 授 白 川 充

医学 研究 者名 簿('72-'73)・ 医学書 院(72年12月 版)よ り

一351一
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表5-45御 坊 市 開 業 医 名 簿 ・)

氏 名
、 バ

資格 医 院 名 住 所 電 話 出 身 校

天 津 実 医博 天 津 産 婦 人 科 薗308 2-5351 昭31

京 府 医 大

井 本 裕 美 医博 井 本 内 科 医 院 島石 橋232 2-2228 昭29

和 医 大

上 田 善太郎 内 泌 上 田 医 院 湯 川町財 部516 2-0149
大10

熊 医 専

上 山 亨 一 内 児 上 山 医 院 薗664 2-0541
昭12

阪 高 医専

岡馳 延 哉 医博 岡 整 形 外 科
一
図148 2-2309 昭33

和 医 大

岡 崎 忠 夫 医博 外 皮 耳 鼻 岡 崎 医 病 薗156 2-0102
昭16

京 大

小 畑 彦太郎 内 児 小 畑 医 院 御 坊 2-0605
昭12

藩 医 大

大 原 義 弥 内 児 大 原 医 院 松原 通509 2-0561 昭15

慶 大

柏 木 芳 夫 外 皮 泌 内 柏 木 医 院 塩屋町南塩谷15 2-0567
昭16

熊 医 大

北 裏 鉄 也 医博 外 北 裏 医 院 湯川町小松原454 2-3352 昭24

金医大 専

笹 野 武 夫 産 婦 笹 野 医 院 薗176 2-0508
昭14

関 医 大

塩 路 源 三 医博 内 児 塩 路 医 院 藤 田町 吉田627 2-0404 昭8
東 北 大

塩 路 信 広 内 児 塩 路 医 院 藤田町吉田 2-0404
昭18

慶 大

竹 内 誠 輔
く

医博 竹 内 眼 科 医 院 島175 2-0393
昭29

和 医 大

竹 内 嘉 一 竹 内 眼 科 医 院 島175 2-0393 大15

東 医 専

寺 井 秀 穂 医博 内 博 愛 院 薗201 2-0018 昭21

京 大

西 本 利 吉 医博 西 本 医 院 島174 2-0456 昭33

和 医 大

林 功 児 林 医 院 薗467 2-1739
昭25

三重 医専

福 田 雅 由 医博 耳 咽 皮 肛 福 田 医 院 湯川町財部727 2-0192
昭26

慈 医 大

古 田 慎太郎 古 田 眼 科 医 院 薗146 2--0180 昭17

昭 医 専

丸 山 定 之 医博 内 呼循 児丸 山診療 所 西 筋265め1 2-6428
昭40

阪 医 大

松 下 昇 医博 松 下 内 科 医 院 島114の6 2-2090
昭24

日 医 大

森 本 正 医博 内 森 本 医 院 薗719 2-0356 昭10

京 大

出 羽 格 内 出 羽 医 院 薗564の1 2-1968
昭27

和 医 大
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表5-46 町 村 別 開 業 医 名 簿7)

氏 名 資格 医 院 名 住 所 已 話 略 歴

由 良 町(6名)

加 納 一 郎

小 谷 由太加

竹 内 隆 也

寺 田 泰 治

寺 田 以 津

中 村 昇

医博

医博

内 児 衣 奈 診 療 所

内 小 谷"医 院

内 児 竹 内 医 院

内 外 寺 田 医 院

産 婦 寺 田 医 院

内 児 中 村 医 院

衣 奈

里231

里184

里30

〃

大 引

3015

9

75

27

〃

2019

昭13

日 医 大

昭26

日 医 大

昭16

阪 大

昭22

阪 南 医専

昭25

妓女 医専

昭5

京 城 医専

'印 南 町(5名)

上 平 富 男

川 口 真 次

木 谷 義 信

巽 三 郎

西 岡 博

医博 内 児 上 平 医 院

内 川 口 医 院

内 木 谷 医 院

内 児 産 婦 巽 医 院

外 整 外 西 岡外科 医院

印 南

印 南

・

西の地

印南原

印 南

2-0274

2-0030

3-0301

4-0208

2-0237

昭28

京 府 医大

昭13

阪 高 医専

昭15

日 大 専

昭13

東 医 専

昭35

和 医 大

美 浜 町(3名)

入 野 晃 一

大 原 秀 敏

中 西 弘

医博

医博

入 野 産 婦 人 科 医 院

内 大 原 医 院

内 児 中 西 医 院

田 井

和 田

吉 原

2-2059

2-0339

2-0540

昭25

京大 医専

昭13

藩 医 大

昭17

城 大

川 辺 町(2名)

留 置 辰 彦

西 川 秀 夫

医博 内 児 放 留 置 医 院

内 児 西 川 医 院

小 熊

江 川

2-6400

3-0006

昭38

和 医 大

昭6

日 大 専

美 山 村(1名)

西 川 清 定 医博 内 外 産 婦 西 川 医 院 川原河1 53
昭24

京府 医大

日 高 町(1名)

古 田 春 三 内 児 百 田 医 院 荊 木 625 昭14

熊 医 大

中 津 村(1名)

太 田 哲 也 内 児 太 田 医 院 高津尾 8 昭25

和 医 専
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(S47年 度和歌山県医師会僻地診班)
てい る とは いえ な い。

② 救 急 診 療

本 県 では救急 につ い て調査 を始 めた ばか りで、 緊急 時 の シス テ ムは完 成 して いない 。 その

代用 と しては、 消防署 が テ レホ ンサ ー ビス の機 能 を行 な ってい る。

や が てテ レホ ンセ ンター で もで きれ ば別 と して、 当分 の間 は 消防署 が 中心 とな って救 急を

担 当 してい る。 しか し、 これ に も限 界が ある。

そ の 上、 御坊 地 区 で は、 い まだ救急 車が な く、 とて も安 心 で きる現 状 で は ない。

従 っ て、 御坊 地 区 に と って、 救急 診療 及び そ の シス テム化 は時 期 をい そが なけれ ば な らな

い医療 機能 の1つ で ある。 それ も住 民 に とって もっ と も切 望 してい る もの と思われ る。

(3)健 康 管 理

住 民の健 康管 理 の た めの 情報 は先 ず問 診 か ら始 め ねば な らない。 これは保 健 所 と相 互 に関

連 して、 か な り行 なわれ てい る。

現行 法規 に よる健 康 管 理様 式 は表5-47の ように種 々あ り、 御坊 地区 におい て もか な り'

実 施 され てい る。 しか し様 式 に つい て は検討 の時 期 に入 ってい る と言 われ てい る。

つ ま り、 血圧、 温度 等 に よる基本 となる 健康 管 理 だけ は 不十 分 で ある。 図5-57に 示 す

よ うに、

㈹ 臨 床検査(例 えば 、ECG、 検 尿 ・血液 検査 ・血 球 な ど)

一354一

▲

■



●

■

■

●

⇔ 臨 床生 化学検査(例 え ば、 コル ステ ロール 、 肝機能 な ど)

以 上の よ うに検 査内容 を逐 次充実 し、異 常検 出率 を増 す よ うに 力をい れ なけれ ば な らない。

そ のた め 、 コ ン ピ ュ ー タ も必 要 で ある と叫 ばれ る よ うに なっ て きた。そ して、情報 化 に

よ り病歴管 理 も可能 に したい。

また 、表5-48に 示す よ うに母子 健康 セン タ ー も設立 され てい る。

④ コンサル テ ー シ ョン

医師 と保 健 婦 との 連絡 は 行 き 届 い て お り、 コ ミニ ケー シ.ン も非常 に うま くい ってい る

とい われ てい る。

県 と県医 師会 そ して保健 所 、 さ らに研 究 の 中心 で ある県 立 医大 と、 い ずれ も相 互 に連繋 を

もってい る。 コ ンサル テ ーシ ョンの内 容 もか な り質 の高 い もの とい われ て いる。

例 えば、 保健 婦 の場 合は、 「評 価 」につ い ての検 討 に入 って い る。 医 師 は医療 のシス テム

化 な どについ て で ある。

ま た、工 学側 との連 繋 も深 く、 県立 医大 ではME機 器 に対 し相 当 関心 を示 しつつ ある。

しか し、都 市に いない 医 師の場 合は 資料 が ないの で、 ここでは 省略 したい。

(5)医 療関 係者 へ の教 育

地 区 にい る医師 、特 に 開業 医 に と って、 やは り研修 や学 会出 席 はむ ずか しい と推測す る。

県 立 医科 大 学 は、 前に も説 明 した よ うに学 問 の 中心 であ って、 研究 の指 導役 もはた してい

る重 要 な存在 で ある。

他 方、保 健婦 に対 しての教 育 も実 施 され てい るが 、保健 婦の 絶対 数 不足 の ため、 多 くの 問

題 をか かえ てい る。保 健 婦の 方 か ら、 逆に臨 床看 護 婦 を養 成 して も らえ ぱ、 また は在 宅看 護

婦の 援 助が欲 しい と も らす ぐ らい で ある。表5-49は い くつか の研 究機 関 で ある。

(6)保 健 教 育

保 健教 育は保 健婦 に 負 うとこ ろが 多 い。 和歌 山県 は

1.地 形 的理 由:保 健所 の配 置が 山奥 に多 くある上 に、 設置 自体 もば らば らで ある

2.方 針 か ら くる理 由:住 民へ 入 り込 むた め

な どの 理 由で保 健 婦駐 在 制度 を と ってい る。

保 健 婦 は現 在全 県 下23人 い るがsGで10人 退職 し、13名 採 用 した経 過 をた どってい

る。 退 職 の いず れ も結 婚が最 も多 い 理 由で ある。 人 数 不足で あ るが 、保 健 婦 は地 区 ご とにい

わ ゆる 「黒 潮の子 運 動 」 を 日夜 推 進 してい る。 主に健 康 相談 的 な内 容 で あ るが、 御坊 地 区で

は 表5-50の よ うに、 母親 学 級 ・育 児教 室 栄養 教室 ・婚 前 教室 ・組織 活動 ・家族 計 画 な

どの 講 習会 を開 い てい る。

この他 、家庭 訪 問 した り、 連 絡活動 を行 な った り、 活動 を通 し日報 そ して年報 と地 区住 民

の保 健資料 を も くも くと記 録 してい る。

保健婦 は保健 教 育 だけ で な く、 住 民 の要求 す なわ ち、 彼 らの医療 、 健康 管理 は い かに すれ

ば よいか、 ただ ちに 答え て くれ る最 も身近 な存在 で ある。 熟練 した保健 婦 は 医師 に も匹敵 す

る と さえ言 われ てい る。
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表5-47 現行法規による健康管理様式6)

年 令 所 管

胎 生 期 母子手帳 厚 生 省

新 生 児 0 母子手帳 出産時 〃

乳 児 期 3ケ 月 母子手帳3ケ 月健診 〃

〃 乳児相談 〃

〃 乳児指導 〃

幼 児 期 3才 〃3才 児健 診 〃

〃 入園児健康診断 〃

学 童 期 6才 入学時健康診断 文 部 省

健康診断 〃

12才 中学校健康診断 〃

学 生 15才 高校 ・大学健康診断 〃

成 人 会社 ・事業所健康診断 労 働 者

地域 社 会健 診 . 厚 生 省

老 人 65才 老人健康診断 〃

そ の 他 心猿健診 自 治 体 等

結核健診

胃集団健診

子宮癌健診

公害健診

僻地健診

事 業所 に よる人 間 ド ック健 診 個 人

表5-48
4)母子 健康

セ ン タ ー一覧 表

市町村名 所 在 地 電 話 番 号 べ 。 ド 数

美 山 村

川 辺 町

日高郡美山村初湯川

日高郡川辺町和佐152

局 番073856
1

073829

②1700

4

4

一356一

4

●

◆

⑨



》

令

◎

!00%

50%

繋 輪 ぽ 鯵

(♂.〃,)

図5-057異 常 検 出率 の 累加 度数(中 辺路 町僻 地診 療 ・昭和47年 度)6)

4)表
5-49研 究 所 な ど

機 関 名 所 在 地 電 話 番 号

衛 生 研 究 所

薬 事 指 導 所

高 等 看 護 学 院

五 稜 病 院

和歌 山市湊 東の坪271

和歌 山 市小 松 原通 り1

和歌 山 市和歌 浦1301

有 田郡 吉 備町 庄31

和 歌 山23局9570

和 歌 山23局6111(県 庁 内)

和 歌 山44局5582

金 屋 局0737523221
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表5-50黒 潮の子運動推進事業実績報告

ll召禾11464…1変
一

区 講 習 内 容 別

市
町 分, 母親学級 育児教室 栄養教室 婚前教室 組織活動 家族計画 そ の 他 計

村
別 匝1数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数 人 員

御 坊 市 5 172 8 144 8 223 3 67 3 228 1 20 2 51 30 905

美 浜 田1' 2 62 2 24 2 114
'4

146 lo 346

日 高 田r 4 182 3 329 1 31 」 34 2 32 11 6{D8

由 良 町 2 78 6 225 1 35 2 113 1 17 12 468

川 辺 町 5 130 2 130 2 44 5 126 8 611 22 L{141

中 津 村 6 117 4 53 3 141 13 :呈11

美 山 村 4 121 2 71 3 262 2 31 11 485

印 南 町 8 242 4 141 1 34 2 113 15 530

合 計 149 4405 105 6ρ82 40 1,010 33 662 84 2416 20 398 150 8β54 581 23,627

● o ■ 白



●

(7)管 理

僻地 に おけ る 医療管 理 のス ケ ジュール、 資料計 画は 県が三行 な ってい るが、 直接 た ず さわ っ

てい る者 は やは り保 健婦 で ある。

前述 の よ うに、 保健 婦 は このほ か に、事例 台帳 ・基 礎台帳 を通 し、 大変 貴 重 な基本 資料 を

管 理 してい る。 しか しそ の整 理が 大変 で あ る。 この問 題、 つ ま り保健 統 計 を大切 に して行 く

こ と 自体 は も う壁 に ぶつ か って い る。 保健 婦 自身 か らも これ か らのデ ータ を処 理 して くれ る

簡単 な もの は ない か と も らして いる現 状 で ある。

●

◎

■

2,5医 療 対 策 の 概 況

(1)概 要

近 年の 高度 経済 成長 に伴 い国民 の生 活 水準 が向 上 し、 福祉→ 医療 に対 す る 国民の ニ ーズは

次 第 に高 ま って きてい るが、 反 面、急 速 な経済 成長 の 歪 と して、人 口の都 市集 中が起 り、過

疎過 密 現 象 を生 じ、従 来 の地 方行 政方 式は 困難 と な り、 と くに医療 に関 しては、 無 医地 区が

大 きな問題 となっ てい る。

医療 に 関 しては、 上記無 医地区 問題 のほ か、問題 点が 山積 して いるが 、最 も優先す べ き も

の は、 医療 の地 域 格差 の 是正 と救急 医 療の 問題 で あろ う。

関係 各 省、 県、 市 町村 も上記2問 題 に重 点 を置 い た対策 を打 出 して い る。

最近 、 医療 対策 は、 政府 よ りも住民 と直 結 した 自治 体 の方 がむ しろ積 極的 であ る。 和 歌山

県 は、 これ ら 自治 体の 中で も指折 りの積 極 性 を有 し、 後述 資料 に示 す よ うに、県 の 関係者 が

一 体 と なっ て医療 問題 に取 組 ん でい る
。

(2)県 の 方 針

(目 標)・

(施 策)

●

■

L

2

3

4

5

6

7

8

所得と生活水準の均衡のある向上

住民の福祉水準の向上

地域格差の是正

農林漁業の振興、観光開発と関連産業の育成、企業の誘致

交通網 ・通信体系の整備

集落の再編整備

巡回診療、保健婦の駐在等による医療の確保

教育文化水準の向上

老人福祉施設 ・保育所の整備

広域消防体制の確立(救 急含む)

過疎町村の財政強化

(3)圏 域の方針

L中 核的な機関を主体とした拠点的L流 動的な医療体系の確立

2.簡 易な手術可能な僻地診療車 ・救急車の常備(中 核的病院、運営は日高医師会委託)
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3.総 合病院 … 精 密 検査 ・重症 者 ・長期 療 養者 等主対 象

4.看 護 婦養成 所 の拡 充(15名 →30名)

5.国 立延 寿浜 療 養所 の整 備 拡充

6.組 合立 日高 病院 の整 備 拡充

7.巡 回 診療 の実 施

8.救 急 業務 体制 の整 備

(4)調 査 研 究 の概要

①47年 度

僻 地 医 療問題 解決 の ため の遠 隔 医療 システ ム.

チ ーム構成 … 委 員 長 県 医§市会 副会長

副委 員長 〃 理事

協

作

委 員 医学 関係

工 学 関係

力 …OMSEA・ 県 衛 生部

保 健 所 ・医科 大 学

病 院 ・診 療 所

各地 域 自治体

業 …1.年 次計画 の立案

2.

3.報 告 書 の作 成

名

名

6

7

システ ム設 営 に よる実験(2回)

注)OMSEA

OSAKAMEDICALSYSTEMS

②48年 度

ENGNEERINGASSOCIATION

和 歌 山 県

地 域 医 療

協 議 会

和 歌 山 県

地域医療情報システム

研 究 委 員 会

和

歌

山

県

医

科

大

学

医

師

会

●

喝

司

衛
生部

公医

番務

羨課

;

三

よ
委
員会

僻
地
医
療
研
究
班

地 元 保 健 所 研

究

班

〃 市 町 村

〃 医 師 会 ● 司

御 坊 工 高 専

OMSEA

↓
調査 ・研 究 ・設 計等
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(5)計 画 の概 要

1.巡 回診療 シス テム5)

■

●

僻 地 域
診療車常備場所

救急車
概 要 摘 要

川辺即 日丹生
・国立延寿浜病院および組合立日高病院を拠

点 と して月1回 僻地 診療 を行 なう。 これが実
〃 旧早蘇 組 合 立

中津村 全 域
施については、医師会 と緊密な連絡の」処 理する

美 山村 全 域
。日高郡町村会より随時出張診療の要請を医師会

印 南町 真妄 日 高 病 院
に提出した場合には1す みやかに出向する

〃 切 目 川
。僻地に限 らず各市町村の要請による診療体

制を整備する

2.病 院等 の整 備 ・拡充

5}日高 病 院 と併 設 看護婦 養成所

計 画 の 概 要 概 算 事 業 費 摘 要

建 築用 地6,600㎡ の 買収

本 館鉄 筋3階 に改築2,500㎡

整 形外科 の 新設 お よび病 棟50床 増設

救急 診療室 、 医学 図書 館 の 整備 等

198,000千 円

}12-
50,000

現 在 養成 人 員15名 を計画 と しては30名 とす る

これ に対 す る教室 等施 設 の整 備 10,000

5)
国立療養所延寿浜園

◆

台

計 画 の 概 要 概算事業費 現 状
}一一

重症心身障害者病床40床 増80床 重症心身障害者病床40床
一般(胸 部疾 患センター)60床 増100床 一般(胸 部疾 患センター的)40床

結核 患者 病 床130床 増360床 結核患者病床230床

医諏 看護婦、雑役婦、事務系を含む52増 の約200人 760,000
医師、 看 護婦 、 雑役 婦、 事 務系 を

含む148人
。ねたきり老人対策等を考慮 して将来は全病

床 を700床 程度 確保 したい 。

鉄筋2階建その他看護婦宿舎、管理外来棟の新設等 木 造1階

そ の 他

e

救急自動車 1台(1,500万 円)
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蕊 御 坊 地区 の実態 と僻 地医 療 の問 題 点

ここでは御坊地区の実態、すなわち、市町村の概要、集落生活圏、無医村部落を知 り、そこ

にある僻地医療の問題点を掲げることを目的とする。

3.1市 町 村 の 概 要

前 述 の如 く、 御坊 地区(御 坊 市 、美浜 町 、 日高町 、 由良町 、川 辺町 、 中津村 、美 山村 、印

南町)は 自然的 及び社 会経 済 ・文化 な どの あ らゆる面 で 一体性 が あ る。

当地 区 は、水 、土 地 、港 と 自然的 な好条 件 に恵 まれ てい なが ら、 い まま で交通 条件 か ら く

る京阪 神都 市圏 との時 間的距 離 の不 利 性 、住民 の地域 的 感情等 もあっ て地 域 開発 は非 常 に遅

れ て いた。

しか し、国道42号 線 の開通 、紀 勢 本線 の道 成寺駅 ま での完全 複線 化 を契 機 と して和歌 山

都 市圏 、京 阪神 経済 圏 との連 け い が 日ご とに深 ま りつ つ ある、

当 地域 に とって、大 きな社 会問題 に なっ てい る山村地域 の過疎 対策 、地域 格 差 の是正 な ど

をは じめ 医療 、福祉 、 生活 環境 な どの施設 の充実 、 さ らに将 来 の情報 化社 会 に対応 す るた め 、

通 信 施設 な どの整備 を図 る こ とな ど、住 民 の生活便 益 の向上 にっ とめ る ことは 大 きな 目標 で

あ る。

(1)沿 革

a御 坊 市

昭 和28年9月1日 町村 合併 促 進 法が 施 行 され、御 坊町 、湯 川村 、 藤 田村 、野 口村 、名 田
`

村 、塩 屋 村 の6箇 町村 が 昭和29年4月1日 大 同合併 して市制 を実 施 した。 さ らに 昭和34

年4月1日 、 日高郡 印南 町大 字 明神 川 の大 部分 が地方 自治法 に よる境 界変 更 に より編 入 し、

現在 にい た って い る。 当地区 内 の行 政 、経 済 、教育 、特 に 日常 生活 圏域 の中 心都 市 と しての

機能 をは た してい る。前 出 の国保 日高病 院 は ここに ある。

b美 浜 町

当 地は 奈 良朝以 前 か ら も うけ 、万葉 集 に も 「風早 の三穂 の浦 廻」 と呼 ば れ 、非常 に 自然美

に とん だ地域 で あ り、煙樹 ケ浜県 立 自然 公 園 の中心市 で ある。 昭和28年 の町村 合併 促進 法

施行 を契 機 と して、昭 和29年10月1日 和 田、松原 、三尾 の三村 が 合併 し、現 在 の美浜 町

とな る。 無 医地 区は ない。

c日 高 町

昭 和26年8月 、東 内原 村 、 西内 原村 が 合併 して内原村 とな った が、 昭和28年 に合併 促

進 法 が制 定 され た こ とvaよ り、 昭和29年10月1日 内原 、'志賀 、比 井崎3ケ 村 が合併 し、

日高 町 と して発 足 し現 在 に いた ってい る。 現状 は純麗 漁村 で ある町 内最 大 の水揚 げ を誇 る阿

尾 漁 港 が ある。

無 医地 区 は と くにない 。
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d由 良 町

昭和30年1月1日 、 由良町 、 白崎 村、衣 奈 村 の三 町村 が 合併 し由良町 とな り現在 に至 っ

てい る。 旧衣 奈 村は 有 田郡 と隣接 してお り、特 に三 尾 川部 落 につい ては社 会 、経 済等 あ らゆ

る 日常生 活面 に おい ては有 田地 区 との連 け いが よ り深 まっ てゆ く傾 向 に ある。本 町 は農 漁業

を主 と した生 計 とサ ラリー マン との両 立 で ある。天 然 の 由良港 が あ る。'こ こ も無 医地 区 は

ない 。

e川 辺 町

丹生 、矢 田 、早藤 の3村 は古 くよ り農 業 を主 と して栄 え て きたが 、人情 、風俗 、 産業 的 に

相 似 た3ケ 村 が 昭和30年'1月1日 合 併 、川 辺 町 と して発 足 した。 昭和37年4月1日 中 津

村 大 字藤野 川 を編 入合併 し、現在 にい た っ てい る。 本 町は 農業立 町 で特 に みか ん の町 と して

全 国 的 に知 られ てい る。

無 医地 区 は3ケ 所3部 落 あ る。

f中 津 村

昭和31年8月1日 、 旧船 着 、川 中 両村 が 合併 し中津村 と なる。本村 は 当地 区 の中 山間 部

に属 し、村 民 の生活 は 大部 分が農 林 業 に依 存 してい る。 土地利 用 の高度 化 を積極 的 に推 進 し

てい る。林野 率 が90.2%と 非 常 に高 い ため 、杉檜 等 の用 材生 産 は もちろん の こと、林 産 物

は と くに椎 茸 の生産 が 有名 で ある。 農業 につ い ては立 地 、気 候条件 に適 した蕎 栽培 、 そ菜 の

栽 培 と花 卉花 の生産 団 地 化 を図 ってい る。 また本村 は 美 山村 と と もに過疎現 象 が甚 だ しい の

で 、集 落 の再 編 成小 中学校 の統 廃 合 も今後 の大 きな問題 と して検討 しなけれ ば な らない。

無 医 地区 は1ケ 所8部 落 あ る。

9美 山 村.

旧川 上、寒 川 両村 は 相隣 接 し、各 般 に わ た り共通 して共存共 栄 の立場 に あった の で、将 来

の発 展 を期 すた め、昭 和31年3月31日 合併 、 美 山村 と称 し現在 にい た ってい る。

本 村 も中津村 と同様 に95.1%の 林 野 率 を示 してい る ため 、林 業 を中心 に農業 につい て は花

卉 、花 木 の生 産 団地化 が進 め られ てい る。 また人 口減 少が はげ しいた め、過疎 対 策 は 中津 村

と同 様今 後 の大 きな課題 で ある。

特 に椿 山 ダ ムの建 設 に よる水 没者対 策 は重 要 であ る。無 医地 区 は1ケ 所5部 落 あ る。

h印 南 町

町村 合併促 進法 が施行 せ られ 、昭 和31年9月30日 印南 町、稲 原村 を廃 して印 南町 を切

目村 お・よぴ切 目川村 の ち宮 の前 、古 屋 、羽 六(下 津 川 、見 影 、脇 の谷 は昭和30年5月1日

統 一 して大字 美 里 と改称)を もって切 目川村 を切 目川 村 の うち標川 、古井 、美里 と真妻 村 を

もっ て安 住村 をそ れ ぞれ設 置 した。 さ らに昭和32年8月1日 、 印南 町、 安住 村 、切 目川 村

を合併 して印 南町 とな る。
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昭和34年4月1日 大 字 明神 川 の一 部 を御坊 市 に境 界変 更 して現在 にい た ってい る。

本町 も昔 か ら農 業立 町 で積極 的 な対 策 を樹 立 しつ つ ある が、 曲 り角 に来 た農政 の確 立 は非

常 にむ ずか しい状 況 で あ る。

無医 地 区 は3ケ 所3部 落 である。

(3)赤 字 パ ス路 線

当地 区 には 山間 部 に入い る鉄 道 が ない の で、 パスは 重要 な足 で ある。 しか し、 多少 資料 は

古いが 表5-51の よ うに 赤字 パス路 線が か かえ てい る悩み が あ る。

■

9
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表5-51 赤 字 バ ス路線 の現 状(44年)5)

会

社

名

市

町

村

名

系

統

名

運 行 区 間 一日

運行

回数

休 廃 止 の 申 請 系 統 減 回 申 請 系 統

備 考
起点

～終点 キ ロ程

休 廃 止 区 間 乗車

密度

S43年

不採算額

区 間 乗車
.

密度

S43年

不採算 額起点～終点 キ ロ程 起点～終点 キ ロ程

南海 バ

スKK

御坊市

川辺町

中津村

山野線
南海 バス本

社前～ 田尻

km

29.9

往復

1
千 津～

大文 口

km

18.5 5

円

1,589,260 一 三m ∬

〃

御坊市

川辺町

中津村

中津線

南海 バス本

社前 ～

川原河

47.5 11 一 一 一

南海 パス本

社 前～川原

河

47.5 10 1,270,797

毎 日1往 復を

土曜 日1回 と

す る。

〃
御坊市

印南町
真妻線

南海 バス本

社 前～ 日表

33.7 44 一 一 一 一
南海 バス本

社前～ 口裏

33.7 9 3,521,737

減回数

1往 復

〃

御坊市

川辺町

中津村

美山村

川上線

南海 パス本

社 前～川原

河

南海 バス本

社 前～串本

34.8

46.7

21

11

一 一 一 一

南海 パス本

社 前～川原

河

南海 バ ス本

社前～ 串本

・34 ,8

46.7

14

12

2,750,583

減回数

1往 復

減回数

1往 復

明光 バ

スKK
印南町 模 川線

切 目駅 ～

ほ くそ川

11.6 33

切 目駅～

ほ くそ川
11.6 4.8 2,103,000



(4)TV難 視聴 地域

当地 区 は表5-52の 通 りの難聴 視地 域 が ある。

表5-52

5)
テ レ ビ難視 聴地 域 の 実態 の あ らま し

含

無 、

医

『地

区

市町村名

日 高 町

〃

由 良 町

〃

川 辺 町

〃

〃

美 山 村

印 南 町

〃

〃

〃

〃

〃

中 津 村

〃

〃

〃

〃

地 区 名

比

門

横

柏

井

前

浜

人

平

市

野

川

川

全 域

名 杭

楠 本

ほ くそ 川

羽 六

宮 の 前

古 屋

滝 の 口

柳 畑

南畑、白川
中越、奈良
井、立石、
醐
高 串、西神
の川、山口

川又

伊 佐 の 川

高 津 尾 川

姉子、三十
木、原 日浦
雅

三十井川、

上田原

下田原、'
大又

視 聴 の 状 況

属 名i程 度

1.3.

1.3.4.6,

8,10.12.

2.4.◎6,8.10

　 　ガ

2.4.1.3.◎8,

10.△

2.4.8.1),12.

1.3.

2.4,6,8.

10.12.

L3.そ の 他

1.3.

1.3.

1.3.

1.3.

1.3、

1.3.

2.4.6.8.

10.12:

〃

1,3.

1.3.

3

3

1

1

3

1.3.

1,3.

△

△

12.0

3.◎

612.○

△

△

△
(
)
△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

対象戸数

40戸

0

3

0

6

0

7

1

1

2

5

0

0

2

3

4

3

19

2

0

4

2

8

3

5

0

2

1

0

8

4

2

1

6

1

1

214

.239

240

視聴の方法

徳島 より
△印半数

㊧ ㊥
x印 は一部

⑱

㊥

●

共そのぷ 娼

●

●

㊧

●

種 別

V

V

V

V

U

U

U

U

u

U

U

V

・
V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

v

V

V

備 考

(1)局名 は チ ャンネル番号

② 程度 は◎ 一 鮮 明 .、

○ ……普 通

△ ……悪 い

x… … 見え ない`

(3)中継所、共同アンテナ

別は ㊥ ● とす る。

(4)V.H.FはV

U.H.FはU

●

●

一370一



3.2集 落 現 況 と 生 活 圏

御 坊 周辺 市町村 振興 協議 会 は 、 当地 区内 に おけ る計218集 落地 区 に対 し、調査 の結 果図

5-58の よ うに散 在 してい る ことが わ か6た 。 各生活 圏域 中心 地区 の距 離 を試 算 した結 果 図

5-59の とお りに な った(表S-53)、

こ の う ち無 医地区 が8つ あb
、19の 無 医 村部 落が集 落 に含 ん でい る こ とが わ か る。 こ

れ らの集 落に対 して こそ 、 あ らゆる面 で積 極的 な配慮 策 を施 す ことが理 想 で あろ う。

タ

3.3無 医 地 区

過疎 化現象 に伴 い、 い わ ゆる無 医地 区(半 径4km以 内 に医療 機 関の ない 地区)と な った

僻地 は 、県内 に72ケ 所 もあ る。(表5-54、 図5-60参 照).

これ らの無 医地 区は標 高約500mの 山岳 に囲 まれ た地帯 で あ り、海岸 線 に沿 う市 町村 ま.

で約2～4時 間 を要 し、 交通機 関 の便 は悪 い。 これ らの地域 の人 口密度 の平 均 は県 下 の市以

外 の町 にお・け る入 口密 度 の約30%で 、1医 師 当 りの受持 つ住 民数 は、 県 内都 市 におけ るそ

れ よ りも約10%多 く、 しか も1医 師 のサ ー ビス を要 す る地域 は 市以外 の町 にお け る面積 の

2～5倍 で ある。 この状 況は 現 在 の経 済 社 会 の機 構上 、なお続 くもの と考 え られ る。

御 坊 地区 の無医 地 区 の状 況 は 図5-61、 表5-54に 示 す とお りで ある。

吟

■

3.4僻 地 医 療 の 問 題 点

本節 は 、 これ までの調 査 資料 に基 き僻地 医療 の問題 点 に つ い て ま と め た もので ある。 僻

地 医療 の問題 を、 単 に 医療 面 だけ の 問題 と して取扱 う ことが、 適 当で ない こ とは い うまで も

な く、 既 述の ように 県 も国 の方 針 に基 き、 総 合的 観点 か らの対 策 を計画 してい る。 ●

こ こでは問題 を次の項 目に区 分 して述 べ る こ ととす る。

① 地域 社 会 の変化

② 交 通

③ 通 信

④ 医 療

(1)地 域社 会 の変化

経 済 成長 に伴 う地域 社 会 の変 化 、 す なわ ち人 口の都 市集 中 に よる過 疎地 域 の拡大 、過疎 地

域 におけ る老 令人 口の増 大 、 出生 率 の低 下 、経済 力の 弱化 、医 師 の流 出等 は程 度 の大 小は と

もか く、 なお当分続 くもの と考 え られ る。

この ため広域 市 町村 圏計 画 では 、 昭和50年 度 を目標 に生 活 圏 の統合 整理 を考 え てい るが 、

そ の効果 は未知 数 であ る。

② 交 通'

各 生活 圏 を中心 と して 、県道 、市町 村 道 の改 良 、開発 等 が計 画 され てい るが 、山 間地 か ら

都市 部 への所 要時 間 の大 巾 な短 縮 は無 理 であ ろ う。又経 済 面 か ら、現在 の石 油不 足時 代 に お

一371一



表5-53集 落 の 現 況 一 覧 表

三次生活圏 二 次 生 活 圏 一 次 生 活 圏 基 礎 集 落 圏
、L

広域 市町村 圏
中学校の通学区域程度の

広がりを有する生活圏域

小学校の通学区域程度の

広がりを有する生活圏域
幼児老人の徒歩限界程度の広がりを有する生活圏域

▲

御坊 周 辺 広域

市町村圏

人口82,773人

中心市街地

御坊市御坊地区
〆

(薗 、島 、名 屋)

人 口15.786人

.

,

御 坊 地 区
、

人 口14,254人

(3⑪40)
、

湯川 地区4.518人
上富安 、下富安、 西富安、丸山 、上財 部、中財部、

下財 部、東財 部、 小松 原、西小松原

藤 田地区1、975
上吉 田、北吉田 、藤井 、下吉 田、藤吉 田、津共 切、

・

天神、 出島

名 田地 区3.116 祓井戸 、野 島、加尾 、上野 、楠井

野 口地区L415 北 野 口、上野 口、下野 ロ、小森、岩内、熊野

塩屋地区3.038 天田、湊 、北塩 屋、猪野 々、南塩屋、森岡

明神川地区192 明神川1`(36)

美 浜 地 区

人 口8,841

三尾地区L138 三 尾

和 田 〃2,678 和田、入山

松原 〃5、025 吉原、新浜 、浜の瀬 、田井(7)

、日 高 地 区

人 口7.566

内原 〃3.278 原 谷、池 田、萩 原 、荊木 、高家、小中、谷 口、小 池

志賀 〃L661 下志賀、 中志 賀、久志 、上志賀、柏

比井崎 〃2.627 方杭、小浦 、津久野 、比井 、・」・坂 、産湯、阿尾 、田

杭(21)

由 良 地 区

人 口9.064

由良 〃4,962 横浜 、里、 南、阿戸 、網代 、江の駒、門前、 中、畑 、

白崎 〃2.060 大 引、神谷、 吹井、糸谷

衣 奈 〃2、042 衣 奈、小 引、 戸津井、三尾川(17)

川 辺 地 区

人 口6,612

(川 辺町)

丹 生'〃((3))3,036
-一 ー 一

三 津の川 、大滝 川、重止 、山野、江川 、和佐 、松 瀬

含

無

医

村

地

区

:

八

地

区

(

19

無

医

村

部

落

)

)

早藤 〃1,186 伊藤 川、三百 瀬、平川 、早藤 、蛇尾、玄子

矢田 〃2,336 中津 川、千津川 、鐘 巻 、土生 、小熊、入野 、若野

藤野川〃54 (21)

中 津 地 区

人 口3.703

(中 津村)

船 津 〃2.208

坂本 、岡本、小 津茂、 下滝本 、上滝本、西原、本郷 、

尾曾 、中木、広瀬 、伊佐 の川 、高津尾川、嫡子 、

三 十木、原 日浦 、三十井川

川 中 〃((8》1.495
-一 一 一 一 鮭 、坂野川、△茎、考量・三些・坦匹・ノ」ミ釜杢・

下田原、上田原(25)

美 山 地 区

人 口5、235

(美 山村)

川 上 〃《5))3.6U
-一 ー 一

川原河 、上越方 、浅間、下村 、上の段 、友淵 、滝頭

愛 日、平 、笠松 、椿 山、初湯川 、猪谷 、妹尾 、上初一 一 一
湯川 、李 、愛川 、打尾 、皆瀬 、阿 田木 、下建方、一 一 一

弥谷

寒川 〃1.624

丹原、 上村、本村 、初湯 口、下村 、土居1、 土居2、
一 一一.

土居3、 土居4・ 中村、朔 日、小川 、下西 の川、上

西 の川 、高野上 、高野下、下長志 、上長 志、下板、

上 板 、下小萩川 、上小直川 、滝 の上(4.5)

印 南 地 区

人 口11,712

(印 南町)

印南 〃3,178 津井、浜 、地方 、宇 杉、本郷 、光川

稲原 〃2.563
山 口、滝 の口、柳畑 、南畑 、白河 、中越 、奈良井 、

立石、 明神 川、 南谷 一切山

真 妄 〃(1》1.540-一 一 一 一

川又、上 洞、皆瀬川 、西神 の川 、小原 、丹 生、崎の一
原、松原 、田の垣 内、高串

切 目川 〃((2)1.766
一 一 一 ー 一 美里、古井 、梧 川 、羽六、古屋 、宮 の前

切 目 〃2,665

元村東 、元村中、 元村 西、上道東 、上道 中、上道西 、

高垣 、西 の地、線東 、中央、西和 、崎 山、橋 ケ谷、

名杭、楠本(46)・

8地 区66,987人 27地 区66,987 無医地区((9》 部 落218地 区

一372－
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田

(1B3回)4〃 円
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表5-54無 医 地区 の概 況(管 轄 … …御坊 保健 所)

無 医 地 区 の 状 況` も よ り の 医 療 機 関 の 状 況

市 名
部 人 産 電

話
自

医 療 施 設 交 通 事 情

業 答
動

車
病 施 開 病 距 離 所 要 時 間 1日 の回数

町

村

名
称

落

数 口

形

態

有

壁
普
及

の

普

及

●

診
設

設

者
の

区

床

交

通

機

徒

計

ノミ 鉄 徒

計

ノく

率 率 別 名 分 数 関 歩 ス 道 歩 ス

川辺町 大 滝 川 1 189 農 】00 、ぎ 診 西川医院 個人 {,
km

砦m 5m 盆 盆

〃 三 津 川 ハ 10」 〃 50 〃 〃 〃 (, 5 5 90 90

〃 市 川 1 」66 〃 100 80 〃 〃 〃 O 4 4 65 65

中津村 中 川 8 】099 〃 31 43 〃 太田医院 〃 O 8 8 ,2 25
戎

3

美山村 上初湯川 5 906 26 28 〃 西川医院 〃 O 9 9 30 30 1

印南町 川 又 1 357 136 90 〃 安住
診療所 秒 O 9 2 11 30 40 70 4

〃 標 川 1 430 98 80 〃 木谷医院 個人 0 12 2 14 30 40 70 3

〃 羽 六 1 363 128 80 〃 〃 〃 0 7 2 9 20 40 60 3

計8ケ 所19部 落3521名



い ては 、バス運 行は さ らに困 難 とな るで あ ろ う。

(3)通 信

現 在 、磁石 式 の15局 、普 及率29.3%の 電話 を、昭和50年 まで に、全 自動即 時化 及 び'

普 及 率4L7%に す る こ とが計 画 され てい る程度 で、高速 模写電 送 、動 画像 電 送等 につ いて

具 体 的 な計 画 は ない よ うで あ る。 ◆

広域 時 分制 の適 用 され る までは 加入 電 話回 線 の他利用 は で きない。

(4)医 療

僻 地住 民 の立場 か ら、医療 の問題 点 を あげ る と、次 の とお りで ある。

O医 療機 関が遠 い。 一 、

{

通 院時 間 が かか る。

通 院 距離 が長 い。

交通 費が 高 い。

O医 療機 関が限 られ てい る。

診療科 に よ っては治療 で きない 疾病 もあ る。

{ 治療 内容 の かた よ りが あ る。

O

O

O

O

医 療費 が払 え ない 。

自然条 件が 悪化 した時 、孤 立 す る。

台風 ・水 災 ・(雪),

救 急時 の不安

人 口の流 出

ほ ㌫:な ど⌒ の可能性螂 もの㌦
次 に医 療機 関 の立場 か ら問題 点 をあげ る と、次 の通 りで ある。

O経 営 が成 り立 ちに くい 。

赤字 の増 大。

{ 利用 人 口 の減 少 。

O医 師 の確保 困難 。

隣
o医 療施設の老朽化

新 しい設備が導入されない。

o往 診などで消耗する。

広域の管理

o医 療施設の運営難
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休 廃 止

以 上 の対策 と して、巡 回診 療実 施 と、診療 内容 の 向上(診 療 車 内に おけ る簡単 な手 術)及

び 、中心 と なる 日高 病院 の充 実等 が計画 され てい るが、巡 回診 療 の回数(計 画 では 月1回)、

僻 地か ら日高病院 まで の所要 時 間等 、 さらに改善 を要 す る事項 が 多い。

A

■

4.医 療 シ ス テ ム 導 入 の 手 が か り

御坊 地 区 の無 医 地区 は 県全体 の8/72で 特 に多 い とはい え ない が、 前節3.に お い て述 べた よ

うに多 くの問題 をか かえ てい る。

一般 診療 は 巡 回診療 の実 施 ・改 善等 で
、 多少 の向上 は期待 で きるが、 救急 診療 に関 しては全

く出遅れ て いる。 健康 管理 は保 健 婦 の献 身的 努 力に よりか な りの成果 をお さめ てい るが 、住民

の福祉 につ い ての関 心が 強 くなる に従い 健康管 理 に関 す る認 識 が高 ま り現状程 度 では満 足せ ず

さ らに高度 な検 査等 が要求 され てい る。 しか し、現 状 では上 述 の よ うに人 力の限 界 ま で きてい

るとい っ て も過言 では ない。 また医療 関 係従 事者 の教 育 、育成 、 コンサル テ ー シ.ン 、 さ らに

研 究 につ い て も問題 が提起 され てい るが 未解決 で ある。

以 上の よ うな状 況 か ら、 当地 区 におい て も何 らか のか た ちで これ らを改善 す るた め には 、総

合的 な立場 か らの医 療 の シス テ ム化 が必 要 であ ろ う。 当地 区 におけ る医 療 の最適 シ ステ ムを現

在検討 中 で ある が、 図9-62に 示 す よ うに基 本 と して考 え られ る。

シス テ ム完成 目標 を どの時点 に置 くか は別 と して も、 トー タル的 な包括 医 療 シス テム化 の考

え方 を導入 す べ きで あ ろ う。

社 会 性

■

■

●

経

済

性
医療 機 器

システ ム

医療情 報

シ ステ ム

教

育

・

研

究

化

化

性

約

時

続

集

即

連

包 括 医 療

図5-62医 療機 器 シス テ ムの位 置 づけ
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現 在 の医療 問題 は 、 システ ム化 を考 え ない限 り非 常 に難 か しいが 、 システ ム化 にあた って は 、

Nつ ね に次 の4つ の フ ァク ター を考慮 しなければ な らない 。

① 社 会 性

② 経 済 性

③ 行 政

④ 教育 ・研 究

以 上 の考慮 か ら、 当地 区 の システ ム化 に当 って 、

① センターは和 歌山 市 に お くのが適 当で あろ う。 この場 合 、中 心的 役割 を果 す のは 県立 医大 と

なる と考 え られ る の で、 も し医 大 の移 転が ある とす れ ば、行 政 面 で多少 の マイナ スは あ って も、

医 大 の移転 先 とす べ きで ある 。

② サテ ライ トと しては 国保 日高 病院 が適 当 と考 え られ る。

③ ター ミナルは 先 ず無医 地 区 を最優 先 と し、 や が ては全 地 区に普 及す る よ うに計 画す べ きで

あ ろ う。

以 上の概 念設 計 及 び シス テ ム設 計 につ い ては追 って実 施 す る予定 で あるが 、設計 方針 と して

は 、理 想的 シ ステ ム を念頭 にお き しか も当地 区 の特 性 を十 分考 慮 し、か つ現実 に即 した実 現可

能 な システ ム を追 及 す る こ とに したい。

'

A

参 考 資 料
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2)和 歌山県の人口(総 理府統計局)
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4)衛 生統計年報(46年 版 和歌山県衛生部)

5}御 坊周辺広域市町村圏計画書(御 坊周辺市町村振興協議会)

6)離 島 ・僻地医療システムに関する研究(経 情協情報化促進委員会)
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(付 録1)昭 和46年 人 口動 態概 況(和 歌 山)

1.和 歌 山 県 の 人 ロ 推 移

禾[歌⊥1県に おい ては 、 大 正 元 年743,395人 で あ った の が 昭 和46年10月1日 の 推 計 人 口 で

は1,047,828人 で60年 間 に304,433人 、 年 平 均5,000人 の 増 加 で あ る 。そ れ を男 女 別 に み

る と男135,273人 、 女169,160人 で あ る。 世 帯 数 に お い て は 大 正 元 年139,000人 、1世 帯

5.35人 、 昭 和46年301,000世 帯 、1世 帯 当 り3.48人 と 核 家 族 が 進 ん で い る。 そ れ を各 国

勢 調 査 年 次 で は 次 の 表 と な る。

|世 帯 当りの家族構 成数

7

病0

5

SO

20

10

の

952030●5404546
/大正)(昭 和)

4)入 口 推 移

世
帯
数

8

7

6

5

4

3

2

ー
囚

・一

95203035404546

(大正パ昭和)

1世 当 り の 家 族 構 成 数4)

2.人 口 動 態 調 査

(1)全 般

和 歌 山県 におけ る1日 の人 口動態 は 出生50人 、死 亡23人 、死産3胎 、婚姻27組 、 離婚

3組 とな り、昭 和元 年 では 出生71人 、死 亡39人 、死 産4胎 、婚姻.17組 、 離婚2組 とな り

全般 的 に見 て昭 和38年 を最底 と し昭和40年 よ り順 次上 昇 傾 向に あ る。

80

70

60

50

40

30

10

出 生

自 然 増 加

死亡

40

30

釦

10

5

3

死 産

2'

1

　 　さ び　 お 　　 ぐら む ロ 　ヨ 　 　 るむ お る　

1蹴 和 歌 山 県 助 け る 日
の人 ・動 態4)(昭 和'醐 .醐 推ボ
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(2)出 生

昭和20年 後 半 か ら30年 代 に かけ て漸次 出生 率 の低 下 を示 してい た が、昭 和41年 の丙午

を除 き次 第 に上 昇 を示 して い る。 これは 戦後 出生 した子 の成長 に よ り当分 上昇 す る もの と思 わ

れ るが 、依然 と して全 国 平均 出生 率 よ り低 い。 男女別 に見 た場合 男10'0に 対 して女子 の 出生

比 、場 所 、 出生 順位 は 次表 に よる。

40

35

加

20

tS

lO

5

11025SOS640454fi

　 ねラ

出生年次推移(全 国 ・和歌山県)

Ioo

90

80

TO

60

50

40

so

20

-o

朗

8540414t4■444546

(昭 和)

.男 児 出生100に 対 す る女子 出生 比

■

声

(3)死 産

昭和24年 以 降 、 昭和38年 ま では波形 の状態 が続 い てい たが 昭和39年 以 後 漸 次減 少 の一

歩 をた どってい る。 これ は母 子保 健 の重 要性 にっ いて の一般 的認 識 が向 上 して来 た との社 会的

環境 的 な落着 きに よ り今 後 一層 減 少す る もの と推 察 され る。

表 は 出産1,000人 に対 しての表 で あ る。

100

90

80

70

60

SO

40

囚

11015路3035404546

(昭和)

TO

60

50

4e

30

;

2530354043444546

(昭和)

〇
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し

θ

■

4

(4)死 亡

昭和3。 年以降死亡率は報 いの状態・・あり人・千対 ・始 であ… れを国の死亡率と比

較す る と高 率 で ある。

0

5

0

2

「

ー

9

8

7

6

5

⑪15258086045"

4)
死 亡 率 の 推 移

死 亡

50,000

40DOO

80.000

⑳.000

1e.000

5.000

1.000

500

ン 「一.

⑭ ・年(人山.・万対)

808540'45

三 区 分 に よる 死亡 率4)

者4)
県医務疎

年次

死亡 者

総 数

(人)

うちお もな原因別 死亡者数(人) 乳児死

亡者敦

(人)

出 生

児 数

(人)

脳血管

疾 患

悪 性

新生物

心 膜

疾 ■
老 衰 肺炎 全結棟

不慮の

事 故

昭42 8,421 1,931 1,459 852 847 226 236 464 327 18,538

43 8,401 1,896 1,509 期 脳 267 200 476 344 17,994

44 8,378 1,949 L570 921 697 259 216 543 254 17,592

45 8,805 2,049 1,500 1,023 771 249 223 瓢 280 17,974

46 8,508 L996 1,624 961 762 226 164 515 271 18,236

■

200'

150・

loo・

70.

50.

30.

,こ ・

'

・80.
,

'、1

、

・;∵

蕊'
略w・ ちs.、

s
、 江:..:

.s
,〈ぞ

阜ミ㌔.ぷ

守

ケ

.

90.5旭9,5

`660

,全 知
歌

国 』山

県

抱o砥7

u?刀

91.78L8

、

72.7

」

49.1

.

40」

一

80.1

一

81」

3{・o

27.2 272

一

20」 22.0

結 愚 心 脳 姉 者 不,自 そ

翻㍉ 魂 蕊 ∵
培.∴.一 ・=一'一 ・

4)特 定 死 因 死 亡 率 人 口10万 対 比

一383一



60

40

30

20

to

死 自 人
熱 工
死 死

産 産 産

4),'

女 子 人 口(15才 一49才)

人 口1万 対

80

TO

60

50

ψ

加

功

;

一

一
】
'

●

曽 ・

戸
■

一
一 一 →

一 一 一
一 一 ' ●

■

o 弓

9●

o ⇔

裟 湯
20昂se8540

母の年令階級別にみた後期(妊 娠8ケ 月以降)

自然 死産4)

80

70

60

50

40

30

20

10

(出 生千対)

106.7(全 国)

103.9ぐ 本 県)

100

閲

se

70

60

50

40

「

一 一 o

一 一 ・● o
べ 柏 o

● ψ o

】凸
●

一

一 o

▲
e

一

■o 口
"

■
Oo

● 《

[

[[[

曇&520as3085ao45～

覧婿㌫麟 露千対)

100

50

40

30

20

品

[[
`■ シ.

1, 】:

一 ●
一 炉

o oo

→ o'

o

●
ρ●

一
一

F 一

一
N怜 o

'
・
O 一

o 一
一

や
● ●
一 P

■

2畠 、 罰 舘so35`。4s

4)母 の 年 令 階 級 別 に み た 人 工 死 産

・全国

一 本県

全
国

8
位

|0'2530354043444546

の 　t-v

乳 児 死 亡 年 次 推 移4)(出 生 ・,… 対)

一384一

膚

り

●

b



⑨

4

■

Q

0|

9

8

7

6

5

(5)婚 ポ

Ol

R昭

0

"・… ・全国

本県

;。 、。'4344、5

婚 姻 年 ぱ 移 ・)

昭 和46年

50

46

,

0

9

8

7

6

5

1

0

0

0

0

0

C6)離 婚

●

1

L-一 一一一 一－L-_-oo

|025

… ラ全国

一 本県

3040434445

離 婚 年 次 推 移4)

050

46

・.、
メ

婁

φ襲 綾興 自営 常勤川 常蝋m

91 105 |44 26.?
…38

・05.`1

:

専農 兼農 自営 常動山 常勤肋 その他 不

10.6 83 IL8 245 22.4 22」

ヨ
'

詳不眺Z
.

団
団

10e－
調定そ∂地

4)結婚生活当時主な仕事(初 婚)百 分比

県本

国全

協 罎

協 議'

縄定そ田畠

.

■

纈 の種別百分比4)

583

■



貞

◆

レ

「

ρ

⇒

θ

.

.

.

・

,

、.

 

↑

「7

・

'

.

●

.

.

}

ト

`

'

.
「

.
,

,

.

・

`A

 

揚

句

.

'

'



●

■

●

q

人 口 動 態
)4

年 次

(ヨ召和) 実

1.出 生

和 歌 山 県

数 率(人 口千対)実

2.死 産

和 歌 山 県

数 率(出 産千対)実

3.新 生 児 死 亡

和 歌 山 県

数 率(出 生千対) 実
10

4.乳 児 死 亡

224]三(1947)

23〈ξ三(1948)

24年(1949)

25年(1950)

26年(1951)

27年(1952)

28年(1953)

29年(1954)

30年(1955)

31角 三(1956)

32年(1957)

33年(1958)

34年(1959)

35年(1960)

36年(1961)

37年(1962)

38年(1963)

39年(1964)

4.0年(1965)

41年(1966)

42年(1967)

43年(1968)

44年(1969)

45年(1970)
'4、6年(1971)

30,803

29.695

28,875

23.739

22,081

19,756、

19.620

]7.619

17.434

17,052

15,476

16,841

16.439

15,905

15,713

16,152

16,396

16,975

18,989

11,962

18,538

17,994

17,592

17.974

18.237
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6
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&
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τ
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L
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13.804

1輻037

1LO92

10,449

9、339

8,980

9.733

8.815

8,266

8.920

9.O工5

81550

8.314

8.703

8.682

8,762
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8.310
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1

全 国 全 国 全 国 全 国 全 国 全 国

実 数 率(人 口千対) 実 数 率(出 産千対) 実 数 率(出 生千対)
る

実 数 率(出 生千対) 実 数 率(出産1万対) 実 数 率(人 口千対)

2,678,792

2,68L624

2,696,638

2β37,507

2,137,689

2,005,162

1,868,040

1,769,580

L730,692
.

1,665,278

1,566,713

1,653,469

1,626,088

1,606,041

1,589,372

1,618,616

1,559,521

L716,761

1,821,841

L359,221

L935,647

1,871,839

1β89,815

1,934,239

2,000,973

34.3

33.4

32.8

28.1

25.3

23.4

2L5

2α0

19.4

..18.4

17.2

18.0

17.5

17.2

16.9

17.0

173

17.7'

18.5

13.7

19.4

18.6

18.5

18.8

19.2

123,837

143,963

192,677

206,974

217,231

203,824

193,274

187,119

183,265

179,007

176β53

185,148

181,893

179,281

179,895

177,363

175,424

168,046

161,617

148,248
,

149,389

143,251

139,211

135,095

130,920

44.2

50.9

66.7

84.9

92.2

92.3

93.8

95.6

95.8

97.1

101.2

100.7

100.6

100.4

101.7

98.8

95.6

89.2

81.4

98.2

71.6

71.1

68.6

65.3

61.4

83,047

72,907

71,485

64,142

58,686

51,015

47,580

42,726

38,646

38,232

33,847

32,237

30,235

27,362

26,255

24,786

22,965

21,343

21,260

16,296

19,248

18,333

17,116

16,748

16,450

31.0

27.2'

26.5

27.4

27.5

25.4

25.5

24.1

22.3

23.0

21.6

19.5

18.6

17.0

16.5

15.3

13.8

12.4

三1.7

12.0

9.9

9.8

9.1

8.7

8.2

の

口

205,360

165,406

168,467

140,515

122,869

99,114

91,424

78,944

68,801

67,691

62,678

57,052

54,768

49,293

45,465

42,797

38,442

34,967

33,742

26,217

28,928

28,600

26,874

25,412

24,805

76.7

61.7

62.5

60」

57.5

49.4

48.9

44.6

39.8

40.6

4α0

34.5

33.7

30.7

28.6

26.4

23.2

20.4

18.5

19.3

14.9

15.3

14.2

13.1

12.4

5,070

4,117

3,691

3,417

3,373

3,262

3,095

2,838

2,677

2,560

2,381

2,097

1,914

1,813
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1,699

1,574

1,266

L365

1,232

1,061
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,

867

22.9

16.1

15.7

15.5

16.4

16.7

16.0
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15.4

13.9

13.2

11.7

10.8

10.0

9.2

9.0

7.9

8.4

6.6

63

5.2

4.6

4.1

U38.238

950,610

945,444

904,876

838,998

765,068

772,547

721,491

693,523

724,460

752,445

684,189

689,959

706,599

695,644

710,265

670,770

673,067

700,438

670,342

675,006

686,555

693,737

712,962

684,532

14.6

1L9

11.6

10.9

9.9

8.9

8.9

8.2

7.8

8.0

8.3

7.4

7.4

7.6

7.4

7.5
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6.8

6.8
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昭和46年 のみ概 数 資料1人 口動態統計
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(付 録2)保 健 関 係 資 料(和 歌 山')

保 健 所4)

昭和46年12月31日 現 在

保健所名 規格級 所 在 地 電話番号 管 轄 区 域 管轄人口

和 歌 山 市 和歌山市友田町 和歌山23局

中央保健所
U1

3丁 目16 5261～3

和 歌 山 市 371,138

和 歌 山市
U2

和歌山市松江
55局4181

西 保 健 所 1134

橋本市

高 野 口 伊都郡高野口町
高野口

かつ らぎ町 、高野 町 、
R4 07364 9LOO3

保 健 所 名 倉814の2
②3210

伊 都郡{高 野 口町、花 園 村 、

九 度山町

岩出 那 賀町 、岩 出町 、打

岩出保健所 R4
那賀郡岩出町

清水386の8
07366

②2185～6

那 賀郡{田 町 、桃 山町 、粉河

町 、貴志川 町

77,571

海南 海南市

海南保健所 R4
海 南市 日方

1271の58
07348

②0600

野上 町、美 里 町 、海草郡{

下津 町

87,327

湯浅 有田市

湯浅保健所 R4 有田郡湯浅町

60

07376

②4195～6

湯浅町、広川町、金有田郡{

屋町 清水町 吉備町
92,365

御坊市

御坊市薗
御坊

美 浜町 、川 辺町 、由
御坊保健所 R4

86の2

07382

②3481
日高郡{良 町 、中津 村 、美 山

.]

村 、 日高町 、 印 南町

78,780

御坊保健所

南 部 支所

日高郡 南部 町芝

477の2

南 部073972

2274

南部 町、 南部 川村 、日高郡{

竜神 村

21,327

田辺市
田辺

田辺市上屋敷町
0739

白浜 町 、中辺 路 町 、
110,105

田辺保健所 R4 119の7
⑳4700～1

西宇婁郡{大 塔 村 、上富 田町 、

)

日置川町

古座保健所

-

L5
東 牟 婁郡 古座 町

193

古 座07357

②0525

西牟婁郡(す さみ町、串本町

東牟婁郡(古 座町、古座川町
40,977

新宮市

新宮市新宮 新 宮0735 那智勝浦町、太地
新宮保健所 R4

6339の1 ②8551 東 牟婁 郡{町 、熊野 川 町 、北

77,235

山村、 本宮 町

一389一



4)'結 核 予 防(定 期 ・定期 外 の健 康診 断 、予 防接 種) 昭和46年

定 B
・ 間 '直 か

H 期

層

ツベ ル ク リン反 応検 査 ・

接 接
〈

た

被発見者数

C

●

●

被 被 陽'

,

.. 撮 撮 ん 結 縮れ さ

C
定

注 判 性
D

接 影 影 検 核
核がれ
発 あた

期 射 定 査 滴る者

別 外
者 者

者
種

者
者 者

者
患 のと

お診
別 数 数 数 数 数 数 数 者 そ断

和
使 用 者

一 一 一 一 22,709 276 一 6 18

歌 学 校 長 32,852 32,586 20,483 929 24,661 一 一 一 一

山
定

施 設 の 長 1,357 1β41 90 292 109 一 一 一 一

市
市 乳 幼 児 374 329 29 79 一 一 一 一 一

中

央

期 町

村
乳幼児を除 く
30才 未満 の者

一 一 一 一 2,134 33 一 6 7

保 長 そ の 他 　 一 一 一 3,238 86 一 一 13

健

所
所

定
期

患 者 家 族 58 55 11 16 238 63 2 8
、

14

外 そ の 他 52 49 6 5 L636 23 一 1 6

使 用 者' 一 一 一 一 3,102 44 一 16 ・3

和 学 校 長 5,495 5,423 2,710 1,647 5,647 一 一 一 一

歌

山

定
施 設 の 長 791 781 291 225 342 一4 一 一 一

市 市 乳 幼 児 1,409 914 184 484 一 一 一 一 一

西

保

期 町

村
乳幼児を除 く
30才 未満の者

一 一 一 一 1,003 193 一 25 28

健
.長 そ の 他 一 一 一 一 1,679 32 一 5 3

所 定 患 者 家 族 一 7 一 一 一 23 9 一 2 5

期
外 そ の 他 一 一 一 一 207 一 一 2 1

使 用 者 一 一 一 一 3,197 215 7 9 25

御 学 校 長 9,701 9,590 6,412 2,446 11,727 756 一 7 20

坊

定
施 設 の 長 204 201 54 136 433 14 一

一 2

市 乳 幼 児 2,518 2,470 154 2,177 一 一 一 一 一

保 期 町

村
乳幼児を除 く
30才 未満 の者

2,830 2,808 2,082 654 1,567 4工 一 一 1

健 長 そ の 他 一 一 一 一 10,713 954 一 72 162

所 定 患 者 家 族 一 一 一 一 一 137 一 一 10

期
外 そ の 他 一 一 一 一 720 12 一

一 1

一390一

■
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昭和46年
健 康 診 断 実 施 状 況 お

区

H分

●

形c＼

態 別 ＼

所 内 所 外

結

核

(1)

成

人

病

(2)

母 子 療

育

(5)

そ

の

他

(6)

計

(7)

結

核

(1)

成

人

病

(2)

母 子 療

育

{5戊

そ

の ・

他

(6)

計

(7)

妊 産 婦

(3)

乳 幼 児

(療 育 を除 く)

(4)

妊 産 婦

(3)

乳 幼 児

(療 育 を除 く)

(4)

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

開 設

回 数

受 診

延人員

個別

和 歌 山 市

中央保健所
148 8,079 148 160 100 9,104 24 374 23 43 443 17,760 3 91 3 153

l

l3
i

18

.

9 262

和 歌 山 市

西 保 健 所'
88 991 89 71 89 348 90 4,331 11 143 87 1,013 454 6,897

御坊保健所 111 1,037 65 322 20 240 101 1,063 75 753 376 3,415 5 247 7 259 12 506

集団

和 歌 山 市

中央保健所
4 1,636 3 119 1 154 10 2,007 4 1,285 22 5,201

和 歌 山 市

西 保 健 所
3 158 12 674

'

16 832

御坊保健所 77 1,465 3
.

472 8 196 7 115 4 327 99 2,575 147 13,209 7 220

、

154 13,429

'

'

'

㊨

391～392
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楡 ● ●

三 才 児 健 康 診 査 実 施 状 況 川

ω
O

oo

区

分
年

次

該

当

人

員

受

検

人

員

受

検

率

要 指 導 ま た は 要 精 密 検 査 の 内 訳 措 置 の 状 況

精神発達上の欠陥 身体的欠陥 精神発達の欠陥
身 体 的 欠 陥 他機関への紹介 措 置 の 状 況

要

指

導

要

精

検

そ

の

他

要

指

導

要

精

検

そ

の

他

要

指

導

要

精

.検

そ

の

他

福
祉
事
務
所

児
童
相
談
所

医

療
機

関

計

児施

童設

福人
祉所

育 ・

成

医

療

計

昭和40年 10,524 5,934 56.4 232 9 0 552 55 38 256 j4 0 0 0 52 52 0 ゴ 1

〃41〃 10,735 6,907 64.3 50 2 0 544 97 17 39 7 0 0 7 216 0 0 0 0

〃42〃 10,753 ,6,897 64.1 412 4 3 547 85 16 137 10 5 o 3 422 425 1 4 5

〃43〃 10.76」 7,380 68.5 260 9 1 512 33 1] 319 13 O 0 3 353 356 1 2 3

〃44〃 7,349 5,460 74.3 412 30 237 426 77 24 18 10 0 0 71 166 123 0 1 1

〃46〃 10,648 8,044 75.5 300 58 612 99 35 47 7 1 103 143 244 6 4

御 坊

.・(46年)

1,150 815 70.8 15 9 3 1 1

一 一 〉

10 10 1 1

三 才 児 歯 科 健 康 診 査 実 施 状 況川

昭 和46年 度

区

㌔＼ 分明
　

管 三

内菟
の 数

被 者

検

査 数

む し 歯 の あ る 者 の 数 む し歯 の 数 口腔軟組織疾患

の あ る 者
そ異者
の常の

他 あ
のる数

A型 B型 C型 計 総 数
1人当

りの数
a b C d e 計 L型 S型 計

計 10,648 8,399 2,523 2,777 945 6,241 35,368 4.2 195 36 100 9 14 354 64 2 66 5

御 坊 1,150 806 173 247 155 575 2,758 4.9 7 2 2 11



乳 幼 児 健 康 診 査 実 施 状 況4}

区

分
年

次 ＼

該

当

人

員

受

検

人

員

受

検

率

4ケ月未満の栄養 離 乳 開 始 時 期 健 康 診 査 結 果
備

考

母

乳

混

合

人

工

募
月
以
下

6

ケ

月

7

ケ

月

8

ケ

月

健

康.

健康管理上注意すべき者

結

核

先
般
脱

〈

る

病

そ
の
他

昭和39年 19」88 13,640 71.1 678 449 397 2,935 3,106 1,709 2,278 9,499 9 143 72 Lj14

〃40〃 18,517 13,799 74.5 1,125 799 793 3,297 3,531 2,085 2,051 12,186 4 88 49 1,480

〃41〃 18,389 13,031 70.9 L172 7」1 905 4,310 3,684 1,839 2,226 11,5▲2 12 77 57 L373
… ・'

892
〃

.42" 15,627 11,798 755
・520 411 591 4277 3,122 L395 1;412 10,8ハ1 f1 7`ダ'14

-

6 880
〃43〃 19,693 12,4」6 63.0 431 447 472 4,889 3,172 . 1,381 2,714 11,268 8 104

一 一

10 989
〃44〃 19,018 12,549 66.0 528 517 565 4,509 3β49 L269 1,3」6 11,44(, 2 ▲08

〃46〃 18,997 14,438 76.{} 664 605 1,455 5,833 3,588 1,308 1,330 1L779 1 96 1 1,4」4

御 坊

(46年)
2,377 L864 77.9 102 73 161 896 406 168 200 1,754 8 102

-I

o。
Φ
心

ー

●●己



⑨●●■

(委 託)乳 児 精 密 健 康 診 査4)

参考 乳児数は本県衛生統計年報(昭 和45年)よ り抜粋

昭 和46年 度

区

保 分

健

所

別

1

乳

児

数

①

受
診
票
交
付
人
員

受

診

人

員

②

受

診

率

②
一 ×IOO

①

精 密 健 康 診 査 結 果
・措 置 の 状 況

異

常

な

,し

心

臓
疾

患

結

核

先

股

脱

く

る

病

内
臓

奇
形

そ

の

他

計

.他 機 関 へ紹 介
児童福祉法
による措置

医
療
機
関

そ

の

他 一

育
成
医
療

そ

の

他

計 10,425 353 221 2」 54 8 48 2 109 221 68 1 12 5

御 坊 1,141 19 14 L2 3 6 5 14 8 1

ー

ω
q⊃
び

ー



o。
q⊃
Φ

妊 娠 届 出4)

昭和46年 運営報告

区

㍗ ＼ 分'㌔

妊 産

婦 数

妊娠届出

を した者

の数

届 出率

妊 娠 月 数

3ク月 以 内 4月～5月

以 内

6月～7月

以 内
8ケ月以上 不 詳

全 県 20,477 18,158 88.7 509 12,957 3,209 1,256 227

中 央 6,444 5,789 89.8 149 4,131 ハ,080 396 33

西 2,064 ],980 95.9 76 1,473 293 134 4

『御 坊
1,363 Ll91 87.4 13 787 256 135 0

5ケ 月 以 内 の届 出 県H .C63.8% 全 県65.8%

訪 問 指 導 実 施 状 況4)

＼ 区

分

隅,j

妊 娠 中 毒 症1 新 生 児

該 当 者 数 訪問指導実人員 実 施 率% 訪問指導延人 員 該 当 者 数 訪問指導実人員 実 施 率% 訪問指導延人員

計 10,690』 3,844 36.0 5,442 10,539 3,886 36.9 4,568

御 坊 」,163 498 42.8 743 L164 874 75.1 971

亀 ● ● ●



◆ , ●

o

妊 産 婦 健 康 診 査 実 施 状 況4)

昭 和46年 度

区

保 分
健
所
別

該当者数

A

受 検 率●

B+C
-×100

A

妊 婦

褥 婦

C
備 考

分娩の経験
が ない者

分娩の経験
が あ る者 小 計

B
要治療 要指導

妊 娠
前半期

妊 娠
後半期

妊 娠
前半期

妊 娠
後半期

計 //
/

/ 142 447 191 555 L335 99 347 65

御 坊 1,209 37.3 31 203 25 214 473 20 50 0

㏄
㊤
や

(委 託)妊 婦 一 般 健 康 診 査4)

昭 和46年 度

区

分保

健

所

別

妊

産

婦

数

①

受

診

者
数

受

診

率

健 康 診 査 の 結 果

異

常

な

し

梅

毒

妊

娠

中

毒

症

糖

尿

病

貧

血

そ

の

他

計

要

治

療

要

指

導

要

精

密

妊療
娠養
中援
毒護
症者
等数

実

人

員①

延

人

員、

実

人

員②

延

人

員

②
一 →〈100

①

計(全 県) 1】,891 3,983 6,477 2,388 3,002 20.0 2,511 3 2 28 118 80 2,742 16 218 18 13

御 坊 1,363 747 1,494 601 746 44.1 670 2 23 15 710 34 2
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●

●

保 健 指 導4}
昭和46年 運営報告

区

保 分

健

所

別

妊 婦 産 婦

幼 児 乳 児

三才児健康診査 そ の 他

本年初回

被 指 導

案 人 員

被 指 導

延 人 員

健康管理上注意すべきもの

本年初回

被 指 導

実 人 員

被 指 導

延 人 員

本年初回

被 指 導

実 人 員

被 指 導

延 人 員

異 常 の あ る 者

本年初回

被 指 導

実 人 員

被 指 導

延 人 員

異 常 の あ る 者 本年
初回
被指
導実
人員

健康管理上注
意すべ きもの 本年初回

被 指 導

実 人 員

被 指 導

延 人 員

健康管理上注意すべ きもの

緬 圧、蛋白尿瀦 そ碗 ・麟 ㌶ ㌍ に) 本年初回

被 指 導

実 人 員

被 指 導

延 人 員

本年初回

被 指 導

実 人 員

被 指 導

延 人 員

精神発
達面本
年初回
被指導
案人員

本年初回
被 指 導
実 人 員

被 指 導

延 人 員

本年初回
被 指 導
案 人 員

被 指 導

延 人 員

身体面
本年初
回被指

導実人
員

H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C

'

H.C H・C H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 声町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村 H・C 市町村

計(全 県) 2,077 1,363 2,531 L554 85 75 95 92 106 11 122 13 363 594 429 658 31 15 34 20 7,071 245 228 4,264 2,819 5,210 3,858 455 328 579 561 遭〕,003 2,998 15,816 15,411 1345 1,397 2,038 1,972

和 歌 山 市 595 853 3,132 1,U1 27 1,471 2,482 80 128 6,708 U,674 1,376 L871

御 坊 220 784 222 852 15 34 15 43 2 3 490 526 13 17 511 34 7 702 767 37 38 60 2,655 60 3,329 1 263 1 295

母 子 栄 養 強 化 事 業 実 施 状 況 川

昭和46年 度

■

支 給 実 人 員 支 給 延 件 数 申 請 な ら び に 実 績
備 考

妊 産 婦 乳 幼 児 計 妊 産 婦 乳 幼 児 計 市町村支出額 県費補助額 申 請 金 額

全 県 391 468 787 53,543 94,628 ,148,171 、3,470,057 2,129,386 2,310,769

・和歌 山市保 健所 16 25 41 1,227 4,543 5770 132,710 88,470 107,640

御 坊 保 健 所 57 69 126 8,131 11,255 19,386 530,262 297,250 297,250

御 坊 市 35 43 78 3,137 5,625 8,762 219,050 134,350 134,350

美 浜 町 2 3 5 490 490 980 33,000 15,026
.

15026

日 高 町

由 良 町 13 13 26 3,510 3,510 7,020 217,620 107,640 107,640

川 辺 町 一 4 4 一 120 120 3,000 1,840 1,840

中 津 村 6 3 9 810 810 1,620 37,260 24,840 24,840

美 山 村

印 南 町 1 3 4 184 700 884 20,332 13,554 13,554

◆

一399～400一
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和歌 山県御坊地 区医療機器 システ ム
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第6章 和歌山県御坊地 区医療機器 システム

●

本 章 は和歌 山(御 坊地 区)医 療機 器 システ ムに関 す る概 念設 計書 であ る。 詳細 設計 につい て は追

っ て行 い たい。

和歌 山全 県 につ いて設 計 す るの が本筋 で あるが 、 こ こでは御 坊地区 に しほ り、 モ デル地区 と考 え

て 、概念 設計 してみ た。 やが て全 県 を カバ ーする トー タル システ ムが完 成す ると想 定す る。

●

概 要

医療 に関 する問題 点 は 、市町村 の別 な く山積 してい るが 、 まず 医療 の地域 格 差 の是正 と救 急 医療

を優先 すべ き もの と考 え る。 こ こで は主 と して僻 地 を対 象 と して検討 を進 め る こと とす る。

当地 区 は既述 の よ うに農林 漁業 が 中心 で 、公 害 の生ず る よ うな工業 は存在 しない。従 って当僻地

特 有 の大 きな問題 点 は 無 いが 、共通 の 問題 点 を多 く抱 え てい る。

これ らの問題 点 の解決 に、 県、 市 町村 、医 師会 、県立 医 大等 が協 力 して当 ってお り、澗 接 的 には

政 府 も補 助 金 の支給 、各 種 の 行政指 導 を実 施 している 。 しか し現 在 の諸問題 は単 に医療 面 の 処理 だ

け で解 決 す る もの で は な く、社 会全 体 の問題 と して、 他 の面 におい て も並 行 して処理 さ れ る こ とが

必 要 で ある。 こ こでは医療 面 の対 策 を主 と してい るが 、 で きるだけ早 い機 会 に他 の 面 との関 連 を さ

らに深 く検 討 すべ きで あろ う。

住 民 側 か ら の 問 題 点

最寄 りの診療 所 等 ま でで も、パスを利 用 して も1時 間 ～1.5時 間 を要 し、 しか もパ ス便 は1日 数 回

程 度 である。またこれ らの 診療所 にお け る診療 科 目は きわめ て限 られ てい る。 と くに歯科 は皆 無 に近

い。 一応 医療 機 関の整 ってい るの は御坊 市だけ で、寒 川 地区 か らは 、53Kmも あ り、自家用 車 で も

1時 間30～40分 もか か る。

以 上 に関連 して、往 診 困難 、急 病時 の不安 の問題等 を生 じてい る。

健康 管 理 に つい て も、限 られ た保健 婦 で は 処理 で きず 、健康 相 談に関す る 不満 、折角 の健康 診断

も、検 査内容 、検 査 後の 指導 等 に 不満 を もってい る。

また僻地の一般 的頃向 で ある世帯 構 成 か らの壮 年 の欠如 に よる不時 の 不安感 も大 きい 。

■

魯

医 療 側 か ら の 問 題 点

医 師 の大半 が僻 地 を好 まな いの は 、人間 と して当然 の こ とで あろ う。医師 が都 市 に集 中 しす ぎて

経 営 が成 り立 た な くな らない限 り、医 師 の 自発的 僻地 勤務 は 多 くを期待 で きない。 自発 的 に勤務 し

て も、人 口密 度 か ら考 え て経 営 は楽 では ない で あろ う。 この ため 、 自治 体 に よる医 師の 確保 僻 地派

遣 等が実 施 され てい るが 、住民 との人 間関 係 で不 具合 を生 ず る こ とが多 い。(住 民 の閉 鎖主 義 、生

活 様 式 の相違 、収 入 の差 、医 師 の頻 繁 な交 代 等)ま た僻地 勤 務 に意欲 の ある 医師 も医療 界 の進 歩か

ら取 り残 され る不安感 、交代 老 の い ない重 労働 、医療 内容 の 不十分 、子 弟の教 育 の不 都合等 数 数の
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・問 題 が訴 え られてい る。

対 策'

・"以上の よ うに
、当地 区 も多 くの 医療 上 の問題 点 をか か え てい る。

己 れ らの問題 点に 対 し、県 を始 め 、 自治 体 な ど もそれ な りの対策 を打 ち出 し、解 決 しよう と努力

し てい る。

本提 案 もそ の うちの一 つ で あ って 、その 方法 は医療 機器 システ ム に よる医療 全 般 に対 す る補 助 で

1ある。 つ ま り、通信 系、電 算機 系 、搬 送 系 、そ して医療 機器 等 に よ りシステ ム化 され る一つ の 方法

亡 して、 一般 診療 の補 助 を始 め 、救 急 診療 の サ ー ビス、健康 管理 、 コンサル テ ー シ ョン、医 療従 事
一

者 へ の教 育 保 麟 育並 醐 医療 業 務 理 な どに換 り、轍 策 硯 噛 そ うとい う手 法 の一 つ で

ある 。 この提 案が 、 わずか で も医療 上 の 不 具 合 の 除 去 に貢 献 す れ ば幸 い で ある と考 え てい る。

従 っ て、詳 細 設計 の際 には是非 諸 関係 者 に よる積 極的 な御検討 を仰 ぎたら と思 っ てい る。

●

■
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表6-1 問 題 点 と 対 策 一 覧 表

問 題 点
.

一

影響を受ける事項

自治体等の対策

、

当 シ ステ ムの 対策 … 医療 機 器 シス テ ムに よる医療 全般 に対 す る

補 助(不 具合 点 の除 去)
辰
診
療

救
急
医
療

健
康
管
理

そ

の

他

住

民

側

か

ら

医 療 機 関 が 遠 い
(交通 費、時 間、距 離)

○ ○ 県の無医地区対策 (一 般 診療)'

'主 対 象地 域 に ター ミナ ルを設 置

巡回 診療 車に よる 診療(一 般 ・歯 科)、 診療 回数 の増 加

検 体 検査 の充 実 と迅 速化(検 体 輸送 車の整備、通 信に よる回 答等)

(救 急 医療)

救急 車の整備

救 急 通信 網 の整備

消防 署 、関 係病院 等 の密 接 な連絡

救 急 輸 送時 の連絡 通信

(健 康 管lllD

健 診内容 の 充実

健 診 車の 整備

健 診 デ ータ¢)活用 と管理(コ ン ピ ュー タシ ステ ムに よる)

(医 師 等 の教育)

遠 隔 制御 に よる情 報 シ ステ ムの整 備

(コ ンサル テ ー シ ョン)

最 新 技術 の通 信 ・情 報関 係 の機器 シス デ ムを全 面 的 に活用 して

現 地 医師 の 不 具合点 を カバ ーす る。

・僻地巡回診療業務

。僻地診療所の整備と運

営費補助事業

・僻地勤務医師確保事業

。僻地嘱託医の設置

医師会の対策

医 療 科 目 の 不 足 ○ ○

急 病 時 の 不 安 ○

往 診 困 難 ○

歯 科 医 不 足 ○

検 査 能 力 貧 弱 ○

医師 の 頻 繁 な 交代 ○

世帯構成(老人と子供) ○ 口僻地診療班の派遣

[1僻 地医療健康管理 ンス
w

テム研究委員会の発足

広域 巾町村圏の対策

医

師

側

か

ら

1日24時 間 診 療 ○ ○

専 門 外 の 診 療 ○ ○

受 持 人 口 ど 面 積 ○ ○

新知 識 の修 得 困 難 ○ ○
△ 日高病院の整備

△僻地診療車の常備

(簡単な手術可能)

△巡回診療の実施(月1回)

△看護婦養成所の拡充

△救急業務体制の整備

△無医診療所の整備

「注」医師会の対策は、
自治体、医大その他
の協力がある。

子 供 の 教 育 o

住民との交流の不具合 ○

検 体 検 査 の不 具合 ○ ○

非 文・化 的 生 活 ○

医機療
関

供側給
か
ら

経 営 困 難 ○ O

医 師 等 の確 保 困 難 ○ ○ ○

共

通

医療施 設 の老 朽 化 ○ ○ ○

健 康 管 理 不 十 分
・

○

救 急 体 制 の 不 備 ○



1.シ ス テ ム 構 想

システ ム構想 を展 開 す る前 に 、次の よ うに前提 条件 を お く。

1.本 シス テ ムの設置 運 用 に関 し、地 方 自治体 、医 師会 、病 院 、医 大 、地元 住民 等 関係各 部 の協

力が 得 られ る もの とす る。

2.次 に掲 げ る事項 に大 きな変 化 は ない もの とす る。

ほ}医 療 制度 、医療 施設

(2)道 路 、交通 事情

〔3)人 口 とその構 成

④ そ の他(社 会的状 況 等)

3.医 療 関係 者 等の 人的 資源 は確保 で きる もの とす る。

4.セ ン ター、サテ ライト、ター ミナルは計 画地 点 に設 置 可能 とす る。

5.電 話 の 自動化 は完 了 してい る もの とす るが、回 線 の状 況 、伝 送 品質 等 につ い ては現状 と大 差

の な い もの とす る。 従 っ て公社 回 線 の画像 伝 送利 用 は まだ全般 的 には困 難 な段階 にあ る もの と

す る。

6.シ ス テ ムに要 す る費 用 は5ケ 年 間 で約300億 円以 内 とす る。

1.1基 本 方 針

本来 な ら和歌 山全 県 に対 し、当医療 機 器 シス テ ムを設 計 す る こ とが た て前 で あるが 、 こ こで

はそ の うちの 一地 区 で あ る御 坊地 区 を対 象 に モデ ル地区 と考 え て、や が て全県 が カバ ーされ る

よ うに、 医療 シ『ス テ ムの一 つ を提案 す る。

当 地区 に対 し、本 医療機 器 システ ムを概念 設 計す る た め、次 の通 り基 本方 針 を設 定 してみ た。

川 地域特 色 とその 生活圏 を重視 す る。

(具 体 例)

(a)セ ン タ ーは 和 歌 山市 にお く。

サ テ ライ トは御 坊 市にお く。 ター ミナルは計7ケ 所設 け る。

(b)各 タ ー ミナルは その 生活圏 内 にお く。

(シ ステ ム設 計 の ため以 上 の よ うに仮設 したが 最終 的 には地元 の実 情 と住民 の意 見 で決定

され なけ れば な らな い。)

(c)そ の 他

(2)診 療 所 の新 設 を避け る。 また既 存 診療所 に よる当 シス テ ム内の施 設 とす る こと.も強制 しな

いo

(具 体 例)

美 里 と三佐 に対 し、即時 撤 去 可能 な移 動診療 施 設 を考 え る が、診療 所 を新 設 して固定 タ

ー ミナ ルに しない
。

コ

ま た、他 の ター ミナ ルの最寄 りの 診療 所 に対 し、協 力依頼 はす るが 強制 は で きな い。
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〔3)最 終 的 には全 地区 を対 象 にす るが 、 まず無医 地 区 を最 優先 と して設 計 す る。

(具 体 例)

海岸 線 に近 い 市町村 に対 し、現 段階 では ター ミナ ルをおか ず に 、地元 の 診療所 や病 院施

設 に依 存 させ る。

(4)シ ステ ム設 計 は ほぼ現状 に合 わ し、階 段的 に整備 し、改善 して い く。

(具 体 例)

特 に通信 回線 に関 し、大 幅 な変 更 や革新 を しない。ほぼ 公社 計 画 に合 わ し、 当地 区は全

部 自動 ダ イヤ ル化 された と想定 す る。 従 って、画像 通信 は セン ター サテ ライ ト間 だけ を考

慮 す る。,

⑤ 医療 上 の7つ の機 能 を全 部検 討す るが 、特 色 や特徴 を出 すためそ れ ぞれ異 な った ウ ェ イ ト

で加味 す る。

(具 体 例)

a)診 療(含 「 般 と救 急)、 健康 管理 と コンvル テー シ ョンを第1レ ベ ル とす る。詳 細 に

つい ては 後述 す る。

b)教 育(医 療従 事 者対 象 と住民 対 象)は 研究 を含 み 、第2レ ベ ル とす る。 管理 は第3レ

ベ ル とす る。 詳細 に つい て は これ も後述 す る。

c)第1レ ベ ルのた め 、 サテ ライ トは と くに医療 に関す る全 ての検査 機能 を 整え る。

1.2ン ス テ ム 設 計 の 基 本 構 想

上述 の 基本 方針 に基 づ き、次 の よ うに シス テ ム設 計の基 本構 想 を ま とめ た。

(い セ ン ター

a)(予 定 場所)

暫定 的 に和 歌 山県立 医 科大 学付 属病 院 に設 置 す る。 ただ し、後述 す る が、 移転 や新 しい計

書 が あれ ば、 それ に追 随 す る。

b)(主 要 機 能)

イ コンサル テー シ ョン と高度 医療 の ア レン ジ

ロ 教 育 と研 究 開発(含 総 合評価)

(2}サ テ ライ ト

a)(予 定場 所)

御坊市国保日高病院に設置する。

b)(主 要機 能)

イ 地 区医療 の実務 の セ ンタ(含 当地 区医療 評 価)

ロ 医 療 に 関す る全 ての検 査機 能

{3}タ ー ミナル

a)(予 定場 所)
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計7ケ 所 を設 定 してみ た。 そ の うち5ケ 所 は付近 に診療 所 の ある ところで 、ほ か の2ケ 所

は 付近 に診療所 の ない と ころで ある。 前 者 に対 し、固定 形 ター ミナ ル を中心 に展 開 し、後 者

の2ケ 所 に対 しては移動 診療施 設 に よる移動 タ ー ミナルで もって カバ ーす る。

b)(主 要機能)

実 務 の先端

イ 住 民の健 康 に寄 与 す る諸 活 動

ロ 保健 資 料 ・デ ータ収 集

●

以 上の機 関 に おい ては 、必 要 な最 小 限 の医療 従 事者 を確 保 し、後 述 す る諸 機 器等 を備 える。

こ の と き、通 信機 器 系 と コン ピ ュ ータ系 等の ものは 有効 に利用 され る とす る。

通 信機 器 系 と して は主 に

a)電 話

b)FAX

c)カ プ ラ

d)TV

が考 え られる。 センター,サ テライ トとターミナル間 に配置 さ れ る。 ただ し、TVに つい ては 、

検 討 事項 が多 い と思 われ るの で、 まず セ ンターとサテラ イ ト間 だけ に拾 い て試 み る ことにす る。

実 用 化実 験 を終 え てか らター ミナル まで逐 次付 加 され る ように努力 す る。

次 に コ ンピ ュー タ系 で あるが 、 これ は通信 制 御お よび検査髄 ゆ 充実 のた め 、大 い に期待 で

きる。例 え ば 、サ テ ライ トに おい て

1

0
4

3

44

グ
0

回 線 制 御 ミニ コンIE

中央 に窓 口業 務 ・予約 ・会計 な ど 用 の 中 型 な い し ミニ コン1～2台

生 化 学 検 査 ニ コン1台

生 理 学 検 査 ニ コン1台

ICU・CCU小 型1～2台

ただ しカテ室(2室)デ ィスプレイ装置2

オ ペ室(4室)〃4

(6)そ の 他

●

以 上 の ように設 備 を ととのえ た い。

この ほか 、搬 送機 器 系 に よ り構 成 され る移動系 の もの につい て も、・慎 重 に考 慮 す る。 例 え

ば 、

a)検体 輸送 車 、b)診 療 車(一 般 と歯科)、c)救 急車

な どが考 え られる。
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.表6--2シ ス テ ム 設 計 の 基 本 構 想
(御坊地区)

医 療 の 機 能 通 信 機 器

・電 ・F カ T主要機能 人 的 資 源 主 な 諸 機 器

レベ ル ① ～⑦ 話
A

X

プ

ラ V

Oコ ン サ ル テ ー Oサ テ ライ トの要求 に基 づ く医療 の コンサル 。大学病院相当の医療従事者 。大学病院相当の最新高度設備機器
シ ョンと高度 テ ー シ ョ ン (既 存の もの も使用)
医療のアレンジ 。高度医療 のア レンジ 。専任職 員 ・大型電 算機 、デ ータバ ンク と

セ ン タ ー 。教育 と研究 ヒ
重症患者の受入れ

高度の精密検査の受入れ
1

端末
・高度生体情報解析装置

開発 。サ テ ライ ト ・タ ー ミナ ルの 医 療 関 係 者 に対 。電 話 ・カ プ ラ ・FAX・TV(サ ○ ○ ○ ○
する教育 テ ラ イ トー セ ン タ ー間)な ど

。医療 デー タの蓄積 と高度 な解析並 びに臨床

和歌山県立医科
検査

大学附属病院
。最新医療情報の提供

。総 合評価

。地区医療 に関 。医療実 施 のスケジューリング(含 む健診 等) 。システム導 入に必 要な医療 。既存の総合病院の機器の充実

サ テ ラ イ ト

する実務の中
心 と充実 した
検査機能

。ター ミナルに対す る医療補 助、 コンサルテ
ーシ ョン(含 む巡回診療等)

。救急時 の判断および処理(含む救急、車の出動等)

関係従事者

。同上専任職員
。全般 に亘 る精密検査

oICU・CCU、 健 診車

。医療 デ ータの蓄積 と解析 。生体情報解析装置

(含 む生体情報伝送{一 般 検 査項 目等) ・救急指令装置 ○ ○ ○ ○

御坊市

国保 日高病院

・医療資材 の在庫 管理

。住民 の保 健教 育

。ター ミナ ル、サ テ ライ ト周辺住 民の健康
管理

。 ミニ コン と端 末

o電 話 、 カプ ラ、FAX、TV(サ

テ ラ イ トー セ ンタ1一 間)な ど

。評 価

。実務の 先端 。診療の補助 と診療所 の パ ・クア ップを受け 。シス テム導入 に必要 な医療 。診療所並みの機器

ター ミナ ル

(タ ー ミナル

住民 の健康 に
る

o健 康 診断 関係 従事者(主 にパ ラメデ 。電 話 ・カ プ ラ ・FAXな ど

計7ケ 所
寄与 する。) 。救急時の処理 イ カル 、 嘱 託 医 、医 師 な ど) ○ ○ ○ x

。住民の保健教 育

。住民の保健資料収集

、.
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表6-3移 動 系 シ ス テ ム の 機 器(御 坊 地 区)

搬 送設備 ム 搭 載 機 器
口 数 機 能 お よび運 用 備 考

医療 機 器 情報処理機器 通 信 機 器

セ ン タ ー (ヘ リコ プタ ー) Sお よびTの 要請 で 緊 自衛隊 の ヘ リ
和歌山
県.立医科大学

付属病院
検体輸送車

1～2(台) 急時重症患者等の運搬

に利用 検体集配
ア イ ス ボ ッ ク ス

' 無線連絡装置
コプ タ ー が あ

れ ば

救 急 車 1～2(台) 救急時に現場直行、患者 応急処理装置 デ ー タ収 録装 置 無線連絡装置 D,.か 乗 る,,

収容 CCU 蘇 生 器 ・輸10L

健 診 車 1(set) 定期健診 各種 処理 装 置 デ ー タ収 録装 置 無線連絡装置 な どを含 む

ミ ニ コ ノ 電話(携 帯) (都 市部)

患 者 輸 送 車 1～2(台) 定期便患者輸送 主にT 寝台つき 同1二
リ テ ラ イ ト

- 用 だがSの 周辺 もサ ー ビ

御 坊 市 スを行 う

国保 日高病院 機材検体輸送車 機材運搬、検体集配 ア イ ス ボ ック ス 無線連絡装置

診 療 車 移 動 診療(場 合 に よっ 簡単な手術がで チ ー タ収録 装 置 無線連絡装置 地 ノ亡の …計 画

て半固定化する) きる カ プ ラ

歯 科 診 療 車 1(台) 歯科診療 歯 科 機 器 同 上

自家用車か 1(台)/T 往 診 、送 迎 ポ ー タ ブ ル ポ ー タ フ'ル

バ イ ク
診 療 ユ ニ 。 ト カ ブ ラ

タ ー ミ ナ ル 簡 易 救 急 車 1(台)/T 救急時出動、患者収容 簡易応急処理 無線連絡装置 実際には困難
計7ケ 所「 装 置 ポ ー タ ブ ル

カ プ ラ

簡易患者輸送車 1(台)/T T周 辺の患者輸送 寝 台 つ き 定期 便 、実 際

移 動 診療施設 1/T 半固定化移動診療施設 簡単な手術がで T並 み の諸施設の可能化 には困難

き、 診療 所並 み 美里と三佐の
の もの 。 2ケ 所

● ◎ ■ ●
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表6-4御 坊 地 区 医 療 機 器 シ ス テ ム各 レベ ル ご との 必 要 資 源

F'
必要

漂 い 的 資 源

'

建造物 関係 医 療 機 能
通 信 関 係

映 像 機 器 情報処理機器 搬 送 機 器
レ ベ ノレ 通 信 機 器

。管理 者

医療 上 の管理 者

プロジェクト管理 者

。総合病院の建屋内

設置 もしくは敷地
内に新設

。高度生体情報解析装置④
。医療に関する全検査機器

〈含精密〉

((セ ンター ・サテ ライト間)
○双 方 向同時通 話装 置 ①② ③④ ⑤@

⑦

.(舞 。イ メ ー ジ フ ァ イ ル

④ ⑤ ⑥
。TVカ メラ ・モ ニ ター

。大型計算機
。高速大容量情報

検索装置

。ヘ リコプ タ ー②

<自 衛 隊 が あ

れ ば 〉

〉 、

セ ン タ ニ

c専 門 医

。パ ラ メ デ ィ カ ル

〈公共施設〉
。電算室

。遠隔聴診装置④

。心電図伝送装置④
。遠隔制御装置
◎電 話

(黒 白 ・カ ラ ー)

④

.(量 子化画像

処理装置)

。検体輸送車

和歌山 Oシ ス テ ム ・エ ン 。検 査 セ ン タ 。手書き書画伝送装置④⑤ 。X線 モ ニ タ ー④ oCOM

県立医科大学 ジ ニ ア ・ フ ァク シ ミ リ④ ⑤ 。フ ァ ク シ ミ リ④ ⑤

付属病院 。事務 職 員 、保 守 要員 ・静止画像伝送装置 。生 体 アナ ログ情 報

・動画像伝送装置 リ ト リ ー バ ル ・フ

oデ ータ通信装置②④⑤⑧ ア イ ル ⑤
o制御情報伝送装置②④

・一 般 医

。パ ラ メ デ ィ カ ル

。職 員 .・保 守 要 員
Oシ ス テ ム ・オ ペ レ ー

。その地区の医療機

関の建屋内装置 も
しくは敷地内に新

設く公共施設〉'

。健診検査装置③
。検体処理装置①②③

.鯵 難 認 一二)

0(サ テ ライ ト ・ター ミナ ル間)

。双 方 向同 時通 話装 置① ② ③④⑤ ⑥

⑦
。遠隔 聴診装 置 ① ②

.(広 帯域多

重送受信
装 置)

。救急指令装置

。 イ メ ー ジ フ ァ イ ル

④ ⑤ ⑥
。TVカ メ ラ ・モ ニ

、

タ(黒 白 ・カ ラー)

。小 型 計 算 機 ・ミニ

コ ン

。デ ータバ ンク入 出

力用端 末装 置

。救 急 車

。健 診 車

。診 療 車 ①

。患者 輸送 車

サ テ ラ イ ト タ 。車 庫 。生体情報解析装置①②③ 。心電図伝送装置①②③ 。中継施 設 ①～⑥ 。医療情報入出力用 。機材 ・検 体 輸送 車

御 坊 市 。車輻等運転者 。電算 室 。X線装置①②③ o手書 き書画伝送装置①② 。遠隔制御装置 。X線 カ メ ラ ・モ ニ 端末装置 。歯科診療車

国保 日高病院 。検査 室 。追加診療機器
。医に関する全検査機器

。フ ァク シ ミリ① ②

。静止 画像伝 送装 置

。電 話 タ斗① ②③
。ファク シ ミリ① ②

.(羅 画像処)

。動画像伝送装置
。デー タ通信 装置 ① ② ⑤

・制御情報伝送装置 ①②

。パ ラメデ ィカル

。医 師 く非 常 勤 も し く

は巡 回 もし く

。既設の医療関係施

設内設置 もしくは

新設〈公共施設〉

。患者監視装置②

。分娩監視装置①②

。簡易環境分析装置

O(タ ー ミナル ・現 地間)

。双 方 向同時 通話 装置 ① ②③ ④⑤ ⑥

⑦

.(舞 ・/TVカ メ プ

モ ニ タ(黒 白

カ ラー)

。 イ ンテ リ ジ ェ ン ト

タ ー ミ ナ ル

。ポ ー タ ブ ル音 響 力

。簡易救急移動施設

②
。簡易患者輸送車

は嘱 託 な ど〉 。健診実施場所 。ポ ー タ ブ ル診 療 ユ ニ ッ ト 。心電図伝送装置①②③ 。移動無線装置 ＼ ①～⑥ ブラ端末装置 。自家 用車 か バ イク

タ ー ミ ナ ル 。職 員 。簡易車庫 ①② 。 フ ァク シ ミ リ① ② 〈携帯〉 。X線 カメ ラ① ② ③ 。移動診療施設

御坊地区 。(自 動問診装置①③) 。手書き書画伝送装置 。電 話 。保健教育用

計7ケ 所
o(ポ ー タ ブ ル),小 型 レ

オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ
,

ン トゲン装 置 ① ②
アル装置⑥

。生体情報収集装置①②③

。簡易検体検査装置①②③

。簡易応急処理装置②

・X線 装置①②③ 一

。遠隔聴診装置①

・追加診療機器

マ

(V－ ビス対 象 ① 一般 診療 ② 救急 診療 ③ 健康 管理 ④ コンサ ルテ ー シ ョン ⑤ 医療 関係 者教 育 ⑥ 保 健 教育 ⑦ 管 理)(。TV問 診 、TV視 診 な どを含 む 。)

()は 将 来 ステ ップ

一411～412一
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13特 徴

こ こでは本提 案の特 徴 とい う意味 で、 システ ム設計 の特 色の 出 し方 につ い て説 明す る。基本

的 には理 想を描 きなが ら も、物理 的 に実 現 可能 である こ とを条件 と して ある。従 ってサ テ ライ

ト・ターミナ ル間の動 画像 伝 送 に つい ては 次の ステ ・プの もの と考 え る。

医療 上 の機能 につ いて は

(1)医 療 への 直接 寄 与 … …… 第1レ ベ ル

(2)教 育 ・研 究 第2レ ベル

{3)医 療業 務 への寄与 …… … 第3レ ベ ル

以 上 の よ うに設定 しなが ら も医療 上 の7つ の機能 が有機 的 に展 開 され てい る。'

命

(医 療 への 直接寄 与)

a範 囲

① 一 般}診 療
の補 助

② 救 急

③ 健康 管理

④ コンサ ル テー シ ョノ

bア プ ローチの 方法

(現 状) (ア プ ロ ー チ の 目標)

① 一般

診 療 健 康

② 救 急 管理

診
システ ム化

④ コンサル
ア『ンヨン

/
一.① ～④
包括化

斜線 部分 は医療 機器 系

通信 系 、電 算系 、搬 送

系 に よ りシス テム化 さ

れる ところ で ある

医療 へ寄.与す る

(ポ イ ン ト)

医療行 為 で あ って も、診療 そ の もの の代 替 でな く、補 助手 段 に よ り医療 へ寄与 す る。

c－ 例

サ テ ライ トに検査 機 能 の整備 と充 実 そ して検体輸 送 車 を設 け 、通 信 回 線 に よる結果 報告

の 迅速化 をはか る。

(教 育 ・研 究)

a範 囲

一413一



④ コンサル テ ー シ ョン(前 出)

⑤ 医療 従 事者 へ の教育

⑥ 保健 教 育

bア プ ローチの 方法

(現 状)

④ コ ン サ ル テ ー シ ョ ン

⑤ 医療従事者への教育

(ア プ ロ ー チ の 目標)

⑤医療従事者
への教育

⑥保健教育

テ
ー

シ
ョ
ン

④

コ

ン
サ

ル 〉
一 ⑥ 保 健 教 育 一 医 学 ・医療

教 育 と研究

斜 線 は同前 出 の近 代化

(ポ イ ン ト)

医学 ・医療教 育 と研 究 の近 代化 は、医療そ の ものの原 動 力 であ る 。前 出第1レ ベ ル の 内容

をさ さえ る もの であ る と考 え る。

c－ 例

セ ンタ ーにて 自動 問 診等 の開 発は大 い に期 待 で き る。

(医 療 業 務 へ の寄 与)

(現 状)(ア プ ロー チの 目標)

1・ 人手 に よる医療 業務 医 ・

'猿 返

暗 劃罐 糟 。。テ。イ、 轟
試み ・ よ

る

(管 理)

本 システ ムの

医療 業 務 へ寄与 す る

(ポ イ ン ト)

既 存 医療 業務 システ ムの有 効利 用 、地域 に適 した新 しい事 務機 器 や シス テ ムの導入 と開発。

以 上 の 三つ の主要 機 能 に対 し、 さ らに次図 の よ うに シス テム化 す れ ば、本 シ ステ ムの 目標

に到 達 す るで あ ろ う。

一414一
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医療への直接寄与

① ④

教 育 ・研 究

④ ～⑥

医療業務への寄与

⑦

斜線部は同前出
.
-

よって 、本 シ ステ ムは機 関 ご とについ て 、前 記の主 要機 能通 り、に十分 そ の特 色 を発 揮 す る

ことがで きる。 また 、 本 シス テ ムは ステ ・プ ・パ イ ・ステ ・ブ方式 で計 画 を実 行す る こ とが

できる うえ に、 モジ ュール化 す る こ と も容 易 である。

角

●
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表6_5主 要 機 能 の 抽 出 と シ ス テ ム 設 計 の 特 色 の 出 し方

主 要 機 能 の 抽 出
,

システ ム設 計の特色

の 出 し方 とその理 由

機 関 の 特 色 取 扱 う情 報 形 態

センタ_

和 歌山

県立医科
大学附属

病院

サテ ライ ト

御坊市

保 日高
・

病院

ター ミナル

計7ケ 所

立.ゴ 二日 ノロ
波

形

画 像
データ

静 止 画 像 動画像

通

話

聴

診

音

心
電

図
脳
彼
等

フ ァク

シ ミリ
手

書

き

書

画

高

解

像

度

動 高
画
像 解
(

力白像
ラ
1黒度
)

数

字
.

文

字

等

制

御

信

号

模

写
力白
ラ
1ぷ

早

見_
x雪白

継

医

療

上

の

機

能

① 一一 般 診 療

、 、

医療の補助 。高度の

医療

・教育 と

研究

。検査機能

の充実

・地区医療

の評価

。住民 に

直結 し
健康 へ
の寄与

○ ○ ○ o ○ ○ に} り o o

② 救 急 診 療
医療 に関す る全検査機 の充'
実 による医療 の質の向上

・① 医療への寄与 ○ ○ o ○ () ○ て:1 () o ○

③ 健 康 管 理 i
ノ

○ ○

○ o ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
④ コン サ ルテ ー ション

、

」
≡

○ ㌧㌦ o ○ ○ ○ () ○⑤ 教 育(医 療)
・教 育 ・研 究 .② ① の補助

○⑥ 教 育(保 健)
〆

○ ○ ∩ ○⑦ 管 理

■

管 理 ・運営 }③医麟⌒

備

考

通

信

端

末

、

電

話

機

電

話

機

と

ア

㌘
フ

N電

C話

u機

とと

M音

躍

bヵ

日ブ

Mラ

模

写

伝

送

装

置

写

真

伝

送

装

置

手
書
き

書
画
伝
送
装

置

.

T

V

送

受

信

装

置

;

穿

蘂

乞

馨

制

御
信
号

送
受
信
装
置

○ 可能であれば

■ 万 ●
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2.機 能

ま ず、本 シ ステ ムにお ける機 能 を次 の2つ に区分 して述 べる。

(D医 療 上 の機能

(2)医 療運 営 上 の機能

次に上記 の機 能評 価 のため の シュ ミレーシ ョンにふ れ 、最 後 に システ ム設 計 上の制 限 事項 に

つ いて述 べる 。

Lzl医 療 上 の機 能

医療 上 の機 能 につい て は、す で に システ ム構 想 の項 にお い て説 明 して あるの で 、こ れ らに

つい ては重複 を避け 省 略す る こ と とす る。

最 終 的 に、本 シス テ ムは、 医療 上 の7つ の機 能 を有機 的 に満足 し、医療 機器 システ ムと し

て完成 さ れ る。 しか し、実 情 を無 視 して完 成 を急 い で はな らない。 また機能の処理に当 っては、

現 在 す でに開 発 され てい る生 体情 報解 析 システ ムの 一部 、問 診 シ ステ ム、救 急 システ ム等 の

活 用 が考え られ る。 レベ ル別 の機 能 を表6-6に 示 す。

次に 、サ テ ラ イ トの検査 室機 能 につ い て 補足す る。 一般 に 、 臨床検 査 は心 電 心 音 図、脳 波 、

呼 吸機 能な どに代 表 され る生 体検査(生 理 機能 検査)と 、血 液、体 液 、組 織な どを対 象 とす

る検体 検査 の2つ に大 別 され る。 前者 には 状況 に よ りX線 検査 、 超音波 エコ ー検 査 な どの 形

態 学的 検査 も付 加 され る。

これ らの 諸検 査 の うち、 診療所 で も実 施 可能 と思わ れ る ものを挙 げ る と次の とお りであ る。

巧

■

(便)潜 血 、寄 生 虫

(血 液生 化学 、 肝機能)

(細 菌)

(病 理)

.(尿)

(血 液)

(生 理 学)

(X線)

以 上の よ うに、検査 可能 項 目は多 い が 、次の理 由か ら実 施 しない ところが ふ え ている。

川 手間 が かか る

(2)保 険 点数 が低 い

③ 検 査 結果 に 自信 が もて ない

〔4)検 査 そ の ものが信 頼 で きない

従 って、 ター ミナル にお け る検 査 は必 要最 少限 の 項 目だけ と して、そ の他 の検 査 は サテ ラ

イ トに 担 当 させ るのが適 当 と考 え られ る。 この方 法 は 、単 に代 行 とい うばか りでな く、地域

医療 の質 の向 上の 点 にお い て も非 常 に有 効 と考 え る。 具体 的 な サテ ライ ト検査 室 の一 例 を図

血 糖、 コ レステ ロール 、総 蛋 白・、GOT、GPT、BSP

－ 般細 菌
、結 核 菌

細胞 診、 病理 組 織

定 性 、一般 、沈 渣 、定量 、化 学

血 沈 、血 色素 量 、白 血球 数 、赤 血球数 、血 液像 、ヘ マ トク リッ ト

ECG、 眼 底 、脈 波 、肺 機 能 、脳波 な ど

胸 部単 純撮 影 、骨撮 影 、臓 器撮 影 、間接撮 影

一417一
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表6-6レ ベ ル 別 機 能

一 一

機 関 セ ン タ ー サ テ ラ イ ト タ ー ミ ナ ル

和歌山県立医科大学附属病院 御 坊 市国保 日高病院 計7ケ 所

電 話 。 o 。(音声情 報 など)

。(波形情 報など・文字情 報など) 主 な関 連 システム
カプ ラO

。(静止画像 情 報な ど)
FAX。

。(動画 像情報 など)
医療上

の機能

TV。

主 に教 育 ・研究 と医学 主に医に関する全 ての検査など 当 シス テムの主 対象 は住民 である

。高度医療 の ア レンジ(重 患の収容) 。重患の収容 。住民の医 療問題 に関 す る直接 の窓 口と し、 。診療 相談 システムや問 診 シス

無医地区の解消 テ ム(電 話や簡易端 末)

① 一般 診 療
、

。巡回診療の実施 o遠 隔 診 断 シ ス テ ム(ま ず 、 セ

ン ターサ テ ライ ト間 で実用化

②救 急 診 療 ∫高麟 析'並び聯 査

。病 歴検 索 サ ービス

。救急時 の判断 お よび処 理(救

。救急時の処理

試験)

。生体情 報(ECGな ど)伝 送 ・

解析 システム(電 話回線)

。諸 検査 システム

急車の出動)
0救 急 シ ス テ ム(ll9番 な ど)

。デ ータバ ンク(医 療 デ ー タの蓄積) ・定期健康診断の実施 と事後処

理

。住民の定期健康診断 oペ ー ス ノー カチ ェ ック ンス テ

ム(電 話 回 線)

③ 健 康 管理 。AMHTS

Oデ ー タ ・パ ン ク シ ステ ム

④ コ ンサ ル

テ ー シ ョン

・高度生 体解析 、症状解 析等

。医学研究 を含 む高度 の コ ンサ ルテー シ

ョ ン

。診療 の補 助 と診療所 の バ ックア ップ

。ター ミナ ルに対 す る全 ての コ

ンサ ルテ ー ション

。電 話 、FAXな どに よる助言

問い合 せの 回答

。上位 専門 医の援 助 に よ り、医療の 質の 向上

に寄与

。症状 解析 システム(電 話回線)

。画像 解析(含 画像処理)シ ス

テ ム(電 話回線 、画像 回線は

まず セ ンターサテ ライ ト向)

⑤医療従事者
への教育

・医学 文献 、最 新情報 の収集 とサ ー ビス

。卒 後教育 の計画 と実 施

。端末機 器 に よる情報検 索 と利

用
。ター ミナルに対 し、 リクエ ス

。端 末機 器 に より情報 入 力 し、利 用す る こと

に よ って住 民の保健 知識 などに還 元。

oメ デ ィ カ ルCAIシ ス テ ム

。医 学 情 報 検 索 シ ス テ ム

ト内容 の回 答

⑥ 保 健 教育
。保 健教育 の実 施 、研 究

。VTR、 映 画 な どの編 集や製作

。教育機 器 の提 供 、VTR、 映
映

画等の手配

。保健婦 に よる保健 活動

Oテ レホ ンサ ー ビス

'

。保 健 教 育 シ ス テ ム(テ ィーチ ン

グ ・マ シ ン の利 用)

。医療業務の高次の情報処理 。医療業務の情報処理(含 在庫 。医療業務の情報化への実施 。医療業 務関係諸事 務 システ ム

管理) 。保健資料の収集

⑦ 管 理 。総 合評価 O医 療 実施 の スケ ジ ュー リング
'

。当地区医療の評価

、

■
⑨ - つ
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1凱 学血液

検体倍速阜

など

　 送車}

予約 ・当日受付

緊 思受付綬 合目巨に「ダミナ見る
'田 螺

の醐 が(含 轍 ・…閤室 劫 蛇)
入力

用手法検 査
一 般 検 査

呼吸機荒測定
装 置

各縫 項目ごどの

受診着番号

サマリー
各層貌 笥資料

予約右眼

例 えば予約

が麟 呵ると

医師 にフ《一ド
バ'ック

図6一 工 サ テ ラ イ ト検 査 室 例

.



6-1に 示 す 。

22医 療 運 営 上 の 機 能

医療 運営 上 の機 能 とは、当 システ ムの運 営 に お・け る主 として事務 管理 面 を対 象 とす る機 能

で ある。医 療 上の機 能 を 「表 」 とす る と運 営 上 の機能 はそ の 「裏 」 を担 当す る もの といえ よ

う。 一般的 には 、とか く 「表」よりも 「裏」は軽 視 されが ちで、病 院 管理 等 にお い て も診療 第 一

主 義 か ら事務管 理 面 は冷 遇され る ケ ースが少 な くない と聞 く。 しか し、医療 界vak・け るEDP

S化 は管理 面 が先 行 し、全 体 の80～go%を 占めて い る。 これ は 、管理 面 の処理 につ い て

は 、医 療面 と異 な り、 一般 企業 に お・い て開発 された システ ムの利用 が 容易 であ ったこと、お よ

び、管 理面 の機 能 の 不足 が逆 に対 策 の必要 性 を強 く した ため であろ う。

当 システ ムの 円滑 な る運 営 を図 るた め には 、表裏 両面 の 一体化 が必 要 で あ り、表 裏差 異 の

ない 処理 を行なわ な くては な らな い。

所 要機 能 は 、表6-7に 示 す とお りで あ るが 、 と くに通 信関係 の機 器 の保守 整 備は シス テ ム

運 営 上重要 と考 え る。

白

畑

表6-7医 療運営 上の所要機能の概要

機 関
機 能

セ ンタ ー
サ テ

ラ イ ト

タ ー ミ'

ナ ル
記 事

運営計画(管 理面) ○
一 　

単 独 では な ぐシス テ ム全般 の部 分 的

担 当..

運 営 の 指 揮 ・監 督 ○ ○ 事務管理面

人 事 ・給 与 管 理 ○ ○ シス テム全 員

経 理 ○ ○ ○ システ ム全般

施 設 管 理 ○ ○ ○

「保 守 整備
、改 造 災害 対策 等 、通 信 関

係 も含 む

機 器 管 理 ○ ○ ○ 医療機器を除 く
〆

物 品 管 理 ○ ○ ○ 医薬 品 を除 く
調達 、配 送 、在庫 管理 等

車 両 管 理 ○ 保 守 、整 備 等 、大 きな修 理 等は セン タ
指示 に よる

要 員 養 成 ○ 医療以外

外 部 との連 絡 調整 ○

そ の 他 電 気 ・水道 ・ガ ス等 の処理

これ らの機能 を処理 す る ため前 述 の既 存 シ ステ ムの活 用 お よび新 シス テム の開 発 に より事

務 管 理 面 に おい ては 、 と くに省 力化 、 自動 化 に 努め るざ きであ ろ う。
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D

2.3ン ミ ュ レ ー ン ヨ ン

ある シス テ ムが最適 シス テ ムで あるか否 か は 、そ の システ ムが十分 に 目標 を達 成 し、か

つ シス テム を構 成 す る人 と物 が無駄 、無理 な く効率 的 に働 い てい るか否か に よって判 定 さ

れ る。従 って厳 密 に は 、そ の シス テ ムの評価 は、実 際 に運用 された後 でなけ れば実施 でき

ない とい うこ とにな るが 、これ では 責任 者 と して きわめ て不都 合 で.ある。 と くに変 更 の難

しい物 を主 体 とす る ハ ー ド面 にお いて然 りで ある。 ところが 、幸 いに もハ ー ド面 に関 して

は設 計段階 にお い て も信頼 度 の高い評 価 が可能 とな っ牟 。す な わ ち電 算機 利 用 に よるシ ミ

ュ レー シ ョン手 法 の 活用 であ る。 しか も本法 は単 に評 価 だけ で はな く予測 に も使 用 す る こ

とが で きる。 この機 能 の価 値 は きわめ て大 きい。 システ ムは ある時 点 に完 成 され て も決 し

て固 定の もの では な く周囲 の環境 状 況等 に応 じて変化 され て いかな くては な らないが 、予

測機 能 の利用 に よ り、先手 先手 と処 理 で きる こ とに なれば 、そ の メ リッ トは非 常 に大 きい。

本 法の 効果 は利用 法 の適 否 に よ って左 右 さ れ るが 、適 切 な利 用に よ り大 きな成果 を挙 げ

てい る事 例 もかな り多 い。

シ ミュ レー シ ョンの手 法 につ い ては、GPSS、SIMSdRIT、PATTERN法

な どが よ く知 られて い る。O社 にお い て 開発 され た シ ミ ュレ ータの一一・'iつはSONET(Simu-

latorforOptimizationofNetwork)と 呼ば れ、 す で に数十 の比 較的大 きな シス テム'

に適用 され 、い ず れ もよい 成果 を お さめ てい る とい うことであ る。

本 システ ムに おい ても、 システ ムの中枢 とな るネ ッ トワーク構成の評価にSONETを 利用

る ことが で きる。 ネ ッ トワークの取 り扱 う情報 に関 す る所 要 デ ータ(情 報 の流 れ とその量

等)を 入 力す る こ とに よ り、所要 端 末数 、回 線数 、電 算機 待 ち時間 、デ ー タ伝送 時 間 、各

種 装 置の使 用効 率 、問 い合 せ応 答時 間等 を算 出 し、方式 を評価 し、最適 にす る ネ ・ トワー

クを求め る こ とが で きる。

●

■

2.4シ ス テ ム 設 計 上 の 制 限 事 項

本 シ ステ ムの機 能 を フル に発 揮 させる ため には 、 ソフ ト、 ハ ー ド両 面 の十 分 な整 備 が必

要 で あるが 、 これ らの整 備 を一挙 に実施 す る ことは 不可能 で ある。 また 現 実を無 視 して強

行 して も効果は あ が らず 、む しろ マ イナス 面 が大 き く浮 び上 って くる おそ れ もあ る。'

従 っ て本 シス テ ムは 、一挙 に完 成 す るの では な く、現状 におけ る設計 上 の制 限事 項 は素

直 に認 め て 、無 理 の生 じない よう段 階的 に整備 運 用 を 図 ってい くのが 妥 当 と考 え る。

最 も太 き.な制 限 事項 となるの は 、情 報 の伝 送 路 の問題 であろ う。伝送 路 は 、大部 分 を公

社 回線 の利 用 と しない限 り恒 久的 な運 用 は 不可能 に近 い が、山間僻 地 に必要 な回線 の整備

を早急 に期待 す る と とは で'きない。 と くk本 システ ムの運 用 上 の ポ イン トで ある、画像 伝

送 回線 の整 備 は最 も難 しい もの と考 え られ 、当面 は主 要 区間 、特定 区間 等 に限 定 す る こ と

もやむ を得 ない。 無 線 関係 で は 、移 動系 の音 声以 外 の通 信 は、現 段階 で素 人 が扱 うには ま

だ無理 が あ り、 当面 テ ス ト段階 と し、 次の ス テ ッ プで全 般的 に考 え るべ きで あろ う。
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以 上の ような情 報 の伝送 制 限 の問題 は 、パ ラメデ ィ カルの活躍 範 囲 を狭 め、 コンサル テ

ー シ ∋ンの機能 を低下 させ る
。 これ らのた め十 分な ター ミナルの配置 が困 難 となる。

次 に通信 ネ ッ トワ ークに つい ては 、 システ ムの完 成 段階 では、表6-8に 示 す よ うな制

御機 能 が必 要 と考 え られ るが 、第1段 階では これ らの ご く一部 を実 施す る こと とな ろ う。,

伝送 路以 外 の制限 事 項 につ い ては 、法令 、対象 地区 関係 の諸 事情 等 に関連 が あ りきわめ

て複雑 で、 こNで 取 扱 うに は無 理 が あ るの で省 略 す る こと とす る。

表6-8通 信 ネ ッ ト ワー ク の 所 要 制 御 機 能
`

回 線

■

制 御 機 能

電話(帯 域) 電 信 静 止 画 像

(フ 〔クシミリ;

動 画像
(TV)

通

話

聴

診

音

波

形

手

書

き

書

画

デ

、1

タ

制

御

信

号

フ(

ア模

㌘
ミ写

り)

〃

宕
亮

T

V

蓮
)

〃

蔓
)

回 線 交 換 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

蓄 積 交 換 ○ ○

割 込 処 理 ○

一 斉 処 理 ○

3端 末 同 時 接 続 ○ ○ ○

多 あ て 先 処 理 ○ ○ :つ

優 先 処 理 ○

伝 送 デ ー タ エ ラー チ ェック

お よび 自 動 処 理

l
i
l

○ ○

メ ッセ ー ジ形 式 チ ェ ック

お よび 自 動 処 理
○

回 線 監 視 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

回線不良時の自動処 理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(迂 回 中 継 等)
.

移動系通信 との接続処理 ○

所 要 デ ー タ 等 の 記 録 ○ ○

所 要 デ ー タ 等 の 表 示 1

φ

一422一



,

●

▲

5.シ ス テ ム 構 成

3.1各 レ ベ ル の 配 置

ほ}セ ンタ_

和歌 山 市 にお く。規模 ・内容 と もに最 も充実 してい る県立 医 大附 属病 院 に付 設す るの

が妥 当 と考 え られ るが 、大 学 の移転 問題 等 もあ り、状況 に よ り、設置 場所 また は付 設病

院 の変 更 もあ り うる。

*附 属病 院 の概 要 … 表6 _9

表6-g和 歌 山県 立 医科大 学附 属病 院

所 在 地

院 長

事 務 長

病 床 数

科 目

医 師 数

看護婦数

救急指定

特長

∀640和 歌 山 市7番 丁1TEL(0734)31-2151

岡

佐 竹 利 彦

803床(一 般706、 結 核67、 精 神40)

内 、 精 神 、 小 、 外 、 整 、 皮 、 産 、 眼 、 耳 、 放 、 歯

標 準51人 、 現 員(常 勤126、 非 常 勤0・)

標 準169人 、 現 員274

有

。県の 中核 と して の総 合 病院 であ る。

O医 学 、研 究、 教 育の 中心 で あ る。

(2)サ テ ラ イ ト

御 坊 市 にお く。 国保 日高 病 院 に付 設 す るの が適当 と考 え られ る。

*日 高 病 院 の概 要 … 表6-10

表6-10国 保 日高 病院

所 在 地

院 長

事 務 長

病 床 数

科 目

医 師 数

看護婦数

救急指定

特長

〒644御 坊 市 薗116TEL(07382)2-1111

吉 田 浩 二

宮 本 一

385床(一 般180、 結 核64、 伝 染41、 精 神100)

内 、小 、 外 、 皮 、産 、眼 、放 、精 神 、耳

標 準22人 、現 員(常 勤9、 非 常 勤6)

標 準76人 、 現 員76

有

。御坊 市外3町 の組 合立 病 院(将 来2町2村 も加入 を図 り
、圏 域 の総 合病 院 と して組織 、

機構 、施 設 、 内容 、 サ ー ビス等 あ らゆ る面 で充実 した理 想的 な病 院 と しての整備 拡充
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計画 が あ る。)

。国立 延 寿浜療 養 所 と ともに、 へ き地 診療 車 、救急 車 を常備 し、へ き地 の巡 回 診療 を実

施

。整備 拡 充 事業計 画

概算事業費
(千 円)

建築用地6,600㎡ の買収

灘 ㌶ ㌻㌶ 囎設}一
救急診療室、医学図書室の整備等

併設 してい・看護婦養成所の増設(現 在養成人員15名 を30名 としこれに対する教室等施設の整備)

へき地診療車の設置(簡 単な手術等 も車内で出来る程度のもの1台)

A

{3)タ ー ミナル

① 配 置

住民 の生活 圏 を基 準 と し、無医 地 区 を優 先 させ次 の7ケ 所 を選 定 した。

川辺町

中津村

美山村

印南町

江 川

高津尾

三 佐

川原河

寒 川

田ノ垣内

美 里

最 小 生活 圏 を基準 とす る と104ケ 所 に ター ミナ ルが必要 とな り、 その 次の 一次生 活

圏 を基 準 と して も26ケ 所 の配置 が必要 で ある。 これ らの数 は 、医療供 給 の立場 か ら現

段階 は勿 論 、近 い将 来 におい て も実施 困難 と考え られ るの で、 一次生 活圏 の うち無医 地

区 を含 む5ケ 所 と、無医 地 区 に関連 の あ る2ケ 所 を以上 の よ うに選定 した 。

↓
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② ター ミナル配置 略 図
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公 共 施 設 診

療

所

所 属 一次 生活 圏
集

会

所

幼

稚

園

小

学

校

中

学

校

高
等
学
校

保

育

.所

役

場

郵

便

局

江 川 ○ ○ ○ 舟 生7集 落3,036人

高 津 尾 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 船 津16〃2,208人

三 佐 ○ ○ 川 中9〃1,495人

川 原 河 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 川 上22〃3,611人

寒 川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 寒Jll23//1,624人

田 ノ垣 内 ○ ○ 真 妻10〃1,540人

美 里 ○ ○ 切 目川6〃1,766人
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〉

■

④ 各 タ ー ミナ ル と集落 の状 況

⑤ 総 合 配 置 図'

⑥ サテ ライ ト ・ター ミナル間の 距離図

3.2通 信 ネ ッ ト ワ ー ク

(1)構 成 方 針"・'

通信 ネ ッ トワー クを構 成 す るため に必要 な諸 チ ー タの うち、次の デー タは 現 段 階 で の

算 定は きわめ て困 難で あ り、 また 経済性 の ほか 、現実 を無 視 して大 は小 を兼 ね式 の設 計 は

不適 当 と考 え られ る。従 っ て、本 設 計 にお い ては 、比較 的 小規模 な構 成 と し、実 情 に合 わ

せ て拡 張 す る こ ととす る。 ㌧

(関 連 の深 い事項)1噺1;

取扱 情報 別通 信 量 …… 回線 お よ び通信 端末 の種 類 と数 、通信 制 御

通 信 運 用 要 領 … … 同上 お よび無 線通 信 一一'

(2)固 定 系'一'・.

① 使 用lt線 tt.-tl
t

公社 回線 の 利用 を立 前 と し、 次 の回線 を使 用 す る。(使 用 可能 と仮 定)

(試 行 サ ーどス4.MH、)… ・一 ・

記 号鋤 伝 送e・es、D-1同 齢 よ び加 入 融 融 を利用 す る

1-1回 線 は主 と して高速 模写 お よび写 真 伝 送用 とす る。

各回 線の数 は 、実 情 に即 して決 定 す るも

② 使用 端 末機器

電 話 機
、 ≡(医 療 ・一般醐 ・音髄 信')一

同'上 『+ア ン プ … …(聴 診 音 伝 送)

'同'上'吉 音 響 ガ ブ ラ(ア ナ
・グ用 、 デ ィ ジタ～レ用)

送 、文字 等伝 送)・,

模写 伝送 装置 ・ ∵`

写真 伝送 装置

、・手書 き.書画伝 送 装 置

TV送 受信装置

テ レタ イプ等1/O機 器

各 レベル におけ る設 置 数 は実情 に即 して決 定 す る。 「

加 入 電 話 回 線

専用 回 線(D-1)

同 上(1-1)

同 上

文字 ・数 字 ・一

・・Kぽ 域 一 ・プ・
、または切 換 ・i・ 使 用

3.4KHz帯 域 … … 用 途 自 由 、

48KH2帯 域i… … 用 途 自 由 、

用 途TV伝 送

(特 定区 間のみ)

'9

、・亘 ・・で(波 形伝
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③ 制 御 装 置

専用 回線 お よび端 末機 器 の 制御 は 、 システ ム運 用後 、検 討 す る。

制 御 事 項

TV・X線 カメ ラの遠 隔 制 御(位 置 ・方向 ・ズ ーム等)

ター ミナル(サ テ ライ ト)に 対 す る一斉指令(送 信 回線切 換)

救急通 信 等 の割 込

ター ミナル 回線 の逐 次 切換

ター ミナル(サ テ ライ ト)に 対す る情 報 の 自動 処理

コ ンサ ルテ ー シ ョン時 の各 種制 御

④ 端末 と伝 送路 の 構成

ター ミナ ル(サ テ ライ ト)サ テ ライ ト(セ ン タ)

公社 交換 機一
専用 電話 専用 電 話

一

〉

一(モ デム)一

'一 ←

聴 診 器 一(アンプ 戸

↓

(聴診音)

送

受

信

制

御

装

置

専用 回 線
送

受

信

制

御

装

置

(D-1…

3.4KHz)

専 用 回 線

一^

波形測定器 一(モデ・)ヨ 記 録 司

テ レ メ ー ル テ レ メ ー ル

テ レ タ イ プ1・ … ヨ

1・ ・ク・・リ1 ファク シ ミリ
(1-1…

48KHz)

専 用 回 線

TVカ メ ラ TVカ メ ラ

一一 一 「

|

ll制 御 装 置 制 御 装 置

1
!

-一

1・RT 同
上

㊨

⑳

同
上

茜

③

CRT1

l
l(試行 サービス

4MHz)X線 装置 lX線 装 置

ll

l
制 御装置

L{1〔 三ヨ

注LTV関 係 は 当面 セ ンタ ー～ サテ ライ ト間 のみ

2・1-1回 線 は フ ァク シ ミ リを主 対 象とするが、高速 デ ータ伝 送等 に も利用 で きる。

3.電 算 機直結 の オ ン ライ ンは省 略 した。
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⑤ ネ ッ トワー ク(専 用 回線)

D-1,1-1

0
(4MHz)

セ サ

ン τ

夕

立 ㌔ケへ

高津尾

江 川^

R、1,」-1

三佐

川原河

田ノ垣 内

寒川

'

注 図6-2、 図6-3、 図6-4参 照

ほ)移 動 系

① 取 扱 情 報

車 載 用 … … 音 声 お よび 波形

携 帯 用 … … 音 声

② 通信 区 間 と距離

車載 用 … … サ テ ライ ト～対 象地域 内(申 継基 地 の ない場 合最 大約40Km)

携 帯 用 … … ター ミナ ル～ 同 周辺(通 信半 径 約5Km)

③ 使 用周 波数帯 域

VHF/UHFの 使用 が適 当 で あるが 、現 在VHF帯 は ほ とん ど余 裕 が ないの で、

UHF帯(400MHz帯 、800MH2帯)の 使 用 が考 え られ る。

④ 通 信方 式

FMの 複 信 方式(図6-5参 照)

⑤ 無 線基 地

車載 用 … … サ テ ライ ト(御 坊 市)

携帯 用 … … ター ミナ ル(7ケ 所)

⑥ 電 波 不感 地帯 の対 策

現 地調 査 の後 処理 す る。 中継 所 の設 置 、漏 洩同 軸 ケーブ ルの利用 等 が考 え られ る。

御坊 地区 には 、 地区 布町村 組 合 に よる防 災 、行 政 事務用 の超 短 波無 線電 話網 が す でに昭

和36年 か ら実施 され てお り、中津村 中央 部 の犬 ケ丈 山 に中断 所 を設 け る計 画 もある。 以

上 は固定 系 では ある が 、状 況 に よっ ては機 器 の 一部改 造 ・増 備等 に よる共用 等 も考え られ

4
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る。(添 付参考資料参照)

θ

ソ
ィ

共

TX

RX

じ

ナ

横

磯

テン

信

信

ア用

送

受

共

怪

日

共

図6-5複 信方式 の通 信

④ 整備叉は改善の望ましい回線

区 間 距 離(㎞)
公 社

1-1

公 社
4MHz

備 考

和歌山市一御 坊 市

〃

有田経 由56

白鳥経 由47
全
区
間
で
使
用
可
能
と
な
る
こ
と

同の
左延

こ長

のが

た必.

め要

に(

は現

使在

用20
可Km

能 ま

距 で

離)

1-1回 線48KHz

多用途 使 用

高速 模写 伝送 、そ の他

高速 デ ータ伝 送

写 真 伝 送

動 画像 伝 送 は現 在 のTVと 同

一 、従 っ て医 用高 解像 度TVの

必要 度が 高 まれば これ に応 じ う

る新 回線 が必 要

一 高 津 尾 19.0

一 川 原 河 29.5

一江 川 8.8

御 坊 市 一 田 ノ垣 内 24.6

一三 佐 26.0

一寒 川 53.5

一美 里 16.2

●

▲

3.3機 器

概念 的 に本 シ ステ ムに必 要 な機器 は主 に 、

川 医療機 器 ④ 情 報 処理 機 器

(2}通 信機 器(5)搬 送 機器

{3)映 像機 器

以 上の 五つ で ある。 よ り詳細 な項 目につい ては、一応 システム構 想 の ところ に掲 げ てあ る。

さ らに詳 しい品 目'仕 様等 につい て は保 留 して ある。

こ こでは 、 主な既 存 の 製品な どにつ い て表6_11に ま とめ てみた 。
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レ

表6-11各 レ ベ ル ご と の 必 要 資 源

必要

源
レベル

人 的 資 源 建 造物 関係 医 療 機 器
通 信 関 係

.

映 像 機 器 情報処理機器 搬 送 機 器
通 信 機 器

セ ン タ ー

和 歌 山

県立 医大

付属病 院

。管 理者

医療 上 の 管理 者

プロジェク ト 管 理 者

。専 門医

。パ ラ メデ ィ カル

。総合 病院 の建 屋 内

設置 も しくは敷 地

内 に新設

oヘ リボ ー ド

。電 算 室

。検 査 セ ンタ

。高度生 体情 報 解析 装置 ④

。ヘ リコプタ ー搭載 医療 機

器 ②

。医療 に関 す る全検 査機 器

(セ ン タ ・サ テ ラ イ ト間)

。1双方向同時通信話装置①②④⑤⑥⑦

。イ メー ジ フ ァイ ル

④ ⑤ ⑥

oTVカ メ ラ ・モ ニ

タ(黒 白 ・カ ラー)

④

。X線 モ ニ タ ー ④

。 フ ァク シ ミ リ① ⑤

。生 体 ア ナ ロ グ情 報

リ ト リー バ ル ・

フ ァイル ⑤

。ヘ リコ プ タ ー②

。検 体輸 送 車

o

o

広帯域多重送受信

装置
。遠隔聴診装置④

。「蝿 図伝送装画④

。手書 き書画伝送装置④⑤

・医籔 遜 蚕

。信連大容量情鞠
ll

速i鑓...」

.[量端 翻 妬醒1
1`

置 」

ヘ リコプター搭載
'呵

無線装置

。'隔 制 御装 置

・闘。Eス テ ム ・エ ン ジ ニ ア1 。 フ ァク シ ミ拠 り⑤

。静止 画像伝 送 装 置(黒 白、 カ ラー)④ ⑤

動 画像 伝 送装 置(黒 白 、 カ ラー)④

・[三亟1
・事務職員、医麺
。ヘ リコ プ タ操 縦 士

一

。1データ通信装固②④⑤⑥

。1制御情報伝送装置②④

一

サ テ ライ ト

御坊 市

国保 日高病 院

〇 一 般 医

。パ ラ メ デ ィ カ ル

。職 員 ・保 守 要 員

Oシ ス テ ム ・オ ペ レ ー タ

。車 輌 等 運 転 者

。その地区の医療機

関の建屋内装置 も
`

し くは敷 地 内 に新

設

。ヘ リポー ト

。車 庫

。電 算室

。検査 室

・膨 蚕蕪 薗③

・[睡醒 垂垂日①②③

。自動細胞 スク リーニ ング

装 置 ① ③

・懸 橋葡輕醒 週①②③

。X線 装置①②③

。追加診療機器

。医療に関する全検査機器

(サ テ ラ イ ト ・ター ミナ ル 間) 。広帯域多重送受信

装置

ゆ 救急指令装置

。[酬
。遠隔制御装置

。[壷] .

。イ メ ー ジ フ ァ イ ル

④ ⑤ ⑥

。TVカ メ ラ ・モ ニ

タ(黒 白 ・カラー)

① ～ ⑥

。X線 カ メ ラ ・モ ニ

タ ー① ② ③

。フ ァク シ ミ リ① ②

。中型計算機 。救急車

。健診車

。診療車①

。患者輸送車

。救急船②

。健診船③

。機材 ・検体輸送車
、

。歯科診療車

。1双方向同時通話装置①②④⑤⑥⑦

。遠隔聴診装置①②
o

o

デ ー タバ ンク入出

力 用端末 装 置

『心電図伝送装圏①②③ 医療情報入出力用

端末装置
。手 書 き書画伝 送 装置 ① ②

。フ ァク ノ ミリ① ②

メ静 止 画像 伝 送装 圏(黒 白 ・カラー)① ⑦
。動画像 伝 送装 置(黒 白 ・カ ラー・)①②

・声 死面檬花輪

置 一一.一__⊃
oミ ニ コ ン。データ通信装 ①②⑤

伝送装 ①②

ター ミナル

御坊 地区

計7ケ 所

。パ ラメデ ィカル

。医 師 く非 常 勤 も しくは

巡 回 も しくは嘱 託など〉

。職員

、

。既 設 の医療 関係 施

設 内設 置 も し くは

新設,

。ヘ リコプ タ着 地 場

所

。健 診実施 場所
'

。簡易車庫

'

・[頭i藍薩 葺②
。分娩監視装置①②

(タ ー ミナ ル ・現 地 間) 。広帯域多重送受信

装置

。TVカ メ ラ ・モ ニ

ター(黒 白 ・カラー)

① ～⑥

。X線 カ メ ラ① ② ③

・保 健 教 育 用

オ ー デ ィ オ ビ ジ ュ

ア ル装 置 ⑥

o

o

イ ン テ リジ ェ ン ト

タ ー ミナ ル

ポ ー タ ブ ル 音 響 カ

プ ラ端 末 装 置

。簡易救急移動施設

②

。簡易患者輸送車

。自家用車かバイク

。移動診療施設

。1双方向同時間通話装置1①②④⑤⑥⑦

樋 易環境分析装馴 ・移動無線装置

(携帯)

。1心電 図 伝送 装 置 ① ② ③

。フ ァク/ミ リ① ②

。手書 き書画 伝送 装 置

1

Oポ ー タ ブ ル 診 療 ユ ニ ッ ト

① ②

。直麺唾多額 ①③
Oポ ータブル叉は小型レ/

トゲン装置①②

。1生体情報収集装薗①②③

・簡易検体検査装置①②③

。簡易応急処理装置②

。X線 装置①②③

。遠隔聴診装置①

。追加診療機器

・嗣

(サ ー ビス対 象 ① 一般 診療 ② 救 急 診療 ③ 健康 管 理 ④ コ ンサ ノレテー ション ⑤ 医 療 関係 者教 育 ⑥ 保 健教 育 ⑦ 管理)

[=コ 既 存

[二=二]、 一部 あ る

一
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3.4フ ロ ア プ ラ ン 例

セン ターお よびサテ ラィ}は 既存 の 病院 施設 をな るべ く利用 す るた め 、新 しい 機能 を備 え た部

屋 の概要 の み を図 示 す る。:、ま た病 院 の部 屋名 、 そ の部屋 に設置 する機器 等 部 屋 の広 さ を表 と

して掲げ る。'

(Dセ ン タ ー(和 歌 山 市S.∫".

設 置 機 器 ・ 『 ・ ,、 ∴'∵.,,シ

撒

～

部 屋 名 主 要 設 置 機 器 部屋の広さ 備 考

計 算機 室 大 ～ 中型 計算機 、デ 一夕ベ ンク入
"":

出力端末装置、(高 速大容量)情 早

.

300㎡ :

報検索装置、空気調整機

イ ン タ ホ ン

解 析 室 (高 度 生 体情 報解 析装 置)、 ミニ

コン ピュー タ、情 報 入出 力端 末装
50㎡ 1、

置 、AD変 換 装 置

生 体情 報受 信端 末装 置 、インタホン
、

フ デ イ ル 室 イ メ ー ジ フ ァ イ ル装 置
1

"

映写室・簡易図書室
v

情 報 入出 力端 末装 置 、 フ ァイル棚 を か ね る。

デ ー タバ ンク入 出力装 置 250㎡
1

:
'

本棚 、映写 装 置 、 イン タホ ン t

COM

通 信 室 デ ー タ通 信装 置 、遠 隔診療 用TV 救急指令装置はサテ

モ ニ タ,、通 信 ネ ッ トワ ー ク制 御 装
A

ラ イ トに置 く。
」

←

置 、高性 能医 用 フ ァクシ ミ リ 50㎡ x

音 響 カ プ ラ付端 末 、(テ レメール)

制 御 用 ミニ コ ン ピ ュ ー タ
φ

P吟

地 図 パ ネ ル,.
、`

}

遠隔診療室 遠隔診療用TV装 置、遠隔制御装,
1

置 、高性 能 医用 フ ァク シ ミ リ 、

テ レ メ
、一 ル 、 音 響 カ プ ラ付 端 末

30㎡
ぺ

デ ー タバ ンク入 出 力装 置 {

情報入出力用端末、静止画像受像

装 置 、1イ ン タ ホ ン

医 室 情 報 入 出 力 端 末 、 イ ン タ ホ ン 『

:

医師控室、事務室を
70㎡ さ

本 棚 、 応 接 セ ・ 卜 か ね る。

「
F

休 息 室 救 急 装 置 、1イ ン タ ホ み ベ ッ ド 20㎡
∨

()は 次 の ス テップの もの と考 え る。以 下 向様 。
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以 上 の他 、図 に は示 してい ない が次 の機 器 を設 置 す る。

受 付 窓口会計装置

各科診療室 情 報入 出 力端 末装 置

デー タバ ンク入 出力装 置

X線 室 X線TVカ メ ラ、遠 隔 制 御装置

検 査 室. (テ レ メ ー ル)、 フ'ク シ ミ リ

情 報 入 出 力 端 末 装 置

薬 局 情 報 入 出 力端末 装 置 、(テ レメール)

車 庫 検体輸送車

(図6-6セ ン タ の フ ロ ア ・プ ラ ン例 参 照 一).

(2)サ テ ラ イ ト.

設 置 機 器

部 屋 名 主 要 設 置 機 器 部屋の広さ 備 考
'

計 算 機 器 (中 型計算機)

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ、 デ ー タ バ ン ク 入 出 力装 置

100㎡

情報入出力端末装置、データ通信端末装置

空 気 調整 機 、 イ ンタ ホ ン

フ ァ イ ル室 イ メー ジ フ ァ イル装 置 、情 報 入 出力端 末装 置
,

フ ァ イ ル棚 、 デ ー タ バ ン ク 入 出 力 装 置 100㎡

磁 気 テ ー プ フ ァ イ ル 、 イ ン タ ホ ン

通 信 室 デ ー タ通 信装 置 、遠 隔 診療 用TVモ ニ タ

通 信 ネ ・ トワー ク制 御装 置

音 響 カプ ラ付端 末 、 テ レ メール 50㎡

制 御用 ミニ コ ン ピュー タ、救急 指令 装 置

救 急 用 モ ニ タ装置 、地 図 パ ネル,

遠隔診療室 (遠隔診療用TV装 置)

遠 隔制 御装置 、高性 能 医 用 フ ァクシ ミリ

(テ レ メ ー ル)、 音 響 カ プ ラ付 端 末 40㎡

デ ータバ ンク入 出力装 置 、情報 入 出 力用端 末

静 止 画像 受像 装 置 、 イン タホ ン、 '

生体情報収集装置

一440一
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部 屋 名 主 要 設 置 機 器 部屋の広さ 備 考

医 室 情報 入 出力端 末 、イノ タホ ン、本棚 30㎡

休 息 室 急 報 装 置 、 イ ン タ ホ ン 、ベ ッ ド {罐霊

検 査 室 ミニ コ ン ピ ュ ー タ

情 報 入 出 力 端 末 装 置 、 フ ァク シ ミ リ

(テ レメ ー ル)

250㎡

ミニコ ンを約

10組 設 置 す

る

図 書 室 情報入出力端末装置、映写機、本棚

COM
100㎡

映写室をかね

る

急 患 室 患 者 監視装 置 、 べ 。 ド、 イン タホ ン

情 報 入出 力端 末装 置
30㎡

急 患 を 一一時 収

容 する場所 。

救 急 車
ポ ー チ

.車 庫 救急 車、健 診 車 、患 者輸送 車 、検 体 、機材

輸送 車

診 療 車}半 移動 系 ター ミナル コ ンテナ

歯科 診療 車

既存病院の施

設を利用 して

もよい

他 に設置 する機器 と して、

受 付 窓口会計装置

各科診療室 情 報 入出 力端 末装 置 、 イメー ジフ ァイル端

末装 置

X線 室 X線TVカ メ ラ、遠 隔 制 御装置

手 術 室 遠隔術中監視装置

薬 局 情 報 入 出 力端末 装 置 、(テ レ メール)

(図6-7サ テ ラ イ トの フ ロ ア ・プ ラ ン例 参 照)

〔3)タ ー ミナ ル

設 置 機 器

'部 屋 名
主 要 設 置 機 器 部屋の広さ 備 考

待 合 室 教育用TV装 置
,

20㎡

薬 局 TVカ セ ・ ト装 置 、(患 者 監視 装置) 10㎡

病 歴 室 3㎡
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部 屋 名 主 要 設 置 機 器 部屋の広さ 備 考

診 療 室 イ ン デ リ ジ ェ ン ト タ ー ミナ ル 、 ベ ッ ド 20㎡

X線 室 (X線 カ メ ラ)、X線 装 置 15㎡

検 査 室 (簡 易検体検査装置)、 簡易環境分析装置 10㎡

.
1
」

〆

生体検査室

4`

音 響 カプ ラ付端 末 、医用 フ ァク シ ミリ

(テ レメー ル)、 生体情 報収 集装 置

て 患 者監 視装 置)、(分 娩 監視装 置) .

ベ ッ ド

20㎡'

`

患 者用 ぺ 。 ド

室 をか ね る。

車 庫
千 、

9

タ

泊 家 用 車 、簡 易救 急 車 、簡 易 患者輸 送 車

(ポ ータ ブル診療 ユ ニ ッ ト)

.(簡 易 応急 処理 装 置)、(ポ ー タブル カ ブ

ラ)、(移 動 無線装 置)

s
/

20㎡

、

休 息 、室 ユ ー テ ィ リ テ ィ
、 ベ ッ ド 10㎡

・

キ

1(図6-8タ ー ミナ ル ・フ ロア ・プ ラン例 参 照)

ω 準 移動 系 ター ミナ ル

和 歌 山地 区 での準 移動 系 ター ミナル は合 計4台 の コンテ ナに各種 医 療 施設 を組 み 入れ た も

の と仮定 す る。 移動 時 には運搬 車 に乗 せて運 ぶ もの で ある。1週 間 ～1ヵ 月以 上 、無 医地 区

に固定 され 診療 活動 を行 な う もの で あ る。 ・一

コ ンテナA

・歯科診療

歯治療装置

患者用すい

歯科用薬品、器具棚

洗浄器具

歯科医用机

インタホン

・X線 室

X線 装置

X線 技師用机

フイルム現像器具

更衣場所

コ ンテ ナの 広 さは4種 と も12.5㎡ で あるhl

運搬 車 との 関係 で多 少変 更 が あ る。

歯科診療 室 は歯科 工 具室 もかね る。

X線 室 ではX線 フ ィル ム現像 も行なえる様 にす

る。X線 静 止 画の伝 送 は通 信 室 で行 な う。

一442 .一
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コン テ ナB

・(手 術室)

手術 台 、手 術器 具 、デ ィフ ィブ

リレ一 夕、音響 カブ ラ付端 末

心電 計 、酸 素 ボ ンベ等

・(手 術 準備 室)

手 術器 具 等消 毒器 、冷凍 庫

手術 器 具用 棚

コ ンテ ナC

手術 室 に は簡単 な手 術 、応 急手 当 が 、で きる

設 備 を設置 す る。

また心 電計 測 、採 血等 も ここで行 な う。

手術室と手術準備室の間は ドアで行き来する。

・診 療室

医 師用 机 、保 健婦 用 机

イ ンテ リジ ェ ノ トター ミナル

(テ レメ ール)

情 報 入出力 用端 末装 置 、

フ ァイル棚 、診療 器 具棚

洗浄器 、電 話

・(薬 局)

調 合台 、薬 品 棚 、調 合用 器 具

イン タホ ン

コ ン テ ナD

診療室 と薬 局 の 間 は カーテ ンに して 自由に行

来 きで きる よ うにす る。

診療 器 具の 消毒 は、手術 準 備 室 で行 な う。

・通 信 室

通信 技 師用 机 、 フ ァ イル棚

教 育用TV装 置(可 搬 型)

デ ータ通 信装 置 、医用 フ ァク シ

ミ リ、音 響 カプ ラ付端 末

携 帯用 無 線装 置 、無 線用 ア ンテ

ナ、 イン タホ ン

・(事 務 室)

事務 用机 、本棚 、冷蔵 庫

イ ン タホ ン、 御手 洗

救急無線の端末としての働 きも行 なう。

非常用電源装置等の格納場所にもなる。

(図6-9準 移 動 系 タ ー ミ ナ ル フ ロ ア ・プ ラ ン参 照)
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4.シ ス テ ム 設 計 の た め の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

本節 は、 前 述 の 手 法(2.3シ ミ ュレー シ ョン)の 一 つ と して、SONET*に よる本 モ デ

ル地 区 におけ る通 信 系 につ い て、 シ ミュ レー シ ョンを行 った結果 を提 出す る。

なお、本 設 計試 案 は まだ概 念設 計 段階 に とどま って いる もの であるの で、 多 ぐの デ ータは正

確 な調査 値 とい う よ りも推定 値 に近 い もの で あるの で 、不本 意 ながら、一つの目安 となる もの で

あ る といわ ざるを得 な い。 しか し、今 回の シ ミュ レー シ ョンの 目的 は 、次 段階 とな る詳 細設 計

の際 の手 が か りの 一つ で あ り、そ の手 法 の一 手引 となれ ば と思 ってい る。
.〆

4.1基 礎 デ ー タ

本 モデ ル地 区 にお け る基 礎 デ ータ とな る諸値 はで きる だけ 正確な数 値 が 得 られ る ように 、

医療 従 事 者側 の意 見 を も取 り入 れ なが ら調 査 し、推定 した値 で ある。

本来 、 よ り詳 細 に 、医療 上の7つ の機能 に関 し、そ れぞ れ音 声 ・波形 ・デー タな どの情 報

や1/O機 器 別 に吟 味 しなけれ ば な らなか ったが 、大 局 を つかむ よ うに試 みた 。

表6-12は 本モデル地区 医 療通 信系 ネ ッ トワ ークを考 え るた めの基 礎 デ ータ ー覧 表 である。

この表 を も とに、情 報 の 流れ を考慮 し、 さ らに ま とめた のが次の 医療 機器 システ ム通 信 系

モ デル図(図6-10)で ある。

●

'

*SONETはSimulatorforOptimizationofNetworkの 略 で あ る。
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① 低速伝 送 〔音 声 ・波形 情報 伝送 〕

〔設 定 値 〕1.1通 話 平均保 留時 間=5分

2,1人 あた り通話 回数=0.5/日

　 値:㌶/

蛋 一☆ 」

② 中 速 伝 送 〔デ ー タ情 報 伝 送 〕

〔設 定 値 〕1.1件=12Kbit/1人,

2.デ ータ伝 送 速 度=100～4,800ボ ー

③ 高速伝送 〔A4版FAX伝 送を想定 〕

300mm><200mm>(41ine//m>〈61ine/m=1,440K〔bit〕
一 ・/

A4版 サイズ 走 査線

④ 画像伝送

⑤ その他:検 査関係

1

2

3

4.

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

表6-12

タ

尾

河

佐

川

内

里

川

津

原

高

川

垣ノ

三

窪

田

美

江

ミ ナ ル(計 七)

19Krn16集 落2,208人

30Km22集 落

26Km9集 落

54Km23集 落

251Crn10集 落

16Km6集 落

gKrn7集 落

三

乃

旬

η

88

皿

尾

河

佐

川

内

里

川

津

原

垣

高

川

三

寒

田

美

江

3,611人

1,495人

1,624人

1,540人

1,766人

3,036人

(計15,280人)

110(回/日:呼 数)

各 タ ー ミナ ル10件

(例)'高 津 尾 の 呼 数 、

_2,2。8(◇)α5

10

=180(回/日)

各 タ ー ミナ ルの 診療 人数=40人/日 とす る。

(1人 あた り平 均医療 サービス回数

一40人鵠 繋 目一・獅)

オ ン ライ ンは特 にない(現 段階)

最 小限 とする。

通 信 系 モ デ ル の 基 礎 デ ー ター 覧 表

サ テ ラ イ ト(国 保 日高 病 院)

人 口:30,742(男14,921十 女15,821)

8,548世 帯}御 坊 市

705.6… 人 口密 度(1㎡ あ た り)

(日 高 病 院)

TELO7382-2-1111

385床

常9

非 常 勤6

セ ンタ(和 歌 山 県立 医付 属病 院)

知饗 鶯 き ㌶;
}和薔市

(参 考)

和 歌 山 県

医 師 数121.5(人 口10万 対)

病 床数1,118.1(〃)

住 宅 用TEL普 及 率100人 あた り6.1

(付 属 病 院)

TELO734-31-2151

803床

常 勤126

非 常 勤0

y
7.10.1

県 人 口調 査

〕

,45年 末 厚 生 省

ノ

}45年 末電 々公社

1,537(回/日:呼 数)

含ECG70回/日

(タ ー ミナル よ り)

(例)

坐 繰 一1田

電 話 、 カプ ラ

MODEMな ど

に よる

13,479(回/日.:呼 数)

(例)

377.4。 冷 。.5 =13 ,47914

590件 300件 サ テ ライ トは ター

ミナル よ り送 られ

たFAXの デ ー タ

化 が 多 い

診療 人数=300人/日 とす る

(1人 あた り平 均医 療サー ビス回数

一 際 芸65日 一 ・・酔)
●

診療 人数=500人/日 とす る

(1人 あた り平 均 医療 サービス回数

一50i綜5日 一・・膨 年)

・■∈>

CATVに よる実 用 試 験

シ ミ ュ レー シ ョ ン

対 象 外

主 に1,生 化 学 ・血液 検 査:約8項 目 と し、含CPU処 理4分+そ の他4分

2.心 電 図 関係 検査:12誘 導 と し、含CPU処 理2分+そ の他3分

3.呼 吸機 能 関係検 査:CPU処 理5分 十そ の他5分

4.そ の他(視 力 ・聴 力等 ノ検 査:CPU処 理1分+そ の他15分 とす る。
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4.2SONETに よ る ン ミ ュ レ ー シ ョ ン

前 出 の基礎 デ ー タに もとづ き、SbNETに よる ン ミュ レー シ ョンを行 な うため、次の よう

に三種 の回線 と検 査室 医 療機 器 につ い てモデ ルを設定 してみ た。

山 低速 回線 モ デル

{2)検 査室 医療 機器 モ デ ル
'
(3)中 速 回線 モ デル1}

ω 高速 回線 モ デル

以 上 につら て、以 下 の よ うに展 開 し、総 合的 に シ ミュ レー シ ョンを行 な った。

画像 回線 に つい ては 、容 易 に決 め られ るの で 、特 に シ ミュ レー シ ョンの対 象 に しな か った。

(1)低 速 回線 モデ ル

低速用 回線 は一般電 話 通 話用 回 線 を想定 し、音声情 報 、波形 情報(心 電 図 、制 御情 報 な ど ・

の アナ ログ情報)の 伝 送 に使 用 す る回線 を想定 する。

。.〈伝 送 時間 〉

低速 回線 に おけ る1通 話当 りの回線保 留時 間 は 、音声 情報 の み でな く波形 情 報 の伝 送i

も考 慮 し、一 投電 話通 話 よ り長 めの5分 と仮 定 す る。' .'・ ・

。〈回線 構成 〉'
.,こ

低速 回線 の構 成 は次 の6種 類 とす る。

a)セ ンタ ー周 辺 よ り#ン タ ーにか か る通 話用 回線

b)セ ンタ ー内相互 通 話 用回線"

c)セ ン ター ・サテ ライ9・間通 話用 回線

d)サ テ ライ ト周辺 よ りサ テ ラ イ トにか かる通話 用 回線

e)サ テ ライ ト内相 互通 話 用 回線 ・"

f)サ テ ライ ト ・ター ミナ ル間 通 話用 回線

低速 回線 の シ ミ ュレー シ ョンは 、上 記a)～f)の 回線数 を変化 させ た場合 の、各 回線

使 用 効率 を出力 と してい る。

。〈SONET入 力 デ ー タ〉

低速 回線用 モデ ル デ ー タを表6-13に 示す 。低速 回線 用通信 系 ネ ッ トワークモデ ル

図 を図6-11に 示す 。通 信系 ネ ッ トワー クの 意味 は、

a);Ll

b);Pl

c);L3

d);L51

e);P51

f):L101～L107

で ある。

一459一



セ ン タ ー発 信

表6-13低 速 回 線 用 デ ー タ

デ ー タ 名 デ ー タ の 意 味 発 生 デ ー タ件数 平均発生間隔

TELCO セン ター地域 よリセンターにかかる通 話 一◎ 7.179(件/日) 4(秒)

TELCI セ ン タ ー内(医 内)相 互通 話 ◎ 6,000 5

TELCS セン ターよリサテライ トにか か る通 話 ⑤一◎ 200 152

サテ ラ イ ト発信

TELSO
サ テ ライ ト地域 よ りサテ ライ トにかか

る通 話
一㊦ 283

1

107

TELSI サ テ ライ ト内(院 病)相 互通 話 ⑤ 500 61

TELSC サ テ ライ トよ りセンターにかか る通 話 ⑤一◎ 180 168

TELST1
サ テ ライ トよ リ タ ー ミナ ル に か か る

通 話 ⑤ 一⑪ 33 873

TELST2 ノノ

⑤ 一⑫ 50 576

TELST3
、

〃 ⑤ 一⑬ 24 1,200

TELST4 〃 ⑤ 一⑪ 26 L108

TELST5 〃

⑤一⑮ 25 1,152

TELST6 〃

⑤一@ 27 1,067

TELST7 〃 ◎一⑰ 43 670

タ ー ミナ ル 発 信

TELTIS
タ ー ミナ ル よ リ サ テ ラ イ トに か か る 通

話 ⑤ 一⑪ 75 384

TELT2S 〃

⑨ 一⑫ 128 225

TELT3S 〃 ⑤一㊥ 49 588

TELT4S 〃 ⑤一㊥ 53 543

TELT5S 〃
⑤ 一⑮ 『 50 576

TELT6S 〃 ⑤一㊥ 59 488

TELT7S 〃 ⑤一⑰ 107 269

◎ セ シタ

⑤ サ テ ライ ト

① タ ー ミナ・レ

一460一
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ぜ

、
〆

■

M・3

TELCO

M2 TELCS

M4

TELCI

0

L3

M52

TELSC

一
M54

M51
A

一

・L51 oo

TEL・ ・p51(一
M55

L52

TELSI

101

MlolMユ02

TELTIS

TELSTl

TELST7

図6-11'・ 低 速 回 線 用 ネ ッ トワ ー ク モ デ ル

L107

MlO7

TELT7S

タ ー ミナ ル
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鴎 坐 り洛 回線の棚 嫡 を平常時(本 … レーシ・ンはピー塒 を考慮 して

い な い)で5.0%以 下 にお さえ るた めutOl、 次 の よ うな 回線数 が 必 要 であ る。

種別' 必 要 回 線 数

:セ ン タ ー 外 線ILI)
.

100回 線以上(大 代表1米)

セ ン タ ー 内 線(P1) 150"

サ テ ラ イ ト 外 線(L51) 5〃(代 表1米)

サ テ ラ イ ト 内 線'(P51) 10〃
A

センター サテ ラ イ ト間(L3).
4

7〃

サ テ ラ イ ト ・タ ー ミ ナ ル 間
」

2～4"

b

、

,
㌔

なお本 シ ミiレ ー ション にお い て は、一通 話 当 りの 回線保 留 時間 を5分 、各 レベ ルの>1

日当 りの通 話総 数 を

・ セ 〃 一;・3 ,479樋 融) .

oサ テ ライ ト;1 ,467

0タ ー ミナ ル;80～180

.と した場 合 の結 果 で ある。

〈低 速 回線 シ ミュ レー ジ ョ ン結 果 〉'"・

低速 回線 におけ る 、各 使 用種 別対 応 に得 た回線 使用 効率 の シ ミュ レー シ ョン結果 を、縦 軸

に使 用 効率 、横 軸 に回 線本 数 を取 った シ ミュレ ー シ ョン結 果 を表6-14に 示 す。

注)㈱ ・一 般 に 、 内線 電 話 交換機(院 内 用)と 外 線 は 、.代表電 話(〔 線1q回 線未満)や

大 代表電 話(外 線10'q・ 回 線未満)で 接 線 さ れ 、回 線使 用率 は50%～90%程 度 の高 い

使 用率 で観 す ・・ その た め … 一越 びサテ・イ・の外 徽 は獺 を変 れば ・

。 セ ン タ ー外 線

.大 代 表1ケ(100回 線)

Oサ テ ラ イ ト外 線

代 表1ケ(5回 線)

と示 す こ とが で き る。

■
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〆
'

■

/0

(率)

o.6

0,2

表6-14低 速 回 線 ・回 線 使 用 効 率

/00/50

センター外 線

/.0

o.6

02

200300(回 線 数)

(低 速 回 線Simulation出 力)

/00/50200300

セ ン タ ー 内 線

/.0

o,6

0.2

5/o/5

サテライト外線

/,0

o.6

0.2

(P5-/)

5/0/5

サテライト内 線 ・

20

ち

!.o

06

02

(ム3)

6/0/4

セ ンター ・サテライト間

　 463一
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3 (回線数)
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,・

`

(2)検 査 室医 療機 器 モ デ ル.

こ こで取 り扱 う検 査 室 医療 機器 は 、通信 系 と特 に関連 深 く現在 使用 可能 と思 われ る主 な

る機器 を例 と し セ ン タお よび サテ ライ トに設 置 した場 合 を想定 す る。

。〈検 査 室医療 機器 の種 類 〉' .㎡

従 って本地 区 モデ ルの 場合 では次 の医療機 器 を対 象 とす る。

a)生 化学 ・血 液 検査 機 器

b)心 電 図 関係機 器

c)呼 吸機 能 関係 検査 機 器

`d)そ の他(視 力 '聴 力等)検 査 機器

。〈医療 機 器 の構 成 〉

　

各医 療 機 器 は、 専用 デ ー タ収 集/出 力 部分 と ミニ コン等 に よる専用 デー タ処 理 部分 と

で機器 が 構 成 され てい る もの とす る。

データ

ー 一 →

← 一 一

収集/出 力

部

CPU処 理

部

・

。〈各医療 機器 の デ ー タ処理 時 間 〉

各 医療 機器 の1デ ー タ当 りの処 理時 間 は次 の ように仮 定 す る。

時 間機 器 収集/出 力時間 CPU処 理 時 間` : 備 考
、

生化学 ・血液検査

心 電 図 検 査

呼 吸 機 能 検 査

そ の 他 の 検 査

4(分)

3

5

14

4(分)

2

5

1

約8項 目

12誘 導

■

医療 機器 の シ ミズ レー シ ョンは、 セ ンタ お よび サ テ ライ トに設 置 さ れた各 医療 機器 の

設置台 数 を変 化 さ せた場 合 の 、収集/出 力 部(L)とCPU処 理 部(P)の 、各 使用 効

率 、1デ ー タ当 りの待 ち時 間 を 出力 と して得 る。

。〈SONET入 力 デ ータ〉

医療 機器 用 モデ ル デ ータを次表 に示 す。(付 表 医療機器 デ ータ参 照)

医療 機 器の モ デル図 を図 に示 す 。(付 表 医 療機器 モ デル図参 照)

.
●

'
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医 療 機 器 チ ー タ

セ ン タ

デ ー タ名 デ ー タ の 意 味 デ ー タ ル ー ト 発 生データ件 数1 平均発生間隔

BIOC
セ ン タ

生 化 学 ・血 液 検 査

..

267頃/日) 114

ECGC
〃

心電図検査
190

'炉

152

－

BREC
〃

呼吸機能検査
15 2,021

OTRC
〃

そ の他(視 力 ・聴 力 等)
30 1,010

《
人

'式

サ テ ラ イ ト

BIOS
サ テ ライ ト

生 化 学 ・・血 液 検 査 「

178 170

ECGS
〃

心電図検査
;

190 152

BRES
〃

呼吸機能検査
10 3,031

OTRS
〃

その他(視 力 ・聴 力 等)
20 1,515

・÷
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ρ

ピ

θ

ふ
、

(生化学

(心 電

⇒

・血液検査)

図 検 査)

(呼 吸 機 能 検 査)

(そ の他 の 検 査)

令

、

MIl

BIOC

M13

ECGC

MI5

B言EC

M17

0TRC

)
P12

)
P14

早16

P18

M12L11
一

一

0

M14
`

L13.

・

一
●

M16L15

A

M18L17

こ

(生化学

(心

・血液検査)

電 図 検 査)

(呼 吸 機 能 検 査)

(そ の 他 の 検 査)

M61

BIOS

M6『

ECGS

M65

BRES

M67

0TRS

)
P62

し

)'
P64

)
P66

.

)
P68

'

.

サ テ ライ ト

・M62

`

L61

●

●

M64

四 デ

L63
一

頃

M66
`

L65
,

`

M68
●

L67
〉

頃

〈医療機 器 シ ミュ レー シ ョン結 果 〉

各 医療 機器 におけ る 、

結 果 を表 に示 す。

付 表

付 表 医療 機 器使 用 効率(

付 表

使 用効 率 、

医療 機 器使 用効 率(デ ータ収集/出 力部)

医療 機 器待 ち時 間(1デ ータ当 りの平 均)

CPU処 理 部)

.

医 療 機 器 モ デ ル 図

待 ち時間 、

.

(縦 軸 に使用 効 率 、

(縦 軸 に使用 効 率 、

(縦 軸 に待 ち時 間 、

最大機 顯 求 デ ー タ数 の シ ミ'レ ーシ ヨン

横軸に機器種別)

横軸に機器種別)

横軸に機器種別)

付表 医療機器最大要求データ数(CPU処 理部)
(縦 軸に同時要求最大データ数、横軸に機器種別)

一467一



シ ミュ レー ン ヨン結果 の表 よ り、平 常時 におけ る各医 療機 器 の使 用 効率 を50%以 下 に

お さえれ ば、平 常時 の1デ ー タ当 りの待 ち時間 はほぼ な くな り、各 機器 のCPU処 理部 も

待 ち合せ な く働 くこ とにな る。

そ こでセ ン タお よび サテ ラィ.トにお・い て、平常時 の機 器使 用効 率 が50%以 下 にす る た

め に、本 モ デル で必 要 な各 機器 の台数 はつ ぎめ よ うにな るこ

.セ ン タ

声

-

生 化 学 ・血 液 検 査
.

2～5冶 以 上

心 電 図 検 査 2～3〃

.s

呼 吸 機.能 検 査 1"

そ の 他 の 検 査 2"

サ テ ラ イ ト

生 化 学 ・血 液検 査 2～3台 以 上

心 電 図 検 査 2～ 層3㌧ 〃

呼 も吸 機 能 検 査
`

`

1"

そ の 他 の 検 査 2「 〃

も
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医療 機器(デ ー タ収集/出 力部)使 用 効率(医 療 機 器Simu1'ation出 力)

,

〈

LO

(率)

O.6

02

乙/3乙/5、 乙/7'

設置各5台

∠64' 機 器種別

/0

0.6

02

〃/ム 〆3ム/5

設置各3台

ム!7 L6/ L63 ム65乙67

θ

/ふ,t

∠o

o,6

0.2

司

'

4

A

q

↓

.

1

ム〃 ∠/3ム/5

設置 各1台

ム/7 乙6/ム63 L65∠67
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1.O

(率)

0.6

02

医療 機 器(CPU処 理 部)使 用 効 率

一前表 続 き 一

(医 療 機 器SimUlation出 力)

P/2'P/4>R/6

設 置各5台

P/8 P62f)64 P66ρ68ズ 弗[是程!8U

、
声
、

'i

/,O

06

{22

P/2P/4』P/6

設 置 各3台

P/8 P62P4 P66P68

/.0

06

02

ρ/2P/4ρ/6'ρ/9'

設 置各!台

P62P64P66 P68

6
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,司

■

/00

(秒)

60

20

医療機器待 ち時間 (医 療 機 器Simulation出 力)

ム〃 乙/3乙/5

設置各5台

L/7

四

ム6/ム63乙65 乙67'編ll

㊨

べ.

/00

60

20

60

20

ム!ノ 乙ノ3'ム 〆5zL!7

設 置各3台

'乙6!乙63ム65乙67

⊥

/ク37sec

A

982sec

●

μ63sec

▲

/0〃sec

▲

～ 「

画

'

ミ

.

べ
,

・ ち

ξ

L〃 乙/3乙/5乙/7

設置 各/台

L6/L63
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医療 機 器(CPU処 理)最 大要 求 デ ータ数(医 療 機器 §imulation出 力)

3

テ㌧タ(数)

2

'/

'・'t〃/2M/4M/6

設 置各5台

〃!8

巨]1:(・ 巨1

〃62〃64M66 M68

'i

3

2

/

〃/2〃/4M/6

設 置 各3台

〃/8 〃62M64〃66 M68

3

2

/

Mt2M!4κ/6

設 置 各/台

M!8 〃62〃64 M66〃68

、4
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書

13)中 速 回線 モ デル

中速 回線 は 、デ ータ通 信 用 回線 を想定 し、 一般 デ ータ機器(タ イプ ライ タ、 カ ー ド リー

ダ、 デ ィス プ レイetc)の デ ジ タル情 報の 伝送に 使用 す る もの とする 。

。〈伝 送対 象 デ ータ〉

中速 回線 用 デ ー タは、主 と して カルテ 及 び検査情 報 等が 主 なる デ ー タ と仮定 す る。

カル テ情蹴 記入 項 目を,。 ～8。 項 目 と し、1項 目当 坪 均,。 文 字(1文 字 －i

8bit)と す れ ば 、 次 の よ うな デ ー タ サ イズ とな る。

カ ル テ情 報 幸12×103bit
'

。〈伝 送 速 度 〉

現 在 、 デ ー タ 通 信 用 機 器 で使 用 さ れ て い る 回 線 の デ ー タ伝 送 速 度 は 、

100bit/sec～4,800bit/sec

が 「 般 的 で あ る 。 本 モ デ ル に お い て は 、 カル テ情 報 を10秒 程 度 で 伝 送 す る こ と を 想 定

し、 中 速 回 線 速 度 を

120δbit/6ecと 仮 定 す る。T

な 執 シ ミュレ ー シ ョン に お い て は 、 回 線 の 使 用 効 率 を考 慮'し て100bit/sec～1,200bi}丞e『

の 回 線 に よる シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う。 .一,

。〈 回 線 構 成 〉
,

中 速 回 線 の 回 線 構 成 は 次 の5種 類 とす る 。

a)セ ン タ ー 地 域 と セ ン ター 間 の通 信 回 線 ・.'

、)。 つ.サ テ ラ イ,間 の 通 信 噸.,:

c)サ テ ラ イ ト地 域 と サ テ ラ・イ ト間 の 通 信 回線 ・.',/一.

d)サ テ ライ ト ・タ ー ミナ ル 間 の 通 信 回 線

e)セ ン タお よ び サ テ ラ イ トに お け るCPU処 理 回 線

(CPU処 理 回 線 の 処 理 速 度 はlbit当 りの 処 理 時 間 を1rsと 仮 定 す るr)

付 表 中 速 回 線 用 デ ー タ

付 図 中 速 回 線 用 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル,

4

ピ
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中 速 回 線 用 デ ー タ

セ ン タ・一 発 信 デ ー タ

デ ー タ 名 デ ー タ の 意 味 デ ー タ ル ー ト 発 生 チ ータ件 数 平均発生間隔

DATC' センター地 域 よリセンターに 送 られ る'

友`

◎ 150(件/日) 202(秒)

DATCC

'

センター地 域 よりセンターに 送 られ 、
センター より応 答 デ ー タが 送 られ る ご ◎ 150 202

DATCS センヂー よ リサテ ライ9トに 送 られ る ③一一◎ 100 303

P

ぎ

サ テ ラ イ ト発信 デ ータ

DATS
サ テ ラ イ ト地域 よ りサ テ ライ トに

送 られ る ⊃ 100 303

'

DAT】S'S'

サ テ ラ イ.卜地 域 よ吻 サ テ ラィ 小 にひ

送 られ 、サ テ ライ トよ り応 答 デ ー
タが送 られ る

⇒ 250 121

DATSC サ テ ライ ト よ り,セン ターに 送 られ る 餅⑰ 280』 108

DATSCS'
サテ ライ トよ り・ ・ ヂ に送 らW

.
センターより応答 デ ータ が送 られる ・ ◎=コ ◎ ・ '50・ 606

DATSTl

～

DATST7

サ テ ラ イ ト よ り各 タ ー ミナ ル へ 送

られ る る ◎
r八一

各10 3,031

,J

タ ー ミナ ル発 信 デ 三・タ

DATTIS

～
DATT7S

各 タ ー ミナ ル よ り サ テ ラ イ トへ 送

られ る (ロ≦⑧ ,,各5 5,760

DATTlST

～
DATT7ST

各 タ ー ミナ ル よ りサ テ ラ イ トへ 送

られ 、応 答 デ ー タ が 各 サ テ ラ イ ト
へ 返 る 唾 …⑤ 各5 5,760

5・

`
直

t
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DATSTl

DA亭sT,

:

`

:

●
㎝

(
M71

司

L74
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Oo L73
1`

M73

(サ テ・イ・)
x

`

一

・

131

.

M134

・

▼

135'M136

L137

137

.

'

131M132 M133 (・ 一・ナつ

DATTlSI)A↑T7S

DATTISTDATT7ST

注)L131～L137の 回線 は半2重 回 線 、そ の他 の回線 は全2重 回線 とす る

中速 回 線用 ネ ッ トワー クモデル

t

。〈中速 回 線 シ ミュ レー シ ョン結 果 〉

中速 回 線 にお け る、各 回 線使用 種 別対 応 に得 られ た 、回 線 使用 効 率 、待 ち時 間 、回線装

置(注)の 最 大 同時要 求 デ ー タ数 の シ ミュレー シ ョン結果 を表 に示 す 。

付 表 回線使 用効 率(縦 軸 に使用 効 率 、横軸 に回線 使用種 別); .

付 表 回線待 ち時間(縦 軸 に1デ ー タ当 りの平 均待 ち時間 、横 軸 に回線使 用種 別)

付表 回線 装置 最大 同 時 要求 デ ー タ数(縦 軸 に最 大同 時要 求 デ ー タ数 、横軸 に装置
設置 別)

(注)回 線 装 置;CPU・ 回 線 間tsよ び端 末 ・回 線 間 の イ ン タ ー フ ェ ー ス装 置 で あ り 、 一 般 的 な デ1
一 タ通 信 で は 通 信 制 御 装 置(CCU)を 意 味 す る。, .一;

一475一



/,0

(率)

0.6
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中速回線 ・回線使用効率 (中 速 回 線Simulation出 力)
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∀
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(男り

60
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中速回線待 ち時間 (中 速 回 線Simulation出 力)『

乙22ム24ム7夕

回線 速度/200ウ/S.

ムβ/
≦

ム/37

回線種 別

/00

60

20

∠22∠.244L75

回線 速 度200b/s.

∠β!
～

乙/37

'

"W

20

9909 /290 ノ427

:

ム22∠24乙75一
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5
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本 シ ミュ レー シ ョン結果 の表 は 、中速 回線 の回線速 度 と して 、1,200bit/s、200bit/s、

100bit/sの 結 果 を示 している。

一般的 にデ ー参通 信 シ ステ ムに おい ては 、平常時 回線 の使用 効 率 を50%前 後 で設計す

る傾向 が多 くみ られ る。

本 モデ ルにお いて も回 線 の使用 効 率が50%で 平 常時使 用す る もの とす れば 、 シ ミュ レ

ー シ ョン結果 の表 よ り次 の よ うな回 線 ス ピー ドに よる回線構 成 が 、本 モ デ ルで取 られ る と

考 え られ る。

a)セ ンタ地域 とセ ン タ間(L24)

℃200b/』 全2重 回線

。'1デ ータ(12×103bit)当 り1分 で伝 送

o回 線 効率47% の
。1デ ー タ当 りの 待 ち時 間3秒::tt-

b)サ テ ラ イ ト地 域 と サ テ ラ イ ト間(L75)"'・'・:

。200b/s全2重 回 線

。1デ ー タ 当 り1分 で 伝 送-・+

。 回 線 効 率'45%

。1デ ー タ 当 りの 待 ち時 間5秒

c)k・/タ'サ テ ラ イ ト間(L22) .''" ,'+

。200b/s全2重 回 線

。1デ ー タ 当 り1分 で 伝 送

o回 線 効 率58%

。1デ ー タ 当 りの 待 ち時 間5秒

d)サ テ ライ ト ・タ ー ミ ナ ル間(L131～Ll37)・

。100b/s半2重 回 線 、

。1デ ー タ 当 り2分 で 伝 送

。回 線 効 率11%

'。1デ ー タ 当 りの待 ち 時 間14秒

(4)高 速 回 線 モ デ ル

高 速 回 線 は 広 帯 域 デ ー,タ通 信 回 線 を 想 定 し、静 止 画 情 報(こ こ で は フ ァク シ ミ リ装 置 に
'よ

る画 の 伝 送 を 想 定 す る)の 伝 送 に使 用 す る もの と す る。' .

。<伝 送 対 象 デ ー タ>

A4版 図 面 の デ ー タ を対 象 とす る 。

画 面 の情 報 は 次 の もの を仮 定 す る 。

300mm>〈200mm>〈41ine/■M×61ine/勿=1,440>(103bit
--

A4版 サ イズ 走 査 線 密 度
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。〈伝送 速 度 〉

高速 回線 で はA4版 フ ァク シ ミリ情報 を1分 にて伝送 す る もめ とす る。

高速回線速度=60
1,440×103 =24 ,000bit/sectt

杉

なお 、 シ ミュレーションにおいては、A4版 フ ァク シ ミ リ情報 を、3分 、6分 で伝 送 す る場

合 も行 う。

高速 回 線 の シ ミュ レー シ ョンは 、 センタ ー サテ ライ ト間 お よび サテ ライ ト一夕 ー ミナ ル

間 の各 回 線効率 、 また各 回 線 に対す る1デ ー タ当 りの平 均 待 ち時間 を シ ミ=レ ー シ ョン出

力 と して得 る。 また セ ン タお よびサ テ ライ トで同時 使用 フ ァクシ ミ リの台数 を得 る。

。〈SONET入 力 デ ータ〉'・ .

高速 回 線用 モデ ルデ ー タを表 に示 すσ(付 表 高 速 回線 用 デ ータ ー参 照)

高速 回 線用 ネ ッ トワ ークモ デル図 を図 に示 す 。(付 図 高速 回線 用 ネ ッ トワーク モ デ

ル参 照)

高 速 回 線 用 デ ー タ

セ ンタ発 信 デ ータ

デ ー タ 名 デ ー タ の 意 味 デ ー タ ル ー ト 発 生 デ ータ件数 平均発生間隔

FAXC
セ ンタ地域(セ ン タ内 も含)

よ りセ ン タに送 られ る
セ議r◎ 50(秒/日) 606(秒)

FAXCC

セ ンタ地域 よ りセ ンタに送 ら

れ 、 セ ンタ よ り応答 デ ータが

送 られ る
二=◎ ,

30 1ρ10

FAXCS
セ ン タ よ りサ テ ラ イ トに送 ら

れ る 争 ⑫ 60 505

・ヂ

サ テ ラ イ ト発信 デ ータ

FAXS
l

サ テ ラ イ ト地域(サ テ ライ ト

院 内 も含)よ りサ テ ライ トに

送 られ る ㌘譲 100 303

FAXSS

サテ ライ ト地域 よ りサ テ ラ イ

トに送 られ 、サ テ ライ トよ り

応答 デ ー タが送 られ る
づ 50 606

FAXSC
サ テ ラ イ ト よ り セ ン タ に送 ら

れ る (i>一 ◎ 40 758

FAXSCS
サ テ ラ イ トよ り セ ン タ に送 ら

れ 、 セ ン タ よ り応 答 が 返 る 』 20 1,516

FAXST1
～

FAXST7

サ テ ラ イ トよ り各 タ ー ミナ ル

に送 られ る ≦ ⑪
・

各10 3,031
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タ ー ミナ ル 発 信 デ ー タ

噺
～

デ ー タ 名 デ ー タ の 意 味 チ ー タ ル ー ト 発 生 データ件 数 平均発生間隔

FAXTlS

～
FAXT7S

各 タ ー ミナ ル よ り サ テ ラ イ ト

に 送 られ る
・(亘∈ …◎ 各40(件/日) 各720(秒)

FAXTIST

～
FAXT7ST

'各 タ ー ミナ ル よ りサ テ ラ イ ト

に送 られ 、 サ テ ラ イ ト よ り応

答 が 返 る ⑲ 各5 各5,760

`

'

〆

,
メ

L37 .

④ ・ 1
1

L35 L38
L36

㊥ 一
一

㊥1

M32

oo

M31

頃
oo

FAXC
」 FAXCS

FAXCC (Rec.) (Sen.)

L32 L31.

1

'セ ン タ

1

,
.

、

〆r、1

L89 遍

L90 `L田@

@牛
、 鴫

◎o
噸1

M81 M82 FAXS

FAXSSFAXSC

FAXSCS(S⑰.) ＼(。,。)
、

FAXST1 。 ＼

～

FAXST7 サ テ ラ イ

∫「

イL171

1161

＼
'.

㌣ 皿
「

1〔江M16163M16M165166167タ ー ミ ナ

FAX・TIS

FAXTIST

FAXT7S

FAXT7ST

卜

高 速 回 線 用 ネ ・ トワ ー ク モ デ ル
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。〈 回 線 構 成 〉

高 速 回 線 の 回 線 構 成 は 次 の4種 類 とす る。:

a)セ ン タ地 域 と セ ン タ間 の 回 線(L35、L37),

b)セ ン タ ・サ テ ラ イ ト間 の 回 線(L31、L32)

c)サ テ ラ イ ト地 域 と サ テ ラ イ ト間 の 回 線 、(L88、L89)・

dlサ テ ライ ト ・ター ミナ ・レ間め 回 線(Ll61～L167、L171～L177)

。〈端 末勧 ～〉

端 末 は セ ンタ ・サテ ラ イ トにおけ る最 大使 用端 末 を送 信 機 、受信 機 に て分 離 して設置

す る もの とす る。

セン タ受信 機;M32>

セン タ送信 機lM31

サテ ライ ト受 信機;M82

,市 ライ ト送 信機';M81

この ため 回線 もす べ て単 向 回線 と して扱 うこ と とす る。

。〈高速 回 線 シ ミュ レLシ ョン結果 〉^

高速 回 線 におけ る、各 回線 使用 種 別対 応 に得 られ た 、回 線使用 効 率 、 回線待 ち時 間 、

FAX装 置 同 時使 用台 数 、の シ ミ=レ ー シ ョン結果 を表 に示 す。

付表 回 線使 用 効率

(縦 軸 に使用 効 率 、横 軸 に回線 使用 種別)

付表 回線待 ち時 間

(縦 軸 に1デ ータ当 りの平 均待 ち時 間 、横 軸 に回線 使 用 種別)

付表FAX同 時使 用台 数

(縦 軸 ・・tiシミ1冶 数 醐 略 設置個所)

●

、

ぶ

】
4
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高速回線 ・回線使用効率 (高 速 回 線Simulation出 力)

¶

竃

/0

(率)

a6

02

・3/L32・ .∠35⊆3フL874Sg

A4版 伝 送 時 間{分

∠/6/∠ 」/7/、 獺 凹
エ ノ

乙ノ674!77

'! ,O

o,6

02

∠3/乙32L3S∠37ム87乙89

A4版 伝 送 時 間3分

ム/6/乙!7!
`∫

ム!67乙 ノク7

'

r

l
▲

1,0

o.6

e.2

乙31ム3ZL3S乙37ム87、L89

A4版 伝送時商6分

ム/bノ 『乙/7/
∫`

4/67L!ク7
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高速回線待 ち時間 (高 速 回 線Simulation出 力)

/00

(sec)

60

20

ム3ノ'ム32L35ム/?!

∠ノ6ク

A4版 伝 送 時間{分

ム/7/'回 編 費別

ムノ77.

勘

宣

/oo

60

20

/00

60

20

ム3!ム ヨ2ム35ム ・;6/

ム/67

A4版 伝 送時間3分

ム/7!
↓

ム/77

ム3!ム32L35'

A4版 伝 送時間6介

ム/6!
ハ

∠/67

ム/ク!
∫

∠/77

⑳

、
▲
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同時 使用 台 数 (高 速 回 線Simulation出 力)

,『胡

虜

)

3

2

/

台(

〃3!〃32M8/〃82

A4版 伝送 時間1分

〃/6!'FAX蓑 量 ぐ
`

〃ノ67

3

2

/

〃3!〃32M8/M82

A4版 伝 送 暗闇3分

M/6/
～

〃/67

ぶ.

3

2

/

M31〃32M8/1∀82

A4版 伝 送 時 間6分

〃/6!
5

M/67
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'本 シ ミュ レーシ「eン結果 の表 は
、高速 回線 の伝送 速 度 を変 え 、A4版 図面 の伝 送時間 を

1分 、3分 、6分 と した場 合 を記 入 してある。

注)FAXの 台数 は 、M31k・ よびM81は 送 信機 の み の台数 、M32お よびM82は

受 信機 のみ の台 数 、M161～M167は 送受信 機 の合 計台 数 で ある 。

(ネ ッ トワー ク≡ デ ル図 参照)

フ ァク シ ミリ伝送 の効 率 的 な ネ ・ ト'ワークの基 準 と して 、1デ ー タ当 りの待 ち時 間 を平

均1分(60秒)以 内 、平 常時 の 回線 効率 を50%程 度 とす る と、 次の よ うなネ ッ トワー.

・が本 モ デ・レで嚇 してい る とZkら れ ・. 、;i

a)セ ン タ地 域 と セZ久 間'∴(L35.、L37)・ ・∵

03分 伝 送 の 回 線{、 ∴ ・t't

o回 線 効 率20～50%

b)サ テ ラ イ ト地 域 と サ テ ライ ト間(L87、L89)

。3分 伝 送 の 回 線

o回 線 効 率30～90%

c)セ ン タ ・サ テ ラ イ ト間(L31、L32)

。3分 伝 送 の 回 線>

o回 線 効 率35～45% .l

d)サ テ ライ ト ・タ ー ミナ ル 間1(L161～L167、L171～L177)

06分 伝 送 の 回 線

o回 線 効 率20～55%

又 上 記 の 回 線 を使 用 した 場 合 の 最 大 同 時 使 用 フ ァク シ ミ リ台 数 は 、'

セ ン タ

送 信 機2台

受 信 機1台

サ テ ライ ト

送 信 機2台

受 信 機2台1;

タ 」 ミナ ル. ,・

送 信 機1台

受 信 機1台"'/'L
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,4

9
・

3

4
`

5

6

2

2

2

2

2

7

8

9

0

1

2

3

2

9
・

2

3

3

3

3

4

⊂
」

ρ0

3

3

3

C

CMIDDLE.SPEEDDATA

C

L21,M=22,21,FULL

L22,M=72,22,S=2,FULL

L23,M;23,21,FULL

t24'M=24'23'Sニ2⊂1;三,↑2繊

L72,M=71,72,FULL.

L73,M=73,71,FULL

L74,M=74,71,FULL

L75,M=75,74,Sニ2,FULL

C

L131,M=131,73,S=1,HALF-一 → 半2重 回 線

L132,M=132,73,S=1,HALF

L133,M=133,73,S=1,HALF＼ ＼sloObit/sec

L134,M=134,73,S=1,HALF

L135,M=135,73,S=1,HALF

L136,M=136,73,S==1,HALF

L137,M=137,73,S=1,HALF

C

P2,M=21,21,T=loooo,G=1

P7,M=71,71,T==looOo,G=1

C

M21,A=5

M22,A=5

M23,A==5

M24,A=1000

C

M71,A=5

M72,A=5

M73,A=5

M74,A=5

M75,A==1000

C

M131,Aニ2

M132,A=2

M133,A=2

M134,A=2

M135,A=2

M136,A=・2

Y137'A=2#生 間隔/1200'b`t'/デ ータのルート

D21,lDATC!,F=40(202),L=120,ST=154,PATH=L24,L23,P2,-L23

D22,!DATCC!,F=40(202),L=120,ST=356,PATH=L24,L23,P2,-L23,-L24

D23,!DATCSi,F=60(303),L=120,ST=673,PATH=L23,P2,-L21,-L22,-L72,P7,-L74

C

66

67

68

D70,1DATSFニ60(303),Lニ120,ST=480,PATH=L75,L74・P7・-L74

D71,|DATSSF=二25(121),L;120,ST=537,PATH==L75,L74・P7・ 一・L74・-L75

D72,lDATSC!,F=22(108),Lニ120,ST=373,PATH=L74,P7,L72,L22,L21,P2,-L23

D73,|DATSCS1,F=120(606),L==120,ST=557,PATH=L74,P7,L72,L22,L21,P2,-L21,-L22,-L72,*

P7,-L74

D74,!DATST1!,F=600(3031),L=120,ST=744,PATH=L74,P7・-L73,-L131

D75,lDATST2|,Fゴ600(3031),L=120,ST=343,PATH=L74,P7,-L73,～L132

D76,|DATST31,Fニ600(3031),Lニ120,ST=647,PAT正1==L74,P7,一 ・L73,-L133

D77,lDATST4!,F=600(3031),L=120,ST=953,PATH=L74.P7,-L73,-L134

D78,!DATST5|,F==600(3031),L=120,ST=262,PATH=L74,P7,-L73,-L135

D79,|DATST61,F=600(3031),L=120,ST==573,PATH=L74,P7,-L73,-L136

D80,lDATST7!,F=600(3031),L=120,ST=887,PATH=L74,P7,-L73,-L137

C

D131,!DATTISI,F=1150(5760),L=120,ST=751,PATH=L131,L73,P7,-L74

D132,|DATT2S㌧F=1150(5760),L=120,ST=506,PATH=L132,L73,P7,-L74

D133,|DATT3Sl,F=1150(5760),L=120,ST=263,PATH=L133,L73,P7,-L74

D134,IDATT4S|,F=1150(5760),L=120,ST=787,PATH=L134,L73,P7,-L74

D135,TDATTsSl,F=1150(5760),L=120,ST=554,PATH==L135,L73,P7,-L74

D136,IDATT6S!,F=1150(5760),L=120,ST=323,PATH==L136、L73、P7,-L74

D137,tDATT7S|,F=1i50(5760),L=120,ST=872,PATH=L137、L73,P7,-L74

C

D141,fDATTIST|,F=1150(5760),L=120,ST=683,PATH=Lt31,L73,P7,-L73.-L131

D142,IDATT2STI,F=1150(5760),L=120,STニ902,PATH=L132,L73,P7,-L73,一 －L132

D143,IDATT3ST!,F=1150(5760),L=120,ST==123,PATH=L133,L73,P7,-L73,-L133

D144,{DATT4STlF=1150(5760),L=120,ST==346,PATH=L134,L73,P7,-L73,-L134

D145,|DATT5STlF=1150(5760),L=120,ST=570,PATH=1ユ35,L73,P7,-L73,-L135.

D146,IDATT6ST!,F=1150(5760),L=120,ST=484,PATH=1ユ36,L73,P7,-L73,-Ll36

D147,tDATT7ST|,F=1150(5760),L=120,ST=717,PATH=L137,L73,P7,-L73,-L137

C

BLOCK,L=looo

C

TIME,STEP=1-)1秒 単 位,

TIME,START=o

TIME,END=28800・-8時 間

C

TABLE1,U,L21,L22,L23,L24,L72,L73,L74,L75,*

P2,P7,*

Ll31,L132,L133,L134,L135,L136,L137,*

M21,M22,M23,M24,M71,M71,M72,M73,M74,M75,*

M131,M132,Ml33,M134,M135,M136,M137

C

TABLE2,Q,L24=(21,22),-L24=22,L21・=(72,73),-L21=(23,73),*

L22==(72,73),-L22=(23,73),L75=(70,71),-L75=71,*

L131=131,L132=132,L133=133,U34=134,L135=135,L136;136・L137=137,'*

-L131=三(74
,141),-L132=(75,142),-L133=(76,143),-L134ニ(77,144),-Ll35=(78,145),*

-L136=(79
,146),-L137==(80,147)

END
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TABLEl

BRANCH

BRANCH
R

1

2

3

4

2

3

4

5

2

7

1

2

3

4

5

6

7

E

2

2

2

2

7

7

7

7

3

3

3

3

3

3

3

B

1

1

1

1

1

1

1

㎜

L

L

L

L

L

L

L

L

P

P

L

L

L

L

L

L

L

TABLEl

NODE

NODE

NUMBER

M21

M22

M23

M24

M71

M71

M73

M74

M75

M131

M132

M133'

M134

M135

M136

M137

UTILIZATION

NO

E

I

G

T

A

A

R

Z

E

I

V

L

A

ITU

0

6

0

0

0

0

0

0

4

0

9

0

0

0

0

9

0

8

0

0

0

701L

0

0

2

4

8

0

2

2

4

00

00

11

10

10

10

U

11

10

NUMBER

ENTRIES

454

455

928

427

455

128

1216

563

691

926

27

25

26

24

27

27

25

UTILIZATION

(BLOCK)

CAPACITY

5

5

5

1000

5

5

5

5

1000

2

2

2

2

2

2

2

E

S

8

6

2

5

4

4

6

2

0

1

1

1

1

1

1

1

G

T

4

1

3

1

6

6

0

4

2

0

0

0

0

0

0

0

A

N

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

R

E

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

右

E

T

V

N

A

OC

AVERAGE

TI .ME/DATA

.000

59.870

.000

59.995

.000

.000

.000

59.858

.000

.000

120.000

120.000

120.000

120.000

120.000

120.000

120.000s

(DATA)
AVERAGE

UTILIZATION
.000

.004

.000

.000

.000

.000

.010

.000

.000

.001

.001

.004

.000

.005

.001

.002

SONET出 力

NUMBER

ENTRIES

1382

454

928

426

1852

1852

181

1216

562

27

25

26

24

27

27

25

(BLOCK)

AVERAGE

TIME/DATA

.000

1.317

.000

3.596

.000

.000

7.602'

.000

5.210

1.926

2.440

9。615

,000

10.037

2.333

4.400

(BLOCK)
CURRENT

CONTENTS

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

MAXIMUM

CONTENTS

、2

2

2

2

2

2

4

2

2

1

2

2

1

2

2

2
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TABLE2

0UEUE

L24

FORWARD

L24

BACKWARD

L21

FORWARD

L21

BACKWARD

L22

FORWARD

L22

BACKWARD

L75

FORWARD

L75

BACKWARD

L131

FORWARD

L132

FORWARD

L133

FORWARD

L134

FORWARD

L135

FORWARD

L136

FORWARD

L137

FORWARD

L131

BACKWARD

L132

BACKWARD

L133

BACKWARD

L134

BACKWARD

L135

BACKWARD

L136

BACKWARD

L137

BACKWARD

¥AVERAGE

DATA.MAXIMUM
NAMECONTENTS
DATC2
DATCC
DATCCl

DATSCl
DATSCS
DATCSl
DATSCS
DATSCl
DATSCS
DATCSl
DATSCS
DATS2
DATSS
DATSSl

DATTlSl

DATT2Sl

DATT3Sl

DATT4Sl

DATT5Sl

DATT6Sl

DATT7Sl

DATST12
DATTlST
DATST21
DATT2ST
DATST31
DATT3ST
DATST41
DATT4ST
DATST5.1
DATT5ST
DATST62
DATT6ST
DATST71
DATT7ST

MAXIMUM

TIME

60.000

.000

.000

.000

59.000

59.000

60.000

.000

52.000

56.000

118.000

.000

66.000

63.000

85.000

240.000

85.000

119.000

.000

37.000

234.000

190.000

SOMET出 力

AVERAGETOTAL

CONTENTSENTRIES

O53285

.000142

.000313

.000141

.067314

.021141

.002329

rOOO234

.0025

.0025

.0096

.0005

.0025

.0025

.0045

.01516

.00315

.00415

.00014

.00116

.01416

.01115

S

8

2

3

1

2

7

8

4

E

3

4

1

4

3

1

0

3

0

1

2

1

3

1

2

1

2

2

R

R

E

T

z

卵

4

4

3

5

4

4

3

4

4

4

4

5

2

3

1

1

1

1

1

1

1

TIME/DATA=AVERAGETIME/DATAEXCLUDINGZEROENTRIES

M

s

」

ほ

O

ほ

は

0

2

0

0

ほ

ほ

ほ

ほ

卍

ほ

ほ

3

ほ

E

O

3

0

0

0

3

3

3

0

0

0

0

0

0

0

0

7

3

3

C

R

8

0

0

0

7

8

6

0

8

8

5

0

8

8

6

8

9

9

R

E

1

1

1

1

1

E

Z

P

0

8

0

7

0

3

ロ
」

6

0

9

7

8

1

AVERAGE

TIM/DATA

5.375

.000

.000

.000

6.188

4.241

8.900

.000

10.400

11.200

41.667

000

13.200

12.600

22.000

26.187

5.667

7.933

.000

2.312

25.375

20.667

『¥AVERAGE

TIME./DATA

32.590

.000

.000

.000

23.695

24.917

24.198

.000

52.000

56.000

83.333

.000

66.000

63.000

55.000

209.500

85.000

119.000

.000

37.000

101.500

155.000

CURRENT

CONTENTS

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O
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4.3ン ミ ュ レ ー ン ヨ ン 結 果 に よ る 通 信 系 の 構 成 案

SONETに よる シ ミュレー シ ョンの結 果 をさ らに わか りやす くま とめ たの が次 図 の ネ ッ

ワーク構 成 案 で ある。

構成 案の ように、本 地 区 の通 信 系 に関 す る設 計 は 、こ こでは一例 にす ぎない が 、数 理 的根

拠 に よ り着実 に すす め る ことが 可能 である こ とを示 め した 。

6

φ'

ゆ

4、
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Fン ＼

1

○ ○

○

生化学・血液

().胎c))＼
＼

＼心電図

内線

150回 線

○
外 線'

(イOO回 線)

大代 表1
鰭CΣ 〉_

呼吸機能 パ

01.○}つ

ば 、○/
7回 線

σ
生化学・血液

○ 品CD・ ＼
＼

＼心電 図

○
.,=

1
()'〉 一_

○
外線

(5回 線)

代表1

内線
.

10回 線

2～3台

呼 吸 機 能'、 イ

言○ ン/ン○
せの他/

○ 飴CΣ)/

/
//各 ＼ ＼ ＼

2～4

0ぴ ○○○

＼

/
CPU

200b/S

200b/S

＼

/
/

/
CPU

200b/S

各

100b/5

w

3分

仏4肱 送声)

'3分

1-・ ・

(A鞭 伝助 放)

各
6分(A4版 伝送/t枚)

低 速 回 線 中 速 回 線 ターミ ナル 高 速 回 線

シ ミュ レー シ ・ ン結 果 に よ る ネ ッ トワ ー ク 構 成 案
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5.ま 辻 ・ め. ,.∴.、 、

本稿は和歌山県御坊地区を対象に、概念設計rじだも○であるが、医療機2§シス}ム の大局をつ

柱 試知 二るとし提 案 したものであぶ'○ ㍉'… ・ 一 ・:・ ・

見 か たに よ り、本 案 はか な り地味 な プ ランにみ え るが 、実現 可能 性 を前提ピ お ぎ、特 に強 調

してい るか らで ある。 この よ うに、地 に足 のつ いた構 想 こそ 、ら ち早 ぐ地元 に着 実 にそ の恩 恵

が遣 え され る と考 え てい る。

そ して、 いつ か は 、全 県住民 の健康 と福祉 に貢献 で き うる包括的 医 療 の道 へ進 ん で 行 ぐこ と

を念 願 してい る。
1' ・'

...・ ・ 、.'}

己

β

へ.

y㌃

参 考 資料 「防災行政無線 」

シ バ ロ

「災馴 鮭 本法・e・…k中央防災会議(議1内 輪 猷 臣)と 獅 噛 会謝 議長・髄 府

県 知 事)を 開 催 し、 「防 災計 画 」層を作 成す る こ とを義 務 づけ られ てい る。 これ ら 「防災 計画 」 に
て コ い ロ ヒ ベ ピ

基 き、災 害対 象 を適確 に実施 す るため には 、災害 の発 生 を未 然 に防'ぐと向時 た 、災害 が発生 した

場 合 、災 害の状 況 を正 確 か つ迅速 に把 握 し、'対策 を講 じなけ れば な ら法 い。 そめ為'にば ご独 自の

通 信 回線 網 を完備 す る必 要 が あ る。 これが 「防災 行政 無 線」 で ある。 ∴"～ ∴ ∵ ∵〕

た だ 、巨額 の投 資 を した 「防 災 行政無 線 」 も、災害 時 のみ の利 用 では 、そ の投 資効果 も少 な く

常時運 用 しな くては 、災害 発生 時 に混乱 し、円滑 な運 用 が 困難 である の で、平常時 は運 用 の訓練

の鞠 含めて繊 撲 締 の ・行政鞠
.・して楓 ているご1-,`1∵ 一 三

この 「防 災 行政 無 線 」'を大別 ず る と、次 の 二つ の ものが あ る。 　パ

(11国(自 治 省 消防 庁)と 都道 府県 を結ぶ シ ステ ム'tttt't"a㌧1'"一

昭和41年 度 か ら自治省 消防庁 が 中心 とな って整 備 を開 始 し、現 在45県 で開通 してい る。
コ げ づ 　 ラ ち へ リシ

この 回線構 成 は 、建 設省 の マ イク ロ回線(全 国網)の 一部 を設備 共 用 し、各建 設省 の 出先機 関

か ら 、。。MHzの 翻 麺 で 湶 と 結 ん で い ζ 。 ・'ttt".tv;"・ ・F'

② 都道 府県 と出先 機 関 、 市町村 を結 ぶ シス テム'㌦ イ

従来・髄 府県は・鮪 疎 防用・行政醐 用・企業局癖 鋼 騨 頃 蜘 縦 醜 し運

用 してい た が 災 害 対 策 基 本 法 でい う 「地 方 防 災 計 画 」 に基 き、 これ を 統 合 しだ もの が 「防 災 行
∴`:・..・ 、'ば∵㌘:・・1

政 無線 」 であ る。 これ は昭 和43年5月 の+勝 沖地 震 を契 機 と して災害時 におけ る無 線通信 の

必要性 が強調 され 、郵政 省電 波 管理 局 も昭和45年3月 免 許方針 を明確化 し、`平常時 の利 用 の

便・計・為・県庁及び支部(鎖 … 文典 興 ∵!ご㌘ ・嘩(普 通』

でダ… レ賦 すること)の 酬 も許された・但 し・⑳ 場討 領 難 嘩 ・統胎 で通話

統 制 を行 う。(郵 波 陸第129号 、昭和45年3月26日 通 達)

また 、 自治 消防 庁 にお い ては 、昭和48年 度 よ り 「防 災 行政 無線 」 に対 し、整備 に要 す る経

一4「97一



費 の 一部 を補 助 す る制 度 を新 設 し整 備 を促 進 す る こ とに な った。(48年 度 予算3億5千 万 円)

(消 防庁 通達 、消防 災第64号 、第65号 、昭和48年7、 月14.日 参 照)

具体 的 な防 災 行政 無 線回 線 は 、県 の 「地域防 災 計画書 」 に基 い て 、防 災業 務 を行 う全 ての関

.係機 関 が 、相互 に総 合的 且 つ 有機 的 に連繋 して、一体 的 な災害 対策 が 推進 で きる ような通信 体

制 を確 立 す るこ と を基 本方 針 と してい る。

〈 シ ス テ ム 設 計'〉: .』" .

最 近の 「防 災行 政 無線 」 は、平 常 時 は主 と して行 政事 務連 絡用 に トー ル ダ イアル方式 とい って、

都道 府県 庁舎 内 や合 同庁 舎 内の私 設 交換 機(PABX)の 内 線電 話機 か らタ'イヤルす る こ とに よ

って 、他 部門 と無 線 を通 して通話 を行 い 、端末局 の市町村 も特殊 な電 話 機(例 え ば押 ボ タン式 の

プ ・シ ュホ ン)か ら無線 を通 して自動的 に通 話が で き る。 ま た災害時 に は 、災害用 と して 、 トー

ルダ イア ル方 式か ら統 制 方式 に変 え な くて は な らない 。 この統制 方式 とは 、統 制台 を通 して通話

統 制 を行 い災 害 関連 通話 を優 先 的 に行 うた め 、人 を介 した手 動接 続 とな り、各電話 機 か らは 、統

制 台 を呼 び出 して接 続 して もら う様 に な ってい る。

この 様 に 「防 災行 政無 線 」 は 、その用 途 に二面性 を有 してい るの で、 この 二面性 を少 ない伝送

,路(.割 当 られ る周波 数 に制 限 が あ る)で い か に上手 な回線構 成 を し、更 に平 常時 及び災害 時 にど

の 様 な機 能 を統制 台 に設 置 す れぽ 、'最も良 い か とい う ことを検 討 し、 システ ム設 計 を行 ってい る。

特 に 「防 災行 政無 線 」 は 、 シ ステ ム設 計 の上か らは 、交換機 の技 術 を中心 に成 り立 ってい る。

とい うの は平常時 の トール ダ イア ル方式 は 、完全 に交 換機 の技 術 であ り統 制 令 も手動 交換 機 の技

術 で ある。 この統 制 台 と交換機 の機 能 が全 体 の シス テムの中心 となる か らで あ る。 交換機 は 、普

通 の交 換機(既 設)と 無線 回 線 と結 ぐ、接続 中継 交換 機(4ワ イ ヤ ー)が 必 要 とな り、統制台 を

中心 に災 害時通 話 の シス テ ムが で き上 が る。 統制 台 は 、そ れぞ れ の都 道 府 県 の規 模 、災 害発 生地

域 の状 況 、等 に よ りみ な異 って くる。

＼三ら .

函.
●

〈 使 用 機 器 〉

「防 災 行政 無線 」 に使 用 され る機器 は各 部道 府 県 に よって若干 異 な るが 、主 要機 器 はほぼ 同 一

で あ る。

(1)有 線 系 .

(/}私 設交換機(PABX)

(ロ)無 線接 続 交換 機(4ワ イヤPABX)

臼 統 制 台

〔2)無 線 系

(イ) .7GHz帯 多重 無線 送受 信装 置(消 防庁 補 助 対象機 種)

回 同 上用搬 送端 局装 置(同 上)

∵

r
艀〆
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(・S2GHz帯 多 重無 線 送受信 装置(同 上)

←)同 上 用搬 送 端 局装 置(同 上)

㈱400MHz帯 多重 無 線送 受信装 置(同 上)

へ 同 上 用搬 送 端局 装 置(同 上)

(ト}400MHz帯 多 方向 多重 無線 送受 信装 置(同 上)

倒400MHz帯 小 容 量 多重 無線 送受 信装 置(同 上)(搬 送端局 部 を含 む)

(リ)160MHz帯 小 容量 多重 無線 送受 信装 置(同 上)

(ヌ)60MHz帯 固定 用 無 線送受 信装 置(同 上)

囲60・150MHz帯 移 動 用無 線送受 信 装 置(同 上)

(ヲ)信 号変 換装 置(セ ル コー ル)(同 上)

(ワ)上 記用 各種空 中線(ア ンテナ)(同 上)

{3)監 視 系'

(イ)各 種 遠 方監 視装 置

(4)そ の 他

(イ)予 備電 源装 置(消 防 庁補 助 対象 機種)(発 電 機 を含 む)
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